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序 文

　　　本書には、高松地家裁丸亀支部庁舎新営工事に伴い発掘調査を実施した、香川県丸亀市大手町に

所在する丸亀城跡（大手町地区）の報告を収録しています。

　　　丸亀城は江戸時代の讃岐西部を治めた丸亀藩の居城であり、その周辺には丸亀藩の家臣が居住す

る武家屋敷地をはじめとした城下が展開します。

　　　今回の発掘調査では、特に 1658 年から藩主となった京極家の治世以降の武家屋敷地の痕跡が多

く見つかっています。

　　　発掘調査の中で屋敷地区画が確認されたことや、それらの埋没に伴い整地が行われたことが確認

されました。残された絵図資料等と発掘調査成果の対比を行うことができる遺構が検出されたこと

は大きな成果です。

　　　また、多量の遺物も出土し、調査地が明治時代以降に帝国陸軍によって買い上げられ、それに伴

い屋敷地を引き払うために一括投棄された土器類は、県内の近世末の非常に良好な資料であり、貴

重な資料といえます。

　　　本報告書が本県の歴史研究の資料として広く活用されますとともに、埋蔵文化財に対する理解と

関心が一層深められる一助となれば幸いです。

　　　最後になりましたが、発掘調査から出土品の整理・報告に至るまでの間、最高裁判所、高松地方・

家庭裁判所丸亀支部及び地元関係者各位には多大なご協力とご指導をいただきました。ここに深く

感謝申し上げますとともに、今後ともご支援賜りますようお願い申し上げます。

　平成 30 年３月　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　香川県埋蔵文化財センター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所　長　　増　田　宏

　





例 言

１．本報告書は、高松地家裁丸亀支部庁舎新営工事に伴い実施した、香川県丸亀市大手町に所在する丸亀城

跡（大手町地区）の報告である。

２．発掘調査は、香川県教育委員会が最高裁判所より委託され、香川県埋蔵文化財センターが調査担当者と

して実施した。

３．発掘調査期間と担当者は次のとおりである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　期間　平成 28 年６月 1 日～ 10 月 31 日

　　　      担当　技師　真鍋貴匡・竹内裕貴

４．発掘調査及び報告書の作成に当たって、次の関係機関や地元の方々のご協力を得た。記して謝意を表し

たい。

　　最高裁判所、高松地方・家庭裁判所丸亀支部、丸亀市教育委員会、丸亀市立資料館、多度津町立資料館、

乗岡　実、日下正剛、渡邊　誠、高上　拓、梶原慎司、香川将慶、益崎卓己、三輪　望、東　信男、谷　梢、

宮畑勇希、丸本啓貴（順不同）

５．報告書の作成は香川県埋蔵文化財センターが実施した。執筆・編集は竹内裕貴が担当した。なお、出土

動物遺存体については、広島大学総合博物館　石丸恵利子氏より玉稿を賜った。

６．本報告書で用いる座標系は国土座標（世界測地系）第Ⅳ系である。方位の北は国土座標系Ⅳ系による。また、

標高は東京湾平均海水面を基準とした。

７．本書においては、遺構は次の略号により表示する。

　　SP 柱穴　SD 溝　SK 土坑　SE 井戸　SX 不明遺構

８．遺構断面図の水平線上の数値は、水平線の標高（単位ｍ）である。

９．遺構断面図中の色調および、観察表の一部の色調は小山正忠・竹原秀雄編『新版標準土色帖』を参照した。

10．遺構断面図中における種別ごとの網掛けは以下のとおりである。

11．遺物実測図における網掛けは以下のとおりである。

12．各資料の年代決定に際して参考にした文献、及びそのほかの参考文献は本文末に掲載した。

石 瓦・土器

煤
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第 1章　調査の経緯と経過

第１章　調査の経緯と経過

第１節　調査に至る経緯

　平成 21 年に最高裁判所から、高松地家裁丸亀支部庁舎新営の計画に伴う域内の埋蔵文化財の取り扱

いについて香川県教育委員会に協議があった。新庁舎建設予定地は丸亀城の北西部にあり、外堀と内堀

の間の武家屋敷地にあたる。事業に先立って新たに建物を建設する範囲を対象に、埋蔵文化財の有無を

確認するために、平成 21 年に香川県教育委員会が試掘調査を実施した。

　その結果、すべての試掘トレンチにおいて、遺構・遺物が確認された。これを受けて開発対象範囲を

丸亀城跡（大手町地区）として周知した。そして平成 28 年に、最高裁判所から発掘調査を委託された

香川県教育委員会が調査主体となり、香川県埋蔵文化財センターが調査担当として発掘調査を実施した。

（1/800,000）

0 20kｍ

丸亀市

本州

四国

香川県

右図拡大範囲

香川県

丸亀城跡（大手町地区）丸亀城跡（大手町地区）

第１図　遺跡の位置



－　　－2

丸亀城跡（大手町地区）（香川県埋蔵文化財センター 2018）

なお、旧庁舎の解体に伴い、埋蔵文化財の有無の確認を行ったが、遺構・遺物は確認できなかった。

　また、庁舎新営工事に伴う付帯工事で、平成 29 年度にも埋蔵文化財有無の確認行為を行った。その

結果、遺構・遺物を確認したため高松地方・家庭裁判所の所在する地番全体を、丸亀城跡（大手町地区）

として周知し、遺跡の範囲を変更した。

　なお、平成 29 年度に調査を行ったもののうち、一部の遺構の調査成果のみ本報告書に収録している。

第２節　発掘調査と整理作業の経過

　発掘調査は、平成 28 年６月１日～ 10 月 31 日まで行った。調査対象面積は、庁舎新営予定地範囲の

784㎡である。調査の結果、近世を中心に、近代までの遺構・遺物が多量に確認された。また、発掘調

査終了時には多量の出土遺物が未洗浄のままであったため、平成 28 年 12 月～平成 29 年２月に、埋蔵

文化財センターで遺物洗浄を行い平成 29 年度の整理作業に備えた。

　整理作業は、発掘調査が行われた翌年度の平成 29 年６月１日～ 11 月 30 日まで行った。調査延べ面

積は 1,568㎡に及び、出土遺物数は、28 リットル入りコンテナで 689 箱を数える。出土遺物と遺構の密

度が調査面積に比して非常に多く、厳しい工程の中での発掘調査・整理作業となった。

第３節　調査体制

　発掘調査・整理作業の体制については、以下のとおりである。

平成 28年度発掘調査体制
香川県教育委員会事務局　生涯学習・文化財課 香川県埋蔵文化財センター

　総括 課長 小柳　和代 総括 所長 増田　宏
副課長 片桐　孝浩 次長 森　格也

　総務・生涯学習推進グループ 総務課 課長 森　格也 ( 兼 )
課長補佐 愛染　伊知郎 副主幹 斎藤　政好
副主幹 松下　由美子 主任 寺岡　仁美
主事 和木　麻佳 主任 丸尾　麻知子

　文化財グループ 主任 岩﨑　昌平
課長補佐 片桐　孝浩 ( 兼 ) 主任 西谷　敬司
主任文化財専門員 山下　平重 調査課 調査課長 森　格也 ( 兼 )
主任文化財専門員 乗松　真也 技師 真鍋　貴匡

技師 竹内　裕貴
嘱託 井上　加奈子
嘱託 今井　由佳
嘱託 西本　智子

平成 29年度整理作業体制
香川県教育委員会事務局　生涯学習・文化財課 香川県埋蔵文化財センター

　総括 課長 小柳　和代 総括 所長 増田　宏
副課長 片桐　孝浩 次長 森　格也

　総務・生涯学習推進グループ 総務課 課長 森　格也 ( 兼 )
課長補佐 中川　聡朗 副主幹 斎藤　政好
副主幹 松下　由美子 主任 高橋　範行

　文化財グループ 主任 丸尾　麻知子
課長補佐 片桐　孝浩 ( 兼 ) 主任 岩﨑　昌平
主任文化財専門員 信里　芳紀 主任 横井　隆史
主任文化財専門員 乗松　真也 資料普及課 資料普及課長 古野　徳久

技師 竹内　裕貴
嘱託 青屋　真理
嘱託 川井　佐織
嘱託 小早川　真由美
嘱託 西本　智子
嘱託 宮崎　直子　



－　　－3

第 2章　遺跡の地理的環境・歴史的環境

第２章　遺跡の地理的環境・歴史的環境

第１節　地理的環境

　丸亀平野は、香川県西部に位置する。土器川と金倉川によって形成された沖積地が大半を占め、丸亀

城跡（大手町地区）を含む城下は、両河川に挟まれた地点に位置する。

　調査地の周辺については、早くから都市化が進められ、旧地形が不明瞭な点も多く認められるが、丸

亀城跡が所在する亀山は周囲から独立した丘となり、山上と、亀山から延びる緩斜面を中心とした標高

の高いエリアを利用して丸亀城の築城がなされたと考えられる。

　城下の周辺について、もう少し細かく見てみると、現在の城下の北側には、数条の砂堆が延び（木下

2002、田中 2017）これらは丸亀城の北側あたりまでは延びていたようである。砂堆の南の低地には遺

跡の存在がなく、古い地割が残存しないことから、丸亀城の西部、現在の今津・中津・津森の北側は遅

くまで湿潤で、開発が及ばない状況であった。城下周辺についても、現在の外堀推定ラインの付近は標

高が低く、これらの起伏のある微地形を城下の建設に伴い利用していた可能性は高い。

　近世の海岸線については、絵図資料などを参照すると、現在の丸亀駅から平山町にかけては、部分的

に海であったものが、次第に沿岸部の開発と整備が進み、現在の形に近い形状になっていった（森下

2000）。

　城下の周辺には、西汐入川、東汐入川が流れ、東汐入川は亀山の裾を取り巻くように流れる。丸亀城

跡より南の地形復元については、近年の調査研究の成果を合わせて検討すべき今後の課題としたい。

　

　第２節　歴史的環境

　丸亀城下とその近辺を中心に、その歴史的背景を通時的に整理し、特に今回の報告にかかわる近世に

ついては、城下の変遷を中心に整理する。

丸亀城築城まで

　旧石器時代の遺跡は、四国横断道建設に伴い行った発掘調査のうち、三条黒島遺跡や郡家原遺跡で当

該期の石器が確認されている。

　縄文時代については、草創期などの古い段階の資料が郡家原遺跡や郡家一里屋遺跡で確認できるが、

まとまった資料が確認できるのは後期の平池南遺跡や平池東遺跡においてである。

　弥生時代については、多重の環濠を巡らせる集落である中の池遺跡や、前期末から中期の土器が出土

する平池南遺跡が分布する。

　古墳は青の山に所在する古墳群や吉岡神社古墳以外では明確なものは確認されていない。古墳時代の

集落についても同様であり、郡家原遺跡などでは遺構の存在が認められるが、それ以北の集落の様相は

不明瞭である。

　古代については、丸亀市教育委員会が実施した丸亀城跡の調査において、少量の須恵器片が確認され、

当該期の集落が亀山周辺に存在する可能性がある（丸亀市 2008）。また、城下から西に所在する津森位

遺跡では、蛸壺や緑釉陶器等といった遺物のほか建物が確認されている。

　また、この時期で特筆すべきは、田村廃寺跡と田村遺跡である。発掘調査により、寺域を区画する築
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地の跡が検出されたほか、隣接する田村遺跡では、梵鐘の鋳造遺構が確認されている。

 　中世以降については、城下周辺にて集落遺跡はあまり確認されない。ただし、丸亀城より西の県道

多度津丸亀線の建設に伴う発掘調査により、中世の遺構・遺物が検出され集落の存在が確認できる。

　同じ讃岐の近世の城である高松城下と異なり、城下形成以前に港町が存在していた状況は確認できな

い。当該期の主要な港は、近隣の宇多津や多度津がよく知られ、丸亀沿岸部の様相は不明なところが多い。

0 2km

1. 丸亀城跡（大手町地区）
2. 丸亀城跡
3. 高木城跡
4. 道下遺跡
5. 中津城跡
6. 新田橋本遺跡
7. 中の池遺跡
8. 平池南遺跡　　　　　

9. 平池東遺跡
10. 今津中原遺跡
11. 津森位遺跡
12. 田村遺跡
13. 田村廃寺跡
14. 田村池遺跡
15. 聖池遺跡
16. 柞原西村遺跡　　

17. 高津城跡
18. 郡家原遺跡
19. 郡家一里屋遺跡
20. 郡家大林上遺跡
21. 郡家田代遺跡
22. 川西北原遺跡
23. 川西北七条Ⅰ遺跡
24. 川西北七条Ⅱ遺跡

25. 川西北鍛冶屋遺跡
26. 吉岡神社古墳
27. 青の山古墳群
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第２図　周辺の遺跡分布（丸亀市都市計画図・宇多津町都市計画図の一部を縮小し使用）



－　　－5

第 2章　遺跡の地理的環境・歴史的環境

　ただし、報告の部分でも述べるが、今回調査において、中世に比定できる遺物が一定量確認でき、土

錘なども確認される。また、近隣に城跡もみられ、亀山も聖通寺山城の支城として利用されていた可能

性は高い（丸亀市史編さん委員会 1994）。なお、近年の丸亀城下の他の地点での調査においては、中世

の遺構も確認されている。

丸亀城築城以後　

　1597 年（慶長２年）に、讃岐国高松藩主として封ぜられていた生駒親正が西讃岐支配の拠点として

築城を開始したのが丸亀城である。1615 年（慶長 20 年）の一国一城令により、讃岐の城は高松城のみ

となり、丸亀城はいったん廃城となる。そののちには、生駒氏も改易となり、山崎氏が西讃岐の丸亀藩

主として封ぜられる。

　山崎家治は、1643 年（正保元年）に幕府からの許可を得、城の建設に取り掛かる。また、城の建設

とあわせ、城下の再開発も進められていた。当時の絵図の記載を参考にすると、丸亀城は、この段階で

ほぼ現在の姿に近いものとなった。

　しかし、山崎氏ものちに嫡子なく改易となったため、1658 年（万治元年）に京極氏が入封する。京

極氏も引き続き城の整備と城下町の開発を続けた。元禄年間作成の絵図を見ると、1670 年（寛文 10 年）

の大手門の付け替えののちに行われたであろう開発も含めた城下の町割りが描かれている。

　1688 年（元禄元年）、丸亀藩から分封する形で、多度津藩が成立する。多度津藩主は 1827 年の陣屋

の完成までは城下に居住していたようで、丸亀城の北西のエリアについては、多度津藩主の邸宅や御用

所、家臣の屋敷が多い傾向にある。

　近代の丸亀城下には、帝国陸軍歩兵第 12 聯隊の兵舎が造営される。これに伴い、特に城下の北側の

大手町付近は、兵舎や演習場が作られ、当時の屋敷地の区画が今に残されている部分は少ない。

絵図からみた調査地周辺の変遷

　丸亀城下の大きな動きとしては、上に述べたような変遷をたどるが、今回の調査地周辺について、絵

図資料をもとに、変遷について述べる。なお、調査地周辺の細かい屋敷割と調査範囲の割当て案につい

ては、第５章で言及するため、ここでは大まかな変遷のみを記述する。

　なお、第３図～第８図は、いずれも丸亀市立資料館所蔵の資料、ないしはそれをもとに作成されたも

のであり、第３図、第５図～第７図は資料館からの写真の提供を受け、第８図は今回撮影したものである。

「讃岐国丸亀城」（丸亀市立資料館蔵）

　山崎氏の統治ののち、藩主不在となった際に大洲

藩加藤氏が丸亀城を預かり、その際に提出した図で

ある。山崎氏の入封直後の状況を示している絵図資

料といえる。城下全域に及ぶ範囲を描いており、城

下の大まかな屋敷割等の記載はあるが、その一方で

個人名などの記載はほとんど認められないため、居

住者の詳細は不明である。また、屋敷割についても、

街路に面した部分のみの表記であり、大きな区画の

中での区画割については不明である。

　当該期には丸亀城の大手門は城の南側に取り付く。
第３図　讃岐国丸亀城（調査地付近）
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元禄年間丸亀城下の図（丸亀市 1995 より引用）

　元禄５年に掘浚の儀御願のため提出された絵

図である（第４図はその翻刻）。調査地周辺につ

いては、京極家入封以降、大手門が丸亀城の北

側に付け替えられていることから、それ以降に

作成された本絵図では屋敷割や家臣の居住地も

大きく移動していた可能性がある。周辺には多

度津藩主壱岐守邸宅や、日蓮宗の僧日尭、日了

の配流地である配所の記載がある。

丸亀城郭および城下町古図（丸亀市立資料館蔵）

　享和２年（1802 年）作成のものと考えられる。

元禄年間の絵図とは 100 年近い開きがあるため、

居住者の変更がみられる。藩主邸宅はさらに北

側に移動しており、配所地点は多度津御用所と

なる。

　居住する家臣の氏名から、多度津藩に関係の

ある家臣が目立つ。

天保十五年甲辰九月　原書文政十一戌子図

（丸亀市立資料館蔵）

　調査地周辺の特徴として、御用所のあった部

分が空白になり、それ以外の区画については居

住者の変更がみられることがあげられる。配所

は、のちの絵図にも同位置にあることから、実

態としては存在した可能性がある。西側では単

独の居住者の記載があった区画が、長屋として

複数の人物の氏名が記載される。

（嘉永７年）丸亀城郭図（1854 年）　

  天保３年のものを大部分写しているため、大き

な居住者の変更は見られない。

　屋敷割ごとに、屋敷地の寸法、および居住す

る家臣の石高の記載があり、調査地周辺では 100

～ 200 石の家臣が居住する。屋敷地の規模を示

したものでは、東西は 17 ～ 27 間、南北は 17 間

の屋敷地が８区画存在する。

第４図　元禄年間丸亀城下の図（調査地付近）

第５図　丸亀城郭および城下町古図（調査地付近）

第７図　丸亀城郭図（調査地付近）

第６図　天保十五年甲辰九月　原書文政十一戌子図	

　　　　（調査地付近）
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明治元年家中図（丸亀市立資料館蔵）

　明治初年に作成された鳥瞰図である、屋敷の記

載は嘉永７年の絵図と変わりない。当時の屋敷地

を模式的に記しており、屋敷地内の施設や建物構

造・規模が示されているものもある。

　調査地周辺では、以前の絵図などと変化は見ら

れず、これらの居住者が、帝国陸軍歩兵第 12 聯

隊の基地が建設される直前の居住者である可能性

が高い。

第３章　調査成果

第１節　調査の方法

調査区の配置

　今回の調査対象範囲の面積は 784㎡である。使用できる作業ヤードの面積も限られていたため、調査

対象範囲を３区に分けて調査を行った（図９）。１区・2 区については、最も調査範囲の広い庁舎本体

の部分を東西で２つに分け、より遺構の密度が高いと想定されていた東側の 1 区から調査を開始した。

南側の 3 区については、１、2 区の調査がおおむね完了した終盤で調査に着手した。

調査の方法

　地表面直下には砕石敷や、それより下部において裁判所旧庁舎があった際の造成土が堆積していた。

それらと近・現代の造成土等については、バックホウを用いて掘削を行った。廃土については、裁判所

の敷地内に仮置きし、飛散防止のため養生を行った。なお、調査区は、掘削土により埋め戻しを行って

いる。

　遺構面からの掘削は、人力にて行った。掘削当初、遺構面の形成年代と整地層の有無が把握できてお

らず、遺構の識別や遺構面判断が非常に困難であったため、各所の土層の堆積状況と遺構の切り合いを

逐一確認しながら調査を行った。遺構面の認定ができたのちにも、平面での遺構検出作業は困難を極め、

特に遺構密度の高い部分では遺構面のほぼすべてに遺構が分布していた。遺構の調査にあたっては、随

時平面・断面の記録を作成しながら上位の遺構から掘削していき、完掘後に全体写真の撮影を行った。

第２節　基本層序と遺構面の解釈

　今回の調査地点においては遺構面を 2 面確認した。部分的に人為的に施工された近世の整地層の下面

については、遺構は確認されなかった。堆積の状況が確認できる断面を中心に、遺構面の解釈について

まとめる（第 10・11 図）。

　まず、基盤層とした黄色のシルト層とそれ以下の層については、地表面よりおよそ 0.7 ｍ下がったレ

ベルで検出される。これらの形成年代については、層中に遺物を含まず断定はできないが、土壌サンプ

第８図　明治元年家中図（調査地付近）
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ルより分析した火山灰中には、鬼界アカホヤテフラがごく微量ながら確認されている。下層には別のテ

フラを含む層が存在し、それらは鬼界アカホヤテフラを含まないため、黄色のシルト層は、テフラの降

灰年代である。7,300 年前より下る時期に形成された層である可能性が高い。

　基盤層は、北へ向けて緩やかに下がっていく。東西方向については、緩やかに西の外堀推定ラインに

向かって下がる地形を呈する。後世の攪乱の状況が不明ではあるものの、今回の調査区より西に 30 ｍ

ほどの位置にある郵便局、及びマンションの建設に伴い行われた発掘調査のデータからみると、今回調

査の基盤層から、緩やかであるが傾斜が続いていくようである（丸亀市教育委員会 2008）。

　調査区の西端では、整地層を平面的に確認した。整地層は、灰白色のシルトを中心とし、少量の遺物

や炭化物を含む。傾斜する基盤層の上に施工されている。整地層中から出土している遺物の年代から、

18 世紀前半前後に施工された整地層であると考えられ、それらを切る遺構については、18 世紀後半以

降の年代が考えられ出土遺物とも矛盾しない。なお、確実に整地層より下層に位置すると断定できる遺

構はない。また、壁面のみであるが、整地層の可能性がある層が 2 区において確認できる。平面での広

がりや遺構との関係が不明瞭であり、整地層と断定はできない。また、2 区西部で確認された整地層と

やや土質も異なる。

　整地層は、17 世紀後半にさかのぼる大手門の付け替えとそれに伴う城下の開発が施工の要因として

考えられる。詳細は第４章で記すが、大手門付け替えとそれに伴う城下の再編によって、既存の区画の

試掘トレンチ

SX1338

1区

3区

2区

（1/800）

0 20m

第９図　調査区配置
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1 区　南壁

5.0
E

W

ア 造成土 ( 裁判所解体に伴う造成 )
イ 花崗土
ウ 造成土 ( 黒色礫含む、連隊解体時の造成 )
エ 裁判所建設時の構造物
オ 2.5Y4/2 暗灰黄色砂礫
カ 2.5Y4/1 黄灰色粗砂混粘質土 ( 白壁材の破片を含む )
キ 2.5Y4/2 暗灰黄色粗砂混粘質土 ( 白壁材の破片わずかに含む )
ク 2.5Y2/1 黒色シルト ( 多量の炭 )
ケ 2.5Y6/1 黄灰色シルト混粘質土 ( 白壁含む )
コ 2.5Y3/1 黒褐色粗砂混粘質土 ( 炭片少量含む )(1a 層となる可能性高 )
サ 2.5Y6/1 黄灰色粘質土と 2.5Y4/1 黄灰色シルト混粘質土が混じる
シ 2.5Y4/1 黄灰色シルトと 2.5Y7/1 灰白色粘質土が混じる
ス 2.5Y7/1 灰白色粘質土と 2.5Y4/6 オリーブ褐色粘質土が大ブロックで混じる
セ 2.5Y4/1 黄灰色粗砂混シルト ( モルタル片含む )
ソ 2.5Y7/1 灰白色粘質土と 2.5Y4/6 オリーブ褐粘質土がブロック状に混じる
タ 2.5Y5/2 暗灰黄色シルトに 2.5Y4/6 オリーブ褐色粗砂と 2.5Y5/6 黄褐色粘質土が混じる
チ 2.5Y5/2 暗灰黄色極細砂混シルト (1 ㎝～ 3 ㎝の礫少量含む )
ツ 2.5Y5/2 暗灰黄色極細砂混シルト (1 ㎝～ 3 ㎝の礫少量含む )
テ 2.5Y6/1 黄灰色粘質土と 2.5Y4/1 黄灰色粗砂混粘質土が混じる ( レンガ、石壁片を少量含む )
ト 2.5Y4/1 黄灰色粗砂混粘質土 (5 ㎜～ 5 ㎝大の礫わずかに含む )( 部分的に褐色で汚れる )
ナ 10YR7/2 にぶい黄橙色粘質土と 2.5Y5/6 黄褐色シルトがブロック状に混じる
ニ 2.5Y5/2 暗灰黄色砂礫混シルトに 2.5Y4/6 オリーブ褐色粘質土が小ブロックで少量混じる
ヌ 2.5Y5/2 暗灰黄色極細砂混シルト (5 ㎜の礫少量含む )
ネ 2.5Y4/1 黄灰色極細砂混粘質土に 2.5Y5/4 黄褐色シルトが混じる
ノ 2.5Y4/6 オリーブ褐色シルト混粘質土と 2.5Y5/1 黄灰色シルトがまだらに混じる (5 ㎜～ 3 ㎝大の礫わずかに含む )
ハ 2.5Y5/3 黄褐色シルトと 2.5Y5/1 黄灰色シルトが混じる (5 ㎜～ 3 ㎝の礫わずかに含む )
ヒ 10YR7/2 にぶい黄橙色粘質土に 10YR5/8 黄褐色粘質土がわずかに混じる基盤層

被覆土

1a 層

整地層か

攪乱

SK1209

未検出遺構

SD1247

SK1191

SK1245

未検出遺構

未検出遺構

未検出遺構

SK1180

SK1198

SD1196

SD1168

SP1172

SD1173
SX1177

SP1172

１ 2.5Y3/1 黒褐色粗砂混粘質土 ( 炭片少量含む )
２ 2.5Y4/2 暗灰黄色礫 ( 礫＝3 ㎝大 )
３ 2.5Y3/1 黒褐色砂礫混粘質土
４ 2.5Y5/6 黄褐色と 2.5Y4/6 オリーブ褐色粘質土がまだらに混じる
５ 2.5Y4/2 暗灰黄色シルトと 2.5Y6/1 黄灰色シルトがまだらに混じる
６ 2.5Y4/2 暗灰黄色粗砂混シルト ( 炭片中量含む )(3 ㎝大の礫少量含む )
７ 2.5Y4/1 黄灰色粗砂混シルト
８ 2.5Y5/2 暗灰黄色極細砂混シルト
９ 2.5Y3/1 黒褐色粗砂混シルト (3 ㎝大の礫、瓦、少量含む )
10 2.5Y5/2 暗灰黄色細砂混シルト
11　2.5Y4/1 黄灰色砂礫混シルト ( 砂礫＝5 ㎜～ 3 ㎝、瓦片少量含む )
12　2.5Y4/2 暗灰黄色極細砂混シルト ( 炭片わずかに含む )
13　2.5Y4/1 黄灰色シルト混粘質土と 2.5Y6/6 明黄褐色粘質土がまだらに混じる
14　2.5Y4/1 黄灰色シルト混粘質土と 2.5Y5/4 黄褐色シルトがまだらに混じる
15　2.5Y4/2 暗灰黄色粗砂混シルト
16　2.5Y5/2 暗灰黄色シルトと 2.5Y5/4 黄褐色シルトがまだらに混じる
17　2.5Y3/1 黒褐色シルト
18　2.5Y4/1 黄灰色シルトに 2.5Y5/6 黄褐色粘質土が混じる
19　2.5Y5/6 黄褐色粘質土と 2.5Y6/2 灰黄色粘質土がまだらに混じる
20　2.5Y5/2 暗灰黄色粗砂混粘質土に 2.5Y5/4 黄褐色粘質土が小ブロックで混じる (2 ㎝大の土器、瓦、少量含む )
21　2.5Y4/2 暗灰黄色粗砂混シルトに 2.5Y5/4 黄褐色粘質土が小ブロックで少量混じる
22 2.5Y5/2 暗灰黄色粗砂混シルトと 2.5Y4/6 オリーブ褐色砂礫が混じる
23 2.5Y3/1 黒褐色粗砂混シルト (1 ㎝～ 5 ㎝の礫わずかに含む )
24 2.5Y4/2 暗灰黄色粗砂混シルトに 2.5Y5/6 黄褐色粘質土がわずかに混じる
25 2.5Y3/2 黒褐色極細砂混シルト (5 ㎜の礫わずかに含む )
26 2.5Y5/2 暗灰黄色シルトに 2.5Y7/2 灰黄色と 2.5Y5/4 黄褐色シルトがまだらに混じる
27 2.5Y4/2 暗灰黄色シルトに 2.5Y5/6 黄褐色粘質土が小ブロックで少量混じる ( 炭少量含む )
28 2.5Y5/1 黄灰色粗砂混シルトに 2.5Y5/4 黄褐色シルトが小ブロックで少量混じる
29 2.5Y5/1 黄灰色極細砂混シルトと 2.5Y4/4 オリーブ褐色シルトがまだらに混じる
30 2.5Y4/1 黄灰色シルトに炭が多量に混じる
31 2.5Y4/1 黄灰色粘質土に 2.5Y5/6 黄褐色と 2.5Y7/2 灰黄色粘質土が小ブロックで多量に混じる
32 2.5Y5/1 黄灰色シルトと 2.5Y6/2 灰黄色シルトが混じり、わずかに 2.5Y5/4 黄褐色シルトがまだらに混じる
33 2.5Y6/1 黄灰色シルトと 2.5Y5/6 黄褐色粘質土がまだらに混じる
34 2.5Y4/2 暗灰黄色極細砂混シルト (5 ㎜の礫、焼土わずかに含む )
35 2.5Y5/1 黄灰色シルトと 2.5Y5/6 黄褐色シルトが混じる
36 2.5Y5/1 黄灰色粗砂混シルトに 2.5Y5/6 黄褐色粘質土が小ブロックで少量混じる (５㎜～１㎝の礫少量含む )
37 2.5Y4/1 黄灰色シルトと 2.5Y6/4 にぶい黄色シルトが混じる (3 ㎝の礫少量含む )
38 2.5Y6/4 にぶい黄色と 2.5Y5/2 暗灰黄色シルトが混じる
39 2.5Y4/1 黄灰色粗砂混粘質土に 2.5Y4/6 オリーブ褐色砂礫が混じる
40 2.5Y4/1 黄灰色粗砂混粘質土に 2.5Y4/6 オリーブ褐色シルトがまだらに混じる ( 現代以降か？ )
41 2.5Y4/1 黄灰色粗砂混シルトと 2.5Y4/6 オリーブ褐色砂礫が少量に混じる
42 10YR4/6 褐色砂礫 (5 ㎜～ 5 ㎝ )
43 2.5Y4/1 黄灰色粘質土と 2.5Y4/4 オリーブ褐色シルトが混じる
44 2.5Y4/1 黄灰色シルト～極細砂と 2.5Y5/6 黄褐色シルトが混じる
45 2.5Y4/1 黄灰色シルト混粘質土
46 2.5Y4/1 黄灰色粗砂混シルト (5 ㎜大の礫、炭片少量含む )
47 2.5Y4/3 オリーブ褐色粗砂混シルトと 2.5Y5/6 黄褐色シルトがまだらに混じる
48 2.5Y3/1 黒褐色粗砂混シルト ( 炭、焼土、礫、瓦、陶磁器中量含む )
49 2.5Y3/1 黒褐色粗砂混シルトに 2.5Y5/4 黄褐色粘質土が小ブロックで少量混じる ( 炭片少量含む )
50 2.5Y4/2 暗灰黄色シルトに 2.5Y5/6 黄褐色粘質土が小ブロックで中量混じる
51 2.5Y4/2 暗灰黄色粗砂混シルトに 2.5Y5/4 黄褐色と 2.5Y6/2 灰黄色粘質土がブロック状に混じる
52 10YR4/6 褐色と 2.5Y6/2 灰黄色シルト混粘質土がブロック状に混じる (5 ㎝の礫、瓦、少量含む )
53 2.5Y5/1 黄灰色粘質土に 2.5Y4/6 オリーブ褐色粘質土が小ブロックでわずかに混じる
54　2.5Y4/1 黄灰色粗砂混シルトに 2.5Y7/1 灰白色粘質土と 2.5Y5/6 黄褐色粘質土が小ブロックで少量混じる ( 炭片少量含む )
55 2.5Y4/6 オリーブ褐色砂礫 ( 砂礫＝1 ㎝～ 5 ㎝の円礫 )
56 2.5Y4/1 黄灰色シルト (3 ㎝大の礫中量含む )
57 2.5Y4/1 黄灰色シルト混粘質土に 2.5Y5/6 黄褐色粘質土が小ブロックでわずかに混じる
58 2.5Y4/2 暗灰黄色シルトに 2.5Y5/4 黄褐色粘質土が小ブロックで少量混じる
59 2.5Y5/1 黄灰色粗砂混粘質土に 2.5Y4/6 オリーブ褐色粘質土が小ブロックでわずかに混じる
60 2.5Y5/1 黄灰色シルト混粘質土と 2.5Y4/6 オリーブ褐色シルトがまだらに混じる
61 2.5Y4/1 黄灰色極細砂混シルトに 2.5Y4/4 オリーブ褐色シルトがわずかに混じる
62 2.5Y4/1 黄灰色極細砂混シルト ( 炭片少量含む )
63 2.5Y5/1 黄灰色シルト粘質土
64 2.5Y4/2 暗灰黄色シルト混粘質土に 2.5Y4/6 オリーブ褐色粘質土が混じる (3 ㎝大の礫中量含む )
65 2.5Y4/1 黄灰色と 2.5Y6/2 灰黄色粘質土が混じる
66 2.5Y4/1 黄灰色シルトと 10YR7/2 にぶい黄橙色粘質土が混じる

SP1079

SX1208

未検出遺構

SP1080

SK1240

SK1257

未検出遺構

SP1022

67 2.5Y4/1 黄灰色粗砂混シルトに 2.5Y5/6 黄褐色粘質土が小ブロックでわずかに混じる (1 ㎝～ 3 ㎝の礫少量含む )
68 2.5Y5/4 黄褐色シルトと 2.5Y5/2 暗灰黄色シルトが混じる
69 2.5Y4/1 黄灰色粗砂混シルト (1 ㎝～ 5 ㎝の礫わずかに含む )
70 2.5Y4/2 暗灰黄色粗砂混シルトに 2.5Y5/6 黄褐色粘質土が小ブロックでわずかに混じる
71 2.5Y4/1 黄灰色シルトに 2.5Y5/3 黄褐色粘質土が中ブロックで少量混じる
72 2.5Y4/1 黄灰色シルト、炭化物を少量含む
73 2.5Y4/1 黄灰色粗砂混シルトと 2.5Y5/4 黄褐色粘質土が混じる ( 炭片少量含む )
74 2.5Y4/1 黄灰色粗砂混シルト ( 炭片中量含む )
75 2.5Y5/4 黄褐色と 2.5Y6/6 明黄褐色粘質土がブロック状に混じる (3 ㎝～ 10 ㎝大の礫少量含む )
76 2.5Y5/2 暗灰黄色シルトと 2.5Y5/4 黄褐色粘質土がブロック状で混じる
77 2.5Y4/2 暗灰黄色シルトと 2.5Y5/4 黄褐色シルトが混じる ( 炭中量含む )
78 2.5Y4/2 暗灰黄色極細砂混シルトに 2.5Y5/4 黄褐色シルトがブロック状に混じる (3 ㎝大の礫、瓦、中量含む )
79 2.5Y5/2 暗灰黄色シルト (3 ㎝～ 5 ㎝の礫少量含む )
80 2.5Y4/2 暗灰黄色シルトに炭、焼土が混じる
81 2.5Y4/1 黄灰色粗砂混粘質土に 10YR7/2 にぶい黄橙色と 10YR5/6 黄褐色粘質土が小ブロックで中量混じる
82 2.5Y4/2 暗灰黄色粗砂混粘質土に 10YR7/2 にぶい黄橙色と 10YR5/6 黄褐色粘質土が中ブロックで少量混じる
83 2.5Y4/1 黄灰色砂礫混粘質土
84 2.5Y5/6 黄褐色シルト
85 2.5Y4/3 オリーブ褐色粗砂混シルト (5 ㎜の礫少量含む )
86 2.5Y4/1 黄灰色シルトに 2.5Y5/6 黄褐色粘質土が小ブロックで少量混じる
87 2.5Y4/1 黄灰色粗砂混粘質土に 2.5Y4/6 オリーブ褐色粘質土が混じる
88 2.5Y5/1 黄灰色粗砂混シルトと 2.5Y4/4 オリーブ褐色粘質土が混じる
89 2.5Y4/1 黄灰色シルト～極細砂
90 2.5Y4/2 暗灰黄色粗砂混シルトに 2.5Y6/4 にぶい黄色と 2.5Y5/6 黄褐色粘質土がまだらに混じる
91 2.5Y5/1 黄灰色粗砂混シルトに 10YR4/6 褐色粘質土が混じる
92 2.5Y5/1 黄灰色極細砂混シルトと 2.5Y4/6 オリーブ褐色粘質土が混じる (3 ㎝大の礫少量含む )
93 2.5Y4/1 黄灰色シルト混粘質土に 2.5Y5/6 黄褐色粘質土が小ブロックで少量混じる
94 10YR6/1 褐灰色シルト、黄色のシルトブロックを少量含む
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第３章　調査成果

－　　　　　　　－11 ～ 12

2 区南壁土層

5.0
E

W

整地層

基盤層

近代以降攪乱

1a 層

ア 2.5Y2/1 黒色極細砂 ( 炭・礫多量に含む )
イ 5Y3/1 オリーブ黒色シルト、φ2 ㎝の小礫を含む
ウ 2.5Y2/1 黒色シルト、橙色の細砂を含む
エ 10YR3/1 黒褐色細砂、礫混じる ( 陸軍建物解体後、造成土 )
オ 2.5Y6/2 灰黄色粗砂混粘質土 (3cm の礫少量含む )
カ 2.5Y4/1 黄灰色極細砂混粘質土
キ 5Y6/2 灰オリーブ色シルトと 5Y4/1 灰色シルトが混じる (1 ㎝の礫少量含む )
ク 5Y6/1 灰色シルトに 2.5Y5/6 黄褐色粘質土がブロック状に混じる
ケ 2.5Y3/1 黒褐色シルト混粘質土に 2.5Y6/2 灰黄色粘質土が小ブロックで少量混じる
コ 2.5Y3/1 黒褐色粗砂混粘質土に 2.5Y5/4 黄褐色粘質土が小ブロックで少量混じる
サ 2.5Y5/3 黄褐色砂粗混シルト
シ 5Y4/1 灰色シルト～極細砂混粘質土に 2.5Y6/3 にぶい黄色粘質土が小ブロックで少量混じる
ス 5Y4/1 灰色シルト～極細砂混粘質土に 2.5Y6/3 にぶい黄色粘質土が小ブロックで少量混じる
セ 5Y4/1 灰色シルト～極細砂混粘質土に 2.5Y6/3 にぶい黄色粘質土が小ブロックで少量混じる
ソ 5Y4/1 灰色極細砂混粘質土に 2.5Y5/6 黄褐色粘質土が小ブロックで少量混じる
タ 2.5Y6/2 灰黄色と 2.5Y4/1 黄灰色シルトが混じる
チ 5Y5/3 灰オリーブ粗砂
ツ 5Y6/2 灰オリーブ色粘質土と 5Y5/6 オリーブ色粘質土がブロック状に混じる
テ 5Y6/2 灰オリーブ色粘質土と 5Y4/4 暗オリーブ色粘質土と 2.5Y4/1 黄灰色シルトが混じる
ト 10YR5/1 褐灰シルト、φ3 ～ 4 ㎝の小礫を多く含む
ナ 5Y7/1 灰白色シルト、炭化物少量含む、黄色のシルトブロック少量含む
ニ 10YR7/3 にぶい黄橙色シルト、灰白色褐灰色のシルト粒少量含む
ヌ 10YR7/2 にぶい黄橙色シルト、φ1 ㎝の黄色シルト粒含む
ネ 7.5YR6/1 褐灰色シルト、にぶい橙色の極細砂、黄色のシルト粒・炭化物含む
ノ 7.5YR8/1 灰白シルト、橙色のシルトブロック少量含む
ハ 7.5YR8/1 灰白シルト、黄褐色のシルトブロック含む
ヒ 2.5Y4/1 黄灰色シルトと 2.5Y7/2 灰黄色と 2.5Y5/6 黄褐色粘質土がまだらに混じる
フ 2.5Y7/2 灰黄色と 2.5Y5/6 黄褐色粘質土が混じる
ヘ 2.5Y6/2 灰黄色と 2.5Y5/6 黄褐色粘質土が混じる
ホ 2.5Y8/6 黄色シルト

未検出遺構
未検出遺構

未検出遺構

SD2145

SD2161

SP2114

SX2180

SP2017

SP2077

SK2113

SK2138

SK2138

SD1001

SK2165

SE2166( 掘方 )

SK2220

SK2103

１ 2.5Y5/1 黄灰色シルト混粘質土に 2.5Y5/6 黄褐色粘質土が混じる
２ 2.5Y4/2 暗灰黄色極細砂混粘質土
３ 2.5Y6/3 にぶい黄色と 2.5Y4/1 黄灰色シルト混粘質土 ( 礫・瓦少量含む )
４ 2.5Y4/2 暗灰黄色と 2.5Y3/1 黒褐色極細砂混粘質土 ( 礫少量含む )
５ 2.5Y4/1 黄灰色シルト混粘質土に 2.5Y6/2 灰黄色シルトが小～中ブロックで少量混じる (1 ～ 10 ㎝大の礫少量含む )
６ 2.5Y4/3 オリーブ褐色シルト～極細砂と 2.5Y4/1 黄灰色粗砂混シルトが混じる
７ 2.5Y4/1 黄灰色極細砂混粘質土に 2.5Y5/4 黄褐色粘質土がブロック状に混じる
８ 2.5Y5/6 黄褐色極細砂～粗砂
９ 2.5Y6/2 灰黄色シルト～極細砂と 2.5Y5/6 黄褐色粘質土が混じる
10 2.5Y3/1 黒褐色粗砂混粘質土に 2.5Y5/6 黄褐色粘質土が小ブロックでわずかに混じる
11 2.5Y4/1 黄灰色シルトと 2.5Y8/1 灰白色粘質土がまだらに混じる
12 5Y4/1 灰色シルト混粘質土に 5Y6/3 オリーブ黄色粘質土が小ブロックで少量混じる
13 5Y2/1 黒色粘質土に 5Y5/2 灰オリーブ色粘質土が小ブロックで中量混じる
14 5Y3/1 オリーブ黒色粘質土に 5Y7/2 灰白色粘質土がブロック状に混じる
15 5Y2/1 黒色シルト混粘質土に 5Y5/2 灰オリーブ色粘質土が小ブロックでわずかに混じる
16 2.5Y5/6 黄褐色粘質土がブロック状に 2.5Y4/1 黄灰色シルトに混じる
17 2.5Y3/1 黒褐色シルト混粘質土に 5Y6/2 灰オリーブ色粘質土が小ブロックで少量混じる
18 2.5Y3/1 黒褐色粗砂混粘質土に 2.5Y5/2 暗灰黄色粘質土が混じる
19 2.5Y4/1 黄灰色極細砂混粘質土に 2.5Y5/6 黄褐色粘質土が長楕円のブロックで中量混じる
20 5Y4/1 灰色粗砂混粘質土に 2.5Y5/4 黄褐色粘質土が小ブロックで中量混じる
21 5Y3/1 オリーブ黒色礫混粘質土に 5Y5/3 灰オリーブ色粘質土が中ブロックでわずかに混じる
22 5Y4/1 灰色粗砂混粘質土 (10 ㎝の礫少量含む )
23 5Y3/1 オリーブ黒色粗砂混粘質土 ( 礫・瓦・漆喰多量に含む )
24 2.5Y4/1 黄灰色シルト混粘質土と 5Y4/2 灰オリーブ色粗砂が混じる (3cm の礫少量含む )
25 5Y5/2 灰オリーブ色粘質土混砂礫
26 2.5GY5/1 オリーブ灰色極細砂～シルトに同色粘質土が混じる
27 5Y3/1 オリーブ黒色粗砂混粘質土と 5Y5/3 灰オリーブ色粘質土が混じる
28 5Y2/1 黒色シルト ( 漆喰片含む )
29 10YR6/1 褐灰色シルト、黄色のシルト粒を多く含む
30 5Y5/1 灰色シルト、炭化物の粒を含む、黄色のシルト粒を含む、褐灰のシルトブロックを含む
31 2.5Y6/2 灰黄色粘質土、炭化物を多く含む、黄色のシルト粒含む
32 2.5Y7/3 浅黄色シルト、黄色のシルトブロック多く含む、φ1 ～ 3 ㎝の小礫多量に含む
33 2.5Y7/1 灰白色粘質土、黄色のシルト粒含む、φ1 ㎝以下の小礫を含む
34 2.5Y7/2 灰黄色粘質土、黄色～灰白色のシルトブロックを多量に含む、炭化物含む
35 10YR5/3 にぶい黄褐色シルト、黄色のシルト粒含む
36 10YR3/1 黒褐色シルト、φ2 ～ 3 ㎝の礫を含む、炭化物含む、黄色のシルト粒少量含む
37 10YR7/1 灰白色砂質シルト、炭化物含む、橙色の極細砂を粒状に含む
38 10YR5/1 褐灰色シルト、炭化物多量に含む
39 2.5Y7/1 灰白色シルト、炭化物少量含む
40 10Y6/1 灰色砂質シルト、炭化物少量含む、φ2 ～ 3cm の礫少量含む
41 7.5Y7/1 灰白色粘質土、炭化物含む、橙色の細砂を粒状に含む
42 5Y7/2 灰白色粘質土、黄色のシルト粒多く含む
43 2.5Y8/2 灰白色粘質土、橙色の極細砂を含む
44 5Y7/1 灰白色シルト、淡黄色シルトブロックを含む
45 2.5Y5/1 黄灰色シルト、φ2 ㎝～の炭化物含む、φ2 ～ 3 ㎝の小礫を含む
46 2.5Y4/1 黄灰色シルト、炭化物を粒状に含む
47 10YR4/1 褐灰色シルト、φ2 ～ 3 ㎝の黄色シルトブロック、φ1 ～ 2 ㎝の小礫少量含む、炭化物含む
48 7.5Y8/1 灰白色極細砂、黄色のシルトブロック含む
49 10Y8/2 灰白色シルト、黄色のシルト粒少量含む
50 2.5Y5/1 黄灰色シルト、φ3 ～ 4 ㎝の黄色シルトブロックを多量含む、φ2 ～ 5 ㎝の小礫を含む、炭化物含む
51 2.5Y5/1 黄灰色シルト、黄色のシルトブロック、橙色のシルトブロックをまばらに含む
52 10YR5/1 褐灰色シルト、炭化物、φ2 ～ 3 ㎝の小礫を含む、炭化物含む
53 2.5Y7/1 灰白色シルト、黄色のシルト粒少量含む

SK2232

SK2233

未検出遺構

SK2189

SD2177

54 2.5Y7/2 灰黄色粘質土、橙色のシルト粒少量含む
55 10YR4/2 灰黄褐色粘質土、瓦等遺物多量に含む
56 2.5Y7/4 浅黄色粘質土、φ2 ～ 3 ㎝の小礫含む
57 2.5Y5/3 黄褐色シルト、φ3 ～ 4 ㎝の黄色シルトを含む
58 10YR8/4 浅黄橙色粘質シルト
59 10YR6/1 褐灰色粘質土、φ10 ㎝程の礫を多量に含む
60 10YR7/1 灰白色極細砂、橙色の細砂含む
61 10YR7/2 にぶい黄橙色極細砂、φ2 ～ 3 ㎝の小礫混じる
62 2.5Y8/6 黄色粘質土、灰白色の粘質土ブロック含む
63 2.5Y7/3 浅黄色シルト、灰白色のシルトブロック少量含む
64 10YR6/1 褐灰色粘質土、φ3 ～ 4 ㎝の小礫混じる
65 10YR4/1 褐灰色シルト、φ1 ～ 2 ㎝の黄色シルトブロックを含む
66 10YR7/1 灰白色シルト、黄色のシルトブロックを多量に含む、礫含む
67 2.5Y6/1 黄灰色砂質シルト、炭化物含む
68 10YR5/2 灰黄褐色シルト、 φ1 ～ 2 ㎝のブロック含む炭化物含む
69 10YR5/1 褐灰色粘質土、 瓦を中心に遺物多量に含む
70 2.5Y6/2 灰黄色シルトφ１㎝以下の礫・炭化物・黄色のシルト粘土含む
71 2.5Y5/1 黄灰色粘質土・褐色のシルト・炭化物を少し含む
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第３章　調査成果

変更や整地が少なからずあったものと考えられる。さらに古い段階の整地については、遺構の残存状況

から、可能性は否定できないが、あったとしても極めて薄く施工され、近世の中での削平を受けている

ものと考えられる。

　また、近代の整地層も確認できる、近世遺構埋没後に堆積し、近代遺構面を構成しているため、今回

は近代の遺構面として 1 面を設定し、近世遺構のうち整地層以下を２面とする。

第３節　出土遺物と遺構の時期決定

　丸亀城跡（大手町地区）の発掘調査では、コンテナ数 689 箱の遺物の出土と、645 基の遺構が確認さ

れている。遺構の６割近くは近世の廃棄土坑であり、整地層などにより遺構面を隔てることもなかった

ため、すべて同一面（２面）で切り合った状態で検出された。それら数百年にも及ぶ時間幅で形成され

続けた遺構の埋没年代を、出土遺物群の主たる年代観のみで決定することは、遺構の誤った評価につな

がる可能性が高い。累積された資料の廃棄であるという前提を踏まえた評価を、遺物の長期使用がしば

しば認められる近世遺跡では、注意して行うべきである。

　そのため、本報告書では、遺構と遺物の事実的な報告を行うことはもちろんであるが、そのうえで、

遺構埋没年代の推定は、以下の点に留意して行った。

①資料群の提示

　全体量の中で少量の、資料群の主たる時期に当てはまらない資料でも、可能なものは提示を行う。

②遺物群の年代の推定

　遺物群の製作年代がまとまる場合は、その製作年代を資料群及び遺構の廃棄年代に近い年代とする。

それ以外のものについても、明らかな混入を除き、製作年代が最新の遺物の年代を資料群の廃棄年代と

しておく。

③歴史事象、屋敷地の変遷から見た様相の区分

　①および②に難がなく、なおかつ上限ないしは下限が押さえられ、実年代が比定できるような遺構は、

ごく一部しか見られない。そういったことから、鍵となる遺構や層はごくわずかである。資料群の中で

の最新段階の遺物の抽出により、その製作年代に近い埋没年代を想定するが、そういったものは前代の

資料を多分に含み、埋没時期までの累積であるため、遺構の埋没と出土遺物の年代に差が生じる可能性

も想定される。

　そのため、各時期の遺構の状況と、絵図資料や文献に残る記録から、調査地に大きく変化が起こる画

期を設定し、それらの画期に伴うもの、伴わないものという要素を遺構没時期決定の参考とした。なお、

画期か否かという判断については、遺構の規模や資料群の大まかな変化から決定するため、不安定な面

は否めない。

　最後に報告の順序として、上記のような事情や、数百を超える遺構が存在することから、調査時の遺

構番号を基にする形で報告を行う。このため、報告順が遺構の埋没時期を反映しているものではない。

報告遺構は、遺構種別以下４桁の数字で表記し、先頭の文字（１～３）が調査区名、以下 3 桁が検出さ

れた順番という表記方法である。総体としては古い遺構が後に報告されるが、逆転しているものも存在

する。また、各遺構の配置について、本文中ですべて示すことが困難であるため、詳細は添付の CD-R

に掲載した各遺構番号を記載した平面図データや、付図をご参照いただきたい。
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第４節　検出遺構

　（１）1 区

　1 区は、調査対象地の東半分に設定された逆 L 字型の調査区である。特に近世段階においては、遺構

面（２面）のうち、遺構が分布しない箇所がほとんど見られず、面的に遺構を覆うような整地層も確認

できなかったため、すべての遺構は同一面で検出された。近代以降については、陸軍歩兵 12 聯隊の兵

舎建設の際に施工された造成土を境に遺構が分かれるものがあり、間違いなく近代に下る遺構を 1 面の

近代遺構として報告する。

　

近代遺構（第 13図）

建物

建物１（SD1001、SD1021、SD1094、SP1022 ～ SP1043・SP1048 ～ SP1050、SP1059、SP1060、

　　　　SX1044、SX1045）

　調査区をほぼ横断するように掘られた SD1001 の範囲を外壁とする、東西方向に長い建物である。1

区のみでなく、2 区にもわたって検出されているが、大部分は調査区外に延び、建物の規模は不明である。

2 区の中央で外壁は南に向かって 90°曲がっているため、この部分が北西隅にあたる。

　また、調査区の西端付近で、外壁が一部北側へ突出する部分（SD1021）が確認でき、出入り口の施

設であると考えられる。外壁の基礎工事の痕跡である SD1001 は、幅約２ｍ、深度は最も深いところで

１ｍを測る。底面には塊石を敷き詰めており、上部には礫が多く混じる粘質土が確認できる。検出され

た塊石は沈下防止のためのものであり、第５章でも述べるが、さらに上部に円礫を敷き詰め、勾配を調

整したのちにレンガ積みの外壁を築いたものと想定される。

　外壁の内部においては、屋根支えのための柱を据えた礎石と柱穴が確認された。いずれも掘り込みが

浅く、その上に礎石の他塊石を数石置くという構造である。

　また、SX1044 は、土坑状の掘り込みの壁を、漆喰によって固めた遺構である。詳細な機能や、建物

１との関係が不明瞭であり、建物１に伴うものかは断言できないが、近代以降の便所遺構の可能性を指

摘しておく。

　出土遺物は第 48・138 図に示した。

建物２（SD1007、SP1136 ～ 1138、1113、1165、1166、1151、1182）

　調査区を横断するように検出された建物跡である。調査区東側と西端において外壁が屈曲する

SD1007 を外壁とする。SD1007 は、SD1001 と同様の構造を持つが（第 12 図）、やや幅が狭く、やや小

規模な建物である。SD1007 の南辺は、SD1001 と重複するものと考えられる。建物２についても、北

辺に出入り口の痕跡が認められる。SP1136 ～ 1138、1113、1165、1166、1151、1182 は、いずれも礎石

を据え付けていた柱穴である。大振りの角石を用い、その周囲にやや小ぶりな塊石を置く。想定される

柱の規模から、屋根の中心を支える柱に伴うものであったと考えられる。建物１に先行する。

 　出土遺物は第 49 図に示した。

井戸
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第３章　調査成果

SE1002　調査区のほぼ中央部で確認された井戸である。井戸枠はコンクリート製のものを用いている。

溝

SD1013　調査区中央部分で検出された。東西方向に延びるが、検出範囲が狭く詳細は不明である。

SD1058　調査区の中央部分で 90°屈曲する溝である。南北方向には土管が用いられており、近代以降

の排水に伴う施設である。

　出土遺物は第 49 図に示した。

SD1068　調査区北側で検出された溝である。陸軍建物と同じ方向を向き、深度は浅い。

SD1071　調査区北側で検出された溝である。陸軍建物と同じ方向を向く。

SD1092　調査区中央部で検出された溝である。土管を用いた暗渠であり、

SE1002 に切られる。

SD1096（第 12 図）  SD1092 より東側で検出された南北方向の溝である。土管

を用いた暗渠であり、瓦質のものと素焼きの土管が混じる。近世末の遺構を切

るため近代の遺構である可能性が高い。

SD1140　SE1002 に切られるが、SD1092 と関連する溝の可能性が高い。

土坑

SK1093（第 12 図）　調査区中央部で検出された土坑である。埋土は黒色のシル

トであるが、埋土中に建物の礎石と考えられる塊石が含まれる。

SK1117　調査区西側で検出された土坑である。褐色系の埋土をもち、瓦を多く

含む。

SK1118　調査区西端で検出された土坑である。塊石を含む。

不明遺構

SX1056　調査区西側で検出された遺構である。2 基の土坑が連なるような形を
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している。出土遺物の大半は瓦である。

SX1070　調査区中央部付近で検出された遺構である。楕円形を呈し、浅い掘り込みを持つ。

SX1067　調査区東側で検出された平面円形の遺構である。深度は深く、底面は２段の落ち込みが確認

できる。SD1068 を切る。

SX1072　調査区北側で検出された浅い不整形の遺構である。遺物を比較的多く含み、染付にコバルト

を用いる碗が出土していることからも、近代以降の埋没が想定される。

SX1073　調査区北端で確認された遺構である。不整形な遺構であり、試掘トレンチに切られている。

正確な平面形態は不明である。

SX1076　調査区北端で検出された遺構である。東西方向に延びる溝のような形状を呈する。深度は浅く、

機能などは不明である。

柱穴

SP1003、1004　調査区中央で検出された柱穴である。SP1003 は黒褐色のシルトを埋土にもち、礫を多

く含む。

近世の遺構

　近世の遺構については、非常に高い密度で分布しており、切り合いも非常に複雑である。出土遺物の

年代からは 17 世紀中ごろから 19 世紀中ごろの資料が確認できる。大半の遺構は調査時の遺構種別に基

づき報告を行うが、その後の整理において変更が生じたものは一部評価を改めた。

溝

SD1122   調査区北で検出された。東西方向に延びる溝であり、断面は浅い U 字状を呈する。

　出土遺物は第 139 図に示した（1001）。

SD1130　調査区東壁沿いに検出された溝である。調査区の南北端まで延長が確認できる。西側の上り

のみが検出されており、幅は不明であり、最深部では 0.2 ｍの深さを持つ。埋土は灰白系のシルトであり、

流水の痕跡は確認できない。平面形態や、埋土に遺物を多く含まないことからも、廃棄以外での埋没を

考える必要がある。想定される屋敷区画に近い位置にあり、屋敷区画に伴う溝である可能性が高い。

　出土遺物は第 50 図に示した。

SD1139（第 14 図）　調査区中央部で検出された溝である。溝を掘り込んだのちに、底面、壁面に瓦を

張り付けて逆台形状の溝を作っている。東西方向のものが途中で 90 度回転し、北に向かう。埋土に顕

著な流水の痕跡は確認されない。部分的には２枚の瓦を組み、V 字状の溝となる。使用されている瓦は

平瓦と桟瓦であり、いずれも同一の刻印を持つ。

　出土遺物は第 51・139（1000）図に示した。

SD1163（第 14 図）　調査区東側で検出された。南北方向に延び、南辺は丸く収まる。深度はさほど深

くはないが、最下層を中心に多く遺物を含むことから、埋没時は廃棄に使用されたと想定される。

　出土遺物は第 52 図に示した。

SD1168　調査区南東で検出された。幅 0.5 ｍほどの溝であり、埋土には炭化物を多く含む。

SD1173　調査区東南部隅で検出された溝である。南端が丸くおさまる。

　出土遺物は第 52 図に示した。

SD1184（第 14 図）  調査区南側で検出された。東西方向に延び、直角方向に曲がる溝である。埋土は褐

灰色シルトで構成される。
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SD1196　調査区南側で検出された。幅約３

ｍを測り、最深部は 0.3 ｍほどの深さを測る。

　出土遺物は第 52 図に示した。

SD1201　SD1196 に隣接する。複数の遺構

に切られるため、平面形状ははっきりとし

ない。

SD1203　SD1184 に切られ、両端が丸くお

さまる。

SD1247　調査区南側で検出された。SK1191

に大半が切られており、平面形態は不明で

ある。

SD1248　調査区西側で検出された。複数の

遺構に切られているが、やや北に向かって

幅が狭まる溝である。

　出土遺物は第 52 図に示した。

SD1256（第 14 図）　調査区中央部で検出さ

れた。東西方向の溝であり、浅く掘りくぼ

めた溝の中央に平瓦を立て、両側を埋めて

固定している。1 枚の瓦が直立しているの

みであり、瓦組みの溝といった構造の持つ

ものではない。土留めや屋敷の周辺の施設

の一つに当たると考えられる。

　出土遺物は第 52 図に示した。

SD1275（第 15 図）　調査区東側で検出され

た。遺構の切り合いが多い部分であるが、

その中でも最新の遺構である。細く浅い溝

であり、南北方向に延びるが、やや蛇行する。

SD1278  調査区中央よりやや北で検出され

た。細長い東西方向に流れる瓦組の溝であ

る。平面形態は東に向かって先細り状にな

る。東側は２枚の瓦を用い V 字状の断面を

呈するが、溝幅の広い西側は底面にも瓦を

置く逆台形状の断面形態を持つ。

SD1279（第 15 図）　調査区北側で検出され

た。他の遺構に大部分が切られており、正

確な規模は示すことはできない。復元で幅

２ｍ以上の溝であると考えられる。深度も

深く、ところどころ土坑状に下がる部分が
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認められること、埋土に多量の遺物を含むことから、大規模な廃棄に用いられた可能性が考えられる。

　出土遺物は第 72・73・141（1018 ～ 1021）図に示した。

SD1282（第 16 図）　調査区中央部からやや東で検出された。東西方向に延びる溝であり、深度は浅い

ものの調査区外にも延びる可能性がある溝である。調査範囲周辺における南北の屋敷区画の位置につい

ては、十分に復元できていないが、東西方向の区画の周辺に設置された溝とも考えられる。

　出土遺物は第 53・136（985）図に示した。

SD1283（第 17 図）　調査区の南東で検出された。深度は最深部で 0.4 ｍほどであり、やや幅広の溝であ

る。埋土は褐色のシルトであり、遺物を多量に含むことから、埋没に際し廃棄が行われた可能性が高い。

　出土遺物は第 74 図に示した。
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SD1291（第 15 図）　調査区東側で検出された。SD1279 に切られ、東側の上がりのみが確認できる。南

側では延長は検出されていないものの、溝としてとらえられ、区画方向と一致する方向を持つ溝である。

　出土遺物は第 53 図に示した。

SD1292（第 17 図）　調査区中央から東で検出された。周辺の遺構に大部分が切られており、正確な平

面形態は不明であるが、断面観察から南北方向に同様の埋土の連続がみられるため溝と判断した。

　出土遺物は第 54 図に示した。

SD1296（第 17 図）　調査区中央部から東にて検出された。ほかの遺構の切り合いの最深部近くで検出

された。残存する範囲での深さは浅く、西側の肩に平瓦を数枚立てかけている。

SD1299　調査区中央部から東で検出された。南北方向に延び、南端では方形に途切れる。多くの廃棄

土坑に切られているが、自身の埋土には遺物をあまり含まない。屋敷区画周辺の溝の可能性がある。

　出土遺物は第 55 図に示した。

SD1307（第 17 図）　調査区中央部から東で検出された。東側の上りのみが確認でき、深度は最深部で 0.2

ｍほどである。遺構の切り合いからも古い段階のものであるといえ、屋敷区画周辺の溝の可能性も考え

られる。最下層の埋土から、人為的な埋め戻しの可能性が想定できる。

　出土遺物は第 55 図に示した。

SD1347、SD1349、SD1350　小規模な溝である。連続する溝でなく、細長い土坑のような形態を呈する。

いずれも幅は 0.2 ｍ以下である。

土坑

SK1077（第 15 図）　調査区北端で検出された。ややいびつな平面形を持つ土坑である。

　出土遺物は第 55 図に示した。

SK1119  調査区東壁沿いで検出された。全体形状は不明であるが南北に長い土坑となる可能性が高い。

　出土遺物は第 55 図に示した。

SK1123（第 18 図）　調査区北端で検出された。南北に長い土坑であるが、中央でくびれが存在するため、

複数の土坑が近い時期に埋没していった可能性も考えられる。

　出土遺物は第 56・139（1002）図に示した。

SK1126（第 18 図）　調査区東側で検出された。ほぼ垂直に落ち込む、平面楕円形の土坑である。埋土

はブロック土を多く含むことからも、人為的に埋め戻された可能性が高い。ただし、出土遺物の量は少

ない。隣接する SK1129、1131 は SK1126 に切られ、これらの遺構は平面形態や埋土の様相が類似する。

SK1132　調査区中央部の東で検出された。隅丸方形の土坑であり、深度は 0.4 ｍほどである。

SK1157（第 18 図）　調査区東側で検出された。埋土には多量の黄色シルトブロックを含み、人為的に

埋め戻されている。遺構の深度は 0.35 ｍほどであり、中央部で２段に落ちる。埋土に遺物もあまり含

まない土坑である。

　出土遺物は第 56 図に示した。

SK1161　調査区北部で検出された。全体の半分も残存していないが、おそらく楕円形状を呈する土坑

であると想定される。

　出土遺物は第 56 図に示した。

SK1180（第 18 図）　調査区南西部で検出された。上層については、最終埋没までに細かい堆積が続き、
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遺物も多い。上層以下は遺物量が減る。それ以下の層については、一定期間開放状態にあったかのよう

な堆積状況を示している。

　出土遺物は第 56 図に示した。

SK1186（第 18 図）　調査区南東部で検出された。埋土には瓦を中心とした遺物のほか、礫が混じる。

SK1188（第 18 図）　調査区南部にあり、土坑に土師質土器の風呂を据えた遺構である。土師質土器よ

り広めの土坑を掘り、細かい単位の裏込め土を施しながら土器を据えている。土器内の埋土の状況や内

部の付着物、周辺の類似遺構の分布のなさから、便所遺構として使用されていた可能性は低い。水甕と

して利用された可能性が想定される。

　出土遺物は第 57 図に示した。

SK1189（第 18 図）　調査区南東部で検出された。埋土には瓦と礫を多く含む。規模は小さいが、廃棄

に伴う土坑の可能性が高い。

SK1191（第 19 図）　調査区南部で検出された。南北方向の規模は不明であるが、東西方向は 5.6 ｍの幅

を持ち、深さは 0.5 ｍほどである。埋土に遺物を多く含むことから廃棄土坑と考えられる。遺物の量や、

土坑の平面規模も、周囲の廃棄土坑と異なるが、それに加え出土遺物は土器・陶磁器類のみでなく、瓦

類を比較的多く含むことが特徴である。

　出土遺物は第 58・59・136（981）・139（1003 ～ 1009）図に示した。

SK1193　調査区西端で検出された。北半部は近代の遺構に切られているが、東西方向に長い土坑であ

ると推側される。

　出土遺物は第 60 図に示した。

SK1194　調査区西部で検出された。SD1001 にほぼ並行し、同遺構に大半が切られるため詳細は不明で

ある。

　出土遺物は第 61 図に示した。

SK1198　調査区南東部で検出される。遺構の切り合いにより、掘り込み面の状況は不明であるが、底

面が楕円形に回ることから土坑であると考えられる。遺物は少なく、埋土に小礫が混ざる。

　出土遺物は第 61 図に示した。

SK1199（第 19 図）　調査区南東部で検出された方形の土坑である。SK1198 を切り、埋土には多数のシ

ルトブロックを含む。

　出土遺物は第 61 図に示した。

SK1200（第 19 図）　調査区西端で検出された。東西方向に２つの土坑が連結したような平面形態を呈

する。深度は 0.5 ｍを測り、埋土には遺物を多量に含むことから、廃棄土坑であると考えられる。最下

層の８層には炭化物を含む。

　出土遺物は第 62・63・139（1010 ～ 1012）図に示した。

SK1204（第 19 図）　調査区南西隅で検出された。深度が 0.1 ｍにも満たない浅い土坑である。遺物等の

顕著な廃棄の痕跡は残さないが、埋土に漆喰片を少量含む。

　出土遺物は第 63 図に示した。

SK1206（第 19 図）　SK1204 を切る。埋土には、基盤層に由来するシルトブロックを多く含む。

　出土遺物は第 63 図に示した。

SK1209　調査区南西部で検出された。平面形は方形を呈し、深度は浅い。遺構の壁付近に、瓦や土器
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第３章　調査成果
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SD1283

SD1282

近代遺構

SD1355

SD1299

SD1335

（1/60）

0 2ｍ

１ 2.5Y4/2 暗灰黄色極細砂混シルトに 2.5Y5/6 黄褐色シルトが混じる
２ 2.5Y3/1 黒褐色粘質土混シルトと 2.5Y4/2 暗灰黄色シルトが混じる
３ 2.5Y4/1 黄灰色極細砂混シルト
４ 2.5Y7/1 灰白色シルト、明黄褐のシルト粒、炭化物多く含む
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17 2.5Y4/1 黄灰色シルト混粘質土に 2.5Y4/6 オリーブ褐色粘質土がまだらに混じる
18 10YR5/8 黄褐色粘質土と 10YR7/2 にぶい黄橙色粘質土がまだらに混じる
19 10YR5/8 黄褐色粗砂と 10YR7/2 にぶい黄橙色粗砂がまだらに混じる
20 10YR7/2 にぶい黄橙色粗砂と 10YR5/6 黄褐色粗砂が混じる
21 2.5Y5/2 暗灰黄色粗砂と 10YR4/6 褐色粗砂が混じる
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第 17図　SD1278,SD1283,SD1292,SD1296,SD1307　平・断面
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第 18図　SK1123,SP1159,SK1126,SK1129,SK1157,SK1180,SK1186,SK1188,SK1189　平・断面
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第３章　調査成果
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第 19図　SK1191,SK1199,SK1200,SK1204,SK1206　平・断面
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片を立てかけるように貼り付けている部分が確認されるが、遺構の底面まで達していないことや、部分

的にしか認められないことから、明確な機能などは不明である。

　出土遺物は第 63 図に示した。

SK1210（第 20 図）　調査区南西部で検出された。ほぼ垂直に壁が落ち、底面も平坦である。埋土には

瓦を多量に含み、平面規模は小さいものの、廃棄に伴い掘削された土坑の可能性が高い。

　出土遺物は第 63 図に示した。

SK1216（第 20 図）　調査区西端で検出された。黄色系のシルトを埋土に持つ。

SK1220（第 20 図）　調査区中央部で検出された。南北に長い比較的均整な円形の土坑である。断面は

逆台形状となり、底面も平坦になる。埋土の特徴から埋没は２段階に分けられるが、出土遺物からはそ

れほどの時期差は認められない。４層に分けて取り上げを行ったが、そのうちの 2 層には、焼土や炭が

多量に含まれている。遺物の量は、遺構の規模と比べると少なく、形態的な特徴ともあわせ廃棄土坑と

は考え難い。出土遺物の中でも、特に３層からは残存状態が良好な遺物の出土が多い。通常の廃棄土坑

とは異なった埋没が想定できよう。

　出土遺物は第 64・140（1013 ～ 1015）図に示した。

SK1230・1233（第 20 図）　調査区中央部で検出された。土坑に甕の底部を据え付けていたものが２基

切りあった状態で検出された。いずれも掘方が土器の形態に近い形で掘り込まれている。SK1230 が

SK1233 を切っており、それに伴い土器の一部分も破壊されているため、同時併存していた可能性は低い。

土器の内面に付着物などは認められなかったが、いずれも便所遺構の可能性がある。

　出土遺物は第 65 図に示した。

SK1234（第 21 図）　調査区中央部で検出された。南側が SD1001 に切られており、正確な平面形態は

不明である。南北方向に長い土坑であると考えられる。深度は浅く、黒褐色の埋土には黄色のシルトブ

ロックを含む。

SK1235　調査区中央部からやや南で検出された。埋土には瓦と礫を多く含む。

SK1239（第 20 図）調査区南東部で検出された、後出する遺構に切られ詳細な平面形態は不明である。

埋土には遺物を含み、焼土や炭などを含む層も認められる。廃棄土坑が集中する範囲にあることから、

廃棄に伴う土坑であると考えられる。

　出土遺物は第 66 図に示した。

SK1240・1241（第 21 図）　調査区南東部で検出された。SK1240 は周辺の遺構に大部分を切られ、詳細

は不明であるが、黄灰色のシルトを埋土にもつ。SK1241 は壁が垂直に落ち、灰色系の埋土には瓦や貝

類を多く含むことから、廃棄土坑であると考える。

　出土遺物は第 66・67・140（1017）図に示した。

SK1243・1244　調査区中央部から南で検出された。いずれも浅い土坑であり、埋土は黒褐色系である。

遺物をあまり含まず、黄色のシルトブロックを含む。

SK1245　調査区中央部より南で検出された。SK1191 に大部分を切られ、詳細は不明である。

　出土遺物は第 67 図に示した。

SK1252　調査区中央部で検出された。やや南北方向に長い。

　出土遺物は第 67 図に示した。

SK1257　調査区南壁沿いで検出された。埋土に遺物と円礫を中量含む。
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第３章　調査成果

4 層

１ 2.5Y4/3 オリーブ褐色シルトと 2.5Y3/1 黒褐色シ
ルトがまだらに混じる

２ 2.5Y4/3 オリーブ褐色シルトと 2.5Y3/1 黒褐色シ
ルトが混じる ( 焼土片含む )

３ 2.5Y3/1 黒褐色シルトに 2.5Y4/4 オリーブ褐色シ
ルトが小ブロック状に混じる ( 焼土・炭含む )

４ 2.5Y3/1 黒褐色シルトに 2.5Y4/3 オリーブ褐色シ
ルトが小ブロックで混じる ( 炭・焼土多量に含む )

５ 2.5Y5/6黄褐色シルトに炭片がブロック状に混じる
６ 2.5Y5/6 黄褐色シルトに 2.5Y3/1 黒褐色シルトが

少量混じる
７ 2.5Y4/2 暗灰黄色シルト ( 瓦・3cm 大の石・磁器・

土師質土器に含む )
８ 2.5Y5/2 暗灰黄色シルトと 2.5Y6/3 にぶい黄色シ

ルトが混じる
９ 2.5Y4/1 黄灰色シルトと 10YR4/6 褐色シルトが薄

く層状に混じる
10 2.5Y4/2 暗灰黄色粘質シルトに 10YR4/4 褐色シル

トが小ブロックで少量混じる
11 2.5Y4/1 黄灰色シルトに 10YR4/4 褐色シルトがブ

ロック状に混じる
12 2.5Y5/4 黄褐色シルトと 2.5Y4/1 黄灰色シルトが

混じる
13 2.5Y5/4 黄褐色シルトに 2.5Y4/1 黄灰色シルトが

小ブロックで少量混じる
14 2.5Y5/4 黄褐色シルトに 2.5Y5/3 黄褐色シルトが

まだらに混じる
15 2.5Y3/1 黒褐粘質シルト
16 2.5Y4/4 オリーブ褐色シルトと 2.5Y5/3 黄褐色シ

ルトがブロック状に混じる
17 2.5Y4/6 オリーブ褐色粘質シルトと 10YR4/1 褐灰

色シルトが混じる
18 2.5Y4/6 オリーブ褐色粘質シルトと 10YR4/1 褐灰

色のシルトがブロック状に混じる
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１ 2.5Y4/3 オリーブ褐色粗砂混シルトに 10YR6/2 灰黄褐色粘質土
が小ブロックで少量混じる

２ 2.5Y4/3 オリーブ褐色粗砂混シルトに 10YR6/2 灰黄褐色粘質土
が中ブロックで小量混じる

３ 2.5Y5/3 黄褐色シルトと 10YR6/2 灰黄褐色粘質土が混じる
４ 2.5Y5/1 黄灰色シルト～極細砂が混じる ( 瓦片を多量に含む )
５ 2.5Y5/1 黄灰色シルト
６ 5Y8/1 灰白色粘質土、橙色のシルト粒を含む
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ルトに 2.5Y7/4 浅黄
色シルトがまだらに混
じる

２ 10YR6/4 にぶい黄橙
色シルトに 10YR5/6
黄褐色粘質シルトがま
だらに混じる

３ 2.5Y6/3 にぶい黄色シ
ルトに 10YR6/6 明黄
褐色粘質土が小ブロッ
クで少量混じる

４ 10YR7/3 にぶい黄橙
色粘質土
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１ 2.5Y4/2 暗灰黄色粗砂混シルトに 10YR5/6 黄褐色
粘質土が混じる

２ 2.5Y4/1 黄灰色粘質土に 2.5Y5/4 黄褐色粘質土が
小ブロックで中量混じる ( 焼土・墨・土器・瓦含む )

３ 2.5Y4/2 暗灰黄色極細砂粘質土に 2.5Y6/2 灰黄色
粘質土が中ブロックで中量混じる ( 瓦層混じる )

４ 2.5Y4/2 暗灰黄色極細砂混粘質土に 2.5Y5/4 黄褐
色粘質土混じる
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２ 2.5Y7/1 灰白色シルト、遺物を多く含む
３ 2.5Y6/1 黄灰色シルト、明黄褐色のシルトブロック

を多く含む
４ 2.5Y5/1 黄灰色極細砂、灰白のシルトを少し含む
５ 2.5Y7/1 灰白色極細砂
６ 10YR7/1 灰白色シルト、橙色のシルトブロックを

含む
７ 2.5Y5/1 黄灰色粘質土、灰白色のシルトブロックを

含む
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第 20図　SK1210,SK1216,SK1220,SK1230,SK1233,SK1238,SK1239　平・断面
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SK1265（第 21 図）　調査区中央部で検出された。褐色系の埋土のうち、下層には瓦等の遺物を多く含み、

深さはさほど深くないものの、埋没に際して廃棄土坑として使用されたと考えられる。

　出土遺物は第 69 図に示した。

SK1274（第 22 図）　調査区中央部から東で検出された。屋敷区画近辺の溝のいくつかを切る土坑である。

　出土遺物は第 68 図に示した。

SK1276（第 22 図）　調査区北側で検出された。不整形な土坑であり、遺構の集中する地点の中でも最

も新しい。埋土は単層であり、遺物や円礫を多量に含むことから、廃棄土坑であると考えられる。

　出土遺物は第 70 図に示した。

SK1277（第 21 図）　調査区中央部からやや北で検出された。浅い皿状の断面を呈する土坑であるが、

埋土に多量の瓦を含むことから、廃棄土坑であると考えられる。　　

　出土遺物は第 71・141（1016）図に示した。

SK1285・1286（第 25 図）　調査区中央部から東で検出された。SK1285 は黒色系の埋土を持ち、黄色の

シルトブロックを多く含む。

　出土遺物は第 75・141（1022）図に示した。

SK1287（第 21 図）調査区中央部から東で検出された。浅い皿状の断面を呈する。褐色系の埋土を持ち、

埋土には焼土や炭化物ほか、遺物を多量に含むことから、廃棄土坑であると考えられる。

　出土遺物は第 75・141（1023・1024）図に示した。

SK1288　調査区北側で検出された。浅い遺構であるが、埋土には比較的大型の塊石を含む。

　出土遺物は第 75・141（1025）図に示した。　

SK1290　調査区北側で検出された。南北方向に長い平面形態を呈する。

　出土遺物は第 76・141（1026）図に示した。

SK1294（第 16 図）　調査区北側で検出された。南北方向に長い平面形態を持ち、ほぼ垂直に掘り込ま

れる。廃棄土坑の可能性が高い。

　出土遺物は第 76 図に示した。

SK1295（第 16 図）　調査区北側で検出された、SK1294 を切る。

　出土遺物は第 77 図に示した。

SK1297（第 22 図）　調査区北側で検出された。後出する遺構に大半を切られ、詳細は不明である。

SK1300　調査区中央部から東で検出された。廃棄土坑群の底面において検出された、南北に長い土坑

である。埋土には瓦などの遺物を多量に含むことから、廃棄土坑と考えられる。

　出土遺物は第 78 図に示した。

SK1308　調査区中央部で検出された。深度は浅いが、埋土には瓦を多量に含む。出土遺物の大半は瓦

である。

SK1310（第 21 図）　調査区中央部で検出された。南北に長い平面形態を呈する。褐色の埋土を持ち、

遺物をあまり含まない。東半を SX1267 に切られ、西側を SK1234 に切られる。

SK1314（第 22 図）　調査区中央部で検出された。埋土は褐色系であり、いずれの層も黄色のシルトブロッ

クを含むほか、１層では埋土に炭化物を含む。

SK1318（第 22 図）　調査区中央部で検出された。黄色系の埋土を持つ。切り合いからは 1 区の遺構の

中でも最古段階のものである。遺物量は少なく、小規模な投棄が行われたものと考える。
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第３章　調査成果
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１ 7.5YR6/1 褐灰色シルト、灰白のシルト粒を含む、黄色のシルト粒少し含む
２ 10YR4/1 褐灰色シルト、橙色の細砂、黄色のシルト粒を含む
３ 10YR7/2 にぶい黄橙色極細砂、橙色の細砂含む
４ 10YR7/1 灰白色シルト、黄色のシルト粒含・炭化物含む
５ 10YR4/1 褐灰色シルト・炭化物含む、黄色のシルトブロック含む
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１ 2.5Y4/2 暗灰黄色シルト ( 焼土・炭中量含む )
２ 2.5Y4/3 オリーブ褐色シルトに 2.5Y4/6 オ

リーブ褐色粘質土がブロック状に混じる

（1/60）

0 2ｍ

X=
14

28
03

Y=27289

5.0

1 2
4

3

１ 2.5Y5/2 暗灰黄色極細砂混シルトに
2.5Y5/6 黄褐色シルトが小ブロックで
中量混じる

２ 2.5Y5/2 暗灰黄色極細砂混シルトに
2.5Y5/6 黄褐色シルトは中ブロックで
少量混じる

３ 2.5Y4/1 黄灰色シルト混粘質土 ( 瓦多
量に含む )

４  2.5Y4/ 1 黄 灰 色 シ ル ト 混 粘 質 土 に
2.5Y5/4 黄褐粘質土は小ブロックで少
量混じる
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１ 2.5Y5/1 黄灰色粗砂混粘質土に 2.5Y5/6 黄褐色粘質土が混
じる ( 瓦漆喰中量含む )

２ 2.5Y4/1 黄灰色粗砂混粘質土と 2.5Y5/6 黄褐色粘質土が混
じる

３ 2.5Y5/6 黄褐色粘質土と 2.5Y6/2 灰黄色粘質土がブロック
状に混じる

４ 2.5Y4/3 オリーブ褐色シルトと 10YR6/2 灰黄褐色粘質土が
まだらに混じる

５ 2.5Y4/1 黄灰色粘質土と 2.5Y6/1 黄灰色シルトが混じる
６ 2.5Y4/2 暗灰黄色極細砂混シルトに 10YR6/2 灰黄褐色粘質

土がブロック状に混じる
７ 2.5Y5/6 黄褐色粘質土と 10YR5/8 黄褐色シルトがまだらに

混じる
８ 10YR6/2 灰黄褐色粘質土と 10YR5/8 黄褐色極細砂が混じる
９ 2.5Y5/1 黄灰色シルト ( 鉄分の影響か赤く汚れる )
10 2.5Y4/2 暗灰黄色シルトと 2.5Y5/6 黄褐色粘質土がブロッ

ク状に混じる
11 2.5Y5/2 暗灰黄色極細砂混シルト ( 瓦・土師質土器含む )
12 2.5Y4/1 黄灰色粘質土と 2.5Y6/3 にぶい黄色粘土がブロッ

ク状に混じる
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１ 2.5Y5/2 暗灰黄色粗砂混シルトに 2.5Y5/4 黄褐色シルトが
まだらに混じる (1 ～ 5 ㎝大の礫わずかに含む )

２ 2.5Y5/2 暗灰黄色粗砂混シルト (5 ㎜台の礫わずかに含む )
３ 2.5Y4/1 黄灰色細砂混粘質土に 2.5Y5/6 黄褐色粗砂が小ブ

ロックで少量混じる
４ 2.5Y4/1 黄灰色粗砂混粘質土に 2.5Y5/6 黄褐色粗砂～極細

の中ブロックが少量混じる
５ 2.5Y3/1 黒褐色シルト混粘質土と 2.5Y4/4 オリーブ褐色シ

ルトがまだらに混じる
６ 2.5Y4/6 オリーブ褐色粘質土と 2.5Y4/1 黄灰色粘質土が混

じる
７ 2.5Y4/2 暗灰黄色粗砂混シルト (1 ㎝大の礫少量含む )
８ 2.5Y4/2 暗灰黄色粗砂混シルト
９ 2.5Y4/2 暗灰黄色粗砂混粘質土
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第 21図　SK1234,SK1240,SK1241,SK1265,SK1277,SK1287,SK1310,SX1334　平・断面
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　出土遺物は第 79 図に示した。

SK1320　調査区中央部で検出された。南北方向に長い平面形態を呈する。

SK1321（第 22 図）　調査区中央部で検出された。南北方向に長い平面形態を呈し、底面には土師質土

器の底部を据えていた。

　出土遺物は第 81・141（1027・1028）図に示した。

SK1324　調査区中央部から東で検出された。黒褐色系の埋土を持つ。

　出土遺物は第 80 図に示した。

SK1335　調査区中央部の東で検出された。後出する遺構に大半が切られ、東側の輪郭が確認できるの

みである。

　出土遺物は第 82 図に示した。

SK1359（第 23 図）　調査区中央部で検出された。やや南北に長い平面形態を呈する。埋土には焼土や

炭のほか、多量の瓦も含めた遺物を多量に埋土に含む。最下層には土師質土器を据えており、調査時

より井戸の可能性が想定されたが、最下層の井筒とされるところ以外に井戸と判断できる施設が認め

られないほか、仮にそれらがあったとした場合にも、解体の痕跡が顕著にみられないことから、比較

的規模の大きい廃棄に伴う土坑と判断した。

　出土遺物は第 83・141（1029 ～ 1032）図に示した。

SK1374　調査区北端で検出された。大規模な廃棄土坑であり、上層を中心に瓦などの遺物を多量に含む。

　出土遺物は第 84 図に示した。

SK1376（第 22 図）　調査区北部で検出された。断面袋状の土坑であり、埋土にブロック土を多く含む。

不明遺構

SX1016（第 24 図）　調査区南西部で検出された。東西方向に長い平面形態を呈し、黒褐色系の埋土に

遺物を多量に含む。特に土器と貝類を顕著に含む。

　出土遺物は第 85・86 図に示した。

SX1078　調査区北部で検出された。平面形態は楕円形を呈する。

SX1094　調査区中央部から東で検出された。埋土には瓦等の遺物を多量に含む。

SX1101　調査区中央部で検出された。浅い遺構であり、遺物等もほとんど含まない。

SX1106　調査区中央部で検出された。埋土には瓦を少量含むほか、黄色のシルトブロックを含む。

SX1110　調査区中央部で検出された。東西方向に長い平面形態を呈する。

SX1135　調査区中央部から東で検出された不整形な遺構である。

SX1150　調査区北部で検出された。不整形な平面形態を呈し、埋土には礫を含む。

SX1177　調査区の南東隅で検出された。大半は調査区外に広がると考えられる。

SX1179　調査区の南部で検出された。不整形な平面形態を呈し、黒褐色のシルトを埋土に持つ。

SX1197　調査区南部で検出された。東西に長い平面形態をもつ。

SX1208　調査区南西隅で検出された。やや深い掘り込みを持つ。

SX1212（第 24 図）　調査区西側で検出された。円形の掘り込みに、土師質土器甕を逆さに据える。土

器は底部のうち一部の破片が無く、打ち欠かれていた可能性がある。甕内部に堆積した土は粗砂を含み、

周辺の遺構とは異なった埋土を持つ。土器を逆さに据えることや、内部に粗砂を含む埋土を持つこと
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第 22図　SK1274,SK1276,SK1297,SK1314,SK1318,SK1321,SK1376　平・断面
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から、土師質土器甕を転用して水琴窟とした可能性が考えられる。出土遺物は第 87 図に示した。

SX1219（第 24 図）　調査区中央部で検出された長楕円形の土坑である。

SX1242　調査区中央部から西で検出された。灰色系の埋土に黄色のシルトブロックと遺物を少量含む。

SX1249　調査区南西隅で検出された。後出する遺構に大部分を切られており、詳細は不明である。

SX1250（第 23 図）　調査区西側で検出された。底面も含め不整形な遺構である。

SX1251、SX1254　調査区中央部で検出された。楕円形の平面形態をもつ。

SX1262（第 23 図）調査区中央部で検出された。中心部を SK1359 に大きく切られている。深度が深く、

瓦を中心として遺物を多く含む。炭化物などのほかに、木質の破片なども少量残存していた。隅丸方形

の形態を呈しており、その東壁付近には、数個の塊石が並べられていた。

　出土遺物は第 88 ～ 91・137（987）・142（1033 ～ 1035）図に示した。

SX1264（第 24 図）　調査区中央部の北側で検出された。深度の浅い遺構であり、褐色系の埋土を持つ、

遺物はそれほど含まない。

SX1267（第 24 図）　調査区中央部で検出された。東西幅は最大で 2.3 ｍを測る南北方向に長い遺構であ

る。埋土には遺物を多く含み、瓦なども多量に含まれる。

　出土遺物は第 92・142（1036 ～ 1038）図に示した。

SX1286（第 23 図）　調査区中央部から東で検出された。複数の遺構に切られて形状は不明である。

　出土遺物は第 94・142（1039）図に示した。

SX1334（第 21 図）　調査区中央部で検出された。ほかの遺構の掘削により平面形は明らかでない。

　出土遺物は第 94 図に示した。

SX1338　調査区中央部の北側で検出された。遺構の大半を SX1264 に切られる。

SX1358　調査区中央部の北側で検出された。後出する遺構に切られ、詳細は不明である。

SX1369　調査区中央部より東で検出された不整形な遺構である。

　出土遺物は第 94 図に示した。

SX1371　調査区中央部より東で検出された。

柱穴（第 25 図～第 28 図）

　柱穴については、調査区内でも 100 基近く検出されている。しかし、それらの大半は小柱穴である。

柱穴規模や埋土に特徴があるものは図示したが、それらの中で明確な施設の痕跡を示すものは復元でき

なかった。

　以下に図示した代表的な柱穴とその特徴について記述する。

　柱穴の規模は径 0.2 ～ 0.3 ｍほどのものが中心であり、灰色系の埋土と黒褐色系の埋土のほか、黄色

系の埋土を持つものが多い。深度もまばらであるが、深度の浅いものでも柱痕が確認できるものが多い

ため、いずれも柱穴には間違いないが、複数の施設の痕跡が混ざっているものと考えられる。柱穴は分

布状況から見ると、調査区の北側に集中する。

　この範囲には廃棄土坑があまり掘削されず、屋敷の中でも廃棄土坑を掘削しづらい建物等が位置する

範囲であったと考えられる。

　近代遺構と判断できるもの以外は、大半が近世の柱穴であるが、SP1354 は隅丸方形の平面形をもち、

埋土から出土した遺物（第 95 図）からは近世以前にさかのぼる可能性がある。

　また、SP1345 は、底面に平らな石を置き、根石としていた可能性が考えられる。
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23 2.5Y5/1 黄灰色シルト混粘質土
24 2.5Y5/1 黄灰色極細砂混粘質土に 2.5Y5/4 黄褐色粘質土

が少量混じる
25 2.5Y6/4 にぶい黄色極細砂と 2.5Y5/1 黄灰色シルトが層

状に混じる
26 2.5Y5/1 黄灰色粘質土混シルト ( 炭を層状に含む )

第 23図　SK1285,SK1359,SX1250,SX1262,SX1286　平・断面



－　　－34

X=142791

Y=
27

27
9.

6 近代遺構

近代遺構

近代遺構
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１ 2.5Y4/3 オリーブ褐色シ
ルトに 2.5Y6/6 明黄褐
色シルトがブロックで中
量混じる (3 ～ 5 ㎝大の
礫少量含む )

２ 2.5Y5/4 黄褐色極細砂と
2.5Y6/1 黄灰色粘質土が
ブロック状に混じる

３ 2.5Y6/1 黄灰色粘質土が
中ブロックで 10YR3/1
黒褐色シルトと混じる

４ 2.5Y6/1 黄灰色粘質土が
中ブロックで 10YR5/8
黄褐色粘質土と混じる

５ 10YR4/2 灰黄褐色粘質
土

６ 2.5Y4/2 暗灰黄色シルト
～極細砂

７ 2.5Y3/2 黒褐色極細砂混
粘質土 

堀方

埋土
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28
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１ 2.5Y4/2 暗灰黄色シルトに
10YR5/8 黄褐色粘質土が
ブロック状に混じる

２ 2.5Y4/2 暗灰黄色シルトに
10YR5/6 黄褐色粘質土が
小ブロックで少量混じる　
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１ 10YR3/2 黒褐色シルトと 2.5Y5/4 黄褐色シルトが混じる
２ 2.5Y4/1 黄灰色シルトに 5Y5/4 オリーブ色粘質土小ブ

ロックが少量混じる ( 貝、瓦、土器、磁器を多量に含む )
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１ 10YR6/2 灰黄褐色シルト、黄色の粘質土ブロックを多く
含む

２ 10YR4/1 褐灰色シルト、黄色のシルト粒、φ2 ～ 3 ㎝の
礫を含む

３ 10YR6/1 褐灰色粘質土、橙色の極細砂少し含む
４ 15YR4/1 褐灰色シルト黄色の粘質土ブロックを多く含

む、炭化物含む
５ 7.5Y7/1 灰白色シルト、黄色のシルト粒少し含む
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SK1359

基盤層
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SX1016 SX1264・SX1339
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0 2ｍ

2 層

1 層 １ 10YR6/1 褐灰色シルト、炭化物少量含む、黄色のシルトブロック少し含む
２ 2.5Y6/2 灰黄色シルト、炭化物含む、明黄褐色でφ7 ㎝程のシルトブロック含む
３ 2.5Y6/1 黄灰色シルト、炭化物含む、φ2 ㎝程の明黄褐色シルトブロック含む、φ5 ㎝

程の礫少し含む
４ 10YR7/1 灰白色砂質シルト、炭化物、明黄褐のシルトブロック含む、焼土片含む
５ 10YR5/1 褐灰色極細砂、φ1 ～ 2 ㎝程の炭化物と黄橙の細砂を粒状に含む
６ 10YR4/1 褐灰色砂質シルト、炭化物多く含む、黄褐色の細砂も含む、遺物多く含む
７ 10YR2/1 黒色、炭化物に黄橙色シルト含む

第 24図　SX1016,SX1212,SX1219,SX1264,SX1267,SX1339　平・断面



－　　－35

第３章　調査成果

１ 7.5YR5/2 灰褐色シルト、黒
色粘土、黄褐の極細砂を含む

２ 2.5Y5/1 黄灰色シルト、黒色
炭化物少し含む、浅黄色のシ
ルトブロック少し含む
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１ 10YR8/2 灰白色細砂、明黄褐色の粘
土ブロック多く含む、遺物多く含む

２ 2.5Y5/1 黄灰色細砂、明黄褐色粘土
ブロック少し含む

３ 10YR5/1 褐灰色極細砂、明黄褐色ブ
ロック少し含む、にぶい黄橙色の極
細砂少し含む
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１ 2.5Y4/2 暗 灰 黄 色 シ ル ト、
明黄褐色のシルト粒少し含む

２ 2.5Y4/1 黄灰色砂質シルト、
黄褐色の細砂少し含む
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１ 10YR6/1 褐灰色シルト、炭化物含む
２ 10YR6/1 褐灰色シルト、黄褐色の

細砂含む
３ 10YR5/1 褐灰色粗粒シルト、炭化

物含む
４ 10YR7/1 灰白色シルト、ベース由

来の黄褐色ブロック多く含む
５ 10YR6/1 褐灰色シルト、黄色のシ

ルトブロック多く含む
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１ 2.5Y4/1 黄灰色シルト漆喰状の粒
少し含む、浅黄色のシルト粒含む

２ 2.5Y4/2 暗灰黄色極細砂、漆喰少
し含む
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１ 10YR7/3 にぶい黄橙色極細砂、
ミックス状の白色の粒含む

２ 10YR5/3 にぶい黄褐色シルト、
ミックスφ5 ㎜程の小礫含む

３ 10YR6/6 明黄褐色シルト、灰
白色のシルト粒少し含む
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１ 10YR6/1 褐灰色粘質土、黄色シル
ト粒含む、灰白色の細砂少し含む
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１ 10YR5/1 褐 灰 色 極 細 砂、
黒色炭化物少し含む

２ 10YR5/6 黄 褐 色 シ ル ト、
灰色のシルト少し含む

X=142807.6

Y=
27

29
1.

5

5.0 1

2

（1/60）

0 1ｍ

SP1116

１ 10YR6/2 灰黄褐色シルト、黄橙
色のシルトブロック含む

２ 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト、
明黄褐のシルトブロックを含む
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１ 2.5Y6/1 黄灰色粘質土
２ 2.5Y6/4 にぶい黄色シルト、黄色のシルト粒を含む
３ 2.5Y6/1 黄灰色粘質土
４ 2.5Y6/8 明黄褐色シルト、同色の極細砂含む
５ 10YR5/1 褐灰色シルト、明黄色褐色の極細砂を含む
６ 2.5Y7/6 明黄褐色細砂、褐灰のシルト含むSP1152
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掘方

柱痕 １ 10YR7/1 灰白色極細砂φ
3 ～ 4 ㎝の礫を含む

２ 10YR6/2灰黄褐色シルト、
明黄褐色のシルト少し含む

３ 10YR4/2 灰黄褐色粘質土
ブロックが 10YR5/1 褐灰
色粘質土に小ブロックで少
量混じる

４ 10YR7/1 灰白色シルトに
10YR4/6 褐色シルトがブ
ロック状に混じる

５ 10YR6/1 褐灰色粗砂混粘
質土

1 22
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１ 10YR6/1 褐灰色褐灰色粘質土
２ 10YR5/8 黄褐色粘質土
３ 2.5Y6/2 灰黄色シルト、黄橙のシルトを含む
４ 2.5Y6/3 にぶい黄色シルト、ベース由来の黄

橙の細砂を含む
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SP1054
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１ 10YR7/2 にぶい黄橙色砂質シルト、黄橙のシルト
ブロックを含む、φ2 ～３㎝の小礫を含む

２ 10YR5/3 にぶい黄褐色シルト、橙色のシルト粒を
比較的多く含む

３ 10YR6/4 にぶい黄橙色シルト
４ 10YR4/2 灰黄褐色砂質シルト　　
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SP1162

１ 10YR4/1 褐灰色シルト、瓦多
く含む

２ 10YR6/1 褐灰色シルト、明黄
褐色のシルト粒少し含む

３ 10YR6/1 褐灰色シルト
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１ 10YR7/6 明黄褐色シルト、
灰白色の粘質土、褐色の細
粒砂を含む

２ 10YR6/2 灰黄褐色シルト
３ 5Y7/1 灰白色シルト、明黄

褐色のシルト粒を少し含む
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１ 10YR7/6 明黄褐色シルト、黒色
炭化物含む、灰白シルトブロック
含む

２ 10YR6/4 にぶい黄橙色シルト、
黄褐色細砂をラミナ状に含む
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SP1214
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１ 2.5Y5/3 黄褐色シルトに 2.5Y6/2 灰黄
色粘土と 10YR6/6 明黄褐色粘土が混じ
る (5 ㎝大の瓦含む )

２ 2.5Y5/2 暗灰黄色粘土に 10YR6/4 にぶ
い黄橙色粘土がまだらに混じる

３ 10YR6/3 にぶい黄橙色粘土に 2.5Y6/3
にぶい黄色粘土がまだらに混じる

（1/60）

0 1ｍ

X=
14

27
94

Y=27282

SP1215

X=142793.9

Y=
27

28
4

１ 2.5Y5/3黄褐色シルト(瓦片含む)
２ 2.5Y5/2 暗 灰 黄 色 シ ル ト に

2.5Y7/6 明黄褐色シルトが小ブ
ロックで少量混じる
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１ 2.5Y4/3 オリーブ褐色シルト ( 木質残る )
２ 2.5Y6/3 にぶい黄色粘質土シルト
３ 10YR5/8 黄褐色粘質土がブロック状に混じる
４ 2.5Y5/4 黄褐色シルトと 10YR5/8 黄褐色粘

質土が大ブロックで混じる
５ 10YR4/4 褐色シルトに 10YR5/6 黄褐色粘質

土が小ブロックが少量混じる
６ 2.5Y5/4 黄褐色シルトに 10YR5/6 黄褐色粘

質土の小ブロックが少量混じる
７ 10YR5/3 にぶい黄褐色粘質土と 10YR5/8 黄

褐色粘質土が混じる    
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１ 10YR6/1 褐灰色シルト、褐色
の細砂少し含む

２ 10YR7/1 灰白色、黄色のシル
ト粒含む
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１ 10YR6/1 褐灰色シルト、少礫
多く含む

２ 10YR5/1 褐灰色シルト、黄褐
色のシルトブロック少し含む

３ 10YR3/1 黒褐色極細砂、φ4 ～
5 ㎝の礫少し含む 
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１ 2.5Y5/3 黄褐色粘質土 (2
㎝大の礫、瓦片含む )

２ 2.5Y5/2 暗灰黄色粘質土
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１ 2.5Y5/2 暗灰黄色粘質土
（10 ㎝大の礫含む）

２ 2.5Y5/1 黄 灰 色 粘 質 土、
2.5Y6/4 にぶい黄色粘質
土が小ブロックで少量含む
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１ 2.5Y3/2 黒褐色シルトに
2.5Y5/6 黄褐色シルトが
小ブロックで少量混じる

２ 2.5Y2/1 黒色シルト (1
㎝大の礫少量含む )
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１ 2.5Y5/3 黄褐色粘質土に 2.5Y5/4
黄褐色粘質土がまだらに混じる

２ 2.5Y4/1 黄灰色粘質土、2.5Y4/4
オリーブ褐色粘質土が小ブロック
で少量混じる

３ 2.5Y2/1 黒色シルト混じり粘質土
４ 2.5Y4/4 オリーブ褐色粘質土と

2.5Y3/1 黒褐色粘質土が混じる
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に 2.5Y5/4 黄 褐 色 と
2.5Y6/2 灰黄色シルト
がブロック状に混じる

２ 2.5Y4/2 暗灰黄色シル
トに 2.5Y5/6 黄褐色と
2.5Y7/1 灰白色粘質土
が小ブロックで中量混
じる

３ 2.5Y3/1 黒褐色シルト
混粘質土

柱痕

（1/60）

0 1ｍ

SP1317

X=142795

Y=
27

28
1.

8

5.0
 

1
2

3
2

3

１ 2.5Y6/4 にぶい黄色シルトに
2.5Y7/6 明黄褐色シルトが小
ブロックで少量混じる

２ 2.5Y6/4 にぶい黄色シルト
３ 2.5Y5/3 黄 褐 色 シ ル ト と

2.5Y7/4 浅黄色シルト混じる
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橙色の極細砂少し含む
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３ 7.5YR7/1 明褐灰色粘質土

を多く含む
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ベース由来の明黄褐色シルト
ブロック多く含む

２ 10YR5/2 灰黄褐色極細砂、黄
色のシルトブロック少し含む

３ 10YR6/2 灰黄褐色極細砂、明
黄褐色の粘質土ブロック含む
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１ 10YR6/2 灰黄褐色シルト、
φ2 ㎝粒の小礫含む

２ 10YR5/2 灰黄褐色シルト、
ベース由来の黄褐色シルト
ブロック含む

３ 10YR5/2 灰黄褐色シルト、
灰白色の粘質土をブロック
状に含む
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２ 10YR7/4 にぶい黄橙色シルト、
ベース由来の灰白粘質土を多量
に含む
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灰色の粘質土ブロックを多く含む

２ 10YR5/3 にぶい黄褐色シルト、
灰白の粘質土ブロック、黄色のシ
ルト粒含む

３ 10YR8/3 浅黄橙色極細砂、灰白
の粘質土ブロックを非常に多く含
む
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第 27図　１区　柱穴　平・断面３
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（２）2 区

　2 区については、同一面で調査を行ったため、近代と近

世の遺構が混在した状態で調査を進めた。1 区の調査状況

から、近代遺構については、その構造や埋土の特徴がある

程度把握できていたため、それらの特徴に類するものや、

明らかに近代以降の遺物を含むものを、1 面の近代遺構と

して分離して報告する。

近代遺構（第 29 図）

建物

建物１

　1 区においても確認されていた帝国陸軍歩兵第 12 聯隊

にかかわる建物である。SD1001 の続きが検出されている

ほか、外壁の内側に柱の痕跡が確認されている（SP2019 ～ 2027）。それらの柱の配置は、1 区での検出

状況とほぼ同様である。

建物３

　2 区西側において確認された建物である。建物２の構造と類似しており、石敷きの外壁基礎に囲まれ

た範囲の中軸上に、礎石により柱を建てた痕跡が確認される。近代の建物の中で唯一南北方向の規模が

判明しており、溝の芯々間で、約 7.3 ｍを測る。溝の上面において、数基の柱穴が確認された（SP2004

～ 2010）。溝の埋没土の上面から掘りこまれているため、建物３と直接関係するかは不明である。なお、

建物の中心に、建物２と同様屋根支えの柱の痕跡が確認された（SP2029・2030・2036・2046）。いずれ

も塊石を礎石とし、その下部に 0.7 ｍほどの深度の掘方をもち根固めされている。礎石には、石垣を転

用したものか、矢穴が残るものが存在した。

溝　

SD2012　調査区西側で検出された南北方向に延びる溝である。コンクリート製の土管が据えられてい

る。

　出土遺物は第 142（1041）図に示した。

SD2013、SD2014　調査区西側で検出された溝である。浅い掘り込みの溝であり、近現代の遺物を含む。

SD2035　調査区東側で検出された南北方向に延びる溝である。瓦質の土管が据えられており、北から

南への排水のための暗渠であったと考えられる。

土坑

SK2002　調査区西側で検出された土坑である。建物などの解体に伴う漆喰が埋土の大半を占めている。

SD2001 を切ることからも、陸軍歩兵第 12 聯隊に関連する建物の廃棄に伴って掘削された遺構である

と考えられる。

SK2015　調査区西側で検出された土坑である。ガラス瓶などが出土している。

不明遺構

SX2031　建物３の北壁の内側で検出された遺構である。建物３の礎石を据える柱穴を切っていること

から、建物３以降に作られた遺構であり、建物との関連や、施設の目的は不明であるが、出土遺物に現

１ 2.5Y5/1 黄灰色シルトと 2.5Y5/4
黄褐色シルトが混じる

２ 2.5Y6/2 灰黄色と 2.5Y4/6 オリー
ブ褐色粘質土がブロック状に混じ
る (10 ㎝大の礫含む )
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Y=2
72

83
.5

1
2

5.0

（1/60）

0 1ｍ

１ 7.5YR6/1 褐灰色シルト、橙色
の細砂少し含む

２ 10YR6/3 にぶい黄橙色シルト
３ 10YR7/1 灰白色シルト橙色の

極細砂を少し含む

X=142808.8

Y=
27

29
1.

8

3 3
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5.0

（1/60）

0 1ｍ
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第 28図　１区　柱穴　平・断面４
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第３章　調査成果
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代以降の遺物を含まないことから、近代の遺構であると考えられる。平面形態は、東西方向に長い長

方形を呈し、西側が細く突出する。遺構の床と壁には板が貼られていた痕跡が確認されており、遺構

の下端付近には６か所柱穴が確認されることから（SP2193・2194・2205・2206・2211・2215・2217）、

上部構造があった可能性が推定できる。

SX2037　調査区東側で検出された遺構である。土管を据えた溝である SD2035 を切る。

SP2017　調査区南壁に近接し検出された柱穴である。

SP2018　調査区西側で検出された柱穴である。

SP2050、2051、2063、2076、2114、2115　調査区東側で検出された柱穴である。

近世遺構

溝

SD2118（第 31 図）　調査区西部で検出された。区画周辺施設を破壊するように掘り込まれた、南北方

向に長い平面形態を持つ溝である。埋土には多量の遺物を含み、廃棄土坑として掘削された可能性が

高い。

　出土遺物は第 96 図に示した。

SD2162（第 32 図）　調査区中央部で検出された石組の溝である。東西方向に延びる溝が、ちょうど地

調査区の中央付近で南北２方向に分かれる。遺構の構造としては、浅い溝を掘った後に、裏込めに礫

混じりの裏込め土を施工し、塊石の面をそろえるように 2 列に並べ、その間を溝とする。確認できて

いる範囲においては、1 段の石積みしか確認できない。

　出土遺物は第 97・98・136（984）・143（1042 ～ 1045）図に示した。

SD2177（第 30 図）　調査区南西部で検出された。廃棄土坑に大部分が切られており、詳細は不明である。

断面は逆台形に近い溝であり、周囲に深度が深く、後出する遺構が多数あるため、南北方向の溝とい

うことのみわかるが、その延長等は不明である。

　出土遺物は第 99 図に示した。

SD2182（第 31 図）　調査区西部で検出された南北方向に延びる溝で

ある。埋土は灰色系であり、下層には礫やブロック土を含むことから、

人為的な埋め戻しが行われた可能性が考えられる。溝の西半は、検

出範囲のほとんどで後出する遺構にすべて壊されており、正確な幅

を知ることはできないが、SD2183 と似通った規模を持つと考えられ

る。遺構の配置や規模、溝という形態を考えると、区画施設の周辺

にある溝と考えられる。

　出土遺物は第 100 図に示した。

SD2183（第 31 図）　調査区西部で検出された素掘りの溝である。南

北方向に延びる溝である。断面は２段堀状になっている。埋土には

ブロック土を多く含み、人為的な埋め戻しの痕跡が確認できる。屋

敷地割の境界付近にあたることや、屋敷地内で、直線的な素掘り溝

が多くみられるものではないことから、区画施設、ないしはそれに

隣接する施設の可能性が高い。

近代遺構近代遺構

近代遺構近代遺構

SK2059SK2059

SP2085SP2085

トレンチトレンチ

X=142773

Y=
27
25
3

4.9

1
2

１　2.5Y6/2 灰黄色シルトφ１㎝以下の礫・炭化物・
黄色のシルト粘土含む

２　2.5Y5/1 黄灰色粘質土・褐色のシルト・炭化物を
少し含む
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0 1ｍ

第 30図　SD2177　平・断面
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第３章　調査成果
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１ 10YR6/1 褐灰色シルト灰色のシルトブロック少し含む、φ3 ～ 4 ㎝の礫少し含む
２ 2.5Y5/1 黄灰色シルト、φ1 ～ 2 ㎝の小礫含む、灰黄色のシルトブロック少し含む
３ 10YR5/1 褐灰色シルト、φ3 ～ 4 ㎝の小礫含む、橙色の極細砂少し含む
４ 10YR6/1 褐灰色シルト、橙色の細砂、炭化物、遺物多くなる
５ 2.5Y7/1 灰白色、黄灰色、極細砂、橙色の細砂を粒状に含む
６ 2.5Y7/1 灰白色、極細砂、φ1 ～ 2 ㎝の黄色シルトブロックを少し含む
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８ 10YR7/1 灰白色、砂質シルト、φ3 ～ 4 ㎝の小礫含む
９ 2.5Y7/2 灰黄色シルト、黄色のシルト粒少し含む
10 10YR6/1 褐灰色粘質土、黄色のシルトブロック含む、橙色のシルト粒含む
11 2.5Y7/1 灰白色シルト、φ3 ～ 4 ㎝の黄色シルト、ブロック少し含む、φ5 ㎝程の礫含む
12 10YR7/2 にぶい黄橙色極細砂、ラミナ有
13 2.5Y6/1 黄灰色シルト、φ2 ～ 3 ㎝の礫少し含む
14 2.5Y7/1 灰白色シルト、橙色のシルト粒少し含む
15 5Y7/1 灰白色シルト
16 2.5Y6/2 灰黄色シルトφ2 ～ 3 ㎝の礫橙色のシルト粒少し含む
17 10YR8/2 灰白色シルト、橙色のシルト粒少し含む
18 5Y6/4 オリーブ黄色シルト灰白のシルト少し含む
19 2.5Y6/1 黄灰色シルト
20 10YR6/1 褐灰色粘質シルト炭化物少し含む

SK2207

SD2183

SD2182

SK2207
SK2169

21 10YR7/1 灰白色シルト橙色の細砂、灰白色のシルト含む
22 2.5Y6/1 黄灰色シルト炭化物含む、浅黄色のシルトブロック含む
23 2.5Y5/1 黄灰色砂質シルト浅黄色の細砂少し含む
24 10YR6/1 褐灰色シルト、φ1 ㎝以下の黄色シルト粒多く含む
25 2.5Y5/1 黄灰色シルトφ2 ～ 3 ㎝の小礫含む整地層

SD2118

（1/60）
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第 31図　SD2182,SD2183,SK2169,SK2207,SK2210　平・断面
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第３章　調査成果

SD2183 より西側では、面的に整地層が確認でき、SD2183 は整地層を切る遺構としては最も古い段階

の遺構である。ただし、SD2183 の上層が整地層を切っているが、両者の土質の特徴はきわめて類似し

ており、埋没は近接した時期が考えられる。

　出土遺物は第 101 図に示した。

井戸

SE2116（第 33 図）　調査区中央部で検出された石組の井戸である。廃棄後に、内部に多量の瓦を投棄

している。

　井戸自体は、石組みの周囲をすり鉢状に掘削した後に、塊石で石組みを行っている。裏込め土にはシ

ルトや粘質土のほか、粗砂や円礫が含まれる。地表面から３ｍまでの掘削に止めたため、井戸の最深部

までは検出することができなかった。井戸内部の埋土出土遺物を見ると、近世の中でも最新段階に近い

様相を示すが、井戸の堀方を切る遺構出土の遺物が古い様相を示すことから、井戸の使用開始はさかの

ぼり、使用は長期間にわたっていた可能性が高い。

　出土遺物は第 102・143（1047 ～ 1054）図に示した。

土坑

SK2028（第 34 図）　調査区西端で検出された。平面形態は隅丸の正方形を呈する。掘方は２段掘り状

になり、２段目以下については埋土の状況が大きく変わるため、６層より上と、それより下の２段階で

取り上げを行った。上層は、遺物を多く含む褐灰色系のシルトが堆積するが、下層においては、灰色系

の粘質土が埋土となる。いずれも遺物は含むものの、両者に時期差は顕著に認められない。下層の灰白

の粘質土がすべて自然に堆積したものとは考え難く、元々の機能は不明であるが、大型の土坑に頻繁に

投棄が行われたものであると考える。

　出土遺物は第 103・104・136（976・978・982）・145（1055 ～ 1061）図に示した。

SK2053・2054（第 34 図）　調査区中央部で検出された。土坑に土師質土器の甕を据えた遺構である。

両者は接しておらず、同時期に掘り込まれ、併存していた可能性も考えられる。据えられた土器内面に

若干ではあるものの白色の付着物が認められることから、便所遺構の可能性が高い。

　出土遺物は第 105 図に示した。

SK2057（第 35 図）　調査区南西部で検出された。深度は 0.3 ｍ程であり、中心部に現代のコンクリート

土管が入る。遺物を多量に含み、特に瓦が多い。

　出土遺物は第 106・145（1062）図に示した。

SK2059（第 35 図）　調査区南西隅で検出された。ほぼ垂直に掘り込まれており、黒色系の埋土には多

量の遺物を含む、遺物のほかにも貝類などを多く含む。

　出土遺物は第 107 図に示した。

SK2060（第 34 図）　調査区南西部で検出された。大部分が SD2001 に切られているが、本来は円形の

土坑であったと考えられる。埋土は黒色系であり、折り重なるように大量の瓦を含むことから、廃棄土

坑であると考えられる。

　出土遺物は第 107・145（1063 ～ 1067）図に示した。

SK2061（第 35 図）　調査区東部で検出された。東西方向に長い土坑であり、浅い皿状の掘り込みを持つ。

褐灰色系の埋土を持つ。

　出土遺物は第 107 図に示した。
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第３章　調査成果

１ 2.5Y6/6 明黄褐色粘質土と 2.5Y3/1 黒褐色粘質土がまだらに混じる (3 ～ 10 ㎝大
の礫少量含む )

２ 2.5Y3/1 黒褐色極細砂混粘質土と 5Y4/2 灰オリーブ色極細砂混粘質土が混じる
３ 2.5Y5/4 黄褐色シルト混粘質土
４ 2.5Y4/4 オリーブ褐色粗砂混粘質土に 2.5Y7/2 灰黄色ブロック状に混じる (5 ㎝

大の礫中量含む )
５ 2.5Y7/1 灰白色と 2.5Y5/3 黄褐色粘質土がまだらに混じる
６ 2.5Y5/4 黄褐色シルト混粘質土に 2.5Y7/1 灰白色と 10YR5/4 にぶい黄褐色粘質

土が小ブロックで少量混じる
７ 2.5Y7/2 灰黄色と 2.5Y5/3 黄褐色粘質土がブロック状に混じる
８ 2.5Y3/3 暗オリーブ褐色礫混粗砂
９ 2.5Y2/1 黒色粗砂混粘質土
10 2.5Y5/3 黄褐色礫混粘質土に 2.5Y7/1 灰白色粘質土が中ブロックで少量混じる
11 2.5Y6/3 にぶい黄色と 2.5Y7/2 灰黄色粘質土が混じる
12 2.5Y6/1 黄灰色粘質土に 2.5Y4/1 黄灰色粘質土が混じる (10 ㎝の礫少量含む )
13 N4/ 灰色礫混粘質土

埋土

堀方

基盤層

14 2.5Y7/6 明黄褐色シルト
15 10YR5/6 黄褐色シルト混粘質土に 2.5Y8/1 灰白色粘質土が筋状に混じる
16 2.5Y7/1 灰白色シルト混粘質土
17 5Y7/2 灰白色シルトと 5Y5/4 オリーブ色粘質土が混じる
18 5Y5/1 灰色シルト～極細砂
19 5Y5/1 灰色シルトと 2.5Y5/6 黄褐色シルト
20 10YR3/3 暗褐色砂礫 (1 ㎝～ 10 ㎝程度の円礫 )
21 10YR3/2 黒褐色シルト混粘質土
22 2.5Y4/1 黄灰色極細砂～粗砂
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SK2062（第 35 図）　調査区東部で検出された。ほぼ垂直に掘り込まれた土坑であり、本来の平面形態

はほぼ円形であったと想定される。大半の層には多量の遺物を含む。ただし、底面付近において、土師

質土器を据えたような出土状況を示すことから、本来の遺構の機能が別にある可能性も考えられる。ま

た、山崎家の家紋瓦が埋土に混ざっている。家紋瓦は同時に投棄されたとは考えがたく、周囲を含め、

17 世紀代の遺構が存在していたことを示唆する。
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第３章　調査成果

　出土遺物は第 108・109・146（1068 ～ 1070）図に示した。

SK2064（第 36 図）　調査区南西部で検出された。ほぼ垂直に掘り込まれており、埋土には多量の遺物

を含む。中層とした５層については、その埋土のほとんどが瓦で構成されるような状況であり、多量の

瓦の投棄のために掘られた土坑であると考えたい。

　出土遺物は第 110 図に示した。

SK2066（第 36 図）　調査区東部で検出された遺構である。東西方向に長い平面形態をもち、深度は浅

いがほぼ垂直に近い形で掘り込まれる。埋土には礫が混じる１層のほか、シルトブロックが多く混じる

２層が確認される。

SK2068（第 36 図）　調査区南東部で検出された。東西方向に長い平面形態をもち、ほぼ垂直、ないし

はややオーバーハング気味に掘り込まれる。埋土には瓦を含む遺物が多く含まれることから、廃棄土坑

であると考えられる。

　出土遺物は第 112・113・146（1071・1072）図に示した。

SK2077（第 36 図）　調査区中央部で検出された。埋土には黄色の粘質土がブロック状に含まれる。

SK2081（第 36 図）　調査区東部で検出された。東西方向に長い平面形態をもつものと考えられる。埋

土にあまり遺物は含まれない。

　出土遺物は第 113 図に示した。

SK2096（第 36 図）　調査区東部で検出された。南北方向に長く、南側に向かって底面が階段状に下がる。

段の部分を境におおよそ埋土が分かれており、黄色のブロック土を含む層の上に、ほぼ完形の遺物を多

く含む層が堆積する。

　出土遺物は第 113 図に示した。

SK2098（第 36 図）　調査区東部で検出された遺構である。埋土には黄色系のブロック土が含まれるほか、

遺物と共に漆喰片が含まれることが特徴である。

　出土遺物は第 114・146（1073）図に示した。

SK2099（第 37 図）　調査区東側で検出された遺構である。ほぼ垂直に掘り込まれる東西方向に長い土

坑である。遺構の南半分は SD1001 に切られ、さらには SK2068 にも切られている。埋土には多量の瓦

が重なり合って出土していることからも、廃棄土坑であると考えられる。

　出土遺物は第 114・146（1074・1075）図に示した。

SK2101（図 37 図）　調査区東部で検出された。浅い掘り込みを持ち、遺物量も少ない。

SK2102（図 37 図）　調査区東側で検出された。灰色系の埋土を持ち、埋土には瓦を多く含む。

　出土遺物は第 114・146（1076・1077）図に示した。

SK2103（図 37 図）　調査区東側で検出された。暗灰色を呈し、礫を少量含む埋土を持つ。

　出土遺物は第 147 図に示した。

SK2107（図 37 図）　調査区東側で検出された。黄灰色系の埋土をもち、遺物はあまり含まない。

SK2109（図 37 図）　調査区東側で検出された。埋土に黄色系のブロックが多く含まれる。遺物はあま

り含まない。

　出土遺物は第 116 図に示した。

SK2111（図 37 図）　調査区東部で検出された。袋状に掘り込まれており、深度は深くないものの、埋

土には土器・陶磁器が多く含まれる。また、貝類の出土も目立つ。
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１　2.5Y7/1 灰白色シルト、黄色細砂少し含む
２　7.5YR8/1 灰白色粘質土、橙色のシルト粒含む
３　2.5Y6/3 にぶい黄色シルト、灰白色シルトブロック含む
４　2.5Y6/1 黄灰色シルト、炭化物・貝多く含む
５　2.5Y6/1 黄灰色粘質土、瓦多量に含む
６　2.5Y4/1 黄灰色粘質土、φ１～２㎝の炭化物貝含む　　
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１　2.5Y3/1 黒褐色シルト混粘質土に 2.5Y6/2 灰黄色粘質
土が小ブロックで少量混じる (10cm の礫少量含む )

２　2.5Y5/3 黄褐色シルト混粘質土に 2.5Y5/6 黄褐色と
2.5Y7/2 灰黄色粘質土画小ブロックで中量混じる

３　10YR5/8 黄褐色と 10YR6/2 灰黄褐色粘質土がブロッ
ク状に混じる

2 層

1 層
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１　2.5Y4/2 暗灰黄色極細砂混粘質土
に 2.5Y5/3 黄褐色粘質土が小ブ
ロックで中量混じる

２　2.5Y4/6 オリーブ褐色粘質土に
2.5Y7/2 灰黄色粘質土が小ブロッ
クで少量混じる

３　2.5Y4/2 暗灰黄色極細砂混粘質土
４　2.5Y3/1 黒褐色極細砂混粘質土に

2.5Y6/2 灰黄色粘質土が小ブロッ
クで少量混じる
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１　7.5Y5/1 灰色シルト混粘質土に 5Y7/2 灰白色粘質土がブロック状に混じる（瓦磁器中量含む貝少量含む）
２　2.5Y4/2 暗灰黄色粗砂混粘質土（マンガンの沈着で汚れる）（瓦石貝中量含む）
３　2.5Y7/4 浅黄色シルトと 2.5Y7/2 灰黄色細砂が混じる
４　2.5Y5/1 黄灰色極細砂混粘質土と 2.5Y6/3 にぶい黄色粘質土が混じる
５　2.5Y7/2 灰黄色粘質土と 2.5Y5/6 黄褐色粘質土が混じる
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 １ 10YR3/1 黒褐色極細砂混粘質土
に 10YR7/2 にぶい黄橙色がブ
ロック状に混じる             

近代遺構

5.0
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１　2.5Y4/1 黄灰色極細砂混粘質土に
2.5Y5/6 黄褐色極細砂が混じる（磁
器、土師質土器、炭中量含む）

２　2.5Y4/2 暗灰黄色シルト混粘質土と
2.5Y6/6 明黄褐色粘質土がブロック
状に混じる
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SD1021

１　2.5Y3/2 黒褐色粗砂混粘質土に 2.5Y7/2 灰黄色粘
質土が小ブロックで少量混じる

２　2.5Y4/3 オリーブ褐色極細砂混粘質土に 2.5Y7/2
灰黄色と 2.5Y5/6 黄褐色粘質土が小ブロックで中
量混じる

３　2.5Y4/2 暗灰黄色極細砂混粘質土に 2.5Y5/4 黄褐
色粘質土が少量混じる

４　2.5Y3/1 黒褐色極細砂混粘質土（３㎝漆喰片多量
に含む）

５　2.5Y5/2 暗灰黄色シルト混粘質土
６　2.5Y3/1 黒褐色極細砂混粘質土と 10YR5/8 黄褐

色と 10YR8/1 灰白色粘質土がブロック状に混じる
７　2.5Y4/1 黄灰色極細砂混シルトと 2.5Y5/4 黄褐色

シルトが混じる

SK2098

SX2105
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第 36図　SK2064,SK2066,SK2068,SK2077,SK2081,SK2096,SK2098　平・断面
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第３章　調査成果

１　2.5Y5/1 黄 灰 色 粘 質 土 と
10YR7/1 灰白色粘質土がまだ
らに混じる

２　2.5Y6/1 黄 灰 色 粘 質 土 に
10YR6/8 明黄褐色粘質土がブ
ロック状に混じる

３　2.5Y5/2 暗灰黄色シルト混粘
質土に 10YR5/8 黄褐色粘質土
が混じる

SK2096

SK2061
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4.7
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１ 　 2.5Y4/ 2 暗 灰 黄 色 粗 砂 混 粘 質 土 に
2.5Y4/6 オリーブ褐色粘質土が小ブ
ロックで少量混じる

２　2.5Y4/1 黄灰色に 2.5Y5/6 黄褐色粘
質土が混じる

３ 　 2.5Y4/ 2 暗 灰 黄 色 粗 砂 混 粘 質 土 と
2.5Y5/3 黄褐色粘質土が混じる

４ 　 2.5Y5/ 1 黄 灰 色 シ ル ト ～ 極 細 砂 に
2.5Y4/6 オリーブ褐色粘質土が中ブ
ロックで少量混じる

５　2.5Y4/1 黄 灰 色 粗 砂 混 粘 質 土 と
2.5Y4/6 オリーブ褐色粘質土が混じる
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１　10YR5/3 にぶい黄褐色砂質シルト黄色のシルトブロックを少
し含む

２　10YR5/6 黄褐色シルト上部に貝層含む黄褐色シルトを含むφ
2 ～ 3 ㎝の小礫を少し含む

３　2.5Y5/2 暗灰黄色シルト炭化物少し含む黄色のシルトブロッ
クを含む

４　2.5Y5/6 黄褐色粘質土φ1 ～ 2 ㎝の礫含む灰白色の砂質シル
ト含む

５　10YR5/6 黄褐色シルト炭化物少し含む貝をまんべんなく含む
６　2.5Y5/3 黄褐色シルト黄色のシルト粒含む
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１　2.5Y5/6 黄褐色粗砂混粘質土と 2.5Y4/1 黄灰色粗砂混粘質土がブロック状に混じる
２　2.5Y4/3 オリーブ褐色粗砂混粘質土に 2.5Y5/6 黄褐色粘質土が小ブロック少量混じる
３　2.5Y4/3 オリーブ褐色極細砂と 2.5Y5/1 黄灰色粘質土がまだらに混じる
４　2.5Y5/1 黄灰色シルト～極細砂と 2.5Y5/6 黄褐色シルトが混じる
５　2.5Y4/2 暗灰黄色極細砂混粘質土と 2.5Y5/6 黄褐色と 2.5Y7/1 灰白色粘質土がブロック状に混じる（炭中量・瓦多量に含む）
６　2.5Y6/1 黄灰色極細砂混粘質土に 2.5Y5/6 黄褐色粘質土がブロック状に混じる（瓦・焼土・炭中量含む）
７　2.5Y5/1 黄灰色極細砂混粘質土（1 ㎝の礫わずかに含む）
８　2.5Y5/1 黄灰色粗砂混粘質土（マンガンの沈着で汚れる 1 ㎝の礫少量含む）
９　2.5Y5/1 黄灰色と 2.5Y5/4 黄褐色粘質土がまだらにまじる
10　2.5Y5/1 黄灰色粘質土（瓦・炭中量含む）
11　2.5Y7/2 灰黄色粘質土と 2.5Y8/1 灰白色シルト～極細砂が混じる（下位は鉄分が沈着し同化している）
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　出土遺物は第 117・118 図に示した。

SK2112（図 38 図）　調査区東部で検出された。2 つの土坑が東西方向に連結したような形態を呈し、い

ずれもほぼ垂直に掘り込まれている。炭化物や漆喰片などを埋土に含むほか、瓦を中心とした遺物を多

量に含む。

　出土遺物は第 119・120・147（1079・1080）図に示した。

SK2116、2117（第 38 図）　調査区西部で検出された。屋敷区画周辺の溝を切る形で、ほぼ垂直に掘り

込まれる土坑である。平面規模は不明であるが、周辺の状況から円形の土坑であると推測される。いず

れの土坑も土器、瓦を中心とした遺物を多量に含み、廃棄土坑と考えられる。

　出土遺物は第 120・121・124・148（1095）・149（1096・1100）図に示した。

SK2121（第 38 図）　調査区中央部からやや東で検出された。東西に長い平面形態をもち、ほぼ垂直に

掘り込まれている箱型の土坑である。周辺の土坑と比較しても、最も大きな規模を誇る土坑であり、埋

没の単位が数回に分かれる。埋土には瓦を中心とした遺物を多量に含み、遺物については残存状況が良

好なものが多く、一括投棄の状況を示す。

　出土遺物は第 122・123・136（975・983）・148（1081 ～ 1094）図に示した。

SK2135　SK2121 と SD1001 に挟まれる遺構である。検出範囲が狭く、詳細は不明である。

SK2126（第 39 図）　調査区東部で検出された。断面は皿状を呈し、黄灰色の埋土には遺物等はあまり

含まれない。

SK2127（第 39 図）　調査区東部で検出された。袋状に掘り込まれており、黄色系の埋土に遺物が少量

含まれる。

SK2128（第 39 図）　調査区中央部で検出された。部分的に２段掘り状になっており、２段目より下の

部分には多くのブロック土を含むことから、人為的な埋め戻しの状況が想定できる。上層には、漆喰片

や遺物を多く含むため、廃棄に伴う埋没が考えられる。

　出土遺物は第 149（1101）図に示した。

SK2132（第 39 図）　調査区東部で検出された。円形の土坑であり、底面が平坦になる。断面の観察から、

箱型に木質が残存している状況が確認できる。平面的には木質は円形に回るため、土坑の掘削後、裏込

め土を置き、樽状の木製容器を据えていたと想定される。設置時と設置後の２段階に埋土は分けられる。

底面にも繊維質が残存していた。具体的な機能は不明である。

　出土遺物は第 124 図に示した。

SK2157（第 39 図）　調査区の東部で検出された。円形の平面形態をもち、１層に遺物を多く含む。

　出土遺物は第 125 図に示した。

SK2158（第 40 図）　調査区東部で検出された。埋土には黄色系の粘質土ブロックが多く含まれる。

　出土遺物は第 125 図に示した。

SK2169（第 40 図）　調査区西部で検出された。区画周辺の溝群に切られるため、東半のみ残存する。

南北方向に長い形態を呈する。土坑の掘削ののちに塊石を、壁面を作りながら２～３段積み上げ、その

裏には礫交じりの土を充てんする。西側の状況が不明なため、小規模な土坑の護岸であるか、溝の片側

か判断が難しいが、底面の上昇を西側で確認したため、完結する溝状の土坑としておく。

　出土遺物は第 125 図に示した。

SK2171（第 40 図）　調査区中央部で検出された。急角度で掘り込まれ、黒色の埋土に遺物や炭化物を
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第３章　調査成果

近代遺構

近代遺構
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89

5.0

10

１　10YR4/1 褐灰色シルト、橙色の粒子少し含む
２　10YR7/1 灰白色極細砂、浅黄色シルトブロック含む
３　10YR7/1 灰白色極細砂、橙色極細砂少し含む
４　N3/ 暗灰色シルト　
５ 7.5YR7/1 明褐灰色シルトφ１～２㎝の黄色シルトブロック含む
６ 10YR６１褐灰色粘質土φ３～４㎝の黄色シルトブロック小礫含む
７ 10YR6/2 灰黄褐色粘質土黄色シルト粒貝多く含む
８　7.5YR6/1 褐灰極細砂、橙色シルトを少し含む
９　7.5YR6/1 褐灰色シルト遺物を多く含む
10  10YR4/1 褐色灰極細砂

SK2117

SD2118

1
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１ 2.5Y5/4 黄褐色極細砂混シルトと 2.5Y5/2 暗灰黄色シルトが混じり 2.5Y5/6 黄褐
色粘質土が小ブロックで少量混じる（炭中量含む）

２ 2.5Y4/2 暗灰黄色シルト混粘質土（炭中量含む）
３ 2.5Y4/3 オリーブ褐色粗砂混シルトと 2.5Y4/1 黄灰色シルトが混じる
４ 2.5Y4/2 暗灰黄色極細砂混シルト（漆喰片少量、炭中量含む）
５ 2.5Y5/1 黄灰色シルト混粘質土と 2.5Y5/4 黄褐色粘質土がまだらに混じる
６ 2.5Y4/1 黄灰色極細砂混シルト（遺物多量に含む）
７ 2.5Y4/2 暗灰黄色極細砂混シルトに 2.5Y5/6 黄褐色と 2.5Y8/4 淡黄色粘質土が中

ブロックで少量混じる
８ 2.5Y5/6 黄褐色と 2.5Y8/1 灰白色粘質土が混じる
９ 2.5Y5/1 黄灰色極細砂～シルトに 2.5Y5/6 黄褐色粘質土がブロック状に少量混じる
10 2.5Y8/2 灰白色シルトと 2.5Y5/1 黄灰色粘質土が混じる
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１ 2.5Y5/1 黄灰色粗砂混シルトに 5Y6/3 オリーブ黄色シルトが小ブロックで少量混
じる ( マンガン ? 鉄分 ? で汚れる )

２ 2.5Y5/1 黄灰色と 2.5Y4/2 暗灰黄色粗砂混シルトが混じり、2.5Y6/4 にぶい黄粘
質土が小ブロックで中量混じる

３ 2.5Y5/1 黄灰色粗砂混シルトに 2.5Y5/4 黄褐色粘質土が小ブロックで少量混じる
( 瓦少量含む )

４ 2.5Y4/1 黄灰色粗砂混シルトに 2.5Y5/6 黄褐色粘質土が小ブロックで少量混じる
５ 5Y6/1 灰色極細砂混シルト ( マンガン ? 鉄分 ? 少し汚れる )
６ 2.5Y5/1 黄灰色粗砂混シルト ( 多量の瓦・中量の貝、少量の 3 ㎝大の礫含む )
７ 2.5Y4/1 黄灰色極細砂混シルト
８ 2.5Y6/1 黄灰色極細砂混シルトに 2.5Y7/2 灰黄色粘質土がまだらに混じる
９ 2.5Y8/1 灰白色と 2.5Y5/6 黄褐色粘質土がブロック状に混じる
10 2.5Y3/1 黒褐色シルト混粘質土に 2.5Y5/2 暗灰黄色シルトがブロック状に混じる
11 2.5Y5/2 暗灰黄色シルト混粘質土
12 N5/ 灰色シルト混粘質土と 5Y5/3 灰オリーブ色シルトが混じる
13 N4/ 灰色砂礫混粗砂 ( 瓦少量含む )
14 5Y5/1 灰色シルト混粘質土と 2.5Y6/3 にぶい黄色粘質土が混じる

SK2121

SK2135

SK2121

15 2.5Y3/1 黒褐色シルト混粘質土 ( 瓦を多量に含む )( 鉄分が沈着し汚れる )
16 10Y5/1 灰色シルト混粘質土と 2.5Y5/6 黄褐色粘質土がブロック状に混じる

( 陶磁器・瓦 中量混じる )
17 10Y4/1 灰色シルト混粘質土
18 10Y3/1 オリーブ黒色極細砂混粘質土に 10GY6/1 緑灰色粘質土が小ブロッ

クでわずかに混じる
19 10GY7/1 明緑灰色粘質土と 10Y3/1 オリーブ黒色極細砂混粘質土が混じる
20 10GY7/1 明緑灰色粘質土と 7.5Y4/1 灰色粗砂混粘質土が混じる
21 2.5Y7/1 灰白色シルト混粘質土
22 2.5Y5/2 暗灰黄色粗砂混シルト ( マンガンで汚れる )
23　10YR4/1 褐灰色シルトφ2 ～ 3 ㎝の黄色シルトブロックを多量に含む
24　2.5Y4/1 黄灰色シルト明黄褐色のシルトブロックを多く含む炭化物をわずか

に含む
25　10YR6/2 灰黄褐色シルト黄色のシルト粒を含む
26　10YR6/3 にぶい黄橙色シルト
27　2.5Y4/3 オリーブ褐色砂質シルト黄褐色のシルトブロックを多量に含む
28　2.5Y4/2 暗灰黄色極細砂混粘質土に 2.5Y7/2 灰黄色粘質土が混じる

SK2112 SK2116・SK2117

SK2121

第 38図　SK2112,SK2116,SK2117,SK2121　平・断面
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１　2.5Y5/1 黄灰色シルト～極細砂に
2.5Y6/3 にぶい黄色シルトが混じる

（炭少量含む）
２　2.5Y4/1 黄灰色極細砂混粘質土
３　2.5Y4/1 黄灰色極細砂混粘質土に

5Y5/4 オリーブ色粘質土が小ブロッ
クで少量混じる（炭少量混じる）
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１　2.5Y4/3 オリーブ褐色粗砂混粘質土と 10YR5/8 黄
褐色粘質土と 10YR7/2 にぶい黄橙色粘質土がブ
ロック状に混じる

２　2.5Y4/2 暗灰黄色粗砂混粘質土に焼土と 2.5Y5/6
黄褐色粘質土が混じる

３　2.5Y5/4 黄褐色粗砂混粘質土に 10YR4/6 褐色粘質
土が小ブロックで少量混じる

４　2.5Y5/2 暗灰黄色極細砂から粗砂に 2.5Y7/3 浅黄
色粘質土がブロック状に混じる

５　2.5Y7/2 灰黄色粘質土と 2.5Y6/6 明黄褐色粘質土
と 2.5Y5/3 黄褐色粘質土がまだらに混じる

６　2.5Y6/2 灰黄色粗砂混粘質土に 2.5Y5/6 黄褐色粘
質土が混じる
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SD1001

１ 2.5Y4/2 暗灰黄色極細砂混粘質土に 2.5Y5/6 黄褐色粘質土が小ブ
ロックで少量混じる（10 ㎝大の礫少量含む）

２ 2.5Y5/1 黄灰色シルト混粘質土に 10YR4/6 褐色極細砂が薄く層状
に混じる

３ 2.5Y5/4 黄褐色極細砂混粘質土と 2.5Y5/1 黄灰色粘質土が混じる（白
壁片混じる）

４ 2.5Y5/2 暗灰黄色極細砂と 2.5Y5/4 黄褐色シルトが層状に混じる
５ 2.5Y5/4 黄褐色シルトから極細砂
６ 2.5Y4/2 暗灰黄色シルトから極細砂混粘質土
７ 2.5Y3/1 黒褐色シルトから極細砂混粘質土に 2.5Y5/6 黄褐色粘質土

が小ブロックで少量混じる（炭多量に含む）
８ 2.5Y4/1 黄灰色極細砂混粘質土と 2.5Y8/2 灰白色粘質土と 2.5Y5/6

黄褐色粘質土がブロック状に混じる
９ 2.5Y4/1 黄灰色極細砂混粘質土と 2.5Y8/2 灰白色粘質土と 2.5Y5/6

黄褐色粘質土がまだらに混じる
10 2.5Y5/2 暗灰黄色極細砂混粘質土
11 2.5Y7/4 浅黄色シルトと 2.5Y8/4 淡黄色シルトが混じる
12 2.5Y7/2 灰黄色極細砂から粗砂混粘質土が混じる
13 2.5Y8/2 灰白色粘質土と 2.5Y5/6 黄褐色粘質土がまだらに混じる
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１ 2.5Y5/2 暗灰黄色粗砂混粘質土に
10YR4/6 褐色粘質土がまだらに混
じる (10 ㎝大礫少量含む )

２ 10YR5/8 黄褐色粘質土と 2.5Y6/1
黄灰色粘質土がまだらに混じる 
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１ 2.5Y4/1 黄灰色粗砂混粘質土（3 ㎝の礫少量含む）と 2.5Y5/6 黄褐色粘質土がまだらに混じる
２ 2.5Y4/2 暗灰黄色極細砂混粘質土に 2.5Y6/1 黄灰色粘質土が小ブロックで少量混じる
３ 2.5Y5/6 黄褐色粘質土に 2.5Y6/1 黄灰色粘質土がブロック状に混じり 2.5Y4/2 暗灰黄色シル

ト混粘質土が混じる
４ 2.5Y5/6 黄褐色粘質土に 2.5Y7/2 灰黄色粘質土が小ブロックで少量混じる
５ 2.5Y4/1 黄灰色粘質土と 2.5Y3/3 暗オリーブ褐色粘質土が混じる
６ 2.5Y5/1 黄灰色極細砂混粘質土に 2.5Y4/6 オリーブ褐色粘質土がブロック状に少量混じる
７ 2.5Y8/1 灰白色と 2.5Y5/6 黄褐色と 2.5Y5/1 黄灰色粘質土がブロック状に混じる
８ 2.5Y5/1 黄灰色極細砂混粘質土に 2.5Y7/1 灰白色粘質土が大ブロックで少量混じる
９ 2.5Y5/2 暗灰黄色と 2.5Y8/1 灰白色と 2.5Y5/6 黄褐色粘質土がブロック状に混じる
10 2.5Y8/1 灰白色と 2.5Y5/6 黄褐色粘質土が混じる
11 2.5Y8/1 灰白色と 2.5Y5/6 黄褐色粘質土がまだらに混じる
12 2.5Y5/1 黄灰色粘質シルト（部分的に板材残る）

掘形

埋土
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第 39図　SK2126,SK2127,SK2128,SK2132,SK2157　平・断面
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第３章　調査成果

多く持つことから、溝状の廃棄土坑であると考えられる。

　出土遺物は第 125・149（1102・1103）図に示した。

SK2176（第 40 図）　調査区西部で検出された。隣接する SK2064 と同一遺構の可能性が高いが、遺物

の包含状況がやや異なることから別の遺構とした。ほぼ垂直に彫り込まれており、埋土には遺物を多量

に含む。

　出土遺物は第 125・149（1104・1105）図に示した。

SK2189（第 40 図）　調査区西部で検出された。垂直気味に掘り込まれ、埋土は２層に分けられるが、

いずれの層においても多量の遺物が認められ、特に２層に大量の瓦が含まれる。

　出土遺物は第 126・149（1106 ～ 1108）図に示した。

SK2224（第 40 図）　調査区西部で検出された。大部分が SK2028 等に切られている。埋土には多量の

礫が含まれており、それに混じって少量の遺物が確認できる。単なる廃棄土坑とは言えないが、その性

格は不明である。

　出土遺物は第 150 図に示した。

SK2230（第 40 図）　調査区東部で検出された。埋土のうち、柱痕状の部分がみられる。

　出土遺物は第 127 図に示した。

不明遺構

SX2067（第 41 図）　調査区中央部で検出された。平面形態は方形であり、垂直に掘り込まれたのちに

内部に木枠を設置していた痕跡が確認できる。明瞭な木の痕跡は確認できないが、壁面付近で垂直に立

ち上がる層が確認できる。木質の腐朽した痕跡であろう。また、遺構の壁沿いに等間隔に釘状の鉄器が

残されている。木製の枠を支えるために設置されていたものと考えられる。

　出土遺物は第 127・150（1111）図に示した。

SX2133（第 41 図）　調査区西側で検出された。SD2001 と SK2062 に切られており、平面形態などは不

明な点がある。埋土には、瓦などの遺物を多量に含む。

　出土遺物は第 128・150（1112）図に示した。

SX2190（第 40 図）　調査区東部で検出された。遺構の深度が極めて浅く、詳細は不明である。

SX2198（第 41 図）　調査区東部で検出された。断面は袋状を呈し、暗灰色系の埋土を持つ。

　出土遺物は第 128 図に示した。

柱穴（第 41 図～第 44 図）

2 区についても、柱穴の検出状況は 1 区と変わらず、一定数の柱穴は検出されているものの、建物や柵

列といったような施設が復元できる柱穴はない。分布の状況についても、廃棄土坑の分布が希薄な範囲

に多く見られるなどの状況は 1 区と同じである。近世のものについては、それほど深度がないものの、

平面プランで直径 0.4m ほどのものも確認できる。調査区北東部の SD2162 の北側には、間隔は不ぞろ

いであるが屋敷区画と同方向の柱穴の密集が確認できる。
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１ 2.5Y4/2 暗灰黄色シルト
混粘質土

２ 2.5Y5/1 黄灰色極細砂混
粘質土に 2.5Y5/6 黄褐色
粘質土が小ブロックで少量
混じる

３ 2.5Y3/1 黒褐色シルト混
粘質土に 2.5Y5/6 黄褐色
粘質土がブロック状に混じ
る ( 炭、中量含む )

４ 2.5Y6/2 灰黄色極細砂混
粘質土に 2.5Y5/6 黄褐色
粘質土が小ブロックで中量
混じる
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１ 2.5Y5/1 黄灰色極細砂と 2.5Y6/1 黄灰色粘質土
と 2.5Y5/6 黄褐色粘質土がブロック状に混じる

２ 2.5Y6/4 にぶい黄色と 2.5Y7/2 灰黄色シルトが
まだらに混じる

３ 2.5Y3/1 黒褐色極細砂混粘質土　　　　　　　
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１ 10YR6/2 灰黄褐色シルト、黄色の
シルトブロック、黄褐の極細砂少
し含む、φ2 ～ 3 ㎝の円礫含む

２ 10YR6/1 褐灰色粘質土、遺物多量
に含む、炭化物多く含む

３ 5Y4/1 灰色粘質土、φ2 ㎝程の礫・
炭化物を含む
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１　10YR5/2 灰黄褐色シルト、 φ1 ～ 2 ㎝のブロック含む、炭化物含む
２　10YR5/1 褐灰色粘質土、 瓦を中心に遺物多量に含む
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極細砂混じる炭化物少し混じる

２ 7.5YR7/8 黄橙色粘質土褐灰色
シルト少し含む

３ 10YR7/1 灰白色粘質土橙色の
極細砂少し含む
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１ 2.5Y6/1 黄灰色シルト混粘質土に 2.5Y7/3 浅黄色粘質
土が混じる（3 ㎝大の礫少量含む）

２ 2.5Y6/1 黄灰色粘質土に 2.5Y7/2 灰黄色と 10YR4/6
褐色粘質土がブロック状に混じる（5㎝大の礫少量含む）

３ 2.5Y7/2 灰黄色粘質土と 2.5Y5/6 黄褐色粘質土がまだ
らに混じる

４ 2.5Y7/1 灰白色シルト混粘質土に 2.5Y4/1 黄灰色極細
砂が混じる

５ 2.5Y7/2 灰黄色シルト～極細砂
６ 2.5Y4/3 オリーブ褐色極細砂混粘質土
７ 2.5Y4/1 黄灰色シルトと 2.5Y7/3 浅黄色粘質土がまだ

らに混じる
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混じる

２ 2.5Y4/2 暗灰黄色粘質土に 2.5Y7/2 灰黄色と
2.5Y4/6 オリーブ褐色粘質土がまだらに混じるSX2190
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第 40図　SK2158,SK2169,SK2171,SK2176,SK2189,
																													SK2224,SK2230,SP2156,SP2234,SX2190　平・断面
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第３章　調査成果

近代遺構
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１ 10Y3/1 オリーブ黒色粗砂混粘質土（炭・漆喰・石中量含む）
２ 10Y3/1 オリーブ黒色極細砂混粘質土に 5Y5/2 灰オリーブ色粘質土がわずかに混じる
３ 5Y3/1 オリーブ黒色極細砂混粘質土（炭少量含む）
４ 5Y8/1 灰白色と 2.5Y6/6 明黄褐色粘質土がブロック状に混じる
５ 5Y7/2 灰白色粘質土と 5Y5/1 灰色シルトがまだらに混じる
６ 10YR6/1 褐灰色粘質土黄色のシルトブロック少し混じる
７ 2.5Y5/1 黄灰色粘質土黄色のシルトブロック少し含む
８ 2.5Y5/1 黄灰色粘質土黄色のシルトブロック多く含む
９ 2.5Y8/4 淡黄色粘質土褐灰の粘質土わずかに含む
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５ 2.5Y5/2 暗灰黄色極細砂混砂粘質

土に 10YR4/6 褐色粘質土がまだら
に混じる
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４ 2.5Y7/2 灰黄色シルト
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Y=27271.5
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SP2038

埋戻土

掘方

木質

１　2.5Y4/2 暗灰黄色粗砂
２　2.5Y4/2 暗灰黄色極細砂混粘質土と

2.5Y5/4 黄褐色粘質土が混じる
３　2.5Y5/3 黄褐色極細砂混粘質土に

2.5Y6/2 灰黄色粘質土が小ブロック
で少量混じる

４　2.5Y4/1 黄灰色極細砂～シルト
５　2.5Y6/2 灰黄色と 2.5Y5/1 黄灰色

粘質土が混じる
６　10YR2/3 黒褐シルト～粘質土
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SP2042

１　2.5Y5/6 黄褐色と 2.5Y6/2 灰黄色
粘質土がブロック状に混じる

２　2.5Y4/1 黄灰シルト混粘質土に
2.5Y5/2 暗灰黄色粘質土が小ブ
ロックで少量混じる
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SP2048

１　5YR7/1 明褐灰色粘質土橙
色のシルト粒少し含む

２　10YR7/2 にぶい黄橙色粘質
土黄色のシルト粒少し含む
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SP2080

１ 10YR5/1 褐灰色シルト、
明黄褐色のシルトを少し
含む

２ 10YR7/2 にぶい黄橙色、
明黄褐色のシルトブロッ
クを多量に含む
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１　10YR5/6 黄褐色粘質土
と 10YR8/1 灰白色粘質
土がブロック状に混じる

２　2.5Y4/2 暗灰黄色粗砂
～砂礫
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柱痕

掘方

１　2.5Y5/1 黄灰色粘質土
２　10YR5/8 黄褐色と 2.5Y7/2

灰黄色粘質土がブロック状に
混じる

３　2.5Y6/2 灰黄色シルト～極
細砂
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１ 2.5Y6/1 黄灰色シルト、炭化物含む、φ5 ㎝程の
円礫少し含む

２ 10YR7/1 灰白色シルト、炭化物少し含む
３ 10YR8/2 灰白シルト、黄色シルト粒少し含む、

炭化物少し含む
４ 10YR8/4 浅黄橙色粘質土、灰色シルト粒少し含む
５ 10YR7/1 灰白色粘質土、黄色のシルト粒少し含む
６ 10YR4/1 褐灰色砂質シルト、炭化物、貝殻含む、

浅黄色のシルト少し含む
７ 7.5YR6/1 褐灰色シルト、橙色の極細砂を含む、

炭化物含む
８ 10YR3/1 黒褐色シルト、貝を多く含む
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１　10YR7/1 灰白色シルト
明黄褐のシルトブロック
φ１～２㎝の小礫含む

２　10YR5/1 褐灰色粘質土
炭化物黄褐のシルト少し
含む
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１　7.5YR8/1 灰白色シルト橙
色の極細砂少し含む

２　10YR8/1 灰白色粘質土橙
色のシルト粒含む
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１　2.5Y7/4 浅黄色シルトφ4 ～
5 ㎝の礫黄色のシルトブロッ
ク含む

２　2.5Y8/6 黄色シルト灰白色シ
ルトブロック灰黄色の極細砂
を含む
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SP2100

１　10YR4/6 褐色粗砂混粘質土
２　2.5Y4/3 オリーブ褐色粘質土

に 10YR6/6 明黄褐色粘質土
がまだらに混じる
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SP2110

１　2.5Y5/2 暗灰黄色極細砂混
粘質土に 2.5Y5/6 黄褐色
粘質土が小ブロックで中量
混じる（3 ㎝の礫少量含む）

２　2.5Y5/1 黄灰色シルト混粘
質土

３　2.5Y5/2 暗灰黄色粗砂混粘
質土に 2.5Y7/2 灰黄色と
2.5Y5/6 黄褐色粘質土が小
ブロックで少量混じる

掘方

柱痕
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１　2.5Y7/2 灰黄色シルト橙色のシ
ルトブロック含むφ１～２㎝の
小礫含む

２　2.5Y7/1 灰白色シルト橙色のシ
ルトブロック多く含む

３　2.5Y5/1 黄灰色砂質シルトφ２
～３㎝の礫含む黄色のシルト粒
含む　
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１ 7.5YR7/1 明褐灰色シ
ルト、黄色のシルト粒
少し含む

２ 7.5YR7/1 明褐灰色シ
ルト、黒色と灰白色の
シルトブロックを多く
含む
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１ 10YR7/1 灰白色シルト灰白色の極細砂
混じる

２ 10YR7/1 灰白色粘質土黄色の粘質土ブ
ロック含む

３ 10YR6/1 褐灰色シルト橙色の細砂含む
４ 10YR4/1 褐灰色砂質シルト
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0 1ｍ

SP2153

１ 10YR6/1 褐灰色砂質シルト木片含む
２ 2.5Y7/1 灰白色黄色のシルトブロッ

クを多く含む
３ 2.5Y5/1 黄灰色細砂黄色のシルトを

含む
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１ 10YR7/6 明黄褐色シルト、
褐灰のシルトブロック含む

２ 10YR6/1 褐 灰 色 シ ル ト、
黄色のシルトブロック少し
含む
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１ 2.5Y5/1 黄灰色シルト橙色のシ
ルト粒少し含む

２ 10YR7/8 黄橙色シルト黄灰色の
シルト少し含む
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SP2175

X=142788.5

Y=27271.5

１ 2.5Y7/2 灰黄色シルト混粘
質土と 2.5Y5/6 黄褐色粘質
土が混じる

２ 2.5Y6/2 灰黄色シルト混粘
質土
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第３章　調査成果

SP2191

１　7.5YR5/6 明褐色粗砂混粘質
土

２　2.5Y6/2 灰黄色土と 2.5Y5/6
黄褐色土が混じる

X=142788.5

Y=
27

27
1

5.0

1

2

（1/60）

0 1ｍ

SP2195
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１ 2.5Y4/2 暗灰黄色粗砂
混シルトに 2.5Y4/6 オ
リーブ褐色粘質土が小ブ
ロックで少量混じる

２ 2.5Y7/2 灰黄色シルト
と 2.5Y5/6 黄褐色シル
トがまだらに混じる

柱痕

掘方
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１ 10YR7/1 灰白色粘質土φ5 ～ 8 ㎝の礫含む、黄色の
シルトブロック少し含む

２ 10YR6/1 褐灰色粘質土、φ10 ㎝以上の礫多く含む 
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0 2ｍ

SP2192

１ 2.5Y5/1 黄灰色シルト混
粘質土に 2.5Y7/2 灰黄色
と 2.5Y5/6 黄褐色粘質土
が小ブロックが少量混じ
る

２ 2.5Y6/1 黄灰色シルト混
粘質土と 2.5Y7/2 灰黄色
シルトが混じる
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72
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SK2111

SK2132
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5.0

１ 2.5Y4/1 黄灰色極細砂混
シルト

２ 2.5Y5/2 暗灰黄色シルト
2.5Y7/3 浅黄色シルトが
まだらに混じる
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SP2196
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1 33

2

１ 10YR7/4 にぶい黄橙色粘
質土に 10YR6/2 灰黄褐色
粘質土がまだらに混じる

２ 10YR6/6 明黄褐色粘質土
３ 10YR7/6 明黄褐粘質土に

10YR6/1 褐灰色粘質土が
小ブロックで少量混じる

柱痕

掘方
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1
2 2

１ 2.5Y4/1 黄灰色シル
ト混粘質土

２ 2.5Y4/2 暗灰黄色シ
ルトと 2.5Y6/3 にぶ
い黄色シルトが混じる

柱痕

掘方
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SP2202
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１ 10YR6/1 褐灰色粘質とφ10 ㎝以上の礫含む、
橙色の極細砂を含む
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SP2202・SP2205・SP2206

１ 2.5Y5/1 黄灰色粘質土
と 2.5Y6/1 黄灰色シ
ルトが混じる

２ 2.5Y6/2 灰黄色シルト
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１　2.5Y8/6 黄色シルト
黒褐色のシルト粒混
じる

２　2.5Y6/1 黄灰色シル
ト橙色のシルト粒少
し含む
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SP2221 SP2222
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１ 10YR6/1 褐灰色シルト炭化物を
少し含む

２ 2.5Y6/2 灰黄色極細砂φ1 ～ 2
㎝の礫含む灰白色のシルト粒少し
含む

SP2221
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0 2ｍ
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SP2155

SP2154
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Y=
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26
0.

5

１ 10YR4/1 褐灰色φ３～４㎝の
黄色シルトブロックを含む

２ 10YR8/1 灰白色シルト、黄色
シルトブロックを含む

３ 10YR8/1 灰白色シルト、黄色
シルトブロックを多量に含む

４ 10YR4/1 褐灰色極細砂
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（３）3 区

４× 10 ｍの小規模な調査区である。調査としては近世と近代の遺構を同一面にて調査したが、明らか

に近代に分けられる遺構とそれ以外のものに分離した。

近代遺構

溝

SD3001　調査区北側で確認された東西方向に延びる溝である。

土坑

SK3003　調査区西側で確認された土坑である。

SK3004 ～ 3012、SK3017　調査区北壁沿いで検出された遺構である。円形の掘方に甕が据えられてい

る状態で検出された。甕自体は、上部がかなり破損している。甕内面に白色の付着物などが確認される

ことからも帝国陸軍歩兵第 12 聯隊の基地に所在した便所と考えられる。検出位置から考えると、建物

１との関連がうかがえる。

柱穴

SP3022、SP3023　調査区北東隅で確認された柱穴である。

近世遺構

土坑

SK3013（第 47 図）　調査区中央部で検出された土坑である。南北 1.5 ｍ、東西１ｍで、炭化物も多く混

じる黒色土によって埋められていた。遺物も多量に出土し、特に陶磁器や完形の土師質土器皿の出土が

多い。

　出土遺物は第 129 図に示した。

SK3016　調査区東壁沿いで検出された土坑である。全体形状は不明であるが、検出状況では南北方向

に長い土坑である。検出範囲に対しては、比較的遺物も多く、廃棄土坑であると考えられる。

SK3018（第 46 図）　調査区南東部で検出された土坑である。平面形態は、東西方向に長い楕円形状を

呈しており、深度も１ｍと深い。埋土はほかの廃棄土坑などと異なり粒径の粗い砂質土が多く、遺物も

X=142778.2

Y=
27

25
6.

7
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灰白色砂質シルト含む

２　10YR5/1 褐灰色粘質土、
灰白色のシルト粒、橙色極
細砂を含む
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２ 10YR8/1 灰白色シルト、黄色

細砂少し含む、黄色シルト少
し含む

３ 10YR7/1 灰白色粘質土、黄色
シルト粒少し含む

４ 7.5YR8/1 灰白色シルト、橙色
シルト少し含む
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１　2.5Y4/1 黄灰色シルト、φ2
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２　2.5Y7/2 灰黄色砂質シルト
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１ 5Y5/1 灰色シルト（3 ㎝の
礫わずかに含む）

２ 5Y6/1 灰色粗砂混シルト
３ 5Y6/1 灰色極細砂混シルト

に 2.5Y6/3 にぶい黄色シル
トを小ブロックで少量含む

４ 2.5Y5/1 黄 灰 色 シ ル ト と
2.5Y6/3 にぶい黄色シルト
が混じる
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第３章　調査成果
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第 46図　SK3018,SK3021　平・断面
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第３章　調査成果

比較的少ないことから、大規模な廃棄が行われていた可能性は低い。ただし、埋土には瓦も一定量含む。

廃棄土坑としての掘削や、廃棄の程度はほかの廃棄土坑と異なっていたと考えられる。

　出土遺物は第 130・131・150（1113・1114）図に示した。

SK3019（第 47 図）　調査区西側で検出された土坑である。

SK3021（第 46 図）　調査区北西で検出された土坑である。平面形態は南北 2.5 ｍ、東西 2.6 ｍの隅丸方

形を呈し、深度は最大で 0.4 ｍと、比較的小規模な遺構である。埋土は、遺構自体が開放状態にあった

時期の堆積と、人為的な埋め戻しの痕跡の２段階に大別でき、遺物の出土などは、人為的な埋め戻しに

伴う層から多く認められる。埋土からは、数個体の土師質土器皿が口縁部同士を合わせ重なった状態で

検出されている。取り上げ後周辺の埋土も含め皿内部に堆積した土壌の洗浄を行ったが、有機質等はみ

られなかった。掘り込みも浅く、平面形態も均整がとれているだけでなく、遺物の報告の際にも言及す

るが、他の廃棄土坑にみられるような遺物の特徴を備えていないことからも、祭祀などに伴い埋没した

遺構であることを想定しておきたい。

　出土遺物は第 132・133・137（988）・150（1115・1117）図に示した。

SK3024（第 47 図）　調査区東壁に接する形で検出された土坑である。平面形態は楕円形を呈しており、

掘り込みは比較的浅い。

　出土遺物は第 134 図に示した。

不明遺構

SX3002　調査区南西隅で検出された遺構である。平面形態は楕円形を呈しており、深度は 1.38 ｍを測る。

遺物の出土等は少ないが、掘方はほぼ垂直に近いような急こう配で掘り込まれている。井戸の可能性も

考慮に入れたが、その痕跡が全く確認できなかったことから、不明遺構とした。

柱穴

SP3026　調査区中央部で検出された柱穴である。

SP3027　調査区北側で検出された柱穴である。
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第 47図　SK3013,SK3019,SK3024　平・断面
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第 5節　出土遺物

（1）1 区

SD1001（第 48 図）

１は陶器徳利である。備前焼角徳利の底部と考えられる。

２は土錘である。胎土も粗く、ほかの近世資料と比較しても異なることから、近世以前のものである可

能性が高い。

３は七輪である。外面には刻印が見られ、内面にはさな受けの痕跡がみられる。

４は陶器である。小型の容器であり、内面には釉薬は見られない。源内焼の可能性が高い。

５は陶器皿である。源内焼であり、外面は高台まで緑釉をかけ、見込部分には透明釉と緑釉をかけ分け

る。SD1163 と SK1279 の出土資料と接合する。

SD1007（第 49 図）

６は磁器碗である。端反碗であり、呉須の色調や胎土から、瀬戸産のものと考えられる。

SD1058（第 49 図）

７～９は土師質土器皿である。いずれも煤の付着が見られる。

10 は備前焼灯明皿である。比較的深い形態を持ち、外面については、底部付近までケズリが施される。

11 は磁器碗である。外面には草花文が施される。

SX1072（第 49 図）

12 は磁器碗である。端反碗であるが、染付にコバルト呉須を用いている。

0 10cm

土器・陶磁器（1/3）

0 5cm

土錘（1/2）

1

2

3

4 5

第 48図　SD1001　出土遺物
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第３章　調査成果

SD1130（第 50 図）

13、14 は土師質土器皿である。口径

に比して底部径が大きい。

15 は不明陶器である。屈曲し垂直に

立ち上がる形態を持つ。

16 は磁器碗である。高台内無釉で、

高台断面が U 字状を呈する。

17、18 は焙烙である。関西系の焙烙

で、底部との境にケズリの痕跡が確

認できる。

SD1139（第 51 図）

19 は土師質土器皿である。口縁部

が外反する。

20 は羽釜である。口

縁部は屈曲をもたず

内傾する。接合痕が

明瞭に観察できる。

21 は硯である。石材

は粘板岩を用いてい

るが、産地は不明で

ある。中央部付近に、

使用痕が確認できる。

SD1163（第 52 図）

22 は陶器碗である。

端反の形態を持ち、

産地は瀬戸美濃と想定

される。
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0 10cm

（1/3）
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第 49図　SD1007,SD1058,SX1072　出土遺物

第 50図　SD1130　出土遺物

第 51図　SD1139　出土遺物
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23 は磁器蓋である。文様や形

態から、腰が張るタイプの碗

に伴うものと考えられる。

24 は陶器甕である。口縁端部

は、粘土貼り付けにより拡張

し、T 字状を呈する。胴部は

タタキを用いたのちに、上半

に直線文様と、指オサエによ

り波状になる突帯を２条もつ。

形態や技法の特徴から、肥前

で製作されたと考えられる。

SD1173（第 52 図）

25 は土師質土器皿である。口

縁端部を細くおさめる。

26 は土師質土器足釜である。

脚部の破片で、近世以前のも

のと考えられる。

SD1196（第 52 図）

27 は土師質土器皿である。や

や内湾する口縁部を持つ。

SD1201（第 52 図）

28、29 は土師質土器皿である。

いずれも外反する口縁部を持

ち、28 は灯明皿として使用さ

れたものである。

30 は焙烙である。御厩産であ

り、口縁部直下で屈曲する形

態を持つ。内耳の穿孔は確認

できるが、いずれも貫通しな

い。

SD1248（第 52 図）

31 は土師質土器足釜である。

口縁部の破片で、近世以前の

ものと考えられる。

SD1256（第 52 図）

32 は焙烙である。御厩産であ

り、口縁部下で屈曲が確認さ

れる。

10cm

0 10cm

（1/3）
0 ２0cm

甕（1/６）

0 10cm
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焙烙（1/4）
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第 52図　SD1163,SD1173,SD1196,SD2101,SD1248,SD1256

　出土遺物
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第３章　調査成果

SD1282（第 53 図）

33 は土師質土器皿である。径が小さ

く、深さも浅い。

34、35 は磁器碗である。34 は小広東

碗である。

36 は陶器蓋である。外面に刻みを

行った後に、イッチン掛けを施す。

37 は砥石である。粘板岩を用い、黄

色がかっていることからも京都（鳴

滝）産の可能性が高い。側面には、

鋸で引いた後が残る。

SD1291（第 53 図）

38 は土師質土器皿である。底部径が

小さく、深さも浅い。

39 は磁器碗である。腰の張る丸碗で

あり、外面にコンニャク印判を施す。

SD1292（第 54 図）

40 は土師質土器皿である。底部径が

口径に比べ大きい。口縁部が短く伸

びる。

41 は磁器碗である。低い高台をもち、

腰が張る形態をもつ。

42 は陶器皿である。肥前産であり、

底部は糸切りであり、見込には砂目

が確認できる。

43 は磁器皿である。見込に五弁花を

持つ。高台が低く、なおかつ高台径

が口径に比して小さい。

44 は足釜である。脚部の破片で、近

世以前のものと考えられる。

45 ～ 48 は土師質土器皿である。45

～ 47 は、口径が小さく口縁端部付近

に強いナデを施す。48 はやや大振り

で、端部を細くおさめる形態を持つ。

49 は備前焼灯明皿である。やや深

めの形態に、底部付近までケズリを

行っている。

SD1291

SD1282

0 10cm

土器・陶磁器（1/3）

0 5cm

石器（1/2）

33

34

35

36

37

38

39

第 53図　SD1282,SD1291　出土遺物
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50 は産地不明陶器である。底部静止糸切ののち、内面にのみ施釉する。底面に墨書がみられる。

51 は羽釜である。やや内傾する口縁部を持つ。

52 は焙烙である。やや内傾気味に口縁が伸び、内面に二孔をもつ内耳が取り付けられる。

53 は土師質土器皿である。器高が口径に対して小さく、口縁部の開きが強い。

54、55 は磁器碗である。56 は磁器筒形碗である。

57 は陶器鉢である。刷毛目により直線文と波状文を描き施釉する。体部下半は無釉である。

58 は鍋である。やや深い体部を持つ。

SD1299（第 55 図）

0 10cm

（1/3）

0 10cm

鍋・羽釜・焙烙（1/4）

40
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42 43
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53

54

55

56 57

58

第 54図　SD1292　出土遺物
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59 ～ 61 は土師質土器皿である。59、60 は外反が強い。61 は直線的に口縁部が伸び、口縁端部付近に

強いナデを施す。

62 は備前焼灯明皿である。やや浅く、体部中位までケズリを施す。

63 は陶器碗である。丸碗であり、染付を外面に施す。

64 は磁器皿である。輪花状の口縁を持ち、見込みには草花文が施される。

65 は土師質土器甕である。口縁部付近でやや内傾し、内突する口縁部を持つ。

SD1307（第 55 図）

66 は磁器碗である。筒形を呈し、外面に唐草文様を持つ。

SK1017（55 図）

67 は磁器碗である。器壁が厚く、胎土も精良さに欠ける。

68 は陶器急須である。全体に薄く透明釉をかけ、上部には緑釉を施す。京信楽産である。

69 は焙烙である。関西系の焙烙であり、やや内側に向かって伸びる口縁部をもち、底部との境界には

ケズリの痕跡がみられる。

SK1077（第 56 図）

70 は磁器碗である。見込みに蛇の目釉剥ぎを施す。

SK1119（第 56 図）

71 は陶器火入れである。備前焼であり、窯道具の転用品である。

72 は焙烙である。関西系の焙烙であり、底部との境界に緩い面取りの跡が確認できる。

73 は摺鉢である。堺明石産であり、外面には口縁部直下までヘラケズリがみられる。

SK1123（第 56 図）

74 は七輪である。胴部中位に円孔を持ち、内面にはさな受けの痕跡がみられる。上部に、「濁松泉聴」

の刻印がみられる。

75、76 は土師質土器皿である。75 はやや内湾する口縁をもち、76 は口縁が外反する。

77 は陶器灯明皿である。京信楽産で、内面に一箇所切込みが確認できる。

78 は陶器油受けである。胎土から京信楽産であると考えられる。

79、80 は磁器碗である。いずれも端反碗で、80 は胎土や釉薬、呉須の色調から瀬戸産と考えられる。

81 は羽釜である。突帯が高く、接合部に強いヨコナデがみられる。

82 は焙烙である。御厩産のもので口縁部下に屈曲部がみられる。

SK1132（第 56 図）

83 は磁器紅皿である。口縁端部が平坦で、深さが浅い。釉薬も外面の上半しか及ばない。

84 は陶器蓋である。鉄釉により褐色系の発色となる。

SK1180（第 56 図）

85 は磁器湯呑碗である。釉薬や胎土、呉須の色調から、瀬戸産のものと考えられる。

86 は陶器碗である。丸碗であり、全体的に器壁が厚い。高台がやや外方向に踏ん張る形態を呈する。

87 は土師質土器皿である。直線的に外方に伸びる口縁部を持つ。

88 は磁器碗である。染付はなく、赤色の上絵付けにより魚を描いている。

89、90 は磁器碗である。89 は呉須の色調から瀬戸産と考えられる。90 は丸碗であり、低い断面三角
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第 55図　SD1299,SD1307,SK1017,SK1077,SK1119　出土遺物
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第 56図　SK1123,SK1132,SK1180　出土遺物
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形状の高台を持つ。

91 は磁器碗である。広東碗であり、直線的に立ち上がる高台を持つ。

92 は陶器水甕である。瀬戸美濃産であり、内面に弱い突出部を持つ。

SK1188（第 57 図）

93 は土師質土器皿である。口縁部は直線的に伸びる。

94 は陶器灯明皿である。備前焼であり、口径と比べて浅く、調整の単位も粗い。

95 は磁器碗である。コンニャク印判により文様をつける。

96 は磁器碗である。小広東碗であり、外面に七宝文を施す。

97 は土師質土器風呂である。外面には底部付近で三条の突帯を持ち、刻み目状に板ナデを施す。内面

に一条の突帯をもち、突帯には三か所穿孔がみられる。その上に三か所の突出部を持つ底部は上げ底

場となり、一か所水抜きの口が作られている。風呂としての機能時のものかは判然としないが、下半

部を中心に煤の付着がみられる。土製風呂釜については、近世の旅物語である『続膝栗毛』において

風呂の記述と模式図が掲載されており、今回出土のものと比較しても同様の使用痕跡を残す。

SK1191（第 58 図、第 59 図）

大別２層で遺物の取り上げを行った。

98 ～ 103 は１層出土である。98 ～ 100 は土師質土器皿である。98 は外反が強く、深さが浅い。99 は

口縁端部に強いナデを施す。100 は外反が強く、口縁端部付近に強いナデを施し面を作る。

101 は灯明皿である。備前焼であり、深さも深い。

102 は磁器碗である。広東碗であり、口径はほかの碗と比べやや小さい。

103 は陶器皿である。源内焼であり、見込には花の文様を型により成形する。

104 ～ 143 は２層出土である。104 ～ 110 は土師質土器皿である。104 ～ 106 は外反が強く、口縁端部

付近に強いナデが施される。107 ～ 109 は、やや内湾する形態を持つ。110 は口径も大きく、深い。口

縁端部の形状もほかの皿とは異なる。口縁部全面に煤の付着が確認できる。

111 ～ 120 は灯明皿である。いずれも備前焼であり、全体の特徴として口径に比して器高が高い。

121 は土人形である。女性座像をかたどっており、キラコを施す。

122 は陶器蓋である。鉄釉を施す軟質の施釉陶器である。

123 は土師質土器焼塩壺蓋である。内外面の調整は摩滅により認められない。

124 は陶器花入れである。外面に鉄絵がみられる。底部に数カ所抉りが確認できる。

125 は陶器碗である。瀬戸美濃産の腰錆碗であり、口径に対して器高が大きい。

126 は陶器碗である。口縁端部がやや直線的に立ち上がり、外面には呉須と鉄絵による文様を施す。

127 は陶器火入れである。備前焼であり、やや内側にむかって口縁部が伸びる形態を持つ。

128 は磁器碗である。小型の碗であり、染付は施されない。

129、130 は磁器皿である。129 はいわゆる天塩皿であり、口縁部がほぼ垂直に立ち上がる。

130 は見込みに蛇の目釉剥ぎを施し、口縁部内面には草花文を施す。

131 は磁器蓋である。高台内には大明年製の銘をもち、口縁部内面には四方襷文を施す。腰が張る形

態の碗に伴うものと考えられる。

132 ～ 138 は磁器碗である。132 は器壁が厚く、胎土もやや粗い。133 は小広東碗である。134 は丸椀

であり、外面に二重網目文様を施す。135 は碗である。外面に細い線描きで草花を描く。136 は外面に
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青磁釉を施し、口縁部内面に四方襷文を施す丸椀である。137、138 は朝顔形碗である。

139 は陶器土瓶である。全体的に丸みを帯びた形態を持ち、外面にはやや緑色を帯びる釉薬を施す。

140 は陶器摺鉢である。外面には回転ヘラケズリを施し、堺・明石産である。

141 は焙烙である。口縁部下の体部はわずかに屈曲する体部をもつ。内耳には貫通する穿孔を持つ。

142 は土師質土器甕である。口縁端部が内外に突出し、T 字状を呈する。

143 は土師質土器火鉢である。脚部と突帯をもち、細かいミガキを施す。

SK1193（第 60 図）

0 10cm

土器・陶磁器（1/3）

0 20cm

土師質土器　風呂（1/６）

93
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97

第 57図　SK1188　出土遺物
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第 58図　SK1191（1）　出土遺物
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第 59図　SK1191（2）　出土遺物
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144、145 は土師質土器皿である。144 は底部から口縁部までが直線的に延び、口縁端部は細くおさめる。

145 は外反が強い。

146 は陶器皿である。灯明皿であり、京信楽産のものである。底部がやや上げ底状になる。

147 は磁器蓋である。端反碗に伴う蓋と考えられ、釉薬や胎土、呉須の特徴から、瀬戸産のものと考

えられる。

148 は陶器蓋である。行平鍋の蓋の可能性が高く、外面に刻み目をもち、イッチン掛けが施される。

149、150 は磁器碗である。149 は端反碗であり、横方向の直線的な文様や胎土の特徴から、砥部焼の

可能性が高い。150 は広東碗であり、口縁端部までほぼ残存している。

151、152 は焙烙である。151 は関西系であり、底部との境界に面取り状のケズリを施す。152 は御厩

産焙烙である。口縁部の屈曲が弱く、口縁部下で屈曲部が認められる。

SK1194（第 61 図）

153 は磁器碗である。外面にのみ文様を施す。口径に比べ器高が高い。154 は磁器碗である。小広東碗

であり、外面には風景文を描く。

SK1198（第 61 図）

155 は土師質土器皿である。短く外方に延びる口縁を持つ。

156、157 は陶器灯明皿である。いずれも備前焼であり、156 は底部に糸切りの痕跡を残す。157 は外

面下半のケズリの単位が広い。158 は磁器碗である。丸碗であり、ややとがり気味の高台と、外面に

細かな文様をもつ。

159 ～ 161 は焙烙である。159、160 は関西系であり、全体的に丸みを帯びる形状となる。口縁部はや

や直立気味に立ち上がる。161 は御厩産焙烙であり、内耳の部分が残存しており、断面形態から、穿

孔がかろうじて残存する状況が確認できる。

SK1199（第 61 図）

162、163 は土師質土器皿である。162 は短い口縁が大きく開く。口縁の端部に強いナデが施される。

163 は強く外反する口縁部を持ち、見込に強いナデを施す。

164、165 は陶器蓋である。164 は胎土が白色であり、透明釉をかけているため白色に発色する。165

は土瓶などの蓋であろう。落し蓋状の形態を持ち、柿釉が施される。

0 10cm

焙烙（1/4）

144
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147 0 10cm

（1/3）

148
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第 60図　SK1193　出土遺物
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SK1200（第 62 図）

166 は土師質土器皿である。開きの強い口縁部をもち、口縁端部付近に強いナデを施す。

167 は陶器蓋である。土瓶の蓋であり、落し蓋状の形態をもつ。蓋としての外面には柿釉を施す。168

は磁器蓋である。つまみ部がやや外開きとなる。

169 ～ 174、176 は磁器碗である。169 は小広東碗である。170 は端反碗である。文様や胎土が肥前や

瀬戸と異なるため、それ以外の産地での製品と考えられる。171 は端反碗である。外面に線描きで龍

を描いている。172 はやや腰が張る碗である。口縁部は急な角度で立ち上がり、見込がやや深い。173

は広東碗である。高台がより高い形態をもつ。174 は広東碗である。やや胴部に丸みを帯びる。176 は

端反碗である。線描きで花かごを描いている。

175 は土師質土器甕である。寸胴型の体部に、口縁内部への突出部をつくる。

177 は竈部品である。竈の両脇に設置する部品であり、粘土貼り合わせにより作られている。胎土か

らは御厩産の特徴が認められる。

178 は陶器皿である。源内焼であり、見込には植物文様を型押しで作り出したのちに施釉する。緑、黄、

褐の３色の釉を施す。底部は蛇の目貼付高台を持ち、口縁部は輪花状になる。

179、180 は焙烙である。179 は御厩産であり、口縁部下の屈曲が強く、内耳はとりつくものの、穿孔

は貫通しない。180 は岡本産で、口縁端部に平坦面を持ち、外方へ強く開く形態を持つ。

181 は陶器摺鉢である。見込の摺目の形態から、堺産のすり鉢であると考えられる。外面に刻印が確

認できる。

182 は用途不明石製品である。花の装飾にさじ状の部分が取り付き、装飾品の一部であると想定される。

凝灰岩製である。

183 は骨角器である。機能は不明であるが、薄く仕上げており、中心部に小孔が確認できる。調整の

方向は２方向確認できる。
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第 61図　SK1194,SK1198,SK1199　出土遺物
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第 62図　SK1200　出土遺物
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184 は砥石である。石材は粘板岩であるが、産地は不明である。

SK1204（第 63 図）

185 は磁器碗である。端反碗であり、胎土や釉、呉須の特徴から瀬戸産と考えられる。

SK1206（第 63 図）

186 は土師質土器皿である。口縁部はやや内湾気味に伸びる。

SK1209（第 63 図）

187、188 は土師質土器皿である。187 は外反気味に延びる口縁を持つ。188 は見込に強いナデを持つ。

189 は磁器碗である。端反碗であり、外面に風景文を描く。

SK1210（第 63 図）

190 は土師質土器皿である。底部に墨書を施す。

SK1220（第 64 図）

（１層）

191 は磁器碗である。やや高い高台を持つ小広東碗である。

（２層）

192 は土師質土器皿である。口縁端部付近に強いナデを施す。

193、194 は焙烙である。関西系であり、丸みを帯びた口縁を持つ。底部との境界には、面取り状にケ

ズリを施す。

（３層）

195 ～ 197 は土師質土器皿である。

198 は焙烙である。ほぼ直線的に外へ延び、端部を丸くおさめる。胎土からは一見岡本産にみえるが、
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第 63図　SK1204,SK1206,SK1209,SK1210　出土遺物
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形態からは内耳を持ち内湾する焙烙の可能性も考えられる。

199、200 は磁器碗である。199 は低く尖る高台を持ち、器壁も薄い。200 は口縁端部に錆釉を施す。

201 は陶器甕である。口縁端部貼り付けにより T 字状に拡張する。胴部にはナデにより凹線状の文様

をつけ、その上に一定間隔で指オサエによりくぼみを作る。

202 は土師質土器皿である。径はやや小さく、口縁端部はやや丸みを帯びる。

203、204 は磁器碗である。203 は筒形の碗であり、口縁部に向け、やや内側にすぼまりながら直線的

に伸びる。204 は丸碗であり、口縁部には雨降文をもつ。

SK1233（第 65 図）

205 は焙烙である。底部付近で屈曲し、そのまま直線的に外方へ開く形態を呈する。底部には調整等

は見られず、圧痕のようなものが部分的に確認できるため、型を用いていると想定される。内耳が取

り付き、それぞれ２孔確認できるが、いずれも貫通する。

206 は土師質土器甕である。同遺構に据えられた状態で見つかっている。砲弾状の形態を呈し、口縁

1 層 ２層

３層
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第３章　調査成果

端部が内外に少し肥厚する。底

部はやや丸底気味に伸びると想

定される。

SK1239（第 66 図）

207 は土師質土器皿である。灯

明皿として使用されたと考えら

れる。

208 は陶器火入れである。窯道

具を製品に転用したものであろ

う。胴部に刻印を持つ。

SK1240（第 66 図）

209 ～ 212 は土師質土器皿であ

る。209 ～ 211 は小型の皿であ

るが、口縁の開きは大きい。い

ずれも口縁端部に強いナデを施

す。212 も口縁の開きが大きい。

213 は陶器灯明皿である。備前

焼であり、口縁端部全面に煤の

痕跡がみられる。

214 は陶器碗である。筒形の碗

で、口縁端部が内側に肥厚する。

215、216 は磁器碗である。215

は底部径が小さく、低い高台を

もち、厚い器壁をもつ丸碗であ

る。ほかの磁器と比べ灰白色を呈し、胎土も緻密でない。216 は小広東碗である。外面と見込に壽字

文を持つ。

217 は焙烙である。御厩産である。破片のため内耳などは確認できない。

SK1241（第 67 図）

218、219 は陶器灯明皿である。218 は備前焼で、ヘラケズリの範囲が狭い。219 は瀬戸美濃産で、深

めの器形をもち、外面の施釉範囲は狭い。

220 は磁器碗である。端反碗であり、高台が細く高い。

221 は陶器火入れである。備前焼の窯道具を転用したものである。

SK1245（第 67 図）

222 は砥石である。材質は粘板岩であり、きめが細かく、色調が黄色であることから、京都産の鳴滝

砥であると考えられる。幅はおよそ 3 寸に近く、側面には鋸にて石材を切り分けた痕跡がみられる。

223 は焙烙である。関西系の焙烙であり型で作られた底部との境界にケズリを施す。

SK1252（第 67 図）

224 は土師質土器皿である。口縁部が直線的に延びる。

0 20cm

（1/6）

0 10cm

（1/4）

205

206

第 65図　SK1233　出土遺物
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225 は陶器蓋である。外面には緑がかった釉薬をかけている。

226 は磁器碗である。外面に細かい線描きで龍文が描かれる。

227 は土錘である。有溝であり、平面形はレンズ状である。

228 は焙烙である。御厩産であると考えられる。体部は深く、口縁部の屈曲も強い。

SK1265（第 69 図）

229 は土師質土器皿である。底部との境界が明瞭に屈曲し、立ち上がりが強い。

230 は陶器灯明皿である。

SK1274（第 68 図）

231 ～ 235 は土師質土器皿である。231 は器高が低く口縁端部付近を強くナデる。232 は直線的に口縁

部が伸びる形態を呈する。233 は口縁部が直線的に伸び、口縁端部がやや内側に肥厚する。234 は口縁

部が直線的に大きく開く。器壁が厚く口縁端部を丸くおさめる。235 は口縁部が大きく開く。器高が

低い。

236 は陶器碗である。呉器手碗であり、腰の張りがやや弱い。

237 は磁器蓋である。端反碗に伴う蓋である。

238 は陶器片口鉢である。内外面に鉄釉掛けを行う。器形や釉薬の色調からは大谷焼に見えるが、釉

薬を刷毛塗りするところや、色調からは大谷焼ではない可能性が高い。

239 は陶器火入れである。胴部外面に刻印をもつ。

240 は土師質土器甕である。口縁部内面に強いナデを施し、端部がやや内側に肥厚する。

SK1276（第 70 図）

241 は陶器皿である。底部糸切りののちに鉄釉をかける大谷焼の灯明皿である。
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（1/3）
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（1/3）
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焙烙（1/4）
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第 66図　SK1239,SK1240　出土遺物
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第３章　調査成果

242 は陶器油受である。底部裾がつまみ

あげられたように直角に立ち上がる。大

谷焼である。

243 は陶器灯明皿である。備前焼であり、

器高が低く、浅い形態を呈する。

244 は磁器碗である。端反碗であり、見

込と高台内に銘を持つ。

245 は陶器蓋である。外面に直線文を２

カ所施し、全面に柿釉が施される。

246 は陶器鉢である。口縁部に数カ所の

凹みがある。緑色の釉薬をほぼ全面にか

ける。見込みにはハリ支え痕を残す。

247、248 は陶器水甕である。いずれも

瀬戸美濃産であり、内面には砂目の痕跡

を残す。

SK1277（第 71 図）

249 は土師質土器皿である。緩く内湾す

る口縁部を持つ。

250 は陶器餌入である。瀬戸美濃産であ

り、底部に糸切り痕を残す。

251 は磁器碗である。器壁は厚く、胎土

は灰白色を呈する。染付も粗雑である。

252 は磁器蓋である。朝顔形の碗に伴う

ものと想定される。外面には青磁釉をか

け、内面の口縁部には四方襷文をもつ。

253 は磁器皿である。大型の皿であり、

口縁端部に切り込みを入れたような輪花

状の形態を呈する。高台内にハリ支え痕

が残る。

SD1279（第 72 図、第 73 図）

（上層）

254、255 は土師質土器皿である。254 は

口縁部が短く伸び、端部を丸くおさめる。

255 は口縁部が広く開き、口縁端部に強

いナデを施す。

256 は焙烙である。大きく外方に開き、

口縁端部を丸くおさめ、口縁部には指オ

サエ痕が残る。胎土には雲母を多く含み、
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石器（1/2）

0 10cm
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岡本産の焙烙の可能性が高い。

257 は土錘である。平面形は菱形を呈し、連結しない深い溝をもつ。

258 ～ 262 は磁器碗である。258 は薄手の丸椀であり、内面には四方

襷文を持つ。259 は二重網目文を持つ丸碗である。260 は連鎖文を持

つ小広東碗である。見込みには壽文を持つ。261 は菊花文を施す。262

は朝顔形の碗である。外面は青磁釉を施し、口縁内面は四方襷文を施

す。

263、264 は仏飯具である。263 は菊花文の隙間に氷裂文を施す。264 は器壁が薄く、口縁端部内面が

やや肥厚する。

265、266 は磁器蓋である。内面見込みに五弁花を施し、口縁端部内面には四方襷文を施す。266 は外

面に線描きによる龍を描く。腰が張る碗に伴うものであると考えられる。

267 は陶器徳利である。細かい単位の回転ナデとヘラケズリを施し、外面には鉄釉を施す。大谷焼と

は断定できず、類似した他産地の可能性もある。

268 は陶器碗である。萩焼であり、白泥を塗布したのちに施釉する。

269 は陶器蓋である。外面に直線文を持ち、薄い緑釉を施す。

270 は陶器鉢である。一対の把手を有する鉄釉掛けの鉢である。

271、272 は焙烙である。いずれも御厩産であり、口縁部下で体部が屈曲する。272 は内耳が残存し、

かろうじて貫通する穿孔を持つ。

273、274 は陶器摺鉢である。いずれも外面に回転ヘラケズリが確認でき、堺・明石産のものであると

考えられる。
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第３章　調査成果

275 ～ 278、280 は陶器碗である。276 はせんじ碗であり、瀬戸美濃産である。277 は筒型を呈し、口

縁端部は鉄釉掛けを行う。278は瀬戸産の端反碗である。280は拳碗である。全面に鉄釉掛けがみられる。

279、281 は陶器火入れである。279 は外面に溝を彫りこみ、その上から鉄釉掛けを行う。281 は窯道

具が転用され製品となったもので、外面底部付近に「上」の刻印を持つ。

282 は陶器筆立てである。京信楽産であり、３本の筒部を接合している。

283 は陶器瓶である。

（下層）

284 は陶器蓋である。外面に薄い緑釉を掛ける。

285 は陶器碗である。丸碗の形態を呈し、白泥を塗ったのちに外面に染付を施す。

286 は磁器碗である。小広東碗であり、外面に花の文様を施す。

287 は土師質土器皿である。

288 は陶器灯明皿である。備前焼であり、器高が低い。

289 は陶器灯明皿である。京信楽産であり、内面に菊花状の貼付文を施す。

290 は陶器火入れである。備前焼であり、口縁端部を平坦に仕上げる。

291、294、295 は磁器皿である。291 は角皿であり、見込みに風景を描く。294 は輪花皿である。高台

0 10cm

（1/3）

0 10cm

鉢・水甕（1/4）
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244

245
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247

248

第 70図　SK1276　出土遺物
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が高く、見込みに草花文を描く。295 は輪花皿である。口縁端部に鉄釉をかける。

292 は陶器碗である。萩焼であり、底部はケズリ出しによって成形する。

293 は磁器碗である。小広東碗であるが、やや高台が低い。

SD1283（第 74 図）

296 は陶器鉢である。源内焼であり、内面には型押し文様を持つ。

297 は陶器碗である。高く垂直に伸びる高台を持ち、外面は腰部まで鉄釉を施す天目茶碗風の碗である。

298～300は磁器碗である。298は小広東碗であり、草花文を施す。299は丸碗であり、染付等を施さない。

300 は丸碗である。外面に草花文を施す。

301 は焙烙である。御厩産であり、口縁部の折れ曲がりが強い。

302 は陶器水甕である。瀬戸美濃産であり、大半は透明釉が施されるが、外面の一部に褐色の釉薬を

施す。内面に砂目積の痕跡が残る。

303 は土師質土器甕である。口縁端部内面がやや突出し、外面には波状文を施す。

304 ～ 307 は土師質土器皿である。304、306、307 は口縁部が内湾し、見込み部分に強いナデの痕跡を

残す。305 は口縁部が短く直線的に伸び、内面の底部と口縁部の境界は不明瞭である。

308 は陶器灯明皿である。備前焼であり、内面の突帯が高い。
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第３章　調査成果
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下層
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第３章　調査成果

309 は焙烙である。口縁端部をやや丸くおさめる。胎土には雲母を多く含み、外反が強い形態から岡

本産のものと考えられる。

310 は土人形である。灯篭を模したもので、外面にキラコが確認できる。

311 は陶器鉢である。把手部は欠損しているが、一対存在していたと考えられ全体に鉄釉掛けされる。
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SK1285（第 75 図）

312 は土師質土器皿である。底部が突出し高台状になる。

313 は磁器小碗である。高台が高く、あまり腰が張らない。

314 は磁器鉢である。腰部でやや屈曲し、口縁部まで直線的に伸びる。

315 は焙烙である。関西系であり、底部は型成形であるが、それ以外ではナデのみが確認できる。

SK1287（第 75 図）

316 は土師質土器皿である。口縁部が短く外方に延びる。

317 は陶器蓋である。落し蓋状になっており、つまみ部両端が折り曲げられている。鉄釉を施す。

318 は磁器碗である。広東碗で外面に草花文を施す。

319 は羽釜である。口縁端部は屈曲をもたず内湾し、やや肥厚する。

320 は土師質土器井戸枠である。内面に突帯をもち、外面に把手状の粘土を貼付ける。

SK1288（第 75 図）

321 は土師質土器甕である。口縁部内面に突出部を持つ。

SK1290（第 76 図）

322 は陶器蓋である。備前焼であり、壺等に伴う蓋と考えられる。

SK1294（第 76 図）

323、324 は土師質土器皿である。324 は口縁部が大きく開き、口縁端部に強いナデを施す。

325、326 は磁器碗である。325 は外面に細い線描きで龍の染付を描く。326 はやや腰の張る碗であり、

見込みに蛇の目釉ハギと重ね積みの痕跡がみられる。

327 は陶器碗である。天目茶碗であり、外面には鉄釉掛けを行う。近世以前のものである。

328 は土師質土器甕である。底部がやや丸底気味となり、口縁端部は内外面に突出し断面 T 字状となる。

SK1295（第 77 図）

329 ～ 331 は土師質土器皿である。329 は口縁端部が少し内湾する。330 は口縁部が強く開き、底部が

高台状に突出する。331 は見込み底部と口縁部の境界付近に、強いナデを施す。

332、334 は陶器灯明皿である。332 は京信楽産であり、内面の突帯には切込みを一か所確認できる。

334 は備前焼であり、口縁の開きが強い。

333、336 は磁器蓋である。333 は外面にコンニャク印判により施文する。336 は内面見込みに草花文

と口縁端部に四方襷文を施す。

335 は磁器碗である。小広東碗であり、外面に壽字文を施す。

337 は羽釜である。口縁部外面は屈曲を持たず、一対の外耳を持つ。

338、340 は焙烙である。338 は御厩産であり、口縁部が強く折れ曲がる。340 は口縁部が直線的に外

方に開き。横方向に２孔を開ける内耳が取り付く。

339 は陶器摺鉢である。備前焼であり、外面調整は回転ヘラケズリである。

341 は土師質土器井戸枠である。端部を断面三角形状に突出させる。

SK1300（第 78 図）

342 ～ 345 は土師質土器皿である。342 は底部径が小さく、口縁部が外反気味に大きく開く。

346 は磁器小碗である。器高が低く、浅い形態を呈する。

348 は陶器花入である。京信楽産と想定され、外面には焼成後赤色の色絵を施す。
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第３章　調査成果

349 は陶器碗である。

筒形を呈し、外面に

は呉須により染付を

行う。

347、350 ～ 353 は 磁

器碗である。347 は二

重網目文を持つ丸碗

である。内面にも一重

網目文を持つ。350 は

丸碗である。染付を

行わず、高台は高く

垂 直 に 伸 び る。351、

352 は丸碗である。高

台が低くやや腰が張

る。353 は草花文を持

つ。

354 は磁器皿である。

精 良 な 胎 土 を 用 い、

見込みに墨弾きを用

いた染付を施す。

355 は焙烙である。関

西系であり、口縁端

部から外面に抜ける

穿孔をもつ。

356 は土師質土器火鉢

である。３足の脚部

が復元できる。

SK1318（第 79 図）

357、359、360 ～ 363

は磁器碗である。357

は外面口縁端部に染

付を持つ。359 は小碗

であり、高台内は無

釉である。360 は口縁

端部の内外綿に圏線

を持つ碗である。361

は高台が高く逆台形

0 10cm

焙烙（1/4）

0 10cm

（1/3）

0 20cm

井戸枠（1/6）

0 10cm

（1/3）

SK1285

SK1287

SK1288

312

313

314

315

316

317

318

319

320

321

第 75図　SK1285,SK1287,SK1288　出土遺物



－　　－90

状を呈し、高台内が無釉

である。363 も高台内無

釉であり、やや腰が張る

形態を持つ。

358 は磁器蓋である。か

えりを持ち、つまみが付

く形態を呈する可能性が

高い。

362 は陶器碗である。口

縁部のみ残存する呉起手

碗である。

364、365 は磁器皿である。

364 は見込みに鳥を描く。

365 は見込みに蝶花文を

施す。

366、367 は陶器摺鉢であ

る。366 は備前焼であり、

口縁端部がつまみ上げら

れたような形状を呈す

る。367 は肥前産である。

見込みに放射状に開く摺

目をもち、底部に回転糸

切りを施す。

SK1321（第 81 図）

（１層）

368 は土師質土器皿である。やや内湾する口縁部を持つ。

369 は磁器碗である。口縁部まで残存しないが、形態や文様から小広東碗であると考えられる。

370、371 は磁器皿である。370 は外反する口縁部を持つ。胎土がかなり精良である。371 は見込みに

五弁花文をコンニャク印判によって施す。口縁端部には口錆釉がみられる。

372 は陶器摺鉢である。備前焼であり、口縁部外面の屈曲は緩やかである。

373 は焙烙ないしは鍋である。口縁部で屈曲したのちに、やや深い器形をもつため、鍋の可能性も考

えられる。

（2 層）

374、375 は土師質土器皿である。374 は短く内湾する口縁部をもち、375 は口縁部が外反する。

376 は土人形である。女性座像であり、キラコが認められる。

377 は焙烙である、広く外反し口縁端部を丸くおさめる。胎土に雲母を含み、岡本産焙烙の可能性が

高い。

SK1324（第 80 図）
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第３章　調査成果

378、379 は土師質土器皿である。口縁部が短く開き、底部内面に強いナデを施す。

SK1335（第 82 図）

380、381 は土師質土器皿である。380 はほぼ円盤状の形態を呈し、中央部に穿孔を持つ、381 は先細

りする口縁部が短く伸びる。

SK1359（第 83 図）

382 ～ 384 は陶器碗である。382 は端反の形態を呈し、外面に鉄絵で亀が描かれる。383 も端反の形態
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を呈し、高台以下は施釉しない。384 は小杉碗である。瀬戸美濃産であり、外面に鉄絵が施される。

385 は陶器灯明皿である。備前焼であり、底部まで残存していないが、外面のヘラケズリの単位が広い。

386 は陶器碗である。平碗であり、見込み部分に鉄絵を施す。

387 は土師質土器皿である。先細りする口縁部を持つ。

388 は磁器蓋である。腰の張る丸碗に伴う蓋と考えられる。

389 は陶器碗である。小杉碗であり、外面に鉄絵を施す。

390 は磁器碗である。広東碗であり口縁部が欠損している。

391 は土師質土器皿である。口径、底部径ともに小さいが、口縁部が大きく開く。

392 は陶器皿である。灯明皿であり、京信楽産である。外面に重ね焼きの痕跡を残す。
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第３章　調査成果

393 は陶器碗である。筒形を呈し、腰部に三か所粘土を貼り付ける。

394、395 は磁器碗である。それぞれ小広東碗・広東碗であり、外面に草花文を施す。

396 は陶器碗である。湯呑状の形態を呈する。

397 は磁器皿である。紅皿であり、口径に対し器高が低い。

398 は陶器灯明皿である。備前焼であり、やや深い。

399 は磁器猪口である。低い高台が付き、染付を持たない。

400、402 は磁器碗である。いずれも端反碗であり、400 は外面に草花文、402 は外面に風景を描く。

401 は陶器碗である。小杉碗である。

403 は陶器摺鉢である。見込みの摺目等から堺産のものであると考

えられる。

404 は陶器植木鉢である。外面に龍の文様を貼り付け、その上から

緑釉掛けする。底部中央には穿孔がみられ、高台には３か所の切込み
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がみられる。瀬戸美濃産である。

405 は陶器土瓶である。外面と内面上半に鉄釉を持ち、中位で明瞭な屈

曲を持つ。

SK1374（第 84 図）

406 は磁器碗である。器高が低いが、高台の形状から広東碗と考えられ

る。

SX1016（第 85 図、第 86 図）

407 ～ 409 は土師質土器皿である。いずれも口縁部が少し内湾する。

410 は陶器灯明皿である。口縁部外面に帯状に煤の痕跡を残し、内面にはハリ支えの痕跡が残る。

411 は陶器蓋である。つまみ部分は獅子をかたどり、外面にのみ緑釉を施す。

412 は磁器蓋である。端反碗に伴うものと考えられる。

413 ～ 415 は磁器碗である。413 は胎土、釉薬、呉須の色調からは瀬戸産と考えられる。414、415 は

端反碗であり、414 は文様の特徴や、胎土から砥部焼の可能性が高い。

416、420、421 は陶器鉢である。416、420 は見込みにイッチン掛けを施す。421 は玉縁状の口縁部を持つ。

417 は陶器土瓶である。柿釉掛けであり、外面にイッチン掛けを施す。

418 は陶器油受である。口縁部内面の突帯には一か所抉りがみられる。

419 は陶器摺鉢である。外面に濃色の鉄釉を施す大谷焼の摺鉢である。

422 は陶器甕である。褐色の釉薬を外面に施し、低い高台を持つ。

423 は竈である。上方に向かってやや大きくなる立方体状の形態をもつ。外面には松の実の装飾を施し、

上面には四隅に穿孔を持つ。胎土の特徴などから御厩産のものであると考えられる。
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第３章　調査成果
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424、425 は竈の付属道具である。突起を竈の端に接続して使用する。

426 は焙烙である。御厩産であり、口縁部下で緩やかではあるが屈曲

をもつ。

427 は土師質土器火鉢である。長楕円形を呈し、小口側には突起が取

り付く。

SX1212（第 87 図）

428 は土師質土器甕である。底部がやや丸底状を呈し、胴部に２か所

突起を持つ。口縁端部は短く外方に折れる。

SX1262（第 88 図～第 91 図）

429 ～ 441 は土師質土器皿である。429 は底部径が口径と比べて小さく、強く外反する形態を持つが、

それ以外のものは緩やかに外方へ延び内湾する。

442 ～ 445 は陶器蓋である。442 はつまみ部がやや高い。443 は落し蓋状の形態を呈し、つまみ部は花

を模した形をとる。444 は径も大きく、淡い赤褐色の釉薬を施す。445 は落し蓋状を呈し、鉄釉を施す。

446 は陶器油受である。濃色の鉄釉を施し、大谷焼であると考えられる。

447 ～ 457 は陶器灯明皿である。447 ～ 449、452 は内面に突帯を持たず、454 は内外面に焼成時の重

ね焼き痕跡を顕著に残す。そのほかは内面に突帯をもち、口径に対して器高が低い。

458、459 は磁器碗である。458 は小碗で、器高が低い。459 は丸椀であり、口縁部外面に雨降文を持つ。

460 ～ 463 は陶器碗である。460 は瀬戸美濃産の腰錆碗である。口縁部は直立気味に伸び、腰の張りは

小さい。461 は丸椀であり、外面には色絵で植物文を描く。462、463 は平碗であり、462 は見込みに

色絵の花文を描き、463 は鉄絵を施す。

464 は用途不明陶器である。口縁部は屈曲し内側に短く伸びる。茶道具の一種の可能性が想定される。

465 は陶器徳利である。備前焼の人形徳利であり、精緻な人形の表現や、体部に施される沈線などか

ら 18 世紀前半に近い製作年代が想定される。

466 は磁器蓋である。見込みや口縁部外面に花文を描く。つまみ部の径がやや大きい。

467 ～ 473 は磁器碗である。467、468 は小広東碗である。469、470 は広東碗であるが、やや小型のも

のである。471、472 は丸椀であるが、形態としては小広東碗に類似する。473 は丸椀であるが、腰が張り、

高台がハの字状に開く。

474 は磁器猪口である。外面に草花文を描き、底部にも銘を施す。

475 は陶器火入れである。胎土は精緻であり、赤色と白色の態度が互層状に混ざる。

476 は陶器土瓶である。やや下膨れの形態を呈し、外面には淡い緑釉を施す。

477 は陶器鉢である。片口鉢であり、内外面ともに土塗りののち刷毛を施し施釉している。

478 は磁器皿である。口縁部が屈曲し、大きく外反する。見込みには植物と鳥を描いた風景文が施さ

れる。

479 は羽釜である。内側に緩く屈曲する口縁部に、縦方向に外耳が取り付く。突帯はやや上向きとなる。

480 は焙烙である。口縁部が大きく開き、端部が面を持つ。口縁部外面には指オサエが顕著に残る。

481 は砥石である。方形の形状を持たず、使用の末に多角形状になったものと考えられる。産地は不

明である。

482 は火鉢である。脚部が３カ所復元され、一カ所円窓状の刳り抜きが確認できる。外面には刺突文
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第３章　調査成果

0 10cm

（1/3）

407 408 409

410
411

412

413

414

415

416

417

418

419

420

421

422

第 85図　SX1016（1）　出土遺物



－　　－98

様がみられるが、型による施文かは不明である。

483、484は焙烙である。いずれも御厩産の焙烙であり、

口縁部が屈曲したのちに、緩く曲がり底部まで至る

形態を呈する。483 は内耳をもち、２カ所に貫通す

る穿孔を施す。

485、486 は陶器摺鉢である。485 は備前焼であり、

口縁部には注口が確認できる。外面下半を中心に、

回転ヘラケズリが確認できる。486 は堺産である。

外面の回転ヘラケズリがかなり上部まで確認できる。

口縁端部に刻印が確認できる。

487 は土師質土器井戸枠である。端部が内外面に弱

く突出し、三角形状を呈する。

SX1267（第 92 図）
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第３章　調査成果
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第３章　調査成果
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第３章　調査成果

488 ～ 491 は土師質土器皿である。いずれも口縁端部付近で強いナデを施し、端部のみやや立ち上がる

形態を呈する。

492 ～ 494 は陶器灯明皿である。いずれも備前焼であり、492 は内面に突帯を持たず、やや深手である。

493、494 は内面に突帯をもち、口径に比べ深さが浅い。

495 は土師質土器摺鉢である。法量は復元できなかったが、内面には摺目をもち、注口も確認できる。

近世の資料としてはあまり見られないもので、前代の混入と考えられる。

496 は陶器ひょうそくである。外面に一カ所把手部分が確認でき、内面には底部の突出が確認できる。

外面には鉄釉掛けがなされる。

497 は陶器碗である。平碗であり、内面には赤色の色絵が施される。

498 は陶器蓋である。つまみ部分等欠損している。外面には白泥塗ののち、赤・青等の色で文様を色付

けし施釉している。

499 は土師質土器焼塩壺である。蓋と接する部分にわずかに突出をもち、内面には布目圧痕が確認でき

る。　　　　

500 は陶器火入れである。備前焼であり、窯道具を転用したものである。

501、502 は磁器蓋である。501 は外面に草花文と鳥を描き、口縁部内面には四方襷文を施す。502 は朝

顔形の碗に伴う蓋であり、外面を青磁釉掛け、口縁部内面には四方襷文を施す。

503、504 磁器碗である。503 は小広東碗に形態が似るが、細い線描きにて描かれる草花文様などに違い

がみられる。504 は小広東碗である。

505、506 は磁器皿である。505 は口縁部が強く外反し、見込みに風景文を描く。506 は見込みに五弁花、

口縁内面に鳥や草花を描く。

SX1272（第 93 図）

507 は磁器碗である。二重網目文を描く丸椀であり、内面にも一重網目文様を描く。

SX1286（第 94 図）

508 は土師質土器皿である。口縁部が内湾しながら外方へ広がる。

509 は陶器灯明皿である。備前焼であり、内面突帯の突出が高い。

510 は焙烙である。関西系の焙烙であり、底部との境界部分にケズリが確認される。口縁部の立ち上が

りはほぼ垂直である。

SX1334（第 94 図）

511 ～ 513 は土師質土器皿である。口縁部の開きが大きく、端部に強いナデを施す。

514 は陶器蓋である。褐色系の胎土を持ち、器高は低い。

515 は焙烙である。御厩産であり、内耳には貫通する穿孔を持つ。

516 は陶器摺鉢である。備前焼であり、外面下半には回転ヘラケズリを施す。

517 は土師質土器火鉢である。外面には獅子の装飾と刺突文と沈線文が確認できる。

518 は土師質土器甕である。口縁部内面への突出が強い。

SX1369（第 94 図）

519 ～ 521 は土師質土器皿である。519、520 は、底部が突出し、強く外反する口縁部を持つ。521 は内

湾気味に伸びる口縁部を持つ。

522 は焙烙である。御厩産であり、体部はやや深い。屈曲部をもたず丸みを帯びる。
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SX1370（第 95 図）

523 は土師質土器皿である。口縁端部に強いナデを施す。

SX1375（第 95 図）

524 は陶器摺鉢である。口縁部外面の沈線は深く、体部外面にも多条

の沈線文を持つ。

525 は土師質土器火鉢である。体部からつまみ出したような脚部が数

カ所取り付くものと想定される。

SP1185 （第 95 図）
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第３章　調査成果

526 は陶器皿である。唐津の溝縁皿であり、やや緑色を帯びた透明釉を施す。

SP1236（第 95 図）
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第 94図　SX1286,SX1334,SX1369　出土遺物
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527 は磁器碗である。丸椀であり外面には菊花文様を施す。

SP1354（第 95 図）

528 は陶器碗である。青磁碗であり、口縁部が外反する。近世以前のものと考えられる。

（２）２区

SD2001（第 96 図）

529 は土錘である。有溝土錘であり、指オサエがみられる。

SD2078（第 96 図）

530 は陶器碗である。瀬戸美濃産の呉器手碗であり。腰の張りは小さい。

531 は焙烙である。やや深手の形態を呈し、内面には横に２孔並ぶ穿孔を持つ内耳が取り付く。

SD2118（第 96 図）

541 は土師質土器皿である。やや大ぶりな径をもち、底部には回転糸切りの痕跡が残る。口縁部形態に

ついても、丸みを帯びやや内湾する。

542 は陶器碗である。呉器手碗であり、高台がハの字状に開く。

543 は磁器碗である。筒形を呈し、内面下半にに施釉は見られない。高台は蛇の目ケズリ出しによって

成形される。
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第 95図　SX1370,SX1375,SP1185,SP1236,SP1354　出土遺物
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第３章　調査成果

544 は磁器皿である。見込みに五弁花を描き、

口縁部内面には風景文を施す。

545、546 は焙烙である。いずれも関西系であ

り底部との境界にケズリの痕跡が残り、口縁

部は回転ナデを施す。

SD2162（第 97 図、第 98 図）

548 ～ 552 は土師質土器皿である。548 は口

縁端部付近に強くナデを施す。549 は外反が

強い。550 は見込みの口縁部と底部の境に強

いナデを施す。551 は外方に強く開く口縁部

を持つ。552 は口縁部が緩い屈曲を持つ。

553 は土師質土器摺鉢である。口縁部が短く

屈曲する。

554 は陶器蓋である。肥前産であり外面に鉄

釉を施す。

555 ～ 557 は陶器碗である。555 は太筋で直

線的な刷毛目を持つ碗である。556 は呉器手

碗であり、腰が張り、口縁部が直線的に立ち

上がる。557 は京焼風の陶器であり、外面に

染付、高台内には「清水」の刻印を持つ。

558 は磁器碗である。断面 U 字状の高台を持

ち、高台内は無釉である。高台に一条の圏線

を描く。

559、560 は磁器皿である。559 は波状口縁を

持ち、見込みには区画の中に草花文を描く。

560 は内面に薄く青磁釉が掛けられる。口縁

部は強く外反し、口縁部は波状となる。

561、562 は焙烙である。いずれも関西系であ

り、561 は底部と口縁部の境界にケズリの痕

跡がみられない。562 についても底部と口縁

部の境界のケズリはあまく、口縁部の立ち上

がりは垂直気味である。

563 は陶器摺鉢である。備前焼であり、口縁

部の開きが大きい。内面の摺目はやや隙間を

持つが、その間隔は狭い。

564 は砥石である。中央部を境に割れたよう

な形態を呈し、使用痕が顕著に残る。

SD2174（第 98 図）
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第 96図　SD2001,SD2078,SD2118　出土遺物
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565 は陶器碗である。小杉碗であり、高台がやや低い。

566 は磁器碗である。端反碗であり、外面には一重網目文様を施す。

SD2177（第 99 図）
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第 97図　SD2162（1）　出土遺物
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第３章　調査成果

567 は土師質土器皿である。口縁端部が先細

りする。

568 は陶器碗である。呉器手碗であり、高台

は逆台形状を呈する。

569 は陶器摺鉢である。備前焼であり、外面

には回転ナデを施す。

SD2182（第 100 図）

570 ～ 573 は土師質土器皿である。570 は見

込み底部と口縁部の境に強いナデを施す。

571 は口縁部が強く外反する。572 は底部から口縁部にかけての屈曲が緩い。

574 は陶器碗である。高台は高く、断面長方形を呈する。

575 は陶器火入れである。外面に白泥塗りののち施釉し、口縁端部付近には濃い緑釉を掛ける。高台内

には、刻印と記号のようなものを表した墨書が確認できる。

576、577 は磁器碗である。576 は外面に壽字文を施す。577 は口縁部に雨降り文を施す丸碗である。

578 は陶器甕である。丹波産のものであり、口縁端部が内外面に突出する。胴部中位において、明瞭な

接合痕を残す。

SD2183（第 101 図）

579、580、582 は磁器碗である。579 は小広東碗であり、宝文を施す。580 は小碗であり、口縁部に雨

降文を施す。582 は椀である。外面には「大坂新町於笹紅」という字を染付する。

581 は陶器皿である。肥前産の溝縁皿である。

583、584 は焙烙である。583 は関西系の焙烙であり、底部と口縁部の境界にケズリを施す。584 は御厩

産の焙烙である。

586 は陶器甕である。産地は不明であり、肩部に花を模した装飾を取り付ける。口縁端部は外方に突出
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第 98図　SD2162（２）,SD2174　出土遺物

第 99図　SD2177　出土遺物



－　　－110

する。

587 は磁器鉢である。見込みに風景文様を描き、胎土、呉須ともに色調が暗い。

SE2166（第 102 図）

588 は磁器碗である。外面に二重網目文を施す丸椀である。

589 は磁器皿である。見込みに格子文を施す。

590 は磁器碗である。形態は端反で、外面に上絵付を行う。

591 は陶器油受である。底部付近まで施釉を行う。

592 は陶器蓋である。赤色・金色で上絵付を行う。

593 は陶器碗である。端反の形態を呈し、高台部分には施釉しない。

594 は陶器摺鉢である。堺・明石産であり口縁部には重ね焼きの痕跡がみられる。

SK2028（第 103 図、第 104 図）

595 は陶器蓋である。落し蓋状の土瓶の蓋であり、球形のつまみがつく。外面には柿釉を施す。

596 は陶器灯明皿である。京信楽産であり、深い器形に、上げ底状の底部を持つ。

597 は陶器鉢である。柿釉を施す把手付きの鉢であり、外面には煤が残る。

598 は磁器鉢である。見込みには鳥を描く、胎土や染付が粗い。

599 は陶器水甕である。口縁部が屈曲したのちに外反する。脚部が３脚復元される。白色と淡い緑色の

釉薬をかけ分ける。

600 は土師質土器皿である。ミニチュアの皿であり、見込と高台内にそれぞれ墨書を施す。

601、602 は土錘である。601 は溝が深く、側面形態が H 字状になる。602 はやや浅い。
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第 100図　SD2182　出土遺物
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第３章　調査成果

603 は竈である。側面の破片であり残存状

況が悪い。付属具を取り付けるための孔が

確認できる。

604 は陶器甕である。茶褐色の釉薬に黒色

の鉄釉をたれ掛けする。器形や色調から、

瀬戸美濃で製作される甕に類例が認められ

るため、瀬戸美濃産の可能性が高い。

605、606、608 ～ 611 は 磁 器 碗 で あ る。

605 は小碗であり、高台径が口径に比べ小

さい。606 は口縁部付近でわずかに屈曲す

る小碗であり、見込みには運の字と亀が描

かれる。608 は湯呑碗である。外面には草

花文を描き、口縁部内面には雷文を描く。

609 は端反碗である。外面には草花文を描

く。610 は端反碗である。直線を多用する

文様構成や胎土から、砥部焼の可能性が考

えられる。611 は端反碗であり、ケズリ出

し高台を持ち、高台内は蛇の目状になる。

607 は磁器皿である。見込み八角形状とな

り、陰刻したのちに施釉する部分が認めら
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第 102図　SE2166　出土遺物

第 101図　SD2183　出土遺物
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2.3 層
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第 103図　SK2028（1）　出土遺物
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第３章　調査成果

黒色粘質土

0 10cm

（1/3）

0 10cm

水甕・甕・焙烙・馬の目皿（1/4）

605

606

607

608

609

610

611

612

613

614

615

616

617

618

619

620

621

622

623

第 104図　SK2028（2）　出土遺物
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れる。

612 は陶器鉢である。軟質の施釉陶器であり、やや緑がかった釉薬を施す。見込みにハリ支え痕を残す。

613 は陶器灯明皿である。備前焼であり、底部がやや上げ底状となる。

614 は不明陶器である。底部に「山」の墨書を施す。

615 は陶器蓋である。外面に波状文と直線文を組み合わせた文様を施したのちに柿釉を施す。

616 は陶器蓋である。行平鍋の蓋であり、イッチン掛けを施す。

617 は陶器徳利である。大谷焼の可能性が高い。高台が逆台形状を呈する。

618 は陶器水注である。外面に鉄釉を施す。

619 は不明陶器である。外面には緑釉を施し、外面には６ケ所の稜線を持つため、横断形態は六角形を

呈する。底部に「霞晴山」の印を持つ。

620 は磁器皿である。口縁が輪花状となる大型の皿である。

621 は陶器水甕である。瀬戸美濃産であり、口縁部内面の突帯は、下がり気味に取付く。

622 は焙烙である。御厩産であり、口縁部より下で体部がわずかに屈曲する。

623 は陶器皿である。馬の目皿であり、口縁端部が内湾する。見込みにハリ支え痕が残る。

SK2053（第 105 図）
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第 105図　SK2053,SK2054　出土遺物
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第３章　調査成果

624 は土師質土器甕である。底部がやや丸底状となる、内面に接合痕を残す。

625 は陶器皿である。見込み部分に蛇の目釉剥ぎを行っている。

SK2054（第 105 図）

626 は土師質土器甕である。底部は大部分が欠損しているが、おそらく丸底状を呈する。

627 は土師質土器皿である。口縁部が大きく開く。628 は土人形である。猫を模しており、キラコが表

面に認められる。629 は磁器碗である、端反碗であり高台に２条の圏線を施す。

SK2057（第 106 図）

630 は土師質土器皿である。口縁端部に強いナデを施す。631 は陶器蓋である、鉄釉掛けし、つまみ部

は両側から摘み上げられたような形態を呈する。632 は陶器碗である。小杉碗であり、高台がハの字状

に開く。

633、634 は磁器碗である。633 は端反碗であり、高台がハの字状に開く。634 は広東碗である。やや高

台径が小さく、すぼまり気味の形態をとる。

635 は陶器鉢である。見込みに刷毛目文を持ち、外面には鉄釉をたれ掛けする。

636 は陶器摺鉢である。堺・明石産であり、口縁端部が下方に拡張される。

637 は焙烙である。御厩産であり、口縁部の屈曲が強い。
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638 は土師質土器火鉢である。外面に波状文を施し、底部はやや上げ底状となる。

SK2059（第 107 図）

639 は土師質土器皿である。口縁部が直線的に伸びる。640 ～ 642 は陶器蓋である。640 は外面に白泥

塗りをし、球形のつまみをつける。641、642 は落し蓋状の形態をもち、641 は鉄釉掛け、642 は柿釉掛

けする。

643 は陶器徳利である。外面に鉄絵を施す。

644 は陶器灯明皿である。京信楽産であり、内面突帯には一カ所抉りを持つ。

645 は陶器かんてらである。縦向きの把手と、上面に三角形の透かしのある注口部分を持つ。

646 は磁器碗である。端反碗であり、高台に櫛歯文を施す。

647 は火鉢である。外面に２条の沈線を持ち、それより上部は型による施文の可能性がある。

648 は焙烙である。御厩産である。体部が緩やかであるが屈曲し、底部付近には太筋の調整痕が確認で

きる。

649 は鳩笛である。尾部が欠損しているものの、空気孔が確認でき、背の部分にも孔が確認できる。

SK2060（第 107 図）

650、651 は土師質土器皿である。いずれも口縁部が内湾気味に外方へ延びる。

SK2061（第 107 図）

652 は磁器紅皿である。器高が低く、外面は上半のみ施釉する。

653 は陶器碗である。瀬戸美濃産で、端反碗である。

654、655 は磁器皿である。654 は外面に丸文を持つ。655 は高台径が大きく、高台高は低い。

656 は陶器火入れである。備前焼である。

657 は土師質土器甕である、口縁端部は内側に鉤状に突出し、外面には波状文を施す。

SK2062（第 108 図、第 109 図）

658 は土師質土器皿である。口縁端部がやや厚みを帯びる。

659 は陶器火入れである。外面には白泥を塗布したのちに施釉する。

660 は磁器蓋である。端反碗に伴う蓋である。

661 ～ 664 は磁器碗である。662 以外は端反碗であり、664 は胎土と呉須の色調から瀬戸産の可能性が

高い。

665、666 は陶器鉢である。把手を持つ柿釉掛けの鉢であり、外面にはほとんど施釉されない。

667 は陶器水甕である。口縁端部が受け口状になり、全体のプロポーションはやや縦長である。文様に

は精緻さを欠き、胎土が瀬戸美濃などとも異なることから、富田焼の可能性が高いと考えられる。

668 ～ 671 は陶器土瓶である。668、670 は蓋であり、669 は外面にイッチン掛けを施す。いずれも柿釉

掛けされる。

672 は火鉢である。獅子の装飾を取り付け、外面の沈線と沈線の間には、型による施文を行う。

673 は土師質土器甕である。口縁端部が内面に下がり気味に突出する。胴部はやや膨らみ、底部のすぼ

まりは小さい。

674 は陶器甕である。備前焼の水屋甕であり、外面上部には沈線文が施される。

675 は陶器皿である。馬の目皿であり、ハリ支えの痕跡が確認できる。

676 は陶器摺鉢である。見込みの摺目から、堺産と考えられる。外面下半には回転ナデを施す。
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第３章　調査成果

677 は陶器植木鉢である。瀬戸美濃産であり、外面には透明釉と緑釉をかけ分ける。底面には４カ所穿

孔が認められ、底部には墨書が施される。

SK2064（第 110 図）
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678 は陶器蓋である。外面に白泥を塗布したのちに

施釉する。上面に染付を施す。

679、680 は磁器蓋である。680 は端反碗に伴う蓋で

あると考えられる。

681 は磁器碗である。端反碗であり、外面に樹木を

描く。

682 は陶器鉢である。口縁部に屈曲部を持ち、外方

へ広がる。

683 は土師質土器甕である。口縁端部が外方に突出し、板ナデ状の圧痕が突帯に残る。

SK2066（第 111 図）

684 は陶器皿である。口縁部が輪花状となり、見込にはハリ支えの痕跡を残す。

685 は土製品（さいころ）である。

686 は土錘である。長楕円形を呈する。

SK2068（第 112 図、第 113 図）

687 ～ 690 は土師質土器皿である。いずれも口径が小さく、口縁端部に強いナデを施す。

691 は磁器小碗である。器高が低く、染付等は確認できない。

692 は陶器灯明皿である。底部がやや上げ底状となる。

693 は陶器蓋である。土瓶の蓋であり、球形のつまみ部が付き、柿釉を施す。

694 は陶器碗である。瀬戸美濃産の景次茶碗であり、高台に刻印を持つ。

695 は磁器蓋である。外面には瓔珞文を施す。内面には「成化年制」の銘を持つ。

696、697、702 は磁器皿である。696 は外面に花文が施され、見込みに幾何学文様を施す。697 は口縁
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部が輪花状となり、見込みに風景文を描く。702 は尖り気味に口縁部が延び、見込みには花文を描く。

698 ～ 701 は磁器碗である。699 が丸碗であり、それ以外は端反碗である。

703 は陶器甕である。全体に鉄釉掛けを行うが、胎土や釉調からは大谷焼ではないと考えられる。底部

に墨書が確認できる。

704 は羽釜である。突帯部分から半球状の底部が取り付き、内外面ともに使用痕が顕著に残る。

705 は陶器摺鉢である。口径に対して底部径が小さく、外面には濃い鉄釉をかける。器形や胎土・釉薬

の特徴から大谷焼の摺鉢と考えられる。

706 は陶器鉢である。把手を一対持つ鉢であり、透明釉をかける。

707 は焙烙である。御厩産であり、口縁部下に明瞭な屈曲部をもち、外面には接合痕が残る。

708 は竈である。胎土の特徴からは御厩産であると考えられる。立方形状を呈し、側面に方形の窓を設け、

天井部は円形に開く。底部に粘土を接合していたさな受けの痕跡が確認される。

709 は砥石である。産地は不明であり、片方の面には溝状のくぼみができる。

SK2081（第 113 図）

710 は陶器蓋である。外面にイッチン掛けを施し、やや緑がかった釉薬をかける。

SK2096（第 113 図）

711 は陶器碗である。小杉碗であり、口縁部の開きがやや大きい。

712 は磁器碗（広東碗）である。

713 は陶器火入れである。産地は不明であり、外面には白泥を塗布したのちに、釉薬をかける。

714 は陶器鉢である。萩焼であり、内面に白泥を塗り施釉する。見込みにはハリ支え痕が残る。高台内

に墨書が残る

715 は土師質土器火鉢である。長方形の鉢であり、4 本の脚と、小口側に把手が取り付く。

SK2098（第 114 図）

716 は磁器碗である。小広東碗であり、外面に連鎖文を施す。

717 は陶器摺鉢である。産地は不明である。素口縁であり、口縁部内面に一条の沈線を施す。

718 は土師質土器火鉢である。底部が上げ底状になる。

SK2099（第 114 図）

719 は陶器蓋である。土瓶等に取り付く蓋であり、外面に鉄釉掛けする。つまみ部は花をかたどる。

SK2102（第 114 図）

720 は磁器蓋である。外面に唐草と桃を描く。

SK2103（第 115 図）

721 は陶器灯明皿である。京信楽産であり見込みにハリ支え痕を残す。

722 は陶器蓋である。産地は不明であり、外面に鉄釉を施す。

723 は磁器仏飯具である。底部は浅くケズリ出す。

724 は磁器碗である。高台畳付は釉を拭き取る。

725 は磁器蓋である。腰が張る形態の碗に伴うものと想定される。

726 は磁器皿である。太白手の皿であり、染付や胎土に精良さを欠く。

727 は陶器碗である。外面に浅い沈線状のくぼみを複数条もち、口縁端部は外反する。

728 は陶器摺鉢である。堺・明石産であり、口縁部を上下に拡張している。
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729、730 は土師質土器皿である。口縁部が短く伸び、少し内湾する。

731 は磁器紅皿である。器高が低く、口縁端部が平坦になる。

732 は陶器灯明皿である。備前焼であり、器高は比較的深く、底面付近に細かなヘラケズリを施す。

733 は磁器猪口である。蕎麦猪口であり、外面には草文を施す。

734 は陶器灯明皿である。吊り灯明皿であり、把手部分には穿孔を持つ。外面には、型成形に伴うもの

かキラコのような痕跡がみられる。

735 は磁器皿である。見込みには五弁花を描き、外面には唐草を描く。

736 は陶器碗である。陶胎染付を施し、やや腰が張る形態を呈する。

737 ～ 739 は磁器碗である。737 は小広東碗であり、外面には草花文を施す。738 は丸碗である。口縁

端部がやや内湾する厚手の碗である。739 はやや腰が張る形態を呈し、外面には草花文を施す。

SK2109（第 116 図）

740 は磁器蓋である。口縁部内面に圏線を施し、外面には区画された範囲に青海波を描く。

741 は磁器碗である。小碗であり、外面には樹木を描く。

SK2111（第 117 図、第 118 図）

742、743、746 ～ 752 は磁器碗である。742、743 は小碗であり、742 は高い高台をもち、外面には草文

を描く。743 は口縁部外面に笹文を描く。746 は口縁部まで直線的に伸びる口縁部を持つ。747 は端反

碗であり、外面には日足文と氷裂文を施す。748、750 は外面に蝶文のような文様を描く。胎土・釉薬、

呉須の色調から、瀬戸産の可能性が高い。749 は端反の形態を呈し、外面には黄・赤などで上絵付を行う。

751 は外面に斜格子を施す端反碗である。752 は区画された範囲に幾何学文様を施す。

744、745 は陶器碗である。744 は把手部分を有し、把手には穿孔が施される。745 は端反の形態を呈する。

753 は磁器碗である。筒形を呈し、外面に風景文を描く。

754 は陶器灯明皿である。口縁部外面まで施釉し、見込みにはハリ支えの痕跡が残る。

755 は陶器行平鍋である。受け口状の口縁部を持ち、外面に毛彫状に列点を施す。

756、757 は陶器鉢である。片口の鉢であり、口縁部は外方に方形に突出する。いずれも薄い緑色の釉
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薬を施す。

758 は鳩笛である。尾部と背部にそれぞれ孔が開けられる。

759 は土師質土器甕である。すぼまり、短く直立する口縁部をもち、

端部はやや外方に肥厚する。底部が上げ底状になり、肩部には波状

文を施す。

760 は陶器摺鉢である。おそらく堺・明石産である。外面には回転ヘ

ラケズリを施す。

761、762 は焙烙である。761 は口縁部の屈曲が弱く、やや深めの器

形を持つ。762 は口縁部下に、屈曲部を持つ。

763 は羽釜である。直立する口縁部をもち、口縁部外面と突体部分に

型による文様を施す。
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SK2112（第 119 図、第 120 図）

764、765は土師質土器皿である。

いずれも口縁端部付近に強いナ

デを施す。

766 は陶器灯明皿である。備前

焼であり、外面下半に回転ヘラ

ケズリを施す。

767 は陶器蓋である。つまみ部

は欠損しており、やや緑がかっ

た釉薬を施す。

768 は陶器碗である。端反の形

態を呈し、高台まで釉薬が施さ

れない。

769 ～ 772、775 は磁器碗である。

769 は小碗であり。高台径が小

さくすぼまる。770 は胎土・染

付も精良さを欠き、器面にも調

整の痕跡が残る。771 は外面に

草花文を施す。772 は腰が張り、

高台がハの字状に開く碗であ

る。外面に葡萄を描き、口縁部

内面には四方襷文を施す。775

は草花文を外面に描く。

773 は陶器碗である。やや光沢

のある釉薬を塗り、外面には多

条の沈線文が入ったかのように

へこむ。産地は不明である。

774 は陶器香炉である。京信楽

産であり、施釉の直前に器面に

竹文を陰刻する。高台内に「三」の墨書を書く。

776 は陶器鉢である。直線と波状の刷毛目を施す。

777 は火鉢である。獣脚状の脚部で、付け根には装飾がみられる。脚部の内側から穿孔がみられる。

778、780 は焙烙である。いずれも御厩産であり、778 は口縁端部がやや折り曲げられる。780 は口縁部

外面が直線的になり、外型成形を行っていた可能性も想定される。

779 は羽釜である。突帯が下がり気味に広がる。

781 は陶器摺鉢である。見込の摺目から、堺産のものと考えられる。

782 は砥石である。長方形状であり、京都産の可能性が高い。使用痕が顕著に認められる。

SK2116（第 120 図、第 121 図）
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783 は陶器碗である。端反の形態を呈する。
784、786 は磁器碗である。いずれも端反碗であり、784 口縁部の外反が非常に強い。786 は外面に花文
を描き、口縁部内面には雷文を描く。
785 は磁器皿である。見込みに花文を描く角皿であり、染付は型紙摺の可能性がある。
787 は陶器土瓶である。外面にはイッチン掛けののち柿釉掛けを施す。
788 は陶器鉢である。口縁部が受け口状になり、緑がかった釉薬を施す。
789、790 は陶器摺鉢である。いずれも堺産であり、789 は口縁部外面に深いくぼみを持つ。790 は口縁
部の拡張がやや小さい。
791 は羽釜である。外面には草花文を型押しにて施文する。
792 は砥石である。産地は不明であり、残存面には使用痕が顕著に残る。側面に数段階の切断面が確認
できる。
SK2117（第 121 図）
793 は陶器皿である。大谷焼の皿であり、灯明具などに使用されていたと考えられる。
794 は陶器碗である。京信楽産の可能性が高く、端反の形態を呈する。高台がハの字状に開く。
795、796 は磁器碗である。795 は広東碗であり、草文を施す。796 は端反碗であり、外面には蝶文を描く。
胎土・釉薬・呉須の色調から瀬戸産であると考えられる。
797 は砥石である。京都産の砥石であり、側面には鋸による切断痕が残る。
798 は土錘である。平面形態は丸みを帯びている。
SK2121（第 122 図、第 123 図）
799 は磁器紅皿である。口径に対し器高が低い。
800 は土師質土器皿である。口縁部の開きが大きい。
801 ～ 805 は磁器碗で、いずれも端反碗である。801、805 は胎土・釉薬・呉須の色調から瀬戸産の可能
性が高い。802 は外面に花文と渦文を施す。803 は外面に日足文を描く。804 は文様や呉須の色調から、
肥前以外の生産地で作られた可能性がある。
806 は磁器皿である。反り皿であり、見込みには幾何学文様を陰刻したのちに施釉する。
807 は磁器鉢である。筒形を呈し、外面には蛸唐草文様を施す。
808 ～ 810 は陶器蓋である。808 は外面には白泥を塗り、鉄絵などを施す。809 は輪状のつまみ部を持ち、
数条の沈線文帯を複数持つ柿釉掛けの蓋である。810 は行平鍋の蓋である。外面には毛彫り状の列点を
施したのちに、イッチン掛けを行う。
811 は陶器灯明具である。蝋燭立てであり、口縁部内面に、粘土を貼り付ける。
812、813 は陶器徳利である。812 は備前焼の角徳利であり、肩部に型押しによる文様を施す。813 は肥
前の徳利である。外面に刷毛目を持つが、形状としては、体部に数カ所凹みがみられ、備前焼人形徳利
のような形態を呈する。
814 は陶器鉢である。口縁端部が鉤状になる。
815 は陶器徳利である。外面に鉄釉を施すが、大谷焼ではない。施釉前に葉状の文様を施文している。
やや大型であり、甕などの可能性もある。
816 は陶器灯明皿である。見込みに 3 条の沈線を刻み、ハリ支え痕が残る。
817、820 は羽釜である。817 は外面に草花文を型押しにて施文する。
818 は陶器土瓶である。柿釉掛けが認められる。
819 は陶器鉢である。外面に煤が付着する柿釉掛けの把手付き鉢である。
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821 は陶器摺鉢である。堺・明

石産の可能性がある。

822 は陶器甕である。外面に

は鉄釉をたれ掛けし、口縁端

部は尖り気味の T 字形となる。

胎土の特徴から丹波産の甕で

あると考えられる。

823 は陶器鉢である。口縁部

は内湾し、外面には鉄絵によ

り染付を行う。底部にはボタ

ン状の脚部が取り付く。

824 は竈である。円筒状の器

形に、側面の一カ所が大きく

開く。上部には煮炊具を受け

るための突出が確認できる。

825 は砥石である。産地は不

明であり、短辺が斜めに切ら

れている。

SK2126（第 124 図）

826 は土師質土器皿である。口

縁部が内湾し、底部中央部が

厚くなる。

827 は焙烙である。関西系で

あり、口縁部と底部の境界に

調整はなく、口縁部外面には

回転ナデが施される。

SK2128（第 124 図）

828 は土師質土器皿である。口

縁部が大きく開き、口縁端部

がやや先細りする。

829 ～ 831 は 磁 器 碗 で あ る。

829 は低い高台が付く丸椀で

ある。830 は二重網目文様を

施す丸椀である。831 は外面

に七宝文を施す。

832 は陶器水注である。外面

に鉄釉掛けをし、口縁部は直

立する。

0 10cm

（1/3）

0 5cm

土錘・石器（1/2）

793

794

795

796

797

798

792

SK2117

SK2116

第 121図　SK2116（２）,SK2117　出土遺物
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833 は磁器皿である。見込みに五弁花を施文する。口縁部の開きが弱い。

834 は陶器摺鉢である。堺・明石産であり、外面は口縁部直下までヘラケズリを施す。

SK2132（第 124 図）

835 は陶器皿である。おそらく肥前産であり、内湾する口縁部の下に屈曲部をもつ。

836 は磁器碗である。高台内に銘を持つ。

SK2138（第 124 図）

837 は磁器猪口である。蕎麦猪口であり、外面に草文を描く。

838 は磁器碗である。外面に二重網目文を施す丸碗である。

839 は土師質土器足釜である。ストロークの長いナデがみられる。

SK2157（第 125 図）

840 は磁器蓋である。外面には草花文を施し、内面天井部には貝を描く。

841 は磁器皿である。見込みに竹文を描く。

842 は七輪である。外面に刻印が施され、薄く鉄釉掛けする。さな受けの痕跡がわずかに確認できる。

SK2158（第 125 図）

843 は土師質土器皿である。口縁部が大きく開き、口縁端部はやや先細りする。

844 は磁器碗である。内外面に連鎖文を施す小広東碗である。

SK2169（第 125 図）

845 は磁器碗である。部分的に格子文を描く。

SK2171（第 125 図）

846、847 は土師質土器皿である。846 は口径に比して底部径が小さく。底部からの外反が強い。847 は

口縁端部に強いナデを施す。

848 は陶器灯明皿である。備前焼である。

849 は磁器碗である。小広東碗である。全体的に小ぶりである。

850 は焙烙である。御厩産であり、内面に穿孔の貫通しない内耳を持つ。

SK2176（第 125 図）

851 は磁器碗である。端反碗であり、高台がハの字状に開く。

852 は陶器徳利である。外面には鉄釉掛けをし、釉薬の色調から大谷焼の可能性が高い。

853 は土師質土器甕である。口縁端部は内面に突出し、胴部にやや曲がる櫛描文を施す。

854 は焙烙であり、口縁部下に明瞭な屈曲を持つ。

SK2189（第 126 図）

855 は磁器碗である。端反碗であり、胎土・釉薬・呉須の色調から瀬戸産であると考えられる。

856 は焙烙である。口縁端部に粘土接合痕を残す。

SK2207（第 126 図）

857 は土師質土器皿である。内面の底部と口縁部の境界に強いナデを施す。

858、859 は磁器碗である。858 は高台の低い丸碗、859 は小広東碗である。

860 は陶器火入れである。外面に緑釉掛けし、底部には重ね焼き痕が残る。

861 は羽釜である。外面に縦方向の外耳が付き、口縁部は屈曲しない。

862 は陶器皿である。口縁部が屈曲し、内面に幾何学的な文様を施す三島手の皿である。



－　　－133

第３章　調査成果
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第３章　調査成果

863 は 焙 烙 で あ る。

御厩産であり、内面

に貫通する穿孔を持

つ内耳が取り付く。

864 は陶器甕である。

肥 前 産 の 甕 で あ り、

肩部には多条の凹線

が施される。円形の

浮 文 を 取 り 付 け る。

内面には格子の当て

具痕が残る。

SK2220（第 126 図）

865 ～ 867 は 土 師 質

土 器 皿 で あ る。865

は底部中央が大きく

窪 む。866 は 底 部 が

突出し、口縁部がや

や 外 反 す る。867 は

口縁端部が先細りす

る。

868 は磁器碗である。

口縁部に雨降文を持

つ丸碗である。

869 は陶器摺鉢であ

る。口縁部外面の沈

線が深く、口縁端部

をやや下方に拡張す

る。

870 は 焙 烙 で あ る。

関西系の焙烙であり、

底部との境界にケズ

リの痕跡を残す。

SK2230（第 127 図）

871 は土師質土器皿である。口縁部が外反し、全体的に器壁が厚い。

872 は陶器摺鉢である。堺・明石産であり、口縁端部の下方が強く拡張される。

SK2233（第 127 図）

873 は陶器碗である。やや開く高台をもち、下半にのみ鉄釉掛けを行う。

SX2067（第 127 図）
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第３章　調査成果
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874 は陶器碗である。呉器手碗であり。高台が高く口径に比べ全体も高い。

875 は陶器火入れである。備前焼であり、口縁端部は丸くおさめる。

876 は磁器碗である。端反碗であり、外面の呉須の発色が不良であるが、風景文を描いていると考えら

れる。

877 は陶器植木鉢である。瀬戸美濃産であり、外面に文様等は見られない。口縁部は垂れ下がり気味に

折れ曲がる。

SX2133（第 128 図）

878 は陶器碗である。陶器胎土に白泥を塗り、染付を行う。文様は不鮮明であるが、直線文と蝶文を組

み合わせている。

SX2165（第 128 図）

879、880 は磁器碗である。879 は小碗であり、器高が低い。880 は腰部に明瞭な稜をもつ。

881 は陶器火入れである。備前焼であり、口縁部に向かってやや内傾する。

SX2198（第 128 図）

882 は土師質土器皿である。外面に細かい回転ナデの単位が認められる。

SX2243（第 128 図）

883 は土師質土器皿である。口縁端部が内側に肥厚し、内外面にミガキ状の細かい調整痕がみられる。

884 は陶器皿である。肥前産であり、内面に鉄絵の痕跡が残る。
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第３章　調査成果

（３）3 区

SK3013（第 129 図）

885 ～ 894 は土師質土器皿である。いずれも橙色系の色調を呈し、灯明皿としての使用が想定される。

口縁部が外反する形態を呈する。

895 は陶器蓋である。球形のつまみを有する柿釉掛けの蓋である。

896、897 は陶器灯明皿である。いずれも備前焼である。

898 は磁器碗である。小碗であり、高台がややハの字状に開く。

899 は磁器仏飯具である。外面には菊花文と氷裂文を描く。

900 は磁器蓋である。朝顔形の碗に伴うものと考えられる。

901 は磁器蓋である。外面に柳を描く。

902 ～ 906 は磁器碗である。902 は端反碗である。径がやや大きい。903 は腰が張る形態の碗であり、

外面には亀が描かれる。904 は小広東碗である。905 は広東碗であり、やや口径が小さく、口縁部まで

の立ち上がりが急である。906 は底部から比較的直線的に口縁部まで延びる。

907 は磁器皿である。やや呉須の発色が悪い。

908 は焙烙である。御厩産であり、口縁部の折れ曲がりがはっきりとしている。体部がそのまま丸みを

持って底部まで至るものと考えられる。内耳がとりつき、全体は不明なものの、わずかに貫通する穿孔

を持つ。

SK3018（第 130 図、第 131 図）

909 ～ 916 は土師質土器皿である。909 は外面の調整の単位が細かい。底部は回転糸切りの痕跡が確認

できる。910 は口縁端部付近に細かくナデが施される。911 は器高が高く、口縁部の広がりも小さい。

底部に回転糸切りを施す。912 は口縁部の広がりが大きい。913 は外面に細かな回転ナデを施し、胎土

も白色系となる。914 は 913 と同様の胎土を持つが、口縁部の広がりや調整の細かさは異なる。915 は

やや内湾気味に口縁部が伸びると想定される。916 は底部へら切りの皿であり、胎土も白色を呈する。

見込みに黒斑を有し、意図的に付けられたものの可能性が高い。

917 は陶器碗である。腰部に屈曲がみられ、外面には鉄釉がたれ掛けされる。

918 は土師質土器皿である。回転台を用いず製作されたものであり、内外面に指オサエの跡を顕著に残

す。見込みに黒斑を有する。口径もほかの土師質土器皿と異なり、産地も含め特殊品である可能性が高い。

919、920、922 は磁器碗である。919 は天目碗であり、外面に福字を描く。920 は高い U 字状高台に、
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第 128図　SX2133,SX2165,SX2198,SX2243　出土遺物
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釉掛けをしない。外面に風景文を描く。922 は高台外面に 2 条の圏線を施す。

921 は陶器碗である。呉器手碗であり、口縁端部がやや外反する。

923 は羽釜である。一対の外耳が取り付き、直立気味に短く伸びる口縁部を持つ。

924 は焙烙である。やや内湾気味の口縁部内に横並びの 2 孔をもつ内耳がとりつく。底部に型成形の痕

跡が認められず、わずかに指オサエ痕が確認できる。

925、926 は陶器摺鉢である。925 は肥前産であり、見込みには口縁部から連続する放射状の摺目を施す。

底部には回転糸切りの痕跡が残る。926 は備前産であり、外面には回転ナデを施す。摺目は密に施され

ており、隙間はほとんど認められない。

927 は土錘である。レンズ状の平面形態をもち、指オサエ痕を残す。

928 は砥石である。産地は不明であり、側面以外には使用痕跡が残る。

SK3021（第 132 図、第 133 図）

929 ～ 948 は土師質土器皿である。929 ～ 942 は内外面に黒色処理をしている。942 のみ底部に回転糸

0 10cm

（1/3）

0 10cm

焙烙（1/4）

885

886

887

888

889

890

891

892

893

894

895

896

897

898

899

900

901

902

903

904

905

906

907
908

第 129図　SK3013　出土遺物



－　　－141

第３章　調査成果
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切り痕が残る。943、944、945 は白

色系の胎土をもつ、943 と 944 は灯

明具として使用された痕跡が残る。

946、947 は橙色系の胎土を持ち、

口径に比べ底部径が大きい。

948 は内外面が黒色化するが、他の

ものに比べ法量が大きい。

949 は焙烙である。関西系焙烙であ

り、外面に僅かに掻き上げ痕が残る。

950 は陶器摺鉢である。備前焼であ

り、摺目の間隔はやや開く。

951 は陶器皿である。口縁部内面に波状のハケ目文を施しやや緑がかった釉薬を施す。

952、953 は磁器碗である。952 は外面に線描きにより草花文を描く。953 は高台内無釉の碗であり、腰

部の屈曲が弱い。

954 は陶器碗である。呉器手碗であり、やや器高が低い。

955、957 は磁器皿である。955 は見込みの圏線の周りに鳥を描く、高台は無釉である。957 は口縁部の

開きが強い。高台内に砂が付着する。

960 は磁器盤である。内面に印刻したのちに青磁釉を施す。高台の畳付付近のみ、施釉されない。

956 は足釜脚部である。

958 は陶器皿である。肥前産であり、見込みには砂目積の痕跡が残る。

959 は陶器皿である。口縁部が折れ、内面と外面に緑釉をかけ、見込みに蛇の目釉剥ぎを行う。

SK3024（第 134 図）

961 は土師質土器皿である。口縁端部に強いナデを施す。

962 は磁器蓋である。口縁部内面には四方襷文を施す。

整地層出土遺物（第 134 図）

部分的に確認された整地層から出土した遺物である。

963 ～ 967 は土師質土器皿である。963 口縁端部がやや先細りする。964 は口縁端部がやや内側に折れる。

底部に回転糸切りを施す。965は内外面にナデの痕跡を強く残す。966は口縁端部内面に強いナデを施し、

967 も同様の形態になると想定できる。966、967 は底部付近に穿孔を施す。

968 は足釜口縁部である。突帯状の部分は緩やかになる。

969 は磁器碗である。外面に一条圏線が確認できる。

遺構外出土遺物（第 135 図）

970 ～ 972 は磁器碗である。景徳鎮産である。

973 は土製品である。独楽状の形態をもつ。

974 は七輪である。口縁部に 3 個の山型が復元できる。外面には型押しにて施文し、キラコの痕跡が残る。

（４）金属器（第 136 図、第 137 図）

　全体として、金属器の出土はほかの遺物量に比べ極端に少なく、遺存状態も良好とはいいがた
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い。そのため、用途や形状がある程度判明するものを器種ごとに報告する。出土遺構の詳細は観察表を
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第 133図　SK3021（2）　出土遺物

第 134図　SK3024, 整地層　出土遺物
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第３章　調査成果

参照されたい。

975、976 は青銅製の簪である。975 は山形の頭部をもつ。976 は、先端が丸みを帯び、二又の付け根の

部分の接合痕跡が確認できる。いずれも土圧の影響を受けたためか変形が著しい。

977 は青銅製の匙である。本体部は丸みを帯び、柄の部分は中央部が膨らむ形状を呈する。

978 は不明鉄製品である。断面方形の棒状鉄製品の片方の先端を巻き、もう片方を少し扁平に広げてい

る。

979、 980 は青銅製煙管である。979 が吸口、980 が煙出しである。薄い板状の素材を丸めて接合している。

吸口と軸の接合箇所には、半円形の抉りがみられる。

981 は飾り金具である。花菱状の平面形に、中央部にだ円形の透穴がある。

982 は鉄製の包丁である。先端は欠損しているが、幅広で長さの短い刃部に、細身の茎が付く。柄の痕

跡は認められない。

983 は鉄製の鎌である。先端は変形しているが、刃部と柄の開きは比較的小さい。茎部に目釘穴が存在し、

部分的に有機質の痕跡が確認できる。

984 は青銅製の吊金具である。釣り針状の形態で、一か所穿孔がみられる。他の近世遺跡での出土事例

などを参照すると、簾掛けなどに用いられる金具に類似する。通常吊具には飾りなども多くみられるが、

本例では確認できない。

985 は青銅製の飾り金具である。五弁花の形態をとり、中央部には円孔がみられる。

986 は鉄製の刀である。刀身は先端に向け、やや広がる。茎部に柄の痕跡や、目釘穴などは認められない。
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987 は青銅製の杓子である。先端は欠損しているが、ほぼ正円に近い本体部を持つと推定される。柄の

部分の先端には、球形の装飾がみられる。

988 は青銅製の吊灯明皿である。浅い皿状を呈し、端部がところどころ曲げられている。一か所突出部

をもち、長方形の孔が開けられていることから、この部分を用いて吊っていたと想定できる。部分的に

煤とみられる黒色の付着物が確認できる。
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（６）瓦（第 138 図～第 151 図）

　瓦については、遺構出土の軒瓦を中心に報告する。土器・陶磁器と異なり、明らかに遺構の埋没年代

と大きな隔たりがある資料や、遺構外出土資料についても、今後の資料蓄積のため極力掲載することを

心掛けた。

SD1001

990、992 は軒桟瓦である。丸瓦部分は巴文のみであり、平瓦部は中心飾りを花文にし、唐草ではなく

草の表現がある。990 は瓦当面に丸囲いに三の刻印を持つ。

991・993 ～ 998 は軒平瓦である。中心飾りは花文であり、唐草ではなく草のモチーフが伸びる。991、

994、996、997、998 には丸囲いに三の刻印を持つ。

SD1139

999 は軒平瓦である。中心文様は不明であるが、強く巻く唐草の表現がみられ、隙間にも文様が施される。

范が長方形ではなく、長楕円形を呈しており、文様も一部途切れている。

SD1122

1000 は軒平瓦である。中心飾りはほとんど損なわれているが、２方向に花弁が向くことから、半裁花

菱文であると考えられる。

SK1123

1001 は軒丸瓦である。珠文は８つ確認でき、巴文は短く伸びる。

SK1191

1002 ～ 1004 は軒丸瓦である。1002 は推定８つの珠文と、頭が大きく尾が太いまま短く伸びる巴文を持

つ。1003 は 11 個の珠文と、尾がつながり、圏線状になる巴文を持つ。中央に三方向伸びる三菱状の文

様が施される。1004 は珠文数８個前後に復元され、巴文の尾が長く伸びる。

1005 ～ 1008 は軒平瓦である。1005 は瓦当の高さも低く軒桟瓦の可能性が高い。文様は波状に巻く唐草

である。キラコを用いる。1006 の中心飾りは不明であるが、二転する細い唐草を持つ。1007 は半裁さ

れた菊花文を中心飾りに持つ。直線的に折れ曲がりながら展開する唐草が二転する。1008 は下向きの

三葉文様を中心飾りに持つ。細く巻きの強い唐草が二転する。

SK1200

1009、1010 は軒丸瓦である。1009 は８個の珠文と尾が長細く頭部との境界が明瞭な巴文を持つ。瓦当

に占める范の面積が狭い。1010 は 15 個の珠文と細長い巴文を持つ。

1011 は軒桟瓦である。丸瓦部は、７個の珠文に巴文が組み合わさる。平瓦部は、波のような入り組ん

だ唐草文様が施される。いずれもキラコの使用が認められる。

SK1220

1012、1013 は軒丸瓦である。1012 は、８個前後の珠文が復元でき、細い巴文が取り付く。凹面にはナ

デが及ぶが、それらに切られゴザ目が残る。1013 は 10 個の珠文と、太く短い巴文を持つ。

1014 は軒平瓦である。細い唐草が二転する。

SK1277

1015 は軒平瓦である。中心飾りは菊花文であり、三転する唐草を持つ。瓦当部に菊花状の刻印を持つ。

SK1240

1016 は丸瓦である。凹面にはゴザ目が残り、凸面はナデを施す。
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SD1279

1017 ～ 1020 は軒丸瓦である。1017 は橘文を持つ。丸亀城下では、家老の多賀家の家紋にあたる。1018

は８個の珠文を持ち、短い巴文を持つ。1019 は７個の珠文と、頭部との境界が明瞭な尾部を持つ巴文

様をもち、巴文の尾部は連結し、圏線状になる。1020 は 12 個前後の珠文を持つ。圏線状に巴文の尾部

が回る。珠文のうち一つが鍵型となる。

SK1285

1021 は軒平瓦である。中心飾りは不明であるが、二転する唐草を持つ。

SK1287

1022、1023 は軒丸瓦である。1022 は 14 個前後の珠文が復元でき、巻きが強く、尾の長い巴文がみられ

る。1023 は 12 個前後の珠文が復元され、頭部が大型化した巴文を持つ。

SK1288

1024 は軒丸瓦である。珠文の数は復元が難しいが、珠文間の間隔が広いことは確認できる。珠文のう

ち一つが鍵型のものが存在する。1020 とは范傷の不一致や珠文数の違いからも同范とは言えない。

SK1290

1025 は軒丸瓦である。８個の珠文と、頭部が大きく細い尾が連結し圏線状になる巴文を持つ。

SK1321

1026 は軒丸瓦である。８個の珠文と、尾がつながり圏線状になる巴文を持つ。

1027 は軒平瓦である。中心飾りは渦文であり、渦文に近い巻きの強い唐草が回る。瓦当文様に沿うよ

うに、范を切り取って使用している。

SK1359

1028 ～ 1030 は軒丸瓦である。1028 は８個の珠文と、尾がつながり圏線状になる巴文を持つ。1029 は

数は不明であるが、やや大きめの珠文をもち、巴文は、頭部と尾部の境界が明瞭である。1030 は 10 個

の珠文をもち、それぞれの間隔が短い。

1031 は軒平瓦である。中心飾りは蔦葉であり、太く巻きの強い唐草が二転する。

SX1262

1032 は軒丸瓦である。8 個の珠文と、頭部が小さく尾が長い巴文を持つ。

1033 は菊丸瓦である。16 の花弁をもつ。

1034 は軒平瓦である。中心飾りはおそらく宝珠文であり、唐草が展開する。

SX1267

1035、1036 は軒丸瓦である。1035 は 12 個の珠文を持ち、珠文も小さい。巴文は細い尾がつながり圏線

状になる。1036 は８個前後の珠文が復元され、巴文を持つ。丸瓦部の凸面に記号のような刻印を持つ。

1037 は軒平瓦である。中心飾りは部分的にしか確認できず明言できない。直線的に屈曲する唐草を持つ。

SX1286

1038 は軒丸瓦である。８個の珠文と、頭部の小さい巴文を持つ。

SX1372

1039 は軒丸瓦である。７個の珠文と、尾がつながり圏線状になる巴文を持つ。瓦当面に占める范の割

合が低い。

SD2012
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1040 は軒平瓦である。中心飾りに菊花文をもち、葉の表現の外側に唐草が一転する。瓦范を文様に合

わせて切り取っている。

SD2162

1041 は軒丸瓦である。15 個の珠文と、尾がつながり圏線状になる巴文を持つ。

1042～1044は軒平瓦である。1042は中心に一つ巴をもち、先端にこぶを持つ唐草と三角形の文様が伴う。

それらに沿う形で瓦范が切り取られている。1042 は 1043 と中心飾りや唐草の特徴が一致する。1044 は、

中心文様は三葉文のような文様である。二転する唐草が伴うと想定される。

SD2183

1045 は軒丸瓦である。７個前後の珠文と、巻きが強く尾が短い巴文を持つ。

SE2166

1046 ～ 1050 は軒丸瓦である。1046 の瓦当部はほとんど欠損している。丸瓦部の凹面はゴザ目がわずか

に残る。1047 は 8 個の珠文と、巻きが弱く尾の短い巴文を持つ。1048 は 10 個の珠文と、頭部の小さい

巴文を持つ。1049 は 10 個前後の珠文が復元でき、頭部が大きく尾の短い巴文を持つ。1050 は 10 個前

後の珠文が復元できる。巴文の残存はよくないが、尾が隣接する巴に接する。

1051 ～ 1053 は軒平瓦である。いずれも中心飾りは蔦葉文様であり、二転する唐草を持つが、蔦葉自体

の形態、唐草の巻きの状況、瓦当幅は異なる。

SK2028

1054 ～ 1058 は軒丸瓦である。1054、1057 は京極家の家紋である隅立結文をかたどっている。1055 は

７個の珠文と、尾がつながり圏線状になる巴文を持つ。珠文の細さや巴文の頭部の小ささなどが特徴的

である。1056 は珠文と細く長い尾の巴文を持つ。1058 は珠文を８個持ち、それぞれの間隔が狭い。巴

文は頭部が大きく、尾は短い。1059、1060 は軒平瓦である。1059 は中心飾りが宝珠で、巻きが弱く直

線的に展開する唐草が二転する。1060 は中心に京極家の家紋である平立て四ツ目結文を持つ。

SK2057

1061 は軒平瓦である。中心に宝珠文をもち、唐草は途中にこぶを持ちながら二転する。キラコを用い

ている。

SK2060

1062 ～ 1064 は軒丸瓦である。いずれも尾がつながり圏線状になる巴文を持つ。1062 は７個の珠文を持

つ。1063 は珠文が８個復元できる。1064 は８個の珠文を持つ。1065、1066 は軒平瓦である。1065 は強

く巻く唐草が二転する。瓦当部にはキラコが確認できる。1066 は巻きの強い唐草が二転する。唐草に

合わせて范の下側を切っている。

SK2062

1067 は鳥衾瓦である。山崎家の家紋である扇文を施す。遺構の埋没は間違いなく 19 世紀以降に下るこ

とから、混入の可能性が高い。

1068 は軒丸瓦である。12 個の珠文を持ち、珠文間の間隔は狭い。1069 は軒平瓦である。蔦葉文を中心

飾りとし、二転する唐草を持つ、唐草は外側のものについては、先端がけば立ったように分かれる。

SK2068

1070、 1071 は軒丸瓦である。1070 は珠文を８個持ち、長い尾の巴文を持つ。1071 は 12 個の珠文を持ち、

小さな頭部に長い尾を持つ巴文が確認できる。
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SK2098

1072 は軒平瓦である。中心飾りは不明であるが、同方向に二転する唐草を持つ。

SK2099

1073、1074 は軒平瓦である。1073 は半裁された花文を中心飾りとし、巻きの強く細い唐草を持つ。

1074 は上り三葉文を中心飾りとし、巻きが弱く直線的に伸びる唐草が二転する。

SK2102

1075 は軒丸瓦である。12 個の珠文と、頭の大きな巴文を持つ。瓦当面に対しての范の面積が狭い。

1076 は軒平瓦である。花文を中心飾りとし、細い唐草が二転する。

SK2103

1077 は軒丸瓦である。10 個前後の珠文が復元でき、細長い巴文を持つ。

SK2112

1078、1079は軒平瓦である。1078は蔦葉文様を中心飾りとし、二転する唐草を持つ。外側の唐草の先端は、

けば立ったように 3 つに分かれる。1079 の中心飾りは不明であるが、細い唐草が二転する。

SK2121

1080、1081 は軒丸瓦である。1080 は 12 個の珠文と、頭の小さい巴文を持つ。1081 は８個の珠文と頭

部が大きく短い巴文を持つ。

1082 ～ 1090 は軒平瓦である。1082 は宝珠文を中心飾りとするが、ほかの宝珠文のものに比べ唐草等

が特徴的である。1083 ～ 1088 は、蔦葉を中心飾りとする。唐草が二転することも共通するが、1083、

1087 のように、外側の唐草の先端がけば立つものと、1084 ～ 1086 のようにしないものの 2 種に大別

される。1089 の中心飾りは不明であるが、細い唐草が二転以上展開する、唐草の形に合わせて范が切

り取られている。1090 は中心飾りが半裁花菱文であり、唐草が二転以上展開する。軒平瓦は、1082、

1089 以外キラコが使用される。1091 ～ 1093 は軒桟瓦である。1091 は丸瓦部のみが残存しており、珠

文が 10 個確認され、頭部の小さい巴文を持つ。1092、1093 はいずれも丸瓦部の瓦当において珠文が省

略されている。1093 は平瓦部も残存しており、波のような表現の文様がともなう。

SK2116

1094 ～ 1096 は軒丸瓦である。1094 は珠文が 12 個前後に復元でき、頭部の大きな巴文を持つ。1095 は

12 個の珠文と短い巴文を持つ。1096 は京極家の家紋である隅立結文を文様とする。

1097 ～ 1099 は軒平瓦である。1097 は下り三葉文を中心飾りとし、巻きが弱く直線的に二転する唐草を

持つ。1098 の中心飾りは不明である。細い唐草が二転する。1099 は蔦葉文様を中心飾りとし、二転す

る唐草を持つ。外側の唐草は先端がけば立ったように 3 つに分かれる。

SK2128

1100 は軒平瓦である。宝珠を中心飾りとし、途中で枝分かれする唐草が展開する。

SK2171

1101 は軒丸瓦である。11 個の珠文と、巻きの強い巴文を持つ。

1102 は軒平瓦である。半裁花菱文を中心飾りとし、巻きの弱い唐草をもつ。

SK2176

1103、1104 は軒平瓦である。1103 の中心飾りは不明であり、細い唐草のみが確認できる。1104 は花文

を中心飾りとし、唐草が展開するが詳細は不明である。
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SK2189

1105は軒丸瓦である。９個の珠文と、尾がつながり圏線状になる巴文を持つ。1106、1107は軒平瓦である。

1106 の中心飾りは不明である。瓦当部に刻印を持つ。1107 は半裁花菱文を中心飾りとする。二転する
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第 138図　出土瓦１
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唐草を持つが、いずれも巻きが弱く、高松城下などで見られる例とは形状が異なる。

SK2207

1108 は軒丸瓦である。10 個の珠文と、細い巴文をもつ。

SK2224

1109 は軒丸瓦である。８個前後の珠文が復元される。長い尾の巴文を持つ。

SX2067

1110 は軒丸瓦である。８個の珠文と頭部が大きく尾が短い巴文を持つ。

SX2133

1111 は軒丸瓦である。８個の珠文と、頭部が大きく尾が短い巴文を持つ。

SD2162

SE2166
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SK3018　

1112、1113 は軒平瓦である。1112 はおそらく菊花文を中心飾りとする。巻きが弱く、一回しか展開し

ない唐草を持つ。1113 も 1112 と同様の唐草文を持つが、中心飾りは不明である。瓦当の深さが他の軒

平瓦に比べて浅い。

SK3021

1114 は軒丸瓦である。18 個の珠文を持つ。巴文は、瓦当部の中心から外に向かって開くような形態を

とる。

1115、1116 は軒平瓦である。1115 は上り三葉文であり、文様が明瞭ではないが、唐草が少なくとも二

転する。瓦当の高さが極端に低い。1116 の中心飾りは不明である。細い唐草が展開する。
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丸亀城跡（大手町地区）（香川県埋蔵文化財センター 2018）
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遺構外出土

ここでは、遺構検出時や、攪乱土から出土した瓦を報告する。

1117 と 1118 は軒丸瓦である。1117 は 17 個の珠文を持ち、頭部が小さく尾が長く円形に回る巴文を持

つ。1118 は８個の珠文をもち、つながった尾部が圏線状になる巴文をもつ。1119 ～ 1121 は軒平瓦であ

る。1119、1120 はいずれも渦文を中心飾りとする。范の四隅の角が丸くなっており、一部文様が切れ

ている部分もある。

1121 は十字の文様を中心飾りとしている。細い唐草が二転する。
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丸亀城跡（大手町地区）（香川県埋蔵文化財センター 2018）
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第４章　自然科学分析の成果

第１節　丸亀城跡（大手町地区）のテフラ層　　　　　　　　　　　

                                                                                                      　　　　　( 株 ) イビソク

1．はじめに

　今回調査地は、丸亀市北部に位置する亀山（史跡丸亀城跡）の北西に位置する。調査では、整地層や

下位の基盤層が確認された。ここでは、整地層と下位 3 ～ 6 層の堆積物について鉱物分析を行い、テフ

ラについて検討した。

2．試料と方法

　分析試料は、東西断面から採取された、整地層 1 点（分析 No.1）、基盤層 3 ～ 6 層（分析 No.2 ～ 9）

の合計 9 試料である（表 1）。

表 1　分析試料とその特徴
分析 No. 遺跡名 層位 時期 試料 No. 採取 No. 試料の特徴

1

丸亀城跡

（大手町地区）

整地層 近世 火山灰 01 a 褐灰色（7.5YR 6/1）シルト
2 3 層 － 火山灰 02 b 明褐灰色（7.5YR 7/1）粘質土
3 火山灰 03 c 明褐灰色（7.5YR 7/1）粘質土
4 4 層 － 火山灰 04 d 明黄褐色（10YR 6/6）シルト
5 5 層 － 火山灰 05 e 橙色（7.5YR 6/8）シルト
6 火山灰 06 f 橙色（7.5YR 6/8）シルト
7

6 層 －
火山灰 07 g 灰褐色（7.5YR 6/8）粘質土

8 火山灰 08 h 灰褐色（7.5YR 6/8）粘質土
9 火山灰 09 i 灰褐色（7.5YR 6/8）粘質土

　各試料は、湿重で 11 ～ 17g 程度を秤量した。各試料は、1 φ（0.5mm）、2 φ（0.25mm）、3 φ（0.125mm）、

4 φ（0.063mm）の 4 枚の篩を重ね、湿式篩分けをした。4 φ篩残渣について、重液（テトラブロモエタン、

比重 2.96）を用いて重鉱物と軽鉱物に分離した。軽鉱物は、水浸の簡易プレパラートを作製し、軽鉱物

組成と火山ガラスの形態分類を行った。火山ガラスの形態は、町田・新井（2003）の分類基準に従って、

バブル（泡）型平板状（b1）、バブル（泡）型Ｙ字状（b2）、軽石型繊維状（p1）、軽石型スポンジ状（p2）、

第 152図　各試料の含砂率・鉱物組成・火山ガラスの分布図
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急冷破砕型フレーク状（c1）、急冷破砕型塊状（c2）に分類した。重鉱物は、封入剤カナダバルサムを

用いてプレパラートを作製し、斜方輝石（Opx）、単斜輝石（Cpx）、角閃石（Ho）、ジルコン（Ol）、磁

鉄鉱（Mag）を同定・計数した。

各試料の 4 φ篩残渣中の火山ガラスは、横山ほか（1986）に従い、温度変化型屈折率測定装置を用いて

屈折率測定を行った。全体的に火山ガラスが少なかったため、15 ～ 17 粒について測定した。

第 153図　各試料中の火山ガラスの屈折率測定結果
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3．結果

以下に、各試料について、堆積物の特徴、軽鉱物組成、重鉱物組成、火山ガラスの屈折率測定の結果に

ついて述べる。

　堆積物は、整地層、3 層～ 6 層に分層された。

4 φ篩残渣以上の含砂率は、1.09 ～ 12.94% で粘土分が非常に多く、3 層上部（分析 No.2）において極

大値を示す。粒度組成は、いずれの試料も 3 φおよび 4 φ篩残渣が多い（表 2、第 152 図）。

鉱物組成は、整地層および 3 層において軽鉱物の割合が若干高い。重鉱物は、全体的に不明粒子が多く、

その他角閃石や磁鉄鉱も多い。角閃石は 3 層下部（分析 No.3）において極大を示す。

軽鉱物は、不明粒子や石英あるいは長石が多い。火山ガラスは非常に少なく、特定の層準においてピー

クは見られなかったが、バブル（泡）型ガラスが含まれていた。なお、分析 No.1 と分析 No.2 において

淡褐色で薄手のバブル（泡）型ガラスが含まれていた（表 3）。

　火山ガラスの屈折率は、分析 No.1 および No.2 において主に高い値（1.506-1.511）を示す火山ガラス

が含まれていた。また、分析 No.3 ～ No.9 では、主に低い値（1.497-1.500）を示す火山ガラスが含まれ

ていた（第 153 図）。

表 2　テフラ試料の湿式篩分け・重液分離の結果
分析 No. 処理湿重 

重量（g）
砂粒分の粒度組成（重量 g） 重液分離 (g)

1 φ 2 φ 3 φ 4 φ ≧ 4 φ 軽鉱物 重鉱物
1 11.82 0.036 0.136 0.445 0.563 1.181 0.240 0.001 
2 12.94 0.060 0.238 0.958 1.141 2.397 0.458 0.003 
3 11.58 0.008 0.117 0.710 1.035 1.870 0.431 0.002 
4 12.18 0.000 0.034 0.386 1.132 1.553 0.447 0.001 
5 17.08 0.004 0.021 0.160 0.888 1.074 0.510 0.001 
6 15.54 0.001 0.011 0.074 0.310 0.395 0.295 0.002 
7 15.73 0.000 0.003 0.027 0.144 0.174 0.141 0.001 
8 12.06 0.002 0.034 0.147 0.241 0.425 0.238 0.001 
9 15.14 0.000 0.004 0.018 0.319 0.341 0.315 0.001 

表 3　4φ篩残渣中の鉱物組成

分類
群 石英 

(Qu)
長石 
(Pl)

不明 
(Opq)

火山ガラス

ガラス 
合計

軽鉱物 
の合計

重鉱物
重鉱物 
の合計

バブル
（泡）型 軽石型 急冷破砕型

平板状 
(b1)

Y 字状 
(b2)

繊維状 
(p1)

スポ　
ンジ状 

(p2)

フレー
ク状 
(c1)

塊状 
(c2)

斜方輝
石 

(Opx)

単斜
輝石 
(Cpx)

角閃石 
(Ho)

シル
コン 
(Zr)

磁鉄鉱 
(Mg)

不明 
(Opq)分析

№
1 37 55 129 4(2) 4 225 32 6 52 12 56 74 232 
2 36 48 117 3(1) 2(1) 1 6 207 20 12 61 7 37 87 224 
3 21 50 158 3 3 232 22 14 74 16 12 90 228 
4 28 42 142 1 2 3 215 7 3 26 9 3 77 125 
5 35 47 144 1 1 2 228 12 8 18 6 2 145 191 
6 19 68 126 1 1 214 11 8 39 6 15 121 200 
7 26 55 142 3 3 226 5 3 9 2 1 42 62 
8 20 39 163 2 1 3 225 10 7 23 7 4 62 113 
9 15 55 143 3 1 4 217 6 9 25 1 1 66 108 

*　火山ガラスの（）の数字は淡褐色ガラスの個数を示す

4．考察

丸亀城跡（大手町地区）で採取された試料について、鉱物分析と火山ガラスの屈折率測定を行った。

その結果、火山ガラスは、全体的に非常に少なく、特定の層準においてピークは示さなかった。これら

のことから、いずれの試料もテフラ層ではなく、火山ガラスが少量混入した結果と考えられる。

なお、整地層と 3 層上部（分析 No.2）において検出された火山ガラスは、淡褐色で薄手のガラスを含み、

屈折率が主に高い値 1.506-1.511 を示すことから、鬼界アカホヤテフラ（K-Ah）起源の火山ガラスと考
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１．分析NO.2 の軽鉱物　２．分析NO. ９の軽鉱物３．バブル（泡）型Y字状ガラス（NO. ９）４．淡褐色のバブル（泡）型Y

字状ガラス（NO. １）５．斜方輝石（NO. １）６．単斜輝石（NO. １）７．角閃石（NO. １）８．ジルコン（NO. １）

第 154 図　試料中の火山ガラス・鉱物の偏光顕微鏡写真
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えられる。ただし、3 層の分析 No.2 または No.3 は、鬼界アカホヤテフラ（K-Ah）起源の火山ガラスを

含むことから、3 層が鬼界アカホヤテフラ（K-Ah）降灰以降の堆積層と考えられる。

また、分析 No.3 ～ No.9 において検出された火山ガラスは、屈折率が主に低い値（1.497-1.500）を示す

ことから、姶良 Tn 火山灰（AT）起源の火山ガラスと考えられる。

　以下に、鬼界アカホヤテフラ（K-Ah）と姶良 Tn 火山灰（AT）の概略について述べる。

鬼界アカホヤテフラ（K-Ah）は、南九州鬼界カルデラから約 7,300 年前に噴出した降下軽石、火砕流

堆積物とその降下火山灰をさす。このテフラは、輝石デイサイト質のガラス質テフラで、部層により大

差なくほぼ均質である。バブル型の多い火山ガラスは、姶良 Tn テフラ（AT）のそれに比べると、薄

手で淡褐色を帯びるものがあり、屈折率もかなり高く、広いレンジをもつ（1.508-1.516）。もっとも、

完全には水和していないガラスの継目などガラスの厚い部分の屈折率は低く、1.500 前後のものまであ

る（町田・新井，2003）。

姶良 Tn 火山灰（AT）は、町田・新井（2003）によると、南九州姶良カルデラを噴出源として噴出し

た降下軽石、巨大火砕流堆積物とその降下火山灰である。一連の噴火は、まず大規模なプリニアン噴火

にはじまり、多量の大隅降下軽石をもたらし、続いて水蒸気マグマ噴火による火砕流、妻屋火砕流堆積

物が噴出し、わずかな時間間隙をおいて破局的噴火により入戸火砕流堆積物と呼ばれる膨大なテフラが

噴出した。AT 火山灰は、主にこの火砕流の上部を占めていた多量の火山灰が風に送られて広大な範囲

に降下堆積した火山灰とされる。この AT 火山灰は日本列島をすっぽり覆い、日本海全域、朝鮮半島、

東シナ海、太平洋四国海盆を広く覆っている。分布面積は 4 × 106㎢以上で、1,400km の遠方でも認め

られる。また、このテフラは輝石流紋岩質の火山ガラスに富むテフラで、部層にかかわりなくきわめて

均質である。火山ガラスは A-Os（大隅降下軽石）の場合、ほとんど軽石型であるが、他の部層はいず

れも透明なバブル型が主体をなす。火山ガラスの屈折率は範囲：1.498-1.501（最頻値：1.499-1.500）で、

きわめて狭い範囲を示し、均質な巨大マグマが一気に噴出した様子を暗示する。なお、水月湖クロノロ

ジーに基づいた年代は、30,009 ± 189(2 σ ) SG062012 yr BP である（Smith et al., 2013）。

引用文献

町田　洋・新井房夫（2003）新編火山灰アトラス．東京大学出版会，336．

Smith V. C., Staff R. A., Blockley S. P. E., Bronk Ramsey C., Nakagawa T., Mark D. F., Takemura K., 

Danhara T., Suigetsu 2006 Project Members（2013）Identification and correlation of visible tephras 

in the Lake Suigetsu SG06 sedimentary archive, Japan: chronostratigraphic markers for synchronising 

of east Asian/west Pacific palaeoclimatic records across the last 150 ka. Quaternary Science Reviews, 

67, 121-137.
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第２節　丸亀城跡（大手町地区）出土の動物遺存体と資源利用について

　広島大学総合博物館　石丸恵利子

（１） はじめに

　丸亀城跡（大手町地区）の調査において、複数の土坑や溝などが検出され、それらの遺構埋土からは

貝類や骨類などの動物遺存体が出土した。調査区は、丸亀城絵図などによると中級・上級家臣の屋敷地

にあたることから、本資料は当時の動物資源利用や食文化の様相を知るうえで、非常に貴重な資料だと

言える。また、丸亀城に関連する動物遺存体についての初めての報告でもある。現場で目視によって採

集された資料のみではあるが、出土した動物相や部位を報告するとともに、その特徴から丸亀城におけ

る動物資源利用の一端を考察してみたい。

（２） 出土した動物の種類と部位

　資料は貝類と骨類に大別され、表４に記した貝類 11 種、魚類 1 種、鳥類 2 種、哺乳類 3 種を確認す

ることができた（不明種の数を除く）。貝類が多く確認され、巻貝（腹足綱）約 100 点、二枚貝（二枚

貝綱）約 320 点を数えた（小破片の数を除く）。骨類は少量で、魚類 4 点、鳥類 7 点、哺乳類 15 点のみ

であった。以下、分類群ごとにそれらの概要を記す。各資料の部位名や計測値などの観察事項について

は表５・６に記した。

貝類　最も多く確認されたのはアサリで、約 300 点（最小個体数 156）を数えた。出土した二枚貝のほ

とんどをアサリが占めている。次いで多く確認されたのはアカニシの 94 点（最小個体数 76）で、巻貝

のほとんどがアカニシであった。そのほかの種としては、ハマグリ 10 点（最小個体数 6）、イタボガキ

科の一種 5 点（最小個体数 3）、フネガイ科の一種 4 点（最小個体数 2）、サザエ 3 点（最小個体数 2）、

イタヤガイ 3 点（最小個体数 2）、シジミ科の一種 3 点（最小個体数 2）、テングニシ 1 点、ムカデガイ

科の一種 1 点、コシダカガンガラ 1 点を確認することができた。イタボガキ科の一種にはイワガキかマ

ガキの可能性があるものを含み、またフネガイ科の一種としたものの中にはクマサルボウを 1 点確認す

ることができた。ムカデガイ科の一種としたものは、オオヘビガイの可能性が高いものである。

　貝類の主体を占めるアサリとアカニシの大きさの特徴は、計測可能資料のみでの比較ではあるが、ア

サリは殻長 30 ～ 34㎜（全体の 33％）のものが最も多く、殻長 25 ～ 29㎜（28％）、35 ～ 39㎜（19％）

のものがそれに次いで多く確認できた。30㎜前後のものが主体を占めることがうかがえる。アカニシは、

殻長 120 ～ 129㎜（29％）のものが最も多く、110 ～ 119㎜（20％）、130 ～ 139㎜（16％）のものがそ

れに次ぎ、120㎜前後ものが主体を占めることが指摘できる。

魚類　目視のみによる資料採取のため微細な骨類は見落とされている可能性が高いが、スズキ属の擬鎖

骨 1 点と、種不明魚類の擬鎖骨、椎骨、第 2 臀鰭棘各 1 点を確認することができた。種不明の各資料に

ついては、スズキの標本と比較したところ類似する形態ではあるが完全には一致するものではなかった

ため、不明魚類とした。
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鳥類　カモ科の上腕骨 1 点とカラス科の上腕骨 2 点および足根中足骨 1 点を確認することができた。そ

のほか、種不明の大腿骨 2 点と上腕骨 1 点も確認され、それらの中にはキジやヤマドリよりも大型のも

のが含まれており、カモ科とカラス科以外の種も利用されていた可能性が指摘できる。いずれの資料に

おいても、解体痕などの人為的な痕跡は確認できなかった。

哺乳類　ノウサギの脛骨や基節骨などの複数部位 7 点、イノシシ類の脛骨と第 3 中手骨各 1 点、ニホン

ジカの下顎骨と中足骨、橈骨を各 1 点確認した。ノウサギのほとんどが SX1267 からまとまって出土し

ており、それらは同一個体のものである可能性が高い。イノシシ類についてはイノシシかブタかを判断

することはできなかったためイノシシ類としたが、第 3 中手骨は近位と遠位いずれも端部が化骨済で、

遠位端が未化骨の第 3 後臼歯未萌出の 19 ～ 20 ヶ月齢の雄の現生標本よりもやや大きなものであった（林

ほか 1977）。脛骨の近位端は未化骨の若い個体のものであるが、前述の同一骨格標本よりも大型の個体

であった。ニホンジカの下顎骨は、第 1 後臼歯（M1）の摩滅指数が 2 でやや摩滅が進んでおり、4 歳

以上の個体である可能性指摘できる（大泰司 1980）。

（３） 丸亀城における動物資源利用

各遺構出土動物相の特徴

17 世紀後半（SD2162・SK3018）

　調査区の中央にあたる SD2162 と SK3018 から貝類 1 種と哺乳類 1 種が出土している。SD2162 では

アカニシのみ 17 点（最小個体数 8）、SK3018 ではニホンジカの下顎骨と中足骨を確認することができた。

動物遺存体が出土した遺構数は少なく、出土量や動物相も全体から占める割合は少ない点が指摘できる。

18 世紀後半（SD2183・SK1191・SK1239・SK2081・SX2165）

　調査区の南方に位置する 5 遺構において、貝類 2 種と魚類 1 種、鳥類 2 種、哺乳類 2 種が出土してい

る。SD2183 からはノウサギの脛骨が 1 点出土している。SK1191 からカモ科の上腕骨と不明鳥類の大

腿骨が各 1 点、アサリ 8 点（最小個体数 5）とアカニシ 10 点（小破片除く：最小個体数 8）が確認され、

SK1239 からはイノシシ類の第 3 中手骨が 1 点確認された。また、SK2081 ではアカニシ 1 点、SX2165

では魚類の椎骨が確認されたが種は明らかにできなかった。動物の種数および出土量に増加が認められ

る。

19 世紀初頭（SK1200・SK2060・SX1267・SX1276）　

　調査区の東寄りの 4 遺構から貝類 2 種、哺乳類 1 種が出土している。SX1276 と SK2060 からはアカ

ニシが各 1 点、SK1200 からはアサリとアカニシが各 1 点、SX1267 からはアカニシ 1 点に加えてノウ

サギの脛骨や基節骨などの複数部位が 6 点出土している。

19 世紀前半（SK1359・SK2028・SK2068・SK2111・SK2121・SX1016・SX2067 など 15 遺構）　

　19 世紀前半になると、調査区の西半部や東半部の南側を中心とした広い範囲にわたる複数の遺構か

ら、貝類 11 種、魚類 1 種、鳥類 1 種、哺乳類 2 種の動物遺存体が確認され、動物相が多様になり出土

量も多くなる点が指摘できる。最も多くの骨類が出土したのは SK1359 で、不明魚類の擬鎖骨と棘（第
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2 臀鰭棘）を各 1 点、カラス科の上腕骨 2 点と足根中足骨 1 点の計 3 点、不明鳥類の上腕骨 1 点、イ

ノシシ類の脛骨 1 点、ニホンジカの橈骨 1 点を確認することができた。そのほか、SK1188 からは不明

鳥類の大腿骨 1 点、SX1016 からはスズキ属の擬鎖骨が 1 点出土している。貝類については、SK2111・

SK2068・SK2121 などで多様な貝類が出土している。SK2111 では、アサリ 101 点（最小個体数 50）、

アカニシ 8 点（最小個体数 5）、ハマグリ 3 点（最小個体数 2）、テングニシ 1 点、サザエ 1 点など 9 種

を確認することができた。SK2068 では、アサリ 138 点（最小個体数 70）、アカニシ 11 点（最小個体数 8）、

ハマグリ 6 点（最小個体数 3）、フネガイ科 3 点（最小個体数 2）、サザエ 1 点の 5 種を、また SK2121 では、

アサリ 44 点（最小個体数 24）、アカニシ 15 点（最小個体数 14）、イタボガキ科 2 点（最小個体数 1）、

ヤマトシジミ 1 点の 4 種を確認することができた。19 世紀前半になると多様な貝の利用が認められる点、

アサリが多くを占めるようになる点、動物遺存体の出土する遺構の数も多く調査区全体に広く分布する

点が特徴として指摘できる。

解体・調理・加工の特徴　

　出土した資料のうち、人為的な利用の痕跡が確認できたものとしては、骨類に認められる解体痕とア

カニシに開けられた小さな孔があげられる。解体痕は、魚類 2 点とイノシシ類 2 点に確認することがで

きた。種不明魚類の第 2 臀鰭棘には、両端部が鋭い刃物で切断されたと考えられる痕跡が認められ、ス

ズキ属の擬鎖骨では、後方端部に切断の痕跡が観察された。いずれも、内臓を取り除く際や頭部と体部

を切り離すなどの解体・調理の過程で刃物によって切断された痕跡だと考えられる。イノシシ類では、

第 3 中手骨の骨幹部に長軸に対して垂直方向に切創が観察でき、脛骨の骨幹部に打ち割ったと考えられ

る痕跡を確認することができた。

　また、アカニシには、殻軸と殻体が残存し完形に近い資料 61 点のうち、42 点（69％）に小孔を確認

することができた。孔は、殻体の中央辺りの軸唇に近い部分に開けられたものが多く、そのうち 4 点で

は殻体部に 2 つの孔が開けられたものも確認された。同様な痕跡は高松城跡から出土したアカニシにも

確認できているが、点数的にはアカニシ出土量全体の 10％程度に限られ、丸亀城跡から出土したアカ

ニシに顕著な特徴だと言える。これらの痕跡は、アカニシの殻が蛸壺漁に用いられたことを示す可能性

が高い。18 世紀の終わり（江戸時代）に刊行された『日本山海名産図会』には、高砂（兵庫県）の海

ではアカニシの殻がイイダコ漁に用いられていることが描かれており、香川県の高見島や小手島では現

在もアカニシによるイイダコ漁が行われている。なお、穿孔が認められる資料は、大坂城址や高松藩や

佐賀藩などの大坂蔵屋敷跡などでも確認されているが、それらの資料においては調理痕の可能性が指摘

されている（松本ほか 2012、池田 2006）。大坂城跡出土の資料に認められる孔は非常に大きなもので、

丸亀城跡出土の資料とは孔の形態が異なることが指摘できる。もちろん食料としても食されたアカニシ

も含まれていると考えられるが、孔の開いている資料においては、瀬戸内海対岸にある高砂でのイイダ

コ漁の記録や非常に近距離にある高見島や小手島に残るアカニシによるイイダコ漁の存在から、蛸壺と

してイイダコ漁に使用されていたものである可能性が高いと言える。本調査区は、丸亀城の内堀と外堀

の間に位置し、内堀に面する屋敷地であることから、どのような経緯でこれらのアカニシが土坑に廃棄

されたのか、中級・上級家臣の生業や食環境を知るうえで興味深い資料だと言える。高見島などでイイ

ダコ漁に使用されているアカニシのどの部分に孔があけられているのか調査することや、高松城跡や大

坂城跡から出土した資料との比較などによって、丸亀城から出土したアカニシの利用形態の解明につな
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がることが期待される。

（４） まとめ

　以上のように、丸亀城跡における 17 世紀後半から 19 世紀前半において利用された動物資源の一部を

明らかにすることができた。貝類はアカニシとアサリを主体に、ハマグリやサザエなどの多くの種類を

利用していたことを確認することができた。時期的な変遷を見ると、アカニシはすべての時期を通して

確認できたが、19 世紀前半になるとアサリが主体を占める遺構が多く確認されるようになり、19 世紀

初頭以降に沿岸部の海洋環境に変化があった可能性、あるいは食生活の変化があった可能性などが指摘

できる。また、高松城や徳島城などの城下町遺跡ではヤマトシジミが多く確認されている一方でアサリ

はほとんど確認されていない。丸亀城跡では、ヤマトシジミがほとんど確認されていない一方でアサリ

が多い点では、海洋環境や食環境が異なっていたことも指摘できる。アカニシについては、食用以外の

殻の利用が指摘できるため、丸亀城跡から出土する貝類の分析は、当時の食文化や資源利用の様相を明

らかにするうえで、また周辺の海洋環境やその変化を知るうえで非常に注目される。

　また、骨類については、海産魚類、鳥類、哺乳類をわずかに確認することができたが、スズキ属やカ

モ科、イノシシ類やニホンジカなどのように、いずれも近世城下町から出土することの多い種であると

言える。ただし、高松城や徳島城あるいは瀬戸内海対岸の岡山城などの近隣に位置する近世城下町遺跡

では、多様な魚類を利用していたことが明らかにされており、鳥類や哺乳類についてもより多くの種が

確認されている（石丸 2018、石丸 2016、石丸・松井 2001）。例えばマダイなどのタイ類は、近世にお

いて最も多く出土する種のひとつであるが、これらの資料は今回確認することができなかった。丸亀城

跡においても同様な資料が残されている可能性がある。他の城下町と同様な魚類や哺乳類を利用してい

たのか、あるいはタイ類は利用していなかったなどのように資源利用に異なる特徴が認められるのかを

明らかにする上でも、丸亀城跡での今後の調査においては、特に動物遺存体の出土に注視し、遺構の土

壌を水洗選別するなどして微細な資料を採集することが期待される。
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5,23	不明魚類	14	スズキ属　2	カモ科　7,8	カラス科　9	カラス科 ?　1,3,10	不明鳥類　　

15～ 19,22	ノウサギ　13,24,25	ニホンジカ　4,11,12	イノシシ類

189,190 アサリ　348ハマグリ　398イタボガキ科　46ムカデガイ科　48,419 イタヤガイ　

209フネガイ科　　327,208 クマサルボウ　344	テングニシ　211,214,421 アカニシ

第 155 図　出土貝類

第 156図　出土動物骨



－　　－175

第 4章　自然科学分析の成果

S
X
1
2
7
6

S
X
1
2
7
6

S
X
2
0
6
7

S
X
2
0
6
7

S
K
2
1
1
6

S
K
2
1
1
6

S
X
2
0
3
1

S
X
2
0
3
1

S
K
1
1
8
8

S
K
1
1
8
8

S
K
1
1
9
1

S
K
1
1
9
1

S
K
1
2
0
0

S
K
1
2
0
0

S
X
1
0
1
6

S
X
1
0
1
6

S
K
1
2
4
1

S
K
1
2
4
1

S
X
1
2
6
7

S
X
1
2
6
7

S
K
1
3
5
9

S
K
1
3
5
9

S
K
1
2
3
9

S
K
1
2
3
9

S
K
2
0
2
8

S
K
2
0
2
8S
K
2
0
5
7

S
K
2
0
5
7

S
K
2
0
5
3

S
K
2
0
5
3

S
K
2
0
5
9

S
K
2
0
5
9S
K
2
0
6
4

S
K
2
0
6
4

S
K
2
0
6
0

S
K
2
0
6
0

S
K
2
0
6
1

S
K
2
0
6
1

S
K
2
0
6
8

S
K
2
0
6
8

S
K
2
0
8
1

S
K
2
0
8
1

S
K
2
1
1
2

S
K
2
1
1
2

S
K
2
1
1
1

S
K
2
1
1
1

S
K
2
1
2
1

S
K
2
1
2
1

S
X
2
1
6
5

S
X
2
1
6
5

S
D
2
1
8
3

S
D
2
1
8
3

S
K
2
0
6
2

S
K
2
0
6
2

S
K
3
0
1
8

S
K
3
0
1
8

S
D
2
1
6
2

S
D
2
1
6
2

（
1/

30
0）

0
10

ｍ

第 157図　動物遺存体出土遺構
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表 5　丸亀城跡（大手町地区）　出土動物骨・魚骨

整理
番号

調査
区名 遺構名 層位 分類群 種名 部位 部分 左右 備考 計測値（㎜） 時期GL Bp Bd

1 1 区 SK1188 掘方 鳥綱 不明 大腿骨 遠位 右 やや大型（キジ、ヤ
マドリより大） 19.83 19 世紀前半

2 1 区 SK1191 2 層 鳥綱 カモ科 上腕骨 近位部～遠位 右 14.69 18 世紀後半

3 1 区 SK1191 2 層 鳥綱 不明 大腿骨 近位～遠位 右 オナガガモより大、
Lm:51.54 53.29 8.97 9.07 18 世紀後半

4 1 区 SK1239 - 哺乳綱 イノシシ類 第３中手骨 左 近位・遠位化骨済、
骨幹部に解体痕あり 67.56 16.22 17.15 18 世紀後半

5 1 区 SK1359 1 層
上位 硬骨魚鋼 不明 擬鎖骨 左 スズキに似るがやや

異なる 19 世紀前半

6 1 区 SK1359 1 層 硬骨魚鋼 不明 第 2 臀鰭棘？ 先端部破損、基部側
切断？ 19 世紀前半

7 1 区 SK1359 - 鳥綱 カラス科 上腕骨 近位 右 ８と同一個体か？ 19.59 19 世紀前半
8 1 区 SK1359 1 層 鳥綱 カラス科 上腕骨 左 ７と同一個体か？ 70.62 19.51 19 世紀前半
9 1 区 SK1359 1 層 鳥綱 カラス科？ 足根中足骨 右 63.56 10.06 8.08 19 世紀前半
10 1 区 SK1359 2 層 鳥綱 不明 上腕骨 近位部 右 19 世紀前半
11 1 区 SK1359 1 層 哺乳綱 イノシシ類 脛骨 近位端 左 近位端　未化骨 51.6 19 世紀前半

12 1 区 SK1359 1 層
上位 哺乳綱 イノシシ類 脛骨 近位 左 11 と 接 合　 打 ち 割

り痕あり 19 世紀前半

13 1 区 SK1359 1 層 哺乳綱 ニホンジカ 橈骨 骨幹部 19 世紀前半
14 1 区 SX1016 - 硬骨魚鋼 スズキ属 擬鎖骨 左 後方端部切断痕あり 19 世紀前半
15 1 区 SX1267 2 層 哺乳綱 ノウサギ 脛骨 遠位 右 15.64 19 世紀初頭
16 1 区 SX1267 2 層 哺乳綱 ノウサギ 第 2 もしくは第 5 中足骨 19 世紀初頭
17 1 区 SX1267 2 層 哺乳綱 ノウサギ 第 3 もしくは第４中足骨 19 世紀初頭
18 1 区 SX1267 2 層 哺乳綱 ノウサギ 基節骨 19 世紀初頭
19 1 区 SX1267 2 層 哺乳綱 ノウサギ 中節骨 19 世紀初頭
20 1 区 SX1267 2 層 哺乳綱 ノウサギ 中足骨？ 骨幹部 19 世紀初頭
21 1 区 SX1267 2 層 哺乳綱 不明 四肢骨 骨幹部 19 世紀初頭
22 2 区 SD2183 - 哺乳綱 ノウサギ 脛骨 近位～骨幹部 右 17.13 18 世紀後半
23 2 区 SX2165 - 硬骨魚鋼 不明 椎骨 腹椎 18 世紀後半

24 3 区 SK3018 - 哺乳綱 ニホンジカ 下顎骨 下顎体 左 P2 ～ M1 
M1 の摩滅指数２ 17 世紀後半

25 3 区 SK3018 1 層 哺乳綱 ニホンジカ 中足骨 近位～骨幹部 右 17 世紀後半

表４　出土動物遺存体種名一覧	 	 	 	 	 	
門 綱 目 科 属 / 種

軟体動物門
Mollusca

腹足綱
Gastropoda

古腹足目
Vetigastropoda

ニシキウズガイ科
Trochidae

コシダカガンガラ？
Omphalius rusticus

サザエ科
Turbinidae

サザエ
Turbo cornutus

盤足目
Discopoda

ムカデガイ科の一種
Vermetidae gen. et sp. indet.

新腹足目
Neogastropoda

アッキガイ科
Muricidae

アカニシ
Rapana venosa

テングニシ科
Melongenidae

テングニシ
Hemifusus tuba

二枚貝綱
Bivalvia

フネガイ目
Arcoida

フネガイ科
Arcidae

クマサルボウ
Scapharca globosa ursus

　　フネガイ科の一種
　　Arcidae gen. et sp. indet.

カキ目
Ostreoida

イタヤガイ科
Pectinidae

イタヤガイ
Pecten albicans

イタボガキ科の一種
Ostreidae gen. et sp. indet.

マルスダレガイ目
Veneroida

シジミ科
Corbiculidae

ヤマトシジミ
Corbicula japonica

　　シジミ科の一種
　　Corbiculidae gen. et sp. indet.
マルスダレガイ科
Veneridae

アサリ
Ruditapes philippinarum
ハマグリ
Meretrix lusoria

脊椎動物門
Vertebrata

硬骨魚綱
Osteichthyes

スズキ目
Perciformes

スズキ科
Percichthyidae

スズキ属
Lateolabrax sp.

鳥綱
Aves

カモ目
Anseriformes

カモ科の一種
Anatidae gen. et sp. indet.

スズメ目
Passeriformes

カラス科の一種
Corvidae gen. et sp. indet.

哺乳綱
Mammalia

兎目
Lagomorpha

ウサギ科
Leporidae

ノウサギ
Lepus brachyurus

偶蹄目
Artiodactyla

イノシシ科
Suidae

イノシシ類
Sus scrofa

シカ科
Cervidae

ニホンジカ
Cervus nippon

種名表記については、奥谷ほか（2000）、中坊編 (2013)、宇田川 (2006)、阿部ほか (2008) に従った。
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表６　丸亀城跡（大手町地区）　出土貝類

整理
番号

調査
区名 遺構名 層位 大分類 小分類（種名） 部分 左右 備考 計測値（巻貝） 計測値（二枚貝） 時期殻長（㎜）殻幅（㎜）殻長（㎜）殻高（㎜）

1 1 区 SK1191 2 層 二枚貝綱 アサリ 左 ‐ 25.51 18 世紀後半
2 1 区 SK1191 2 層 二枚貝綱 アサリ 右 29.9 24.78 18 世紀後半
3 1 区 SK1191 2 層 二枚貝綱 アサリ 右 22.2 ‐ 18 世紀後半
4 1 区 SK1191 2 層 二枚貝綱 アサリ 右 ‐ 32 18 世紀後半
5 1 区 SK1191 2 層 二枚貝綱 アサリ 右 ‐ ‐ 18 世紀後半
6 1 区 SK1191 2 層 二枚貝綱 アサリ 右 ‐ ‐ 18 世紀後半
7 1 区 SK1191 2 層 二枚貝綱 アサリ 殻体 不明 殻体片 2 点 ‐ ‐ 18 世紀後半
8 1 区 SK1191 2 層 腹足綱 アカニシ - 殻体部破損、孔あり 129.6 116.1 18 世紀後半
9 1 区 SK1191 2 層 腹足綱 アカニシ - 殻体部破損、孔あり 136.7 ‐ 18 世紀後半
10 1 区 SK1191 2 層 腹足綱 アカニシ - ‐ 100 以上 18 世紀後半
11 1 区 SK1191 2 層 腹足綱 アカニシ - 102.8 94.1 18 世紀後半
12 1 区 SK1191 2 層 腹足綱 アカニシ - 殻体部破損 120 以上 ‐ 18 世紀後半
13 1 区 SK1191 2 層 腹足綱 アカニシ 殻軸 - ‐ ‐ 18 世紀後半
14 1 区 SK1191 2 層 腹足綱 アカニシ 殻軸 - ‐ ‐ 18 世紀後半
15 1 区 SK1191 2 層 腹足綱 アカニシ 殻軸 - ‐ ‐ 18 世紀後半
16 1 区 SK1191 2 層 腹足綱 アカニシ 殻体 - 殻体片複数点 ‐ ‐ 18 世紀後半
17 1 区 SK1200 1・2 層 二枚貝綱 アサリ 右 30 23.7 19 世紀初頭
18 1 区 SK1200 1・2 層 腹足綱 アカニシ - 62.9 ‐ 19 世紀初頭
19 1 区 SK1241 2 層 腹足綱 アカニシ - ‐ ‐ 19 世紀前半
20 1 区 SK1241 1・2 層 腹足綱 アカニシ - ‐ 103.5 19 世紀前半

21 1 区 SK1241 1・2 層 腹足綱 アカニシ 殻唇
部片 - ‐ ‐ 19 世紀前半

22 1 区 SX1267 2 層 腹足綱 アカニシ - 殻体部孔あり 130 以上 111 以上 19 世紀初頭
23 1 区 SX1276 - 腹足綱 アカニシ - 殻体部孔あり 131.5 ‐ 19 世紀初頭
24 2 区 SD2162 掘方 腹足綱 アカニシ - 殻体部孔あり 106 以上 ‐ 17 世紀後半

25 2 区 SD2162 掘方 腹足綱 アカニシ - 灰色部あり、殻体部
小孔穴あり 80 以上 80 以上 17 世紀後半

26 2 区 SD2162 掘方 腹足綱 アカニシ - 殻体部欠損 95 以上 ‐ 17 世紀後半
27 2 区 SD2162 掘方 腹足綱 アカニシ - 煤付着、殻体部孔あり 92 以上 ‐ 17 世紀後半
28 2 区 SD2162 掘方 腹足綱 アカニシ - 小型　 ‐ ‐ 17 世紀後半
29 2 区 SD2162 掘方 腹足綱 アカニシ 殻軸 - ‐ ‐ 17 世紀後半
30 2 区 SD2162 掘方 腹足綱 アカニシ - 破片４点 ‐ ‐ 17 世紀後半
31 2 区 SD2162 掘方 腹足綱 アカニシ - 殻体部小孔あり 114 以上 91 以上 17 世紀後半
32 2 区 SD2162 掘方 腹足綱 アカニシ - 破片 ‐ ‐ 17 世紀後半
33 2 区 SD2162 - 腹足綱 アカニシ - 殻体部孔あり 120 以上 ‐ 17 世紀後半
34 2 区 SD2162 - 腹足綱 アカニシ - 破片４点 ‐ ‐ 17 世紀後半
35 2 区 SK2028 - 二枚貝綱 アサリ 右 ‐ ‐ 19 世紀前半
36 2 区 SK2028 黒褐色粘質土 二枚貝綱 アサリ 右 ‐ 29 以上 19 世紀前半
37 2 区 SK2028 黒褐色粘質土 二枚貝綱 イタボガキ科 右 マガキもしくはイワガキ ‐ ‐ 19 世紀前半
38 2 区 SK2028 黒褐色粘質土 腹足綱 アカニシ - 123 以上 ‐ 19 世紀前半
39 2 区 SK2028 黒褐色粘質土 腹足綱 アカニシ 殻軸 - ‐ ‐ 19 世紀前半
40 2 区 SK2028 黒褐色粘質土 腹足綱 アカニシ 殻軸 - ‐ ‐ 19 世紀前半
41 2 区 SK2028 黒褐色粘質土 腹足綱 アカニシ 殻体 - 殻体片２点 ‐ ‐ 19 世紀前半
42 2 区 SK2028 - 腹足綱 アカニシ - 殻体部破損、孔あり 130 以上 118 以上 19 世紀前半
43 2 区 SK2028 - 腹足綱 アカニシ - 殻体部破損、孔あり 115 以上 97 以上 19 世紀前半
44 2 区 SK2028 - 腹足綱 アカニシ - 殻体部破損、孔あり 126 以上 ‐ 19 世紀前半
45 2 区 SK2028 - 腹足綱 アカニシ 殻体 - 殻体片複数点 ‐ ‐ 19 世紀前半
46 2 区 SK2028 - 腹足綱 ムカデガイ科 - オオヘビガイ？ ‐ ‐ 19 世紀前半
47 2 区 SK2053 甕内埋土 二枚貝綱 アサリ 右 破片 ‐ ‐ 19 世紀前半
48 2 区 SK2053 甕内埋土 二枚貝綱 イタヤガイ 右 72 64 以上 19 世紀前半
49 2 区 SK2053 掘方 腹足綱 アカニシ - 殻体部破損、孔あり 108 以上 ‐ 19 世紀前半
50 2 区 SK2057 - 二枚貝綱 アサリ 殻体 不明 殻体片 ‐ ‐ 19 世紀前半
51 2 区 SK2057 - 腹足綱 アカニシ - 90 以上 ‐ 19 世紀前半
52 2 区 SK2057 - 腹足綱 アカニシ 殻体 - 殻体片２点 ‐ ‐ 19 世紀前半

53 2 区 SK2059 2 層
（黒色粘質土）二枚貝綱 アサリ 右 35 以上 28.2 19 世紀前半

54 2 区 SK2059 2 層
（黒色粘質土）二枚貝綱 アサリ 右 55 と合わせ貝 24.9 21.8 19 世紀前半

55 2 区 SK2059 2 層
（黒色粘質土）二枚貝綱 アサリ 左 54 と合わせ貝 ‐ ‐ 19 世紀前半

56 2 区 SK2060 - 腹足綱 アカニシ 殻軸 - ‐ ‐ 19 世紀初頭

57 2 区 SK2061 - 腹足綱 アカニシ - 98 以上 ‐ 18 世紀後半～
19 世紀前半

58 2 区 SK2061 - 腹足綱 アカニシ 殻体 - 殻体片 3 点 ‐ ‐ 18 世紀後半～
19 世紀前半

59 2 区 SK2062 - 腹足綱 アカニシ - 殻体部小孔あり 128 101.8 以上 19 世紀前半
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整理
番号

調査
区名 遺構名 層位 大分類 小分類（種名） 部分 左右 備考 計測値（巻貝） 計測値（二枚貝） 時期殻長（㎜）殻幅（㎜）殻長（㎜）殻高（㎜）

60 2 区 SK2062 - 腹足綱 アカニシ - 殻体部孔あり 115 102 19 世紀前半
61 2 区 SK2062 2 層 腹足綱 アカニシ - 殻体部小孔あり 104.2 73 以上 19 世紀前半
62 2 区 SK2062 2 層 腹足綱 アカニシ - 殻体部小孔あり 129.6 123.2 19 世紀前半
63 2 区 SK2064 下層 腹足綱 アカニシ - 殻体部破損、孔あり 118 99.2 19 世紀前半
64 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 38 以上 32 以上 19 世紀前半
65 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 38 以上 31.2 以上 19 世紀前半
66 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 36.1 26.9 以上 19 世紀前半
67 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 26.2 22.1 19 世紀前半
68 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 30.4 23 以上 19 世紀前半
69 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 26 以上 22 以上 19 世紀前半
70 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 31.7 以上 25 以上 19 世紀前半
71 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 25.5 21.1 19 世紀前半
72 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 22 以上 18 以上 19 世紀前半
73 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 29 以上 25 以上 19 世紀前半
74 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 23.1 以上 20.2 19 世紀前半
75 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 ‐ ‐ 19 世紀前半
76 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 ‐ ‐ 19 世紀前半
77 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 ‐ ‐ 19 世紀前半
78 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 ‐ ‐ 19 世紀前半
79 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 34.9 以上 26.7 19 世紀前半
80 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 34.8 28.1 19 世紀前半
81 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 37.5 28.3 19 世紀前半
82 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 38 以上 28.3 19 世紀前半
83 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 31 以上 25.4 19 世紀前半
84 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 29 以上 24 以上 19 世紀前半
85 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 28.8 21 以上 19 世紀前半
86 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 30.2 以上 23.6 以上 19 世紀前半
87 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 29.9 22.3 19 世紀前半
88 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 24.9 以上 20 以上 19 世紀前半
89 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 23 以上 19.9 19 世紀前半
90 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 25.6 20.4 19 世紀前半
91 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 25.8 以上 21.5 19 世紀前半
92 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 ‐ ‐ 19 世紀前半
93 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 ‐ ‐ 19 世紀前半
94 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 ‐ ‐ 19 世紀前半
95 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 ‐ ‐ 19 世紀前半
96 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 ‐ ‐ 19 世紀前半
97 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 殻体 不明 殻体片 14 点 ‐ ‐ 19 世紀前半
98 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 32 以上 25.4 19 世紀前半
99 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 33 以上 ‐ 19 世紀前半
100 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 29 以上 ‐ 19 世紀前半
101 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 32.2 25.9 19 世紀前半
102 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 23.7 18.2 19 世紀前半
103 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 22 以上 16 以上 19 世紀前半
104 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 殻頂部 左 ‐ ‐ 19 世紀前半
105 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 34.3 27.7 19 世紀前半
106 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 32 以上 27 以上 19 世紀前半
107 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 32 以上 26 以上 19 世紀前半
108 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 ‐ 26 以上 19 世紀前半
109 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 殻頂部 右 ‐ ‐ 19 世紀前半
110 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 殻頂部 右 ‐ ‐ 19 世紀前半
111 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 殻頂部 右 ‐ ‐ 19 世紀前半
112 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 殻体 不明 殻体片 7 点 ‐ ‐ 19 世紀前半
113 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 37.8 29.4 19 世紀前半
114 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 35.8 27.2 19 世紀前半
115 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 38.1 以上 ‐ 19 世紀前半
116 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 ‐ ‐ 19 世紀前半
117 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 34 25.7 19 世紀前半
118 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 35.8 ‐ 19 世紀前半
119 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 40 31.1 19 世紀前半
120 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 38.4 以上 29.8 19 世紀前半
121 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 40.2 以上 30.2 19 世紀前半
122 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 35.2 26.5 19 世紀前半
123 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 ‐ 26.2 19 世紀前半
124 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 36.0 以上 28.6 19 世紀前半
125 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 ‐ ‐ 19 世紀前半
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整理
番号

調査
区名 遺構名 層位 大分類 小分類（種名） 部分 左右 備考 計測値（巻貝） 計測値（二枚貝） 時期殻長（㎜）殻幅（㎜）殻長（㎜）殻高（㎜）

126 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 33.9 25.7 19 世紀前半
127 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 33.2 以上 ‐ 19 世紀前半
128 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 殻頂部 右 ‐ ‐ 19 世紀前半
129 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 殻体 不明 殻体片 2 点 ‐ ‐ 19 世紀前半
130 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左右 合わせ貝（死貝） 33.6 26 19 世紀前半
131 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左右 合わせ貝（死貝） 35.1 27 19 世紀前半
132 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 27.3 20 以上 19 世紀前半
133 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 29 22.5 19 世紀前半
134 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 27.8 23 以上 19 世紀前半
135 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 28 以上 23 以上 19 世紀前半
136 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 34.2 26.4 19 世紀前半
137 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 38 以上 30.5 19 世紀前半
138 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 37.2 29.2 19 世紀前半
139 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 36.6 29.7 19 世紀前半
140 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 42.9 31.7 以上 19 世紀前半
141 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 43.4 33.1 19 世紀前半
142 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 36 以上 30.4 19 世紀前半
143 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 36 以上 28.8 19 世紀前半
144 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 39 28.6 19 世紀前半
145 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 38 以上 30.6 19 世紀前半
146 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 40 以上 30.7 以上 19 世紀前半
147 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 31 以上 25 以上 19 世紀前半
148 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 30 23.4 19 世紀前半
149 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 28.9 21.6 19 世紀前半
150 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 ‐ 25 以上 19 世紀前半
151 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 33.7 25.3 19 世紀前半
152 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 ‐ 31.1 19 世紀前半
153 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 38.9 29.5 以上 19 世紀前半
154 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 32 以上 25.3 19 世紀前半
155 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 36.6 26.6 19 世紀前半
156 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 35 以上 28.2 19 世紀前半
157 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 31.2 24.6 19 世紀前半
158 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 ‐ 27 以上 19 世紀前半
159 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 35 以上 27 以上 19 世紀前半
160 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 ‐ 24 以上 19 世紀前半
161 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 28 ‐ 19 世紀前半
162 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 左 ‐ 26 以上 19 世紀前半
163 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 40.4 30.9 19 世紀前半
164 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 38.9 30.6 19 世紀前半
165 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 41 以上 31 19 世紀前半
166 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 42.5 31.5 19 世紀前半
167 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 39.1 31.7 以上 19 世紀前半
168 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 35.3 28.7 19 世紀前半
169 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 30.4 24.3 19 世紀前半
170 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 29 22.2 19 世紀前半
171 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 33.8 26.1 19 世紀前半
172 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 35 以上 28 19 世紀前半
173 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 33 以上 27.8 19 世紀前半
174 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 33.2 28 以上 19 世紀前半
175 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 35.1 26 19 世紀前半
176 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 33 以上 25.9 19 世紀前半
177 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 32.1 24.9 以上 19 世紀前半
178 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 31.3 24.5 19 世紀前半
179 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 34.4 26.6 19 世紀前半
180 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 35.3 26.4 19 世紀前半
181 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 ‐ 26 19 世紀前半
182 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 31 以上 25 19 世紀前半
183 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 34 以上 29.1 19 世紀前半
184 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 34 以上 27.8 以上 19 世紀前半
185 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 31.1 24.2 19 世紀前半
186 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 28.2 22.6 19 世紀前半
187 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 27.8 以上 22.7 19 世紀前半
188 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 28 以上 22 以上 19 世紀前半
189 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 34.2 27.5 19 世紀前半
190 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 34.7 27.1 19 世紀前半
191 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 32 以上 27 以上 19 世紀前半
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192 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 42.2 32 19 世紀前半
193 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 35 以上 29.7 19 世紀前半
194 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 33.1 26.9 19 世紀前半
195 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 28.3 21.5 19 世紀前半
196 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 30.4 23.3 19 世紀前半
197 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 28.4 22.5 以上 19 世紀前半
198 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 28.2 22.1 19 世紀前半
199 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 28.1 以上 21.7 以上 19 世紀前半
200 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 右 30.2 以上 23 以上 19 世紀前半
201 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 アサリ 殻体 不明 殻体片 4 点 ‐ ‐ 19 世紀前半
202 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 ハマグリ 右 62.7 49.3 19 世紀前半
203 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 ハマグリ 左 55.2 45.8 19 世紀前半
204 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 ハマグリ 左 47.8 以上 ‐ 19 世紀前半
205 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 ハマグリ 右 55.4 44.3 19 世紀前半
206 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 ハマグリ 右 38.6 以上 34.8 以上 19 世紀前半
207 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 ハマグリ 左 44 以上 36.4 19 世紀前半
208 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 フネガイ科 右 クマサルボウ？ ‐ ‐ 19 世紀前半
209 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 フネガイ科 右 118 以上 88 以上 19 世紀前半
210 2 区 SK2068 - 二枚貝綱 フネガイ科 殻体 不明 殻体破片 2 点 ‐ ‐ 19 世紀前半
211 2 区 SK2068 - 腹足綱 アカニシ - 殻体部破損、小孔あり 135.9 123.7 19 世紀前半
212 2 区 SK2068 - 腹足綱 アカニシ - 殻体部破損、小孔あり 127.6 109.4 19 世紀前半
213 2 区 SK2068 - 腹足綱 アカニシ 殻体 - 殻体片 2 点 ‐ ‐ 19 世紀前半
214 2 区 SK2068 - 腹足綱 アカニシ - 殻体部破損、小孔あり 140.5 115.7 19 世紀前半
215 2 区 SK2068 - 腹足綱 アカニシ - 126.2 ‐ 19 世紀前半

216 2 区 SK2068 - 腹足綱 アカニシ - 殻体部破損、孔２つ
あり 130.8 107.8 19 世紀前半

217 2 区 SK2068 - 腹足綱 アカニシ - 106 以上 ‐ 19 世紀前半
218 2 区 SK2068 - 腹足綱 アカニシ 殻体 - 殻体片 9 点 ‐ ‐ 19 世紀前半
219 2 区 SK2068 - 腹足綱 アカニシ - 殻体部破損、小孔あり 127 113.5 19 世紀前半
220 2 区 SK2068 - 腹足綱 アカニシ - 殻体部破損、小孔あり 122 以上 102.2 19 世紀前半
221 2 区 SK2068 - 腹足綱 アカニシ 殻体 - 殻体片 2 点 ‐ ‐ 19 世紀前半
222 2 区 SK2068 - 腹足綱 サザエ - 殻体部破損あり 52 以上 49 以上 19 世紀前半
223 2 区 SK2068 - 腹足綱 不明  巻貝？ - 破片 ‐ ‐ 19 世紀前半

224 2 区 SK2081 1 層 腹足綱 アカニシ 殻軸 - ‐ ‐ 18 世紀後半～
19 世紀初頭

225 2 区 SK2111 1 層 二枚貝綱 アサリ 左 35 以上 27 以上 19 世紀前半
226 2 区 SK2111 1 層 二枚貝綱 アサリ 左 29 以上 23 19 世紀前半
227 2 区 SK2111 1 層 二枚貝綱 アサリ 左 29.1 21.3 以上 19 世紀前半
228 2 区 SK2111 1 層 二枚貝綱 アサリ 左 25.1 19.3 以上 19 世紀前半
229 2 区 SK2111 1 層 二枚貝綱 アサリ 左 32 以上 24 以上 19 世紀前半
230 2 区 SK2111 1 層 二枚貝綱 アサリ 左 33.8 27.4 19 世紀前半
231 2 区 SK2111 1 層 二枚貝綱 アサリ 左 32 以上 24.5 以上 19 世紀前半
232 2 区 SK2111 1 層 二枚貝綱 アサリ 左 ‐ 23.2 19 世紀前半
233 2 区 SK2111 1 層 二枚貝綱 アサリ 左 25.1 21.1 19 世紀前半
234 2 区 SK2111 1 層 二枚貝綱 アサリ 左 24.8 以上 20 以上 19 世紀前半
235 2 区 SK2111 1 層 二枚貝綱 アサリ 左 27 以上 21 以上 19 世紀前半
236 2 区 SK2111 1 層 二枚貝綱 アサリ 左 26.2 19 以上 19 世紀前半
237 2 区 SK2111 1 層 二枚貝綱 アサリ 左 ‐ 20.7 以上 19 世紀前半
238 2 区 SK2111 1 層 二枚貝綱 アサリ 左 ‐ 16.8 19 世紀前半
239 2 区 SK2111 1 層 二枚貝綱 アサリ 左 ‐ ‐ 19 世紀前半
240 2 区 SK2111 1 層 二枚貝綱 アサリ 左 ‐ ‐ 19 世紀前半
241 2 区 SK2111 1 層 二枚貝綱 アサリ 左 ‐ ‐ 19 世紀前半
242 2 区 SK2111 1 層 二枚貝綱 アサリ 左 ‐ ‐ 19 世紀前半
243 2 区 SK2111 1 層 二枚貝綱 アサリ 右 30 以上 24.8 以上 19 世紀前半
244 2 区 SK2111 1 層 二枚貝綱 アサリ 右 殻体部小穴あり 32 以上 27 以上 19 世紀前半
245 2 区 SK2111 1 層 二枚貝綱 アサリ 右 29 以上 22.3 以上 19 世紀前半
246 2 区 SK2111 1 層 二枚貝綱 アサリ 右 32 以上 25.8 19 世紀前半
247 2 区 SK2111 1 層 二枚貝綱 アサリ 右 27 以上 23.3 19 世紀前半
248 2 区 SK2111 1 層 二枚貝綱 アサリ 右 ‐ ‐ 19 世紀前半
249 2 区 SK2111 1 層 二枚貝綱 アサリ 右 20.7 ‐ 19 世紀前半
250 2 区 SK2111 1 層 二枚貝綱 アサリ 右 27 以上 23.3 19 世紀前半
251 2 区 SK2111 1 層 二枚貝綱 アサリ 右 20.1 15.7 19 世紀前半
252 2 区 SK2111 1 層 二枚貝綱 アサリ 右 27 以上 21 以上 19 世紀前半
253 2 区 SK2111 1 層 二枚貝綱 アサリ 右 29.6 以上 25.6 以上 19 世紀前半
254 2 区 SK2111 1 層 二枚貝綱 アサリ 右 ‐ ‐ 19 世紀前半
255 2 区 SK2111 1 層 二枚貝綱 アサリ 右 ‐ ‐ 19 世紀前半
256 2 区 SK2111 1 層 二枚貝綱 アサリ 右 ‐ ‐ 19 世紀前半



－　　－181

第 4章　自然科学分析の成果

整理
番号

調査
区名 遺構名 層位 大分類 小分類（種名） 部分 左右 備考 計測値（巻貝） 計測値（二枚貝） 時期殻長（㎜）殻幅（㎜）殻長（㎜）殻高（㎜）

257 2 区 SK2111 1 層 二枚貝綱 アサリ 右 ‐ ‐ 19 世紀前半
258 2 区 SK2111 1 層 二枚貝綱 アサリ 不明 破片複数点 ‐ ‐ 19 世紀前半
259 2 区 SK2111 - 二枚貝綱 アサリ 右 29 以上 28 以上 19 世紀前半
260 2 区 SK2111 - 二枚貝綱 アサリ 右 27.2 20 以上 19 世紀前半
261 2 区 SK2111 - 二枚貝綱 アサリ 右 23.8 以上 20.5 以上 19 世紀前半
262 2 区 SK2111 - 二枚貝綱 アサリ 右 24.3 18.6 19 世紀前半
263 2 区 SK2111 - 二枚貝綱 アサリ 右 22.4 以上 19 以上 19 世紀前半
264 2 区 SK2111 - 二枚貝綱 アサリ 右 24.4 以上 22 以上 19 世紀前半
265 2 区 SK2111 - 二枚貝綱 アサリ 右 24 以上 20.7 19 世紀前半
266 2 区 SK2111 - 二枚貝綱 アサリ 右 23.3 19.9 19 世紀前半
267 2 区 SK2111 - 二枚貝綱 アサリ 右 25.2 19 世紀前半
268 2 区 SK2111 - 二枚貝綱 アサリ 右 19.4 15.2 以上 19 世紀前半
269 2 区 SK2111 - 二枚貝綱 アサリ 右 23.5 以上 19.5 以上 19 世紀前半
270 2 区 SK2111 - 二枚貝綱 アサリ 右 24.6 以上 20.3 以上 19 世紀前半
271 2 区 SK2111 - 二枚貝綱 アサリ 右 25.3 20.5 以上 19 世紀前半
272 2 区 SK2111 - 二枚貝綱 アサリ 右 20.4 19 世紀前半
273 2 区 SK2111 - 二枚貝綱 アサリ 右 22.5 以上 18.3 以上 19 世紀前半
274 2 区 SK2111 - 二枚貝綱 アサリ 右 ‐ 19 世紀前半
275 2 区 SK2111 - 二枚貝綱 アサリ 右 ‐ 19 世紀前半
276 2 区 SK2111 - 二枚貝綱 アサリ 右 ‐ 19 世紀前半
277 2 区 SK2111 - 二枚貝綱 アサリ 右 ‐ 19 世紀前半
278 2 区 SK2111 - 二枚貝綱 アサリ 左 27 21.4 19 世紀前半
279 2 区 SK2111 - 二枚貝綱 アサリ 左 21.5 以上 19 世紀前半
280 2 区 SK2111 - 二枚貝綱 アサリ 左 28 以上 22 以上 19 世紀前半
281 2 区 SK2111 - 二枚貝綱 アサリ 左 27.4 18.6 以上 19 世紀前半
282 2 区 SK2111 - 二枚貝綱 アサリ 左 31 以上 26.5 以上 19 世紀前半
283 2 区 SK2111 - 二枚貝綱 アサリ 左 26.1 20.2 19 世紀前半
284 2 区 SK2111 - 二枚貝綱 アサリ 左 23 以上 19.2 19 世紀前半
285 2 区 SK2111 - 二枚貝綱 アサリ 左 28 以上 23 以上 19 世紀前半
286 2 区 SK2111 - 二枚貝綱 アサリ 左 26.5 20.4 以上 19 世紀前半
287 2 区 SK2111 - 二枚貝綱 アサリ 左 24 以上 17.7 以上 19 世紀前半
288 2 区 SK2111 - 二枚貝綱 アサリ 左 28 以上 21 以上 19 世紀前半
289 2 区 SK2111 - 二枚貝綱 アサリ 左 19.5 以上 14.9 以上 19 世紀前半
290 2 区 SK2111 - 二枚貝綱 アサリ 左 22 以上 18.8 以上 19 世紀前半
291 2 区 SK2111 - 二枚貝綱 アサリ 左 ‐ ‐ 19 世紀前半
292 2 区 SK2111 - 二枚貝綱 アサリ 左 ‐ ‐ 19 世紀前半
293 2 区 SK2111 - 二枚貝綱 アサリ 左 ‐ ‐ 19 世紀前半
294 2 区 SK2111 - 二枚貝綱 アサリ 左 ‐ ‐ 19 世紀前半
295 2 区 SK2111 - 二枚貝綱 アサリ 左 ‐ ‐ 19 世紀前半
296 2 区 SK2111 - 二枚貝綱 アサリ 左 ‐ ‐ 19 世紀前半
297 2 区 SK2111 - 二枚貝綱 アサリ 左 ‐ ‐ 19 世紀前半
298 2 区 SK2111 - 二枚貝綱 アサリ 不明 破片複数点 ‐ ‐ 19 世紀前半
299 2 区 SK2111 2 層 二枚貝綱 アサリ 右 28 以上 23 以上 19 世紀前半
300 2 区 SK2111 2 層 二枚貝綱 アサリ 右 35 以上 27 以上 19 世紀前半
301 2 区 SK2111 2 層 二枚貝綱 アサリ 右 33.7 以上 27.8 以上 19 世紀前半
302 2 区 SK2111 2 層 二枚貝綱 アサリ 右 33.5 以上 29.4 以上 19 世紀前半
303 2 区 SK2111 2 層 二枚貝綱 アサリ 右 25 以上 21 以上 19 世紀前半
304 2 区 SK2111 2 層 二枚貝綱 アサリ 右 25 以上 21 以上 19 世紀前半
305 2 区 SK2111 2 層 二枚貝綱 アサリ 右 23 以上 20 以上 19 世紀前半
306 2 区 SK2111 2 層 二枚貝綱 アサリ 右 27 以上 22 以上 19 世紀前半
307 2 区 SK2111 2 層 二枚貝綱 アサリ 右 ‐ ‐ 19 世紀前半
308 2 区 SK2111 2 層 二枚貝綱 アサリ 右 ‐ ‐ 19 世紀前半
309 2 区 SK2111 2 層 二枚貝綱 アサリ 右 ‐ ‐ 19 世紀前半
310 2 区 SK2111 2 層 二枚貝綱 アサリ 右 ‐ ‐ 19 世紀前半
311 2 区 SK2111 2 層 二枚貝綱 アサリ 右 ‐ ‐ 19 世紀前半
312 2 区 SK2111 2 層 二枚貝綱 アサリ 右 ‐ ‐ 19 世紀前半
313 2 区 SK2111 2 層 二枚貝綱 アサリ 左 35 以上 26 以上 19 世紀前半
314 2 区 SK2111 2 層 二枚貝綱 アサリ 左 35 以上 28 以上 19 世紀前半
315 2 区 SK2111 2 層 二枚貝綱 アサリ 左 29 以上 21.6 19 世紀前半
316 2 区 SK2111 2 層 二枚貝綱 アサリ 左 26 以上 20 以上 19 世紀前半
317 2 区 SK2111 2 層 二枚貝綱 アサリ 左 ‐ 27 以上 19 世紀前半
318 2 区 SK2111 2 層 二枚貝綱 アサリ 左 24 以上 18 以上 19 世紀前半
319 2 区 SK2111 2 層 二枚貝綱 アサリ 左 23 以上 18 以上 19 世紀前半
320 2 区 SK2111 2 層 二枚貝綱 アサリ 左 30 以上 ‐ 19 世紀前半
321 2 区 SK2111 2 層 二枚貝綱 アサリ 左 ‐ ‐ 19 世紀前半
322 2 区 SK2111 2 層 二枚貝綱 アサリ 左 ‐ ‐ 19 世紀前半
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323 2 区 SK2111 2 層 二枚貝綱 アサリ 左 ‐ ‐ 19 世紀前半
324 2 区 SK2111 2 層 二枚貝綱 アサリ 左 ‐ ‐ 19 世紀前半
325 2 区 SK2111 2 層 二枚貝綱 アサリ 不明 破片複数点 ‐ ‐ 19 世紀前半
326 2 区 SK2111 2 層 二枚貝綱 イタボガキ科？ 不明 ‐ ‐ 19 世紀前半
327 2 区 SK2111 - 二枚貝綱 クマサルボウ 左 91 86 19 世紀前半
328 2 区 SK2111 2 層 二枚貝綱 シジミ科 右 23 以上 19.8 以上 19 世紀前半
329 2 区 SK2111 2 層 二枚貝綱 シジミ科 右 19 以上 18 以上 19 世紀前半
330 2 区 SK2111 2 層 二枚貝綱 ハマグリ 左 45 以上 40 以上 19 世紀前半
331 2 区 SK2111 2 層 二枚貝綱 ハマグリ 右 31 以上 28 以上 19 世紀前半
332 2 区 SK2111 2 層 二枚貝綱 ハマグリ 右 30 以上 27 以上 19 世紀前半
333 2 区 SK2111 1 層 二枚貝綱 不明 2 枚貝 不明 破片 5 点 ‐ ‐ 19 世紀前半
334 2 区 SK2111 1 層 腹足綱 アカニシ - 63 以上 ‐ 19 世紀前半
335 2 区 SK2111 1 層 腹足綱 アカニシ 殻軸 - ‐ ‐ 19 世紀前半
336 2 区 SK2111 1 層 腹足綱 アカニシ - 破片６点 ‐ ‐ 19 世紀前半
337 2 区 SK2111 - 腹足綱 アカニシ - ‐ ‐ 19 世紀前半
338 2 区 SK2111 - 腹足綱 アカニシ - 殻体部破損、孔あり 111 ‐ 19 世紀前半
339 2 区 SK2111 2 層 腹足綱 アカニシ - 殻体部小孔あり 132.4 112 19 世紀前半
340 2 区 SK2111 2 層 腹足綱 アカニシ 殻軸 - ‐ ‐ 19 世紀前半
341 2 区 SK2111 2 層 腹足綱 アカニシ - 破片 ‐ ‐ 19 世紀前半
342 2 区 SK2111 2 層 腹足綱 コシダカガンガラ？ - ‐ ‐ 19 世紀前半
343 2 区 SK2111 - 腹足綱 サザエ - 破片 2 点 ‐ ‐ 19 世紀前半
344 2 区 SK2111 - 腹足綱 テングニシ - 76 以上 43 以上 19 世紀前半
345 2 区 SK2112 1 層 腹足綱 アカニシ - 殻体部小孔あり 105.1 ‐ 19 世紀前半
346 2 区 SK2112 1 層 腹足綱 アカニシ 殻軸 - ‐ ‐ 19 世紀前半
347 2 区 SK2112 1 層 腹足綱 サザエ 殻軸 - ‐ ‐ 19 世紀前半
348 2 区 SK2116 - 二枚貝綱 ハマグリ 右 55 以上 47 以上 19 世紀前半
349 2 区 SK2116 - 腹足綱 アカニシ - 殻体部小孔あり 110 以上 ‐ 19 世紀前半
350 2 区 SK2116 - 腹足綱 アカニシ - 殻体部 2 孔あり 111 以上 105 19 世紀前半
351 2 区 SK2116 - 腹足綱 アカニシ - 殻体部 2 孔あり 106 89 以上 19 世紀前半
352 2 区 SK2116 - 腹足綱 アカニシ 殻軸 - ‐ ‐ 19 世紀前半

353 2 区 SK2116 - 腹足綱 アカニシ 殻体
破片 - ‐ ‐ 19 世紀前半

354 2 区 SK2121 1 ～ 2 層 二枚貝綱 アサリ 右 38.6 31.3 19 世紀前半
355 2 区 SK2121 1 ～ 2 層 二枚貝綱 アサリ 右 35 以上 28.1 19 世紀前半
356 2 区 SK2121 1 ～ 2 層 二枚貝綱 アサリ 右 28.7 以上 24.5 以上 19 世紀前半
357 2 区 SK2121 1 ～ 2 層 二枚貝綱 アサリ 右 32 以上 25.7 以上 19 世紀前半
358 2 区 SK2121 1 ～ 2 層 二枚貝綱 アサリ 右 31.3 23.9 以上 19 世紀前半
359 2 区 SK2121 1 ～ 2 層 二枚貝綱 アサリ 右 30.1 24.3 19 世紀前半
360 2 区 SK2121 1 ～ 2 層 二枚貝綱 アサリ 右 31 以上 25 以上 19 世紀前半
361 2 区 SK2121 1 ～ 2 層 二枚貝綱 アサリ 右 34 以上 27.4 以上 19 世紀前半
362 2 区 SK2121 1 ～ 2 層 二枚貝綱 アサリ 右 ‐ 28 以上 19 世紀前半
363 2 区 SK2121 1 ～ 2 層 二枚貝綱 アサリ 右 ‐ 25 以上 19 世紀前半
364 2 区 SK2121 1 ～ 2 層 二枚貝綱 アサリ 右 ‐ 28 以上 19 世紀前半
365 2 区 SK2121 1 ～ 2 層 二枚貝綱 アサリ 右 ‐ 28 以上 19 世紀前半
366 2 区 SK2121 1 ～ 2 層 二枚貝綱 アサリ 右 ‐ 27 以上 19 世紀前半
367 2 区 SK2121 1 ～ 2 層 二枚貝綱 アサリ 右 ‐ ‐ 19 世紀前半
368 2 区 SK2121 1 ～ 2 層 二枚貝綱 アサリ 右 ‐ ‐ 19 世紀前半
369 2 区 SK2121 1 ～ 2 層 二枚貝綱 アサリ 右 ‐ ‐ 19 世紀前半
370 2 区 SK2121 1 ～ 2 層 二枚貝綱 アサリ 右 ‐ ‐ 19 世紀前半
371 2 区 SK2121 1 ～ 2 層 二枚貝綱 アサリ 右 ‐ ‐ 19 世紀前半
372 2 区 SK2121 1 ～ 2 層 二枚貝綱 アサリ 右 ‐ ‐ 19 世紀前半
373 2 区 SK2121 1 ～ 2 層 二枚貝綱 アサリ 右 ‐ ‐ 19 世紀前半
374 2 区 SK2121 1 ～ 2 層 二枚貝綱 アサリ 右 ‐ ‐ 19 世紀前半
375 2 区 SK2121 1 ～ 2 層 二枚貝綱 アサリ 右 ‐ ‐ 19 世紀前半
376 2 区 SK2121 1 ～ 2 層 二枚貝綱 アサリ 右 ‐ ‐ 19 世紀前半
377 2 区 SK2121 1 ～ 2 層 二枚貝綱 アサリ 右 ‐ ‐ 19 世紀前半
378 2 区 SK2121 1 ～ 2 層 二枚貝綱 アサリ 左 34.7 26 以上 19 世紀前半
379 2 区 SK2121 1 ～ 2 層 二枚貝綱 アサリ 左 34 以上 26 以上 19 世紀前半
380 2 区 SK2121 1 ～ 2 層 二枚貝綱 アサリ 左 35.6 以上 26.3 19 世紀前半
381 2 区 SK2121 1 ～ 2 層 二枚貝綱 アサリ 左 29.5 ‐ 19 世紀前半
382 2 区 SK2121 1 ～ 2 層 二枚貝綱 アサリ 左 25 以上 19.8 19 世紀前半
383 2 区 SK2121 1 ～ 2 層 二枚貝綱 アサリ 左 ‐ 24 以上 19 世紀前半
384 2 区 SK2121 1 ～ 2 層 二枚貝綱 アサリ 左 ‐ 27 以上 19 世紀前半
385 2 区 SK2121 1 ～ 2 層 二枚貝綱 アサリ 左 35 以上 28 19 世紀前半
386 2 区 SK2121 1 ～ 2 層 二枚貝綱 アサリ 左 29 以上 23.7 19 世紀前半
387 2 区 SK2121 1 ～ 2 層 二枚貝綱 アサリ 左 30.5 以上 25 以上 19 世紀前半
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整理
番号

調査
区名 遺構名 層位 大分類 小分類（種名） 部分 左右 備考 計測値（巻貝） 計測値（二枚貝） 時期殻長（㎜）殻幅（㎜）殻長（㎜）殻高（㎜）

388 2 区 SK2121 1 ～ 2 層 二枚貝綱 アサリ 左 29 以上 ‐ 19 世紀前半
389 2 区 SK2121 1 ～ 2 層 二枚貝綱 アサリ 左 27 以上 23 以上 19 世紀前半
390 2 区 SK2121 1 ～ 2 層 二枚貝綱 アサリ 左 ‐ ‐ 19 世紀前半
391 2 区 SK2121 1 ～ 2 層 二枚貝綱 アサリ 左 ‐ ‐ 19 世紀前半
392 2 区 SK2121 1 ～ 2 層 二枚貝綱 アサリ 左 ‐ ‐ 19 世紀前半
393 2 区 SK2121 1 ～ 2 層 二枚貝綱 アサリ 左 ‐ ‐ 19 世紀前半
394 2 区 SK2121 1 ～ 2 層 二枚貝綱 アサリ 左 ‐ ‐ 19 世紀前半
395 2 区 SK2121 1 ～ 2 層 二枚貝綱 アサリ 左 ‐ ‐ 19 世紀前半
396 2 区 SK2121 1 ～ 2 層 二枚貝綱 アサリ 左 ‐ ‐ 19 世紀前半
397 2 区 SK2121 1 ～ 2 層 二枚貝綱 アサリ 不明 破片複数点 ‐ ‐ 19 世紀前半
398 2 区 SK2121 3 層 二枚貝綱 イタボガキ科 右 イワガキ？ ‐ ‐ 19 世紀前半
399 2 区 SK2121 3 層 二枚貝綱 イタボガキ科 不明 イワガキ？ ‐ ‐ 19 世紀前半
400 2 区 SK2121 1 ～ 2 層 二枚貝綱 ヤマトシジミ 右 24.2 21.9 19 世紀前半
401 2 区 SK2121 1 ～ 2 層 腹足綱 アカニシ - 殻体部孔あり 110.4 97 19 世紀前半

402 2 区 SK2121 1 ～ 2 層 腹足綱 アカニシ - 殻体部孔あり、表面
に灰色部分あり 150 以上 136 以上 19 世紀前半

403 2 区 SK2121 1 ～ 2 層 腹足綱 アカニシ - 殻体部欠損あり 114 以上 98 以上 19 世紀前半
404 2 区 SK2121 1 ～ 2 層 腹足綱 アカニシ - 殻体部欠損あり 61 以上 48 以上 19 世紀前半
405 2 区 SK2121 1 ～ 2 層 腹足綱 アカニシ - 破片５点 ‐ ‐ 19 世紀前半
406 2 区 SK2121 - 腹足綱 アカニシ - 殻体欠損あり ‐ 101 以上 19 世紀前半
407 2 区 SK2121 - 腹足綱 アカニシ 殻軸 - ‐ ‐ 19 世紀前半
408 2 区 SK2121 3 層 腹足綱 アカニシ - 殻体部孔あり 102 以上 96 以上 19 世紀前半
409 2 区 SK2121 - 腹足綱 アカニシ - 殻体部孔あり 120 95 19 世紀前半
410 2 区 SK2121 1 ～ 3 層 腹足綱 アカニシ - 殻体部孔あり 126.4 114.6 19 世紀前半
411 2 区 SK2121 1 ～ 3 層 腹足綱 アカニシ - 殻体部孔あり 137.5 ‐ 19 世紀前半
412 2 区 SK2121 1 ～ 3 層 腹足綱 アカニシ - 殻体部孔あり 125.7 ‐ 19 世紀前半
413 2 区 SK2121 1 層 腹足綱 アカニシ - 殻体部孔あり 115 97 19 世紀前半
414 2 区 SK2121 3 層 腹足綱 アカニシ - 殻体部孔あり 120.8 103.4 19 世紀前半
415 2 区 SK2121 - 腹足綱 アカニシ - 殻体部孔あり 127.6 ‐ 19 世紀前半
416 2 区 SX2031 - 二枚貝綱 イタボガキ科 不明 ‐ ‐ 近代
417 2 区 SX2031 - 腹足綱 アカニシ - 殻体部 2 孔あり 132 以上 117.5 近代
418 2 区 SX2067 1 層 二枚貝綱 アサリ 右 33 以上 29 以上 19 世紀前半
419 2 区 SX2067 1 層 二枚貝綱 イタヤガイ 左 74.1 65.2 19 世紀前半
420 2 区 SX2067 1 層 二枚貝綱 イタヤガイ 右 破片 ‐ ‐ 19 世紀前半
421 2 区 SX2067 1 層 腹足綱 アカニシ - 70.4 61.8 19 世紀前半
422 2 区 SX2067 1 層 腹足綱 アカニシ 殻軸 - ‐ ‐ 19 世紀前半
423 2 区 SX2067 黒色粘質土 腹足綱 アカニシ - 殻体部孔あり 110.3 89.3 19 世紀前半
424 2 区 SX2067 黒色粘質土 腹足綱 アカニシ 殻軸 - ‐ ‐ 19 世紀前半
425 2 区 SX2067 黒色粘質土 腹足綱 アカニシ - 破片 2 点 ‐ ‐ 19 世紀前半
426 1 区 ‐ 整地層 腹足綱 アカニシ - 破片 ‐ ‐ 近代
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第１節　丸亀城跡（大手町地区）における陶磁器の様相

　丸亀城跡（大手町地区）で出土した陶磁器は、17 世紀後半から明治時代初期までのものが中心となる。

それぞれの時期の陶磁器組成の特徴をみるために、時期が比定できる資料群について、産地と器種組成

を検討し、その特徴について言及する。なお、資料群が不在の時期も存在するが、それらの時期につい

ては今後の資料の増加に期待したい。

　まず陶磁器の様相について、遺構出土の資料群を以下の６期に区分した（表７）。各種陶磁器の年代

決定については、参考文献に挙げた各編年を参考としている。さらにそれらの中から、いくつかの時期

の遺構出土資料群を取り上げ、その特徴を見ていきたい。

表７　丸亀城跡（大手町地区）における時期区分と基準とした遺構・遺物
時期
区分

　想定実年代 該当する資料群 時期決定の参考とした遺物

丸亀城

１期
17 世紀後半

SK3018、SK3021、

SK1318
高台内無釉磁器、磁器天目碗など

丸亀城

２期

17 世紀末～　　

18 世紀初頭
SD2162 高台内無釉磁器碗、肥前産初期刷毛目碗呉器手碗など

丸亀城

３期
18 世紀前半 SK1220、SD1130

雨降文を持つ丸椀、高台の低い丸椀、関西系焙烙の一部、

内面に一重網目文を持つ碗

丸亀城

４期

18 世紀後半～　

19 世紀初頭

SK1191、SX1262、

(SK1283)、SD1279

小広東碗、広東碗、二重網目文を持つ丸椀、腰張碗、朝顔

形碗 (外面青磁）

丸亀城

５期

19 世紀前半～　

　19 世紀中頃
SK3013 端反碗 (肥前 )、軟質施釉陶器　(鉄釉・柿釉）

丸亀城

６期

19 世紀中頃～　

明治８年

SK2028、SK2121、

SX1016 他

端反碗 (瀬戸ほか）、軟質施釉陶器 (白色、深緑色）、御厩

産竈、大谷焼

※肥前産の年代は大橋 2000、瀬戸美濃産の年代は藤澤 1998、備前焼は乗岡 2002 を参考にした。

　

　これらの資料群は、実年代の上限・下限が確定しないこと、時期幅がそれぞれ異なるなどの問題があ

るが、おおまかな変遷観や丸亀城下の特徴などは示せると考える。

　以下、各期の概要と、主要遺構の陶磁器の産地組成、磁器器種組成、陶器器種組成（第 158 ～ 160 図）

について記述する。

丸亀城１期　

　17 世紀後半を主体とする。陶磁器は肥前・備前が中心となる。出土量全体の中での磁器の割合は今

回の時期区分の中で最も低い。磁器は碗、陶器は碗と摺鉢が大半である。

丸亀城（２）、３期

　17 世紀末から 18 世紀前半を主体とする。2 期と 3 期に細分できる可能性があるが、現段階の資料状

況で両者を明確に区別するには至らない。陶磁器構成は、資料数が少なく、前代と大きな変化を指摘す

ることはできない。
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肥・磁
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　ただし、磁器に比べ陶器の構成比が下がる。また、検討した資料数が少ないということは踏まえるべ

きであろうが、陶器の中では碗・皿の量が極端に少ない。同時期には、周辺の農村部や高松城下などで

は、肥前産の刷毛目碗や皿、呉起手碗が増加するが、今回調査での出土量は少なく、それが要因となっ

ていると考えられる。

丸亀城４期

　18 世紀後半を中心とし、一部 19 世紀初頭を含む資料群である。前代より陶器の割合が増加する。産

地については、瀬戸美濃の碗類や大型品の増加がみられるほか、灯明皿は備前、摺鉢は堺・明石といっ

第 158図　遺構別陶磁器産地組成
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た産地が目立つ。肥前産陶器は減少し、備前焼の摺鉢もこの時期を最後にほとんど見られなくなり、摺

鉢は堺・明石産に替わる。備前焼・瀬戸美濃産の陶器が小型品、大型品問わず目立つことと、肥前や京

信楽の陶器が少ないことが特徴である。

丸亀城（５），６期

　19 世紀前半～明治初期を中心とする。陶器と磁器の割合については前代と変わりないが、その内容

が変化している。まず磁器については、肥前以外の産地のものが流入するようになる。具体的には瀬戸

や砥部であり、明確に識別できてはいないが、関西系のものも少量認められる。これは 1830 年代以降

第 159図　遺構別磁器組成
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に広くみられる現象であるが、丸亀城下でも確認できることが明らかとなった。特に SK2028 では肥前

産の磁器と比べても４分の１ほどの割合で他産地の磁器が現れる。

　陶器の産地構成にかんしては、備前焼の割合が減少する。中でも大幅に減少しているのは灯明皿であ

り、徳利や壺・水屋甕などの中・大型品は残る。摺鉢については堺・明石産がほぼ 100％であり、ごく

わずかに大谷や瀬戸美濃のものが混ざる。また、この時期にはそのほかとした陶器の量が増加する。こ

れは、鉄釉や柿釉、白泥塗りを施すような産地不明の陶器などが含まれ、これらが増加することが 19

世紀前半以降の特徴である。

第 160図　遺構別陶器組成
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　器種組成についても、土瓶や徳利類などの陶器を中心に器種のバリエーションが多くなる。

個別遺構にみる組成比の差

　時期ごとの特徴については言及したが、取り扱った遺構のうち、同時期のものと組成が異なるものや

地点によって変化がみられるものが存在する。以下にその特徴を述べる。

（SK3018 と SK3021）

　切り合い関係にあるものの、いずれも 17 世紀後半の土坑である。SK3021 は陶器と比べ磁器の割合

が多く、その中でも皿・盤の完形に近いものが多い。陶器についても皿が多い。

　また、今回報告の中でも述べたが、SK3021 は完形の土師質土器皿の量が多く、まとまった出土状況

を示す。陶磁器も同様の状況がみられるものが多い。出土状況から単なる廃棄に伴う土坑ではない可能

性は高いが、そのほかの祭祀等に伴うかについては、類例の蓄積を待ちたい。

（SK2028 と SK2121）

　いずれも 19 世紀中ごろ～明治初期の廃棄土坑である。ちょうど屋敷区画と考えられる溝の東と西に

存在し、いずれも 19 世紀中ごろの様相を示しているが、個別に両者を比較した場合、わずかながらに

差異が認められる。

　まず全体の産地構成として、SK2028 のほうが瀬戸産の磁器が多い。また、陶器の器種構成に着目す

ると、SK2121 が徳利や皿などの類がやや多いなどの特徴がみられる。それらの個々の製作年代などは

ばらつきがあるが、居住者の階層性を示している可能性もあり、屋敷区画より東の遺構出土の遺物の方

が、生活雑器以外の陶磁器のバリエーションが多いという特徴がある。

第２節　在地土器の変遷と系譜

　今回、陶磁器の年代を中心に資料群の年代を決定したが、陶磁器類に匹敵する量が出土した在地の土

師質土器については、それら陶磁器よりもさらに細かい時間差を表す可能性がある。今回陶磁器の変遷

より細かで系統的な、在地土器の編年作業を体系的に行うことができなかったが、複数系統に分かれる

であろう土師質土器の生産の一端をつかむために、大づかみではあるが、各期の様相を提示し、その変

遷や系統を検討する。

　また、生産地がある程度特的でき、特徴的な動きを見せる焙烙については、産地構成の特徴や、各時

期での特徴を示す。

土師質土器皿の分類

　皿の分類については、製作技法と形態から分類を行った。本来であれば、これに胎土や法量といった

要素を加味し、生産単位を抽出しながら分類を行うべきであるが、全体の資料数に対してバリエーショ

ンが多く、まとまった数量で型式設定できないものが多いため、大別の系統分類にとどめる。

　分類については、回転台を用いて製作するものを、切り離し技法に基づいてⅠ類（静止糸切）、Ⅱ類

（回転糸切）、Ⅲ類（ヘラ切り）に分類し、回転台を用いないものをⅣ類とした。ただし、Ⅳ類は今回調

査では１例のみの出土である。

　以上の分類ののち、底部形態と口縁部形態を加え分類を行った。以下に分類案を示す。

Ⅰ類（静止糸切）

　（Ⅰ a 類）　底部付近が外反し、口縁端部付近は直線的に伸びる。底部内面の中央部がくぼんだ形状を
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第 161 図　土師質土器皿　分類および変遷図
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呈する。次第に法量、特に器高の縮小が著しくなる。口縁端部にナデを施し、立ち上がらせる。

　（Ⅰ b 類）　底部が突出し、高台状にくびれが外面に生じる。Ⅰ a 類と同様の変化を示し、4 期以降は

識別が困難となる。

　（Ⅰ c 類）　底部から内湾気味に口縁端部まで伸びる形態を呈する。底部内面中央がくぼむ。口縁端部

は丸くおさめることが多い。

　（Ⅰ d 類）外面の特徴はⅠｃ類に酷似するが、内面の底部と口縁部の境界付近に強いナデを施し、輪

状のくぼみが作られる。

　（Ⅰ e 類）　底部がやや突出気味であるが、口縁部まで内湾する形態を呈する。底部内面の中央部がく

ぼむ例が多い。底部がやや上げ底状になるⅠ e’類が存在する。

  （Ⅰ f 類）　底部から口縁部まで直線的に伸びる。底部径が大きいため、口縁部までの立ち上がりは急

になる。内外面ともに細かい単位のナデを施す。

Ⅱ類（回転糸切）

　（Ⅱ a 類）底部がやや突出気味になり、口縁部まで直線的ないしはやや外反気味にのびる。口縁端部

はナデにより、立ち上がり気味の形状を持つ。

　（Ⅱ b 類）底部の屈曲が緩く、口縁部まで内湾する形態を持つ。内外面ともにナデの単位が細かい。

　（Ⅱ c 類）底部から急角度で口縁部まで立ち上がる。立ち上がりに比例し、器高も高い。内面には細

かい単位の回転ナデを施す。

Ⅲ類（ヘラ切り）

　現段階では細分できない。法量は口径 9 ～ 11㎝であり器高が一定しない。時期が下るにつれ器高が

低くなり、口縁部の開きの角度が大きくなる。18 世紀後半以降の遺構からはほとんど出土しない。

各系統の変遷とその系譜

　以上の分類に基づき、遺構の埋没年代を参考に配列したものが第 161 図である。時代が下るにつれ法

量が縮小するという方向性が確認され、分類間の形態差が不明瞭となる。時期によって法量がまとまる

傾向は認められず、同時期でのばらつきが大きい。このほか、外面ナデなどの調整の簡略化も時期を下

るごとにみられる。細別型式の設定や時間幅の検討は今後の課題として、ひとまずは分類を通して確認

された丸亀城下の土師質土器皿の特徴について述べておく。

　まず、全体を通して静止糸切のⅠ類が主流を占め続けることがあげられる。17 世紀の後半にはⅡ～

Ⅳ類も認められるものの、あくまで少数派である。Ⅰ類についても、底部付近の形態を基に 2 つ以上の

分類を行うことができ、この中でも主流を占めるのは底部が突出し外反する形態のⅠ a 類とⅠ b 類で

ある。両者は周辺の中世土器から系譜をたどることが難しく、県内の資料で強いてあげるならば、中世

後半に西讃にみられる土師質土器皿に類似するものが認められる。これらは底部径が小さく、静止糸切

技法を持つほか、やや外反気味に口縁部まで開く形態を持つ。これらと丸亀城跡出土資料を直接的につ

なぐ資料が存在するわけではなく、現状では可能性を指摘するにとどめる。

焙烙の地域性とに流入について

　土師質土器の中でも産地の推定が可能であるのが焙烙である。県内外の生産地の状況を踏まえながら、

その特徴を指摘しておきたい。

　まず焙烙の産地構成が特徴として挙げられる。18 世紀後半以降は御厩産の焙烙が卓越するが、それ

までの焙烙の産地構成では関西系が主体を占め、それに岡本産と内耳のとりつく産地不明の一群（西部
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瀬戸内系か？）が少量組み合わさる。今回調査で出土した関西系焙烙は、図化可能なものはほぼ全点報

告を行ったが、最低でも 40 個体以上は確認でき、県下の他遺跡と比べても非常に多い比率である。18

世紀前半までが流入のピークとなり、その後には御厩産の焙烙に取って替わるため、この時期を境に、

丸亀での調理の方式が変化した、あるいは屋敷地の居住者の変化を示していた等の可能性が考えられる

ほか、時期はやや下るものの、焙烙にかかわらず竈などの調理具も含めた御厩産の製品が丸亀城下にも

少なからず流入することに表されるような、地域内での生産・流通の在り方の変化も要因として考えら

れる。

　

　第３節　出土瓦の変遷と系統について

　今回調査において、出土遺物の大半は瓦であった。丸亀城下における瓦の変遷については、城下及び

城内出土資料の増加を待ち、中世からの系譜も踏まえて体系的に整理する必要があることを承知しつつ、

現状での城下町を中心とした瓦の様相の提示をしておきたい。

　また、今回調査の特徴として、刻印をもつ瓦の出土がみられた。瓦の生産体制や産地を考える上で重

要であると考え、本節において刻印のみであるが紹介し、それらの出土遺構や共伴する瓦の特徴につい

てもまとめる。

（１）軒瓦の様相変化について

　17 世紀後半～近代までの遺構で確認されている。出土遺構の大半が廃棄土坑であるが、瓦については、

必ずしも遺構の埋没年代と瓦の製作年代が一致せず、製作年代が 100 年以上隔たる瓦が、一括して投棄

されることもありうる。そういった点に留意し、以下の作業に基づき変遷を考える。

①共伴する土器・陶磁器や遺構の切り合いから想定される遺構の埋没年代をもとに、瓦を文様系統ごと

に並べる。特に今回は、軒平瓦の中心飾りの分類が主となるが、唐草の形態などによる更なる細分の余

地は十分にある。

②同一型式の瓦が、さらに古い段階に存在する場合については、新しい遺構出土の瓦を古いものとみな

し、一部の資料の年代を引き上げる。

軒丸瓦の傾向

　今回は軒平瓦を中心に検討を行うが、丸亀城下における軒丸瓦の変遷については、調査地点の西側で

行われた調査によって変遷観が示されている（東 2008）。今回の調査成果についても、おおむねそれら

を追認する形となるが、いくつか付け加える点がある。

　まず、既往の編年では、①珠文数の減少、大型化②巴文様の短小化などが新しい時期の傾向として挙

げられるが、その流れは今回の出土資料においても追認できる。

　ただし、珠文数については、数の減少という点においては相違ないが、その傾向が丸亀においては他

地域より早く、顕著に認められる。18 世紀代に埋没する遺構出土の軒丸瓦などでは、珠文が８～ 10 個

と非常に少なく、７個のものも散見される。珠文間の間隔も大きい。

　19 世紀以降になると、珠文の大きさが増し、数も増加する傾向にあるが、19 世紀以降で主体的な位

置を占めるものではない。これらが高松城下等の瓦の変遷で言われる復古調（佐藤 2002）と同様の契

機を持つ、ないしは影響を受けているかどうかは不明であるが、珠文数が増加するものが主体を占めな

い。
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第 162 図　軒平瓦　変遷（案）　
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　また、瓦の製作技法の変化については、18 世紀後半にキラコ使用が確認できる。キラコ使用の開始

については、地域によってばらつきがあり、必ずしも時期の指標になることはないが、丸亀城と最も近

い城下町である高松城の例を見てみると、高松城編年様相５（18 世紀前半）の段階におくことができ、

高松城下から少し遅れた時期に導入されるようである。

軒平瓦の変遷と特徴

　軒平瓦については、大きく中心文様によって分類したのちに、唐草など、その他の要素によって分類

を行った。中心文様は、宝珠文、三葉文、菊花文といったほかの地域でもみられるものと、蔦葉文や渦

文といった、丸亀城下を中心に多くみられる文様が確認できる。大きな方向としては 19 世紀を境とし、

それ以前と以降において、文様の傾向が大きく異なることが丸亀城下の特徴である。

　以下では変遷図（第 162 図）に示された変遷観で、時期ごとの傾向について概要を示し、同一の中心

飾りを持つ中での細分も提示する。示された年代はあくまで出土遺構の埋没年代が基準になっており、

瓦本来の製作年代が上がる可能性は十分にあることはご承知いただきたい。

　なお、城下の瓦として、丸亀市教育委員会調査の瓦についても掲載しているが、出土遺構の年代につ

いては、土器・陶磁器の年代に基づいて決定したため報告書の年代比定と異なっている部分がある。

17 世紀後半（丸亀城１期）

　遺構数は少ないものの、瓦はある程度確認できる。中心飾は三葉文、菊花文、渦文が中心となる。特

に菊花文は唐草が１転しかしない。三葉文については２転し、いずれも巻きが弱く、瓦当の高さが低い。

渦文については、中心文様のみでなく周辺の文様や、范の切り方にも独自性が認められ、周辺に類例を

あまり見ないが、中心飾りが一つ巴状となり、唐草を施す a 類と、中心が何重かの渦で、唐草の隙間に

文様を施す b 類に分けられる。

18 世紀前半（丸亀城２、３期）

　遺構数も少なく、瓦の出土量も少ない。前代とほとんど様相に変化はないが、渦文などに改刻の痕跡

がみられるものが存在する。

18 世紀後半（丸亀城４期）

　遺構数は多く、瓦を多く含む廃棄土坑はあるものの、この時期を特徴づける文様や形態、前代からの

連続性が認めがたい。特徴としては前代の３系統に加え、新しい系統が追加されていることや、後にも

述べるが丸亀城下の主流文様となる蔦葉文様の出現もこの時期に起こっていたものと考えられる。

　また、軒平瓦とは関係ないが、この時期から桟瓦が普及し、軒桟瓦も少量みられる。キラコの導入も

この時期の資料から確認できる。

19 世紀前半（丸亀城５期）

　遺構数が急増し、瓦の出土量が極端に増加している。明らかに混入と考えられるもの以外は、大半が

蔦葉文様系統に移り替わっている。これらは唐草の形態によって、大別３類に分類できる。いずれも唐

草が２転するが、a 類は外側の唐草の先端が３本に分かれる。b 類は唐草が角ばった曲がり方をし、屈

曲点が瘤状に膨らむ。c 類は唐草の巻きが強く、先端が円形に肥厚する。

　以上の３類については、各分類の中でもさらに複数の型式が認められ、組列をもつことから、個々の

系統としてそれぞれ型式変化している可能性が高い。また、c 類の登場が遅れるように見えるが、それ

ほど時期差はないものと考える。

19 世紀中ごろ～明治初頭（丸亀城６期）
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　前代と大差はないが、文様の大半が蔦葉文様で占められる。この時期になっても、宝珠文や菊花文、
高松城の主流文様である半裁花菱文が認められる。主流文様の展開以降を考える際に、高松城などと
少し異なる点としては、少数ながらも別系統の文様が作られ、この段階においても新たなモチーフ（半
裁花菱文）が取り入れられる状況があげられる。これは、主流文様の生産に瓦生産の大部分が移行す
る近隣の城下とはやや異なった状況であるといえる。
丸亀における瓦生産の画期とその特徴

　以上のことから、丸亀における瓦の変遷を考えてみたい。まず、瓦の変遷のうえでの大きな段階と
しては、３段階に分けられる。
　1 段階目は、18 世紀前葉までの状況であり、複数の中心文様の系統が混在しており、いずれも１～
２型式にしか細分できない。この段階においては、元禄年間の城下図を参照すると、瓦町に 14 名の瓦
師の名前が見て取れる。瓦屋がそれぞれに文様を採用し瓦を製作していたものと考えられる。この中
でも、文様に合わせて瓦笵を切る等の方法は、周辺の地域を見渡しても見られず、これが顕著にみら
れる渦文などは、丸亀で製作された地域色のある文様といえよう。
　２段階目は 18 世紀後半であり、軒平瓦に大きな変化は見られないが、桟瓦といった新しい瓦の出現
やキラコの使用といった技法上の変化が代表的である。軒瓦の文様ではさほど顕著な差異は認められ
ないが、前代の様々な文様の中から蔦葉文様が選択され、中心文様として使用され始めるのもこの時
期であると想定される。
　最後の区分としては、19 世紀前半から明治時代があげられる。この時期には、大多数を占める蔦葉
文様系の瓦と、少数の別の中心文様を用いる瓦が認められる。蔦葉文様が認められる瓦は、複数の系
統に分類でき、これが丸亀の主流の文様とすれば、丸亀の瓦生産の単位を反映していると考えられる。
　以上、複数の系統の文様が混在する状況から、蔦葉文様という主文様が確立され、浸透していく様
子が確認できた。これは高松城下と類似する動きといえ、東の半裁花菱、西の蔦葉という、大まかな
分布域を形成する。半裁花菱の分布状況については、佐藤竜馬氏や渡邊誠氏によってまとめられており、
蔦葉文様についても一部言及されているが（佐藤 2002、渡邊 2017）その系統については今回明らかに
することができた。蔦葉文様は、ほかの系統のものが混ざりつつも、県内西部に分布しているようで
ある。
　今後の現役瓦も含めた資料数の増加により、その展開状況と、瓦屋などの生産単位の抽出が可能と
なってくるであろう。

（２）刻印瓦について
　今回の調査においては、一部近代以降に下る可能性のあるものも含め、計 89 点の刻印をもつ瓦が確
認された（第 163 図、第 164 図）。種類の重複するものも確認されたが、それらについても、遺構間の
関係が見えるようにするため、確認できた全点を掲載した。詳細については、表７を参照いただきた
いが、出土する遺構の時期と刻印の種類から、大まかな特徴や、遺構での出土状況についてまとめる。
刻印瓦の出現時期とその変遷について

　軒瓦に刻印された例が確認されていないため、遺構出土資料の中で推定される埋没年代に基づき、
刻印瓦の製作年代を推定した。刻印瓦も軒平瓦と同様、胎土の違いなどで古いものの混入が認められる。
　刻印瓦については、少なくとも 17 世紀後半にはその存在が確認されており、丸亀において早い段階
から瓦への刻印がなされていたと考えられる。詳細は表を参照いただくことにして、ここでは刻印を
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大きく４つの項目に分け、丸亀での刻印瓦の特徴について記述する。
（記号）
　17 世紀後半からみられる刻印である。◎や○といったような、単純な図形が多く、刻印の箇所も平
瓦の側面に押印されることがほとんどである。胎土や製作技法上の違いは現時点では見いだせないが、
キラコの使用など、新しい時期の特徴と共存する例が少ないことからも、古く位置づけられるものが多
い。このほか、菊花の刻印といったように、周辺地域でも見られる刻印もある。

（文字（〇囲いに一文字））
　18 世紀後半以降にみられる刻印である。○囲いの中に文字を刻印するタイプであり、○に文字の刻
印は大きく３種類（卯？、甚、宇）が存在するほか、おそらく 19 世紀以降であるが、丸囲いに「中」、「三」
なども見受けられるようになる。刻印は必ずと言っていいほど平瓦の側面に施される。
　いずれの刻印も丸亀近辺を中心に出土が確認されるため、遠隔地からの搬入ではなく、在地での製作
が想定される。〇囲いを持たず文字のみを記す例も存在するため、文字が同一でも、刻印にはいくつか
のバリエーションがある。

（方形囲いに文字）
　19 世紀前半以降の瓦については、方形の囲いに銘が刻まれる資料が増加する。
　今回調査において顕著に認められるのは、「丸亀　三木屋仁左衛門」の銘を持つ瓦である。この刻印
の特徴の一つに、これまで刻印されることの少なかった丸瓦の凸面や、土塀瓦にも刻印が認められるこ
とが挙げられる。平瓦の刻印では、○印に三を刻印するものが登場し、三木屋の省略形の可能性も考え
られる。
　なお、三木屋の瓦については、丸亀城内においても確認されているほか、瀬戸内海を挟んで対岸の岡
山市円福寺での現役瓦の例なども確認されている（乗岡 1996）。
　このほか、「平」や「串島」といった、他の屋号や産地が想定される瓦の出土も確認されるが、出土
遺構が近代以降であるものも多く、埋没年代から想定される製作年代の上限については不明瞭な資料も
多い。また、少数であるが、菊間産の瓦ということを示す刻印もみられる。いずれも長方形の枠に「菊
間森貞」などの、他地域でも確認される菊間瓦の刻印をもち、胎土も在地生産の物と比べて異なる褐色
系の色調を呈するため、菊間瓦とできる。出土状況に難が残るため、丸亀への流入の時期については不
明とする。

（家紋刻印）
　19 世紀以降に、まれに家紋の刻印された瓦が出土する。京極家の家紋で、平瓦の側面や丸瓦の凸面
など、他の刻印と同様の箇所に刻印される。今回の調査地点で出土することについての理由や、藩主家
の家紋の刻印瓦の実態など、検討すべき課題が残る。
　最後に、刻印瓦と軒瓦の文様との関連について言及しておく。刻印をもつ瓦の中で、軒瓦の文様が確
認できるものは、中心飾りが菊花の刻印を持つ軒平瓦と、19 世紀以降にみられる三木屋のものと考え
られる瓦のみである。このうち三木屋のものは現役瓦に残される刻印であり、丸亀市弘聖寺の塀にある
軒平瓦である。
　今回は同一系統の瓦の中での刻印による生産単位の抽出には至れていないが、蔦葉文様の軒平瓦の型
式が複数あることはいえる。個別の文様系統と刻印の対応関係の追求が、発掘調査・現役瓦の調査によ
り進められる必要があろう。
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番号 刻印の情報 出土遺構・地層の情報 備考
種類 囲み 内容 瓦の種類 名称 遺構・地層の時期

1 文字（２字以上）□ 弁菊 平瓦 包含層 近代 菊間瓦？
2 文字（２字以上）□ 菊間森貞 平瓦 包含層 近代 菊間瓦？
3 文字（２字以上）その他 菊間森貞 平瓦 包含層 近代 菊間瓦？
4 文字（１字） その他 宝珠の中に「安」 平瓦 包含層 近代
5 文字（１字） ○ 平 軒平瓦 包含層 近代
6 文字（１字） □ 不明 平瓦 包含層 近代
7 文字（２字以上）□ 串島 平瓦 包含層 近代
8 文字（２字以上）その他 菊間森貞 平瓦 包含層 近代 菊間瓦？
9 記号 無し 二重丸 平瓦 包含層 近代
10 文字（１字） ○ 甚 平瓦 包含層 近代
11 文字（１字） ○ 㐂 平瓦 包含層 18 世紀前半
12 記号 無し 二重丸 平瓦 包含層 -
13 文字（１字） ○ 三 平瓦 包含層 -
14 文字（１字） ○ 宇 平瓦 包含層 -
15 記号 無し 二重丸 平瓦 包含層 -
16 文字（２字以上）○ 不明 軒平瓦 包含層
17 文字（２字以上）□ 太□ 平瓦 SD1001 近代
18 文字（２字以上）□ 貞永 平瓦 SD1001 近代 菊間瓦？
19 文字（２字以上）□ 弁菊 桟瓦 SD1001 近代 菊間瓦？
20 文字（１字） □ 中 平瓦 SD1007 近代

第 164図　丸亀城跡（大手町地区）刻印２　
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21 文字（１字） ○ 甚 平瓦 SD1139 19 世紀前半 瓦組溝、すべて同じ刻印
22 文字（１字） ○ 甚 平瓦 SD1139 19 世紀前半 瓦組溝、すべて同じ刻印
23 文字（１字） ○ 宇 平瓦 SD1139 19 世紀前半 瓦組溝、すべて同じ刻印
24 文字（１字） ○ 不明 平瓦 SD1139 19 世紀前半 瓦組溝、すべて同じ刻印
25 記号 ○ 不明 平瓦 SK1193 19 世紀前半
26 文字（１字） ○ 卯 平瓦 SK1193 19 世紀前半
27 その他 ○ 不明 平瓦 SK1193 19 世紀前半
28 文字（１字） ○ 甚 平瓦 SD1256 18 世紀末～ 19 世紀初頭
29 文字（１字） ○ 甚 平瓦 SD1256 18 世紀末～ 19 世紀初頭
30 記号 ○ T 字状 平瓦 SK1265 18 世紀末～ 19 世紀初頭
31 記号 無し 円 平瓦 SD1279 18 世紀末～ 19 世紀初頭
32 記号 無し 菊花文 平瓦 SD1283 18 世紀後半
33 記号 無し 円 2 つ 平瓦 SK1300 18 世紀前半
34 文字（１字） ○ 二 平瓦 SD2001 近代
35 文字（１字） ○ 不明 平瓦 SK2207 -
36 記号 ○ 卯 平瓦 SK1123 -
37 文字（１字） 無し 三 平瓦 SK1200 19 世紀前半
38 文字（１字） ○ 宇 平瓦 SK1200 19 世紀前半
39 文字（１字） ○ 宇 平瓦 SK1210 19 世紀前半
40 記号 無し 京極家家紋？ 平瓦 SK2028 19 世紀前半
41 文字（２字以上）□ 丸亀三木屋仁左衛門 その他 SK2028 19 世紀前半 土塀瓦
42 記号 無し 京極家家紋 平瓦 SK2028 19 世紀前半
43 記号 無し 二重丸 平瓦 SK2028 19 世紀前半
44 文字（１字） ○ 三 平瓦 SK2028 19 世紀前半
45 文字（２字以上）□ 丸亀三木屋仁左衛門 丸瓦 SK2028 19 世紀前半
46 記号 無し 円 平瓦 SK2060 18 世紀末～ 19 世紀初頭
47 記号 無し 二重丸 平瓦 SK2060 18 世紀末～ 19 世紀初頭
48 記号 ○ 梅花文 平瓦 SK2060 18 世紀末～ 19 世紀初頭
49 記号 ○ 逆くの字 平瓦 SK2098 19 世紀初頭
50 記号 無し 格子 平瓦 SK2099 19 世紀前半
51 文字（１字） ○ 不明、文字 平瓦 SK2111 19 世紀前半
52 文字（１字） ○ 不明、文字 平瓦 SK2111 19 世紀前半
53 文字（１字） ○ 不明、文字 平瓦 SK2111 19 世紀前半
54 文字（１字） ○ 卯　　　 平瓦 SK2111 19 世紀前半
55 文字（１字） ○ 宇 平瓦 SK2111 19 世紀前半
56 文字（１字） ○ 甚 平瓦 SK2112 19 世紀前半
57 文字（１字） その他 不明文字？ 平瓦 SK2112 19 世紀前半
58 記号 無し 京極家家紋 平瓦 SK2116 不明
59 文字（１字） ○ 宇 平瓦 SK2121 19 世紀前半
60 文字（１字） ○ 甚 平瓦 SK2121 19 世紀前半
61 文字（１字） ○ 宇 平瓦 SK2121 19 世紀前半
62 文字（１字） ○ 甚 平瓦 SK2121 19 世紀前半
63 文字（１字） ○ 不明、文字 平瓦 SK2121 19 世紀前半
64 文字（１字） ○ 不明、文字 平瓦 SK2121 19 世紀前半
65 文字（１字） ○ 卯 平瓦 SK2121 19 世紀前半
66 文字（１字） ○ 甚 平瓦 SK2121 19 世紀前半
67 文字（１字） ○ 宇 平瓦 SK2121 19 世紀前半
68 文字（１字） ○ 不明、文字 平瓦 SK2138 18 世紀後半
69 文字（１字） ○ 甚 平瓦 SK2176 19 世紀前半
70 記号 無し 円 平瓦 SK2176 19 世紀前半
71 記号 ○ 菊花 平瓦 SK2189 19 世紀前半
72 文字（２字以上）□ 丸亀三木屋仁左衛門 丸瓦 SK2189 19 世紀前半
73 記号 無し 〇 平瓦 SK3021 17 世紀後半
74 文字（２字以上）□ 三木屋仁左衛門 丸瓦 SX1016 19 世紀前半
75 文字（１字） ○ 宇 平瓦 SX1016 19 世紀前半
76 記号 無し 〇 平瓦 SX1016 19 世紀前半
77 文字（２字以上）その他 菊間山喜 平瓦 SX1067 19 世紀前半 菊間瓦？
78 文字（２字以上）□ 太〇 平瓦 SX1067 19 世紀前半
79 文字（１字） □ 平」 軒平瓦 SX1067 19 世紀前半
80 文字（２字以上）□ 太菊 平瓦 SX1067 19 世紀前半 菊間瓦？
81 文字（１字） ○ 平 軒平瓦 SX1078 近代
82 文字（１字） ○ 平 平瓦 SX1078 近代
83 文字（１字） ○ 不明、文字 平瓦 SX1267 18 世紀後半～ 19 世紀初頭
84 記号 無し 円 平瓦 SX1285 18 世紀前半
85 文字（２字以上）□ 串島 平瓦 SX2033 近代
86 記号 無し 京極家家紋 平瓦 SK2062 19 世紀前半
87 文字（１字） ○ 宇 平瓦 SX2067
88 記号 無し 京極家家紋 丸瓦 SX2133 19 世紀前半
89 記号 無し 二重丸 平瓦 SD2162 17 世紀後半
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第４節　遺構の変遷

（１）城下町形成以前の景観

　今回の調査で検出された遺構は、年代が確定しない柱穴などを除き、近世・近代の遺構が大半である。

前身に中世の港町が存在する高松城下と異なり、丸亀城下は、中世段階は小規模な漁村であったといわ

れる。実際のところ、中世の港として知られるのは周辺の宇多津や塩飽であり、丸亀にはそういった港

町は形成されていなかった。

　今回の調査においても近世以前の景観を復元しうる遺構は確認されていない。ただし、近世の遺物に

混じる形で、青磁や土師質土器足釜、摺鉢といった遺物が少量ではあるが出土し、中世後半の資料が確

認されているほか、土錘の出土も確認されている。近世の屋敷地の中心部において、遺構の埋土からこ

のような遺物が確認されることは、近隣からの二次的移動を考えるよりは、周囲に中世の包含層、ない

しは遺構が存在していたと考えるほうが妥当であろう。近世以前の集落の存在が想定でき、それらがど

れほどの規模を持っていたか等については、城下の資料の蓄積と、微地形分析等からさらに検討される

べきであろう。

　また、ごくまれにではあるが、須恵器片が確認されることがある。調査地西部の丸亀市教委調査でも

須恵器が出土している（東 2008）。いずれも小片であり、時期を確定するには至らないが、亀山とそれ

から派生する緩斜面地に、中世以前にも集落が存在した可能性が推定できる。沿岸部の砂堆の近辺も視

野に入れ、丸亀城周辺での集落形成の年代を考えることが今後の課題である。

（２）帝国陸軍歩兵第 12 聯隊の施設（第 166 図）

　明治８年に、丸亀城下の中でも調査地を含む大手町周辺については、帝国陸軍歩兵第 12 聯隊（以下、

聯隊と称する）の兵舎が作られ、戦後までこの地に基地がおかれ続けた。

　今回調査でも、聯隊にかかわる遺構が認められ、３棟の建物が復元できた。聯隊にかかわる資料と、

実際の遺構の年代的関係から、これらの建物について検討を行う。

　まず聯隊の基地内の建物等の配置について、当時作成された平面図の配置や昭和に撮影された空中写

真などの位置関係を参考にすると、建物１は第一大隊の倉庫であり、その西端および北辺の一部が、遺

構として検出されている。

　また、これより西方にも施設が想定されるが、それらは調査範囲よりさらに西に位置していたものと

される。建物１については、その構造が柱穴を含め明瞭に確認できる。聯隊建物の構造については、多

度津町資料館に聯隊建物建設にかかる仕様書が残されており、同一の建物の図面ではないが、他の建物

の構造を記した図が残される。それらの中で、特に遺構にかかわる下部構造を記した部分を模式的に示

したものが第 165 図である。溝を掘り基盤を補強したのちに、レンガ積みにて外壁基礎を構築している。

上部は、漆喰の壁を用いていたようである。床支えの柱が存在しており、それらが桁行２間存在し、そ

の内側に外壁と同様の構造をもつ基礎と、屋根支えの柱列を２列立て、柱と柱の間を廊下としている。

以上の構造をもとに建物１をみると、検出できているのは、外壁の基礎（SD1001）と床支えの柱穴である。

図面に残される寸法では、外壁と柱の間隔が 1.5 ｍであり、検出遺構間の距離とおおむね合致する。建

物１の本来の規模については、調査区より南にて、屋根支えの基礎が存在し、３区を超えたさらに南に、



－　　－202

丸亀城跡（大手町地区）（香川県埋蔵文化財センター 2018）

南辺となる外壁が存在するものと考えられる。

　建物１とそのほかの検出遺構も関連を持って考えることができる。３区で検出された埋甕は、便所遺

構と評価しているが建物１の範囲に含まれる。建物１の北側で検出された SD1092 や SD2035 は、図に

残される雨どいからの排水と関連する可能性も想定できる。

　さらに、図面等の資料には残されていない建物１に先行する建物２、３については、明治 26 年以降に、

火災による消失により、建物が新設されたという記録が残されていることから、建物２、３は明治８年

段階の建物である可能性が高い。建物２と建物３は、建物１と外壁の構造は類似しているが、柱配置に

違いがみられ、中央の屋根支えにレンガ積みの基礎を用いない。建物２と３は軸を一にして並んでいる

ことから、同時に存在していた可能性が高いが、それらの詳細な年代や機能については、さらなる資料

の収集により検証を進めていく必要がある。

（３）城下町の変遷と調査地周辺の屋敷割の変化

　今回の調査では、屋敷の区画方向に合致する溝が 2 カ所で検出された。これらの構造については、素

掘りの溝であり、明確な切り合い関係は認められないものの、おそらく 2 条の溝が併存し、18 世紀前

半には埋没している可能性が高い。これらの溝と、周辺の発掘調査事例、現存する屋敷地割から、調査

地の位置を検討し、絵図等に見える変化と実際の遺構の変遷を交えて整理したい。

　なお、屋敷地割は時期により微妙に変化し、近世を通して一定の間隔を維持していることは少ない。

ただし、今回調査地は街路に囲まれた大区画内の屋敷地の分割数と比率が、絵図資料を見る限り大きく

は変わらないため、検出された一時期の区画施設と時期の異なる絵図資料を用いて比定を行うことは、

少なくとも屋敷地 1 軒分取り違えるほどのずれはない、という前提に基づいて検討している。大雑把な

推定であるため、今後修正を行い、厳密な屋敷地比定がなされる必要がある。

　初めに、調査地周辺で定点といえるものを挙げておく。調査地周辺は、城下町の地割とは全く異なっ

ており、街路などもほとんど踏襲されていない。近世には鉤状に屈曲する部分が認められたが、聯隊の

基地建設の際に、周囲の街路は総じて直線的な道路へと作り替えられているため、街路を参考にするこ

とは難しい。確実性が高いのは、現在の道路にも引き継がれる外堀くらいである。

　このほかに参考となる、発掘調査で得られた遺構については、丸亀市教育委員会が調査を行った地点

（1/50）

0 3m（10尺）

外壁基礎

（レンガ積）
　柱基礎

（レンガ積）

　廊下

柱＋礎石（床支え）

排水管

壁（漆喰）

第 165図　建物下部構造模式
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において、外堀が検出されている（東 2008）。トレンチによる確認のみであるが、推定外堀とほぼ同一

の位置にある。また、それ以外でも屋敷割に相当する溝が数条確認されている。マンション建設にとも

ない発掘された調査区においては、石組みの護岸を持つ溝の西側の肩が検出されている。その調査区か

ら南での発掘調査においても、屋敷区画と同方向の溝が検出されている。

　以上のような状況を地図上に落としたものが第 167 図であり、絵図の中に実際の距離が記載される嘉

永７年に作成された絵図を参考とし、遺構間の距離から検討を行う。

　外堀から外堀沿いの屋敷地（周辺の記載から東西幅８間程度か）・屋敷地東の街路を超え、今回調査

地が位置する屋敷地の大区画の西端に至るには、街路の距離を仮に数間程度と見積もると、10 間以上（約

18 ｍ）の距離が想定される。

　その後、最も西端の岩間長屋の区画の東西幅は 27 間（48.6m）であり、総じて 70 ｍ弱である。外堀

のラインから今回調査地までの距離を計測し、その条件に最も近いものは 2 区の区画施設である（約

75m）。そもそもの街路の復元や、外堀～屋敷地までの施設の有無やその規模、丸亀市調査での区画施

設の年代など、問題は残るが、大きく屋敷地境界が動くことはないという前提をもとにすれば、2 区で

検出された溝は、ある時期の区画施設と考えても問題ないであろう。この溝の近辺に多く廃棄土坑が掘

られることや、溝のすぐ東に井戸が所在すること、溝を境とした陶磁器組成の違いも、屋敷境の状況を

示しているとして、区画推定の傍証となりうる。

　さらに 2 区の溝と 1 区の溝との距離を計測する。1 区の溝は大半を廃棄土坑に破壊されており、本来

はこの SD1130 の西側にもう一条の溝が存在していた可能性もあるが、遺構では明確に確認できない。

絵図資料では高宮采女の屋敷地の幅は 17 間（30.6 ｍ）である。

　今回調査で検出された溝間の間隔は、39.25 ｍと、記された間数とはかなり齟齬が出る。ただし、屋

敷地内で、区画割と同方向に延長 20 ｍも続く溝は、屋敷の境界以外には考え難いため、屋敷境の可能

性が高い溝であるとしておく。

　以上から、今回調査地は、絵図資料などで見る街路に囲まれた大区画のうち西側 2 区画分（嘉永７年

絵図の「岩間長屋」「高宮」）にあたり、特に西から２番目の区画が大半である可能性が高い。南北の区

画割については、今回調査範囲の中に南北を区画する施設が所在していた可能性はあるが、遺構として

確認できなかった。現在の街路や内堀との関係からは、調査範囲の多くが南側の区画に含まれていた可

能性が高い。

　以上のことから、今回調査地点のおおよその位置は把握できた。これに基づき、絵図資料での居住者

の変遷を見てみる。第２章で示した絵図を簡略化し、居住者を示したものが第 168 図であり、これを参

考にすると、居住者の変更、および周辺も含めての屋敷地の変更がみられるのは、①～ 1692 年（？⇒原田、

実態不明）、② 1692 年～ 1802 年（原田⇒伴）、③ 1802 ～ 1830 年代（伴⇒高宮）、④ 1865 年前後（高宮

⇒連隊建物）の４回であり、このタイミングで居住者の変更が起こっていたものとされる。

　以上の作業を念頭に置きながら、今回調査で検出された遺構について、その年代的な変遷をまとめて

いきたい。

遺構の変遷

　遺構の変遷について、第 169 図～第 172 図にまとめた。以下に概略を示す。

17 世紀後半（丸亀城 1 期）
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　遺構はきわめて希薄である。3 区に集中しているが、深度の深い遺構が 3 区に集中し、それ以外の深

度の浅い遺構は後出する遺構に切られていた可能性が考えられる。

18 世紀前半（丸亀城２・３期）

　区画施設と考えられる溝と、数基の土坑が検出されているのみである。今回調査で確認されている区

画施設は、いずれもこの時期の埋没である。これ以降の区画施設は確認されないため、区画施設は溝から、

痕跡の残りにくい地上構造物や、深度の浅い遺構が主体となっていくと考えられる。高松城下などでも、

18 世紀前半までに屋敷区画が素掘り溝から変質していく同様の状況が指摘されており（佐藤 2006）、丸

亀城下全体の普遍的な現象かどうかは今後の資料により検証されるべきであるが、ひとまず一地点での

区画近辺の施設の様相は示しておく。

第 168図　絵図の居住者の変遷
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18 世紀後半（丸亀城４期）

　廃棄土坑が顕著にみられる時期である。廃棄土坑の分布をみると、1 区の区画施設近辺を中心に分布

し、西方向へ広がる。東西方向に長い土坑と楕円形の土坑が集中し、これらに囲まれた部分が当時の屋

敷地内の施設等が存在していた箇所で、廃棄土坑が形成される場所が施設の希薄な範囲である可能性が

高い。2 区の区画施設とそれ以西には、当該期の遺構がほとんど形成されない。

19 世紀前半～明治８年（丸亀城５・６期）

　調査範囲の全域にわたって遺構が形成される。遺構の大半が瓦を大量に含む廃棄土坑であり、ほぼ垂

直な土坑を掘削していることからも、短期間で投棄を行うために掘削されたものが大半であると考える。

聯隊による造成より前の廃棄と建物や区画施設の解体も含む廃棄が混在している状態である。

遺構変遷から見た調査地の変化の画期

　以上のように遺構の変遷はまとめられるが、最後に調査地点から見えてくる丸亀城下の動きと周辺区

画の動きを整理しておく。区画施設の割り当てから、当該地区には４回以上の居住者の変更がみられる、

これらのすべてにおいて大規模な解体や廃棄がなされるわけではなく、遺構形成の様相が大きく変わる

時期には、別の要因も考えられよう。それらを整理したものが表９である。遺物や遺構の整理から導か

れる年代と、城下全域に及ぶ、ないしは大手町とその周辺に及びうる出来事を並べたものであり、遺物

等の詳細や、良好な資料群が出土する遺構はこれを参照し、その上で遺構変遷上の画期となる時期の事

象と調査地の対応関係を考えていきたい。

　まずは第一の画期であるが、これは京極家が丸亀に入封され、城下の再整備を始めたころに求められ

る。このほかにも、それまで城の南側にあった大手門を付け替え、北側に移したことで、おそらく屋敷

割りや拝領地にも変更が生じていると考えられる。丸亀城 1 期にあたり、この時期に瓦の投棄も比較的

多く行われていることからも、建物の建て替えなど行われていたのであろう。

　第 2 の画期であるが、18 世紀後半代から始まり、19 世紀の初めごろまでは遺構の形成が続く。この

時期に、廃棄土坑が頻繁に形成される。瓦などの投棄量も再び増加し、この時期に大きな葺き替えとそ

れに伴う瓦の消費があったと考えられる。城下の建築の状況は定かではないが、安永７年（1777 年）に、

天守の修理がなされていることが、銘が刻まれた瓦により明らかにされており、その際に瓦の大きな需

要や生産体制の変化があったものと考えられる。それに連動した城下での瓦の消費拡大は、廃棄土坑を

はじめとした遺構形成の一つの契機と考えられる。また、それ以外の点としては居住者の移動が考えら

れる。調査地が含まれる大区画には、多度津御用所ほか、多度津藩筆頭家老である林求馬の邸宅が所在

する。享和２年の絵図までは居住が確認できるが、そののちには見られない。記録によれば 1805 年頃

に、林求馬は多度津藩陣屋の建設に乗り出し、多度津に居を移したとされる（香川県 1990）。続く天保

年間絵図までに林求馬のみでなく、御用所周辺の屋敷地の居住者の動きが顕著にみられることがこの動

きと連動するかは不明であるが、調査地周辺の居住者の変更が、頻繁に行われたことを絵図は示してい

るといえよう。瓦生産の画期及び、後に開始される多度津藩陣屋建設の前段階の動きに対応した遺構の

形成が、第 2 の画期といえる。岩間長屋の範囲とした調査区西端において、遺構が多くみられないこと

は、この変動が及ばなかったことを示している。

　第３の画期としては、帝国陸軍歩兵 12 聯隊の基地建設による、大手町近辺の造成と屋敷地引き払い

である。これらは現在の大手門の正面までを巻き込む広大な区画の接収であり、建物の解体ももちろ

んであるが、道の形状をも変えるものであったため、街路に面していた区画なども取り壊しを受けて
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いたものと想定される。現に SK2028 では、土塀瓦のほかに、京極家の家紋が施された軒丸瓦、軒平瓦

が投棄されている。岩間長屋と想定される位置にあり、近隣に京極家とはかかわりがある屋敷はない。

SK2028 はほかの廃棄土坑と比べると大きく、おそらくは多度津御用所や、周辺の塀などの解体が同時

期に進み、すでに存在した SK2028 に併せて投棄され、混在したという可能性を想定したい。

第５節　総括

　今回の調査においては、出土ないしは検出されたものは近世の遺構・遺物が大半であった。遺構の変

遷や遺物の特徴についての詳細は第１～４節で言及したので、本節では調査において得られた主な成果

をあげて、まとめとする。

　まず、これまで発掘調査事例の少ない丸亀城下において発掘調査が面的に行われ、屋敷地の中でいく

つかの機能を持つ遺構が明確に確認されたことが成果の一つである。

　城下町形成以前の状況については、遺構によって明確にできてはいないものの、一定数の中世段階の

資料が確認されており、前代の集落景観の復元にむけての資料が提示できた。

　遺構の点からは、屋敷内の施設や屋敷区画に相当する素掘りの溝が明らかとなった。埋没年代を比定

できないものも多く存在したが、17 世紀後半に埋没を始め、近い時期に整地層の施工などもなされる

ことから、この時期を前後して、屋敷地の大きな区画の整理や居住者の変更があったものと考えられる。

一時期のものであるが、丸亀城下の屋敷割を考えるうえで、定点となりうる区画を提示することができ

たのは大きな成果である。

　また、そのほか 18 世紀後半以降に多量に形成された廃棄土坑群が、屋敷地の縁辺の同一範囲に形成

され続けることが判明した。廃棄土坑の形成箇所は帯状となっており、屋敷地の縁辺の空閑地利用の在

り方を示している可能性がある。さらに 18 世紀後半から 19 世紀初めにかけて、調査地周辺での居住者

の変更がみられており、この背景の一つとして多度津藩陣屋建設にかかる動きを想定した。また、この

時期に変化を迎える瓦生産が、これらの多量の遺構形成の要因になった可能性もある。

　明治時代の初めには、帝国陸軍歩兵 12 聯隊の基地が建設される。それに伴い、城下の屋敷地の多く

について引き払いが行われた。それに伴うと考えられる廃棄土坑についても多く検出され、分布や埋土

に含まれる遺物の状況は屋敷地のみならず、それを画する施設の解体も伴うような複数区画にまたがる

投棄の状況を示している。

　城下が開発されていく時期としては、山崎家が入封したのちの 17 世紀後半からが本格的な開始であ

り、実際遺物についてもその時期からの資料群が多く出土した。遺構の埋没状況から、城下及び周辺区

画における歴史的事象の動向と、遺構の形成や埋没がある程度関連付けて考えられる可能性が提示され

た点も大きな成果である。

　今回は、数軒の屋敷区画の居住者の実態を示したことになるが、今後の資料の蓄積により、今回提示

した成果の再検証作業や、複数の屋敷地の比較による階層性の抽出などが必要となってくるであろう。
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ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

8.2
 

1.6
 

-
-

11
SD

10
58

磁
器

碗
白

色
・

透
明

釉
白

色
白

色
染

付
（

外
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

（
9.2

）
4.5

 
2.7

 
-

12
SX

10
72

磁
器

端
反

碗
白

色
･

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

細
･

少
施

釉
施

釉
（

11
.0）

-
-

-

13
SD

11
30

土
師

質
土

器
皿

5Y
R7

/6
橙

5Y
R7

/6
橙

5Y
R7

/6
橙

-
良

-
細

中
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

7.8
 

1.5
 

5.5
 

-

14
SD

11
30

土
師

質
土

器
皿

7.5
Y

R8
/6

浅
黄

橙
7.5

Y
R8

/6
浅

黄
橙

-
-

良
-

細
中

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
8.2

 
1.8

 
4.9

 
-

15
SD

11
30

陶
器

不
明

2.5
Y

7/
4

淡
黄

･透
明

釉
2.5

Y
7/

4
淡

黄
2.5

Y
8/

2
灰

白
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

-
-

5.4
 

-

16
SD

11
30

磁
器

碗
5G

Y
8/

1
灰

白
・

透
明

釉
5G

Y
8/

1
灰

白
N

8/
灰

白
染

付（
外

･
内

）
や

や
不

良
-

-
細

・
少

施
釉

施
釉

-
-

（
7.1

）
-

17
SD

11
30

土
師

質
土

器
焙

烙
（

関
）

7.5
Y

R7
/6

橙
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

7.5
Y

R8
/4

浅
黄

橙
-

良
細

細
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
型

作
リ

回
転

ナ
デ

（
24

.6）
-

-
-

18
SD

11
30

土
師

質
土

器
焙

烙
（

関
）

5Y
R6

/2
灰

褐
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

-
良

細
中

中
・

並
回

転
ナ

デ
、

底
部

型
作

リ
回

転
ナ

デ
、

ナ
デ

（
24

.6）
-

12
.6 

-

19
SD

11
39

土
師

質
土

器
皿

5Y
R7

/6
橙

5Y
R7

/6
橙

5Y
R7

/6
橙

-
良

-
細

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

5.7
 

1.2
 

2.7
 

-

20
SD

11
39

土
師

質
土

器
羽

釜
2.5

Y
5/

1
黄

灰
2.5

Y
8/

1
灰

白
2.5

Y
5/

1
黄

灰
-

や
や

不
良

-
-

細
・

少
ナ

デ
、

指
オ

サ
エ

ハ
ケ

、
ナ

デ
、

指
オ

サ
エ

（
13

.3）
-

-
-

22
SD

11
63

陶
器

端
反

碗
　

（
瀬

・
美

）
5Y

7/
2

灰
白

･
緑

釉
5Y

7/
2

灰
白

5Y
8/

1
灰

白
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
9.4

）
5.4

 
（

3.8
）

-

23
SD

11
63

磁
器

蓋
白

色
・

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
10

.0 
2.1

 
-

つ
ま

み
部

3.9
24

SD
11

63
陶

器
甕

（
肥

前
）

7.5
Y

R6
/1

褐
灰

・
鉄

釉
7.5

Y
R4

/2
灰

褐
2.5

Y
R5

/4
に

ぶ
い

赤
褐

-
良

-
-

細
・

少
タ

タ
キ

、
回

転
ナ

デ
タ

タ
キ

、
回

転
ナ

デ
（

29
.4）

41
.3 

17
.6 

-

25
SD

11
73

土
師

質
土

器
皿

7.5
Y

R8
/3

浅
黄

橙
7.5

Y
R8

/3
浅

黄
橙

7.5
Y

R7
/6

橙
-

や
や

不
良

-
-

中
・

並
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

（
10

.8）
2.4

 
（

5.6
）

-

26
SD

11
73

土
師

質
土

器
足

釜
2.5

Y
8/

2
灰

白
-

2.5
Y

8/
2

灰
白

-
良

-
-

細
・

少
ナ

デ
、

指
オ

サ
エ

-
長

さ 9.5
幅

5.3
厚

さ 4.4
-

27
SD

11
96

土
師

質
土

器
皿

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

-
良

-
細

細
・

並
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

（
8.9

）
1.8

 
5.0

 
-

表
10

　
土
器
観
察
表
１
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報
文

番
号

遺
構

名
種

類
器

種
色

調
上

絵
・

呉
須

焼
成

胎
土

調
整

法
量

（
㎝

）
備

考
外

・
釉

薬
内

胎
土

角
閃 石

雲
母

そ
の

他
外

面
内

面
口

径
 

（
㎝

）
器

高
 

（
㎝

）
底

径
 

（
㎝

）
そ

の
他

 
（

㎝
）

28
SD

12
01

土
師

質
土

器
皿

5Y
R6

/6
橙

5Y
R6

/6
橙

5Y
R6

/8
橙

-
良

-
細

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

（
7.7

）
2.1

 
4.7

 
-

29
SD

12
01

土
師

質
土

器
皿

5Y
R8

/3
淡

橙
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
-

や
や

不
良

-
細

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

10
.4 

2.7
 

5.4
 

-

30
SD

12
01

土
師

質
土

器
焙

烙
（

御
）

2.5
Y

4/
1

黄
灰

2.5
Y

4/
1

黄
灰

2.5
Y

5/
1

黄
灰

-
良

細
-

細
・

少
ナ

デ
、

指
オ

サ
エ

板
ナ

デ
、

ナ
デ

（
37

.0）
-

-
-

31
SD

12
48

土
師

質
土

器
足

釜
2.5

Y
8/

2
灰

白
2.5

Y
8/

2
灰

白
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

-
や

や
不

良
-

-
中

・
並

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
ナ

デ
、

回
転

ナ
デ

-
-

-
-

32
SD

12
56

土
師

質
土

器
焙

烙
（

御
）

5Y
5/

1
灰

5Y
5/

1
灰

2.5
Y

7/
1

灰
白

-
良

細
-

細
・

少
ナ

デ
、

指
オ

サ
エ

板
ナ

デ
、

ナ
デ

-
-

-
-

33
SD

12
82

土
師

質
土

器
皿

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

-
-

良
-

細
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
5.3

 
1.1

 
2.9

 
-

34
SD

12
82

磁
器

小
広

東
碗

白
色

・
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

-
-

3.4
 

-

35
SD

12
82

磁
器

碗
白

色
・

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
や

や
不

良
-

-
細

・
少

施
釉

施
釉

（
10

.6）
-

-
-

36
SD

12
82

陶
器

行
平

蓋
10

Y
R8

/6
黄

橙
･

鉄
釉

2.5
Y

7/
4

浅
黄

2.5
Y

8/
2

灰
白

良
-

-
細

･
少

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

回
転

ナ
デ

施
釉

（
17

.4）
4.6

 
-

-
イ

ッ
チ

ン
掛

け

38
SD

12
91

土
師

質
土

器
皿

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/2

灰
白

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

7.7
 

1.5
 

3.8
 

-

39
SD

12
91

磁
器

丸
碗

白
色

・
透

明
釉

白
色

白
色

染
付

（
外

）
良

-
-

細
・

少
施

釉
施

釉
（

7.8
）

3.6
 

（
2.7

）
-

コ
ン

ニ
ャ

ク
印

判

40
SD

12
92

土
師

質
土

器
皿

5Y
R7

/6
橙

7.5
Y

R8
/6

浅
黄

橙
7.5

Y
R8

/6
浅

黄
橙

-
良

-
-

細
・

並
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

8.2
 

2.1
 

5.8
 

-

41
SD

12
92

磁
器

碗
白

色
･

透
明

釉
白

色
白

色
染

付
（

外
）

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
9.5

）
5.2

 
4.2

 
-

42
SD

12
92

陶
器

皿
（

肥
前

）
5Y

R5
/3

に
ぶ

い
赤

褐
･

透
明

釉
7.5

Y
R6

/3
に

ぶ
い

褐
2.5

Y
6/

1
黄

灰
-

良
-

-
細

･
並

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
、

施
釉

-
-

4.5
 

-
砂

目
積

43
SD

12
92

磁
器

皿
白

色
・

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

細
・

少
施

釉
施

釉
13

.5 
3.6

 
7.9

 
-

44
SD

12
92

土
師

質
土

器
足

釜
5Y

R7
/6

橙
-

5Y
R7

/6
橙

-
良

-
-

中
・

少
ナ

デ
-

幅
7.4

長
さ

13
.9

厚
さ 3.3

-

45
SD

12
92

土
師

質
土

器
皿

7.5
Y

R6
/6

橙
7.5

Y
R6

/6
橙

-
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
5.9

 
1.1

 
3.8

 
-

46
SD

12
92

土
師

質
土

器
皿

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
-

良
-

細
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
5.9

 
1.3

 
3.4

 
-

47
SD

12
92

土
師

質
土

器
皿

5Y
R7

/6
橙

5Y
R7

/6
橙

-
-

良
-

細
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
6.1

 
1.3

 
3.9

 
-

48
SD

12
92

土
師

質
土

器
皿

5Y
R7

/6
橙

5Y
R7

/6
橙

5Y
R7

/6
橙

-
良

-
細

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

8.4
 

1.6
 

4.9
 

-

49
SD

12
92

陶
器

　
灯

明
皿

（
備

）
10

R4
/4

赤
褐

10
R4

/4
赤

褐
10

R4
/4

赤
褐

-
良

-
-

-
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
（

7.7
）

-
（

2.8
）

-

50
SD

12
92

陶
器

不
明

5Y
8/

1
灰

白
・

透
明

釉
5Y

8/
2

灰
白

5Y
8/

2
灰

白
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
回

転
糸

切
施

釉
-

-
4.1

 
-

墨
書

あ
り

51
SD

12
92

土
師

質
土

器
羽

釜
2.5

Y
5/

2
暗

灰
黄

2.5
Y

5/
2

暗
灰

黄
10

Y
8/

1
灰

白
-

や
や

不
良

細
細

細
・

少
ナ

デ
、

指
オ

サ
エ

ナ
デ

（
16

.6）
-

-
-

52
SD

12
92

土
師

質
土

器
焙

烙
　

（
内

耳
）

10
Y

R5
/2

灰
黄

褐
7.5

Y
R7

/6
橙

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
-

良
細

中
細

・
少

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
ナ

デ
（

28
.4）

-
-

-

53
SD

12
92

土
師

質
土

器
皿

7.5
Y

R8
/3

浅
黄

橙
7.5

Y
R8

/3
浅

黄
橙

-
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
5.7

 
1.0

 
3.7

 
-

54
SD

12
92

磁
器

碗
白

色
･

透
明

釉
白

色
白

色
染

付
（

外
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

（
8.8

）
4.5

 
4.3

 
-

55
SD

12
92

磁
器

碗
10

Y
8/

1
灰

白
･

透
明

釉
10

Y
8/

1
灰

白
白

色
染

付
（

外
）

良
-

-
-

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
5.6

）
5.1

 
（

4.4
）

-

土
器
観
察
表
２



－　　－218

報
文

番
号

遺
構

名
種

類
器

種
色

調
上

絵
・

呉
須

焼
成

胎
土

調
整

法
量

（
㎝

）
備

考
外

・
釉

薬
内

胎
土

角
閃 石

雲
母

そ
の

他
外

面
内

面
口

径
 

（
㎝

）
器

高
 

（
㎝

）
底

径
 

（
㎝

）
そ

の
他

 
（

㎝
）

56
SD

12
92

磁
器

筒
形

碗
10

Y
8/

1
灰

白
･

透
明

釉
10

Y
8/

1
灰

白
10

Y
8/

1
灰

白
染

付
（

外
）

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
12

.1）
9.0

 
（

7.8
）

-

57
SD

12
92

陶
器

刷
毛

目
鉢

2.5
Y

R5
/4

に
ぶ

い
赤

褐
･

鉄
釉

7.5
Y

R3
/3

暗
褐

2.5
Y

R5
/4

に
ぶ

い
赤

褐
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

、
施

釉
施

釉
（

9.6
）

8.6
 

（
8.2

）
-

58
SD

12
92

土
師

質
土

器
鍋

10
Y

R3
/2

黒
褐

10
Y

R4
/2

灰
黄

褐
10

Y
R8

/2
灰

白
-

良
細

細
細

・
少

ナ
デ

、
ハ

ケ
、

指
オ

サ
エ

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
（

32
.0）

-
-

-

59
SD

12
99

土
師

質
土

器
皿

7.5
Y

R8
/4

浅
黄

橙
7.5

Y
R8

/4
浅

黄
橙

-
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
6.1

 
1.1

 
3.7

 
-

60
SD

12
99

土
師

質
土

器
皿

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

5Y
R6

/8
橙

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

6.6
 

1.2
 

3.8
 

-

61
SD

12
99

土
師

質
土

器
皿

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

-
-

良
細

細
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
8.6

 
1.8

 
5.2

 
-

62
SD

12
99

陶
器

灯
明

皿
（

備
）

2.5
Y

R5
/4

に
ぶ

い
赤

褐
2.5

Y
R5

/4
に

ぶ
い

赤
褐

2.5
Y

R6
/6

橙
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

（
14

.9）
-

-
-

63
SD

12
99

陶
器

丸
碗

10
Y

8/
1

灰
白

･
透

明
釉

10
Y

8/
1

灰
白

10
Y

8/
1

灰
白

染
付

（
外

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
（

6.8
）

4.0
 

2.2
 

-
陶

胎
染

付
64

SD
12

99
磁

器
皿

白
色

･
透

明
釉

白
色

光
沢

あ
る

白
色

染
付

（
内

）
良

-
-

細
･

少
施

釉
施

釉
-

-
-

-

65
SD

12
99

土
師

質
土

器
甕

7.5
Y

R6
/6

橙
7.5

Y
R6

/6
橙

5Y
R6

/6
橙

-
や

や
不

良
-

細
細

・
少

ナ
デ

、
板

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
ナ

デ
、

板
ナ

デ
、

指
オ

サ
エ

（
34

.6）
-

-
-

66
SD

13
07

磁
器

碗
10

Y
8/

1
灰

白
･

透
明

釉
10

Y
8/

1
灰

白
10

Y
8/

1
灰

白
染

付
（

外
）

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
12

.9）
10

.0 
（

8.7
）

-
67

SK
10

17
磁

器
碗

10
Y

8/
1

灰
白

･
透

明
釉

10
Y

8/
1

灰
白

10
Y

8/
1

灰
白

染
付

（
外

）
良

-
-

-
回

転
ナ

デ
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
9.6

 
3.3

 
3.3

 
-

68
SK

10
17

陶
器

急
須

（
京

・
信

）
7.5

Y
7/

1灰
白

･透
明

釉・
緑

釉
2.5

Y
8/

2
灰

白
2.5

Y
8/

2
灰

白
緑

･
絵

付（
外

）
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

ナ
デ

、
施

釉
（

6.0
）

-
-

-

69
SK

10
17

土
師

質
土

器
焙

烙
（

関
）

5Y
R5

/4
に

ぶ
い

赤
褐

5Y
R5

/4
に

ぶ
い

赤
褐

7.5
Y

R7
/6

橙
-

良
細

細
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
型

成
形

、
指

オ
サ

エ
、

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
（

30
.2）

-
-

-

70
SK

10
77

磁
器

碗
2.5

GY
8/

1灰
白

･透
明

釉
2.5

Y
8/

1
灰

白
白

色
染

付（
外

･
内

）
や

や
不

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

-
-

3.7
 

-

71
SK

11
19

陶
器

火
入

れ
（

備
）

10
R5

/4
赤

褐
2.5

Y
R6

/6
橙

2.5
Y

R6
/6

橙
-

良
-

-
中

･
並

回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

（
13

.1）
（

7.1
）

（
12

.9）
-

72
SK

11
19

土
師

質
土

器
焙

烙
（

関
）

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

-
良

-
-

中
・

少
回

転
ナ

デ
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
-

-
-

-
使

用
痕

少
な

い
、

難
波

D
類

73
SK

11
19

陶
器

摺
鉢

　
（

堺
・

明
）

10
R5

/6
赤

10
R5

/6
赤

10
R6

/6
赤

橙
-

良
-

-
中

・
並

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
（

31
.2）

13
.3 

（
14

.0）
-

74
SK

11
23

土
師

質
土

器
七

輪
2.5

Y
8/

3
淡

黄
2.5

Y
8/

3
淡

黄
2.5

Y
8/

2
灰

白
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

16
.5 

19
.0 

-
-

刻
印

あ
り

75
SK

11
23

土
師

質
土

器
皿

10
Y

R8
/2

灰
白

10
Y

R8
/2

灰
白

10
Y

R8
/2

灰
白

-
や

や
不

良
-

細
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
6.2

 
1.2

 
3.7

 
-

76
SK

11
23

土
師

質
土

器
皿

10
Y

R8
/2

灰
白

10
Y

R8
/3

灰
白

10
Y

R8
/4

灰
白

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

6.0
 

1.0
 

3.5
 

-

77
SK

11
23

陶
器

灯
明

皿
（

京
・

信
）

5Y
7/

2
灰

白
･

透
明

釉
5Y

8/
2

灰
白

10
Y

8/
1

灰
白

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

施
釉

施
釉

8.3
 

1.2
 

3.0
 

-

78
SK

11
23

陶
器

油
受

け
皿

（
京

・
信

）
5Y

8/
2

灰
白

･
透

明
釉

5Y
8/

2
灰

白
2.5

Y
8/

2
灰

白
-

良
-

-
-

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

、
施

釉
3.7

 
5.1

 
5.6

 
-

79
SK

11
23

磁
器

端
反

碗
白

色
･

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
10

.6 
6.0

 
4.3

 
-

80
SK

11
23

磁
器

端
反

碗
（

瀬
）

白
色

･
透

明
釉

白
色

光
沢

あ
る

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

（
10

.3）
5.8

 
3.8

 
-

81
SK

11
23

土
師

質
土

器
羽

釜
5Y

4/
1

灰
・

無
釉

5Y
5/

1
灰

5Y
7/

1
灰

白
-

良
-

-
中

・
少

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
ハ

ケ
、

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
（

12
.0）

-
-

-

82
SK

11
23

土
師

質
土

器
焙

烙
（

御
）

10
Y

R7
/2

に
ぶ

い
黄

橙
10

Y
R7

/1
灰

白
10

Y
R7

/1
灰

白
-

良
-

-
細

・
少

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
、

板
ナ

デ
ナ

デ
、

板
ナ

デ
（

39
.6）

-
-

-

土
器
観
察
表
３
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報
文

番
号

遺
構

名
種

類
器

種
色

調
上

絵
・

呉
須

焼
成

胎
土

調
整

法
量

（
㎝

）
備

考
外

・
釉

薬
内

胎
土

角
閃 石

雲
母

そ
の

他
外

面
内

面
口

径
 

（
㎝

）
器

高
 

（
㎝

）
底

径
 

（
㎝

）
そ

の
他

 
（

㎝
）

83
SK

11
32

磁
器

紅
皿

白
色

・
透

明
釉

白
色

白
色

-
良

好
-

-
-

型
成

形
、

施
釉

施
釉

4.9
 

1.5
 

1.2
 

-
84

SK
11

32
陶

器
施

釉
蓋

10
Y

R3
/3

暗
褐

・
鉄

釉
2.5

Y
7/

3
浅

黄
5Y

8/
2

灰
白

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

施
釉

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
9.6

 
2.4

 
-

-
85

SK
11

80
磁

器
湯

呑
（

瀬
）

白
色

･
透

明
釉

白
色

光
沢

あ
る

白
色

染
付

（
外

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
6.5

 
4.8

 
2.9

 
-

86
SK

11
80

陶
器

丸
碗

5Y
7/

2
灰

白
･

透
明

釉
5Y

7/
2

灰
白

5Y
8/

1
灰

白
-

や
や

不
良

-
-

細
･

並
回

転
ナ

デ
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
（

8.9
）

5.6
 

3.8
 

-

87
SK

11
80

土
師

質
土

器
皿

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
-

良
-

細
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
（

6.0
）

1.2
 

3.6
 

-

88
SK

11
80

磁
器

赤
色

絵
碗

白
色

･
透

明
釉

白
色

白
色

赤
色

･絵
付（

内
）

良
-

-
-

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
7.3

）
3.6

 
（

2.8
）

-
89

SK
11

80
磁

器
碗

（
瀬

）
白

色
･

透
明

釉
白

色
光

沢
あ

る
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

-
回

転
ナ

デ
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
（

9.8
）

4.7
 

（
3.8

）
-

90
SK

11
80

磁
器

丸
碗

白
色

・
透

明
釉

白
色

白
色

染
付

（
外

）
良

-
-

細
・

少
施

釉
施

釉
（

7.0
）

3.0
 

（
2.6

）
-

91
SK

11
80

磁
器

広
東

碗
白

色
･

透
明

釉
白

色
5Y

8/
1

灰
白

染
付

（
外

）
や

や
不

良
-

-
-

回
転

ナ
デ

、
施

釉
施

釉
（

9.9
）

6.0
 

（
5.7

）
-

92
SK

11
80

陶
器

水
甕

（
瀬

・
美

）
2.5

Y
7/

3
淡

黄
･

透
明

釉
2.5

Y
7/

3
淡

黄
2.5

Y
8/

2
灰

白
-

や
や

不
良

-
-

細
・

並
回

転
ナ

デ
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
（

29
.4）

-
-

-

93
SK

11
88

土
師

質
土

器
皿

10
Y

R8
/2

灰
白

10
Y

R8
/2

灰
白

-
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
5.8

 
1.2

 
3.0

 
-

94
SK

11
88

陶
器

灯
明

皿
（

備
）

2.5
Y

R5
/4

に
ぶ

い
赤

褐
2.5

Y
R3

/4
暗

赤
褐

-
-

良
-

-
細

･
並

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

（
8.1

）
（

1.0
）

（
4.0

）
-

95
SK

11
88

磁
器

碗
10

Y
8/

1
灰

白
・

透
明

釉
10

Y
8/

1
灰

白
白

色
染

付
（

外
、

コ
ン

ニ
ャ

ク
印

判
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

（
10

.0）
-

-
-

96
SK

11
88

磁
器

小
広

東
碗

10
Y

8/
1

灰
白

・
透

明
釉

10
Y

8/
1

灰
白

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

（
9.3

）
5.3

 
（

3.7
）

-

97
SK

11
88

土
師

質
土

器
風

呂
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/2

灰
白

2.5
Y

6/
1

黄
灰

-
や

や
不

良
-

細
細

・
少

ナ
デ

、
板

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
ナ

デ
、

板
ナ

デ
-

-
47

.4 
-

98
SK

11
91

土
師

質
土

器
皿

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

10
Y

R8
/4

浅
黄

橙
-

良
-

細
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
（

6.4
）

1.2
 

（
4.4

）
-

99
SK

11
91

土
師

質
土

器
皿

10
Y

R8
/2

灰
白

10
Y

R8
/2

灰
白

10
Y

R8
/2

灰
白

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

（
6.8

）
1.5

 
3.6

 
-

10
0

SK
11

91
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

（
7.6

）
1.4

 
（

4.7
）

-

10
1

SK
11

91
陶

器
灯

明
皿

（
備

）
2.5

Y
R4

/6
赤

褐
2.5

Y
R4

/6
赤

褐
2.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
-

良
細

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

（
6.8

）
1.8

 
（

3.9
）

-

10
2

SK
11

91
磁

器
広

東
碗

白
色

・
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

や
や

不
良

-
-

-
施

釉
施

釉
（

10
.2）

5.4
 

（
5.4

）
-

広
東

に
近

い

10
3

SK
11

91
陶

器
皿

（
源

内
）

緑
釉

・
鉄

釉
・

透
明

釉
、

黄
色

釉
-

10
Y

R8
/1

灰
白

-
や

や
不

良
-

-
-

回
転

ナ
デ

、
底

部
は

り
つ

け
、

施
釉

型
成

形
、

施
釉

-
-

（
13

.0）
-

10
4

SK
11

91
土

師
質

土
器

皿
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
（

7.8
）

1.5
 

（
3.8

）
-

10
5

SK
11

91
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/2
灰

白
10

Y
R8

/2
灰

白
10

Y
R8

/2
灰

白
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
（

7.0
）

1.0
 

4.9
 

-

10
6

SK
11

91
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

7.2
 

1.4
 

4.0
 

-

10
7

SK
11

91
土

師
質

土
器

皿
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
（

7.2
）

1.6
 

3.8
 

-

10
8

SK
11

91
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

-
良

-
細

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

（
7.0

）
1.4

 
3.6

 
-

10
9

SK
11

91
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

7.4
 

1.6
 

3.8
 

-

土
器
観
察
表
４



－　　－220

報
文

番
号

遺
構

名
種

類
器

種
色

調
上

絵
・

呉
須

焼
成

胎
土

調
整

法
量

（
㎝

）
備

考
外

・
釉

薬
内

胎
土

角
閃 石

雲
母

そ
の

他
外

面
内

面
口

径
 

（
㎝

）
器

高
 

（
㎝

）
底

径
 

（
㎝

）
そ

の
他

 
（

㎝
）

11
0

SK
11

91
土

師
質

土
器

皿
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
7.5

Y
R8

/4
浅

黄
橙

-
良

-
-

中
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

、
ナ

デ
回

転
ナ

デ
（

11
.0）

-
-

-

11
1

SK
11

91
陶

器
灯

明
皿

（
備

）
2.5

Y
R4

/6
赤

褐
2.5

Y
R4

/6
赤

褐
2.5

Y
R7

/4
淡

赤
橙

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
・

ナ
デ

5.4
 

1.1
 

4.5
 

-

11
2

SK
11

91
陶

器
灯

明
皿

（
備

）
2.5

Y
R4

/6
赤

褐
2.5

Y
R4

/6
赤

褐
2.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

・
ナ

デ
（

9.4
）

1.3
 

（
6.0

）
-

自
然

釉
？

か
か

る

11
3

SK
11

91
陶

器
灯

明
皿

（
備

）
2.5

Y
R4

/6
赤

褐
2.5

Y
4/

6
赤

褐
2.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

（
8.2

）
1.1

 
（

5.0
）

-

11
4

SK
11

91
陶

器
灯

明
皿

（
備

）
10

Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

10
Y

R6
/4

に
ぶ

い
黄

橙
10

Y
R8

/4
浅

黄
橙

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
（

9.8
）

1.9
 

（
2.8

）
-

11
5

SK
11

91
陶

器
灯

明
皿

（
備

）
2.5

Y
R3

/4
暗

赤
褐

2.5
Y

R3
.4

暗
赤

褐
2.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

（
9.8

）
（

1.5
）

-
-

11
6

SK
11

91
陶

器
灯

明
皿

（
備

）
2.5

Y
R5

/3
に

ぶ
い

赤
褐

2.5
Y

R5
/3

に
ぶ

い
赤

褐
2.5

Y
R6

/6
橙

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
、

ナ
デ

（
7.2

）
1.3

 
（

5.2
）

-

11
7

SK
11

91
陶

器
灯

明
皿

（
備

）
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

-
良

-
-

-
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

（
5.1

）
1.2

 
（

2.8
）

-

11
8

SK
11

91
陶

器
灯

明
皿

（
備

）
2.5

Y
R4

/6
赤

褐
2.5

Y
R4

/6
赤

褐
-

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
回

転
ナ

デ
、

ナ
デ

5.2
 

1.1
 

3.9
 

-

11
9

SK
11

91
陶

器
灯

明
皿

（
備

）
2.5

Y
R4

/6
赤

褐
2.5

Y
5/

4
に

ぶ
い

赤
褐

2.5
Y

5/
4

に
ぶ

い
赤

褐
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

、
ナ

デ
7.1

 
1.3

 
5.5

 
-

12
0

SK
11

91
陶

器
灯

明
皿

（
備

）
2.5

Y
R3

/2
暗

赤
褐

2.5
Y

R3
/2

暗
赤

褐
10

Y
R7

/1
灰

白
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

、
ナ

デ
（

10
.0）

（
1.5

）
（

5.2
）

-

12
1

SK
11

91
土

師
質

土
器

土
人

形
7.5

Y
R8

/3
浅

黄
橙

-
-

-
良

-
細

細
・

少
型

成
形

-
-

4.1
 

-
-

女
性

座
像

　
キ

ラ
コ

使
用

12
2

SK
11

91
陶

器
施

釉
蓋

10
Y

R3
/4

暗
褐

・
鉄

釉
10

Y
R3

/4
暗

褐
2.5

Y
8/

2
灰

白
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
7.4

）
2.6

 
（

6.6
）

-

12
3

SK
11

91
土

師
質

土
器

焼
塩

壺
蓋

7.5
Y

R6
/6

橙
7.5

Y
R6

/6
橙

7.5
Y

R6
/6

橙
-

良
-

細
中

･
少

ナ
デ

布
目

圧
痕

（
8.4

）
（

1.7
）

（
7.8

）
-

12
4

SK
11

91
陶

器
花

入
れ

（
京

・
信

）
10

Y
8/

1
灰

白
･

透
明

釉
10

Y
R4

/3
に

ぶ
い

黄
褐

5Y
8/

1
灰

白
鉄

絵
（

外
）

良
-

細
細

･
少

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

、
施

釉
（

5.6
）

6.9
 

5.6
 

-

12
5

SK
11

91
陶

器
腰

錆
碗

（
瀬

・
美

）
5Y

8/
2

灰
白

･
鉄

釉
5Y

8/
2

灰
白

5Y
8/

1
灰

白
-

良
-

-
細

･
並

回
転

ナ
デ

、
底

部
ケ

ズ
リ

出
し

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
9.6

）
（

5.6
）

4.6
 

-

12
6

SK
11

91
陶

器
碗

5Y
7/

2
灰

白
･

透
明

釉
5Y

7/
2

灰
白

5Y
7/

2
灰

白
鉄

絵
（

外
）

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
8.8

）
-

-
-

12
7

SK
11

91
陶

器
火

入
れ

（
備

）
7.5

Y
R4

/4
褐

2.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

2.5
Y

R7
/4

淡
赤

橙
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

13
.7 

（
6.4

）
（

15
.2）

-

12
8

SK
11

91
磁

器
小

碗
5G

Y
8/

1
灰

白
･

緑
釉

5G
Y

8/
1

灰
白

7.5
Y

8/
1

灰
白

-
良

-
-

-
回

転
ナ

デ
、

施
釉

施
釉

（
6.9

）
（

3.2
）

（
2.6

）
-

12
9

SK
11

91
磁

器
皿

10
Y

8/
1

灰
白

･
透

明
釉

5G
Y

8/
1

灰
白

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

回
転

ナ
デ

、
施

釉
施

釉
10

.1 
1.6

 
5.2

 
-

13
0

SK
11

91
磁

器
皿

10
Y

8/
1

灰
白

･
透

明
釉

10
Y

8/
1

灰
白

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
施

釉
施

釉
（

13
.4）

3.2
 

（
8.0

）
-

13
1

SK
11

91
磁

器
腰

張
碗

蓋
白

色
・

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
（

10
.3）

3.2
 

-
つ

ま
み

部
4.1

13
2

SK
11

91
磁

器
碗

10
Y

7/
1

灰
白

･
透

明
釉

10
Y

7/
1

灰
白

2.5
Y

7/
1

灰
白

染
付

（
外

）
や

や
不

良
-

-
-

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

9.2
 

5.1
 

3.6
 

-
波

佐
見

？

13
3

SK
11

91
磁

器
小

広
東

碗
2.5

GY
8/

1灰
白

・
透

明
釉

10
GY

8/
1

明
緑

灰
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
-

-
3.4

 
-

13
4

SK
11

91
磁

器
碗

5G
Y

8/
1

灰
白

･
透

明
釉

5G
Y

8/
1

灰
白

7.5
Y

8/
1

灰
白

染
付

（
外

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
（

10
.0）

（
5.0

）
（

3.8
）

-
13

5
SK

11
91

磁
器

碗
白

色
･

透
明

釉
白

色
灰

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
好

-
-

-
回

転
ナ

デ
、

施
釉

施
釉

（
10

.1）
（

5.4
）

（
4.7

）
-

13
6

SK
11

91
磁

器
丸

碗
7.5

GY
7/

1
明

緑
灰

・
青

磁
釉

7.5
GY

8/
1

明
緑

灰
白

色
染

付
（

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

（
11

.2）
6.5

 
4.4

 
-

13
7

SK
11

91
磁

器
朝

顔
形

碗
5G

Y
6/

1
オ

リ
ー

ブ
灰

・
底

青
磁

・
内

透
明

釉
10

Y
8/

1
灰

白
2.5

Y
8/

1
灰

白
染

付
（

内
）

や
や

不
良

-
-

-
回

転
ナ

デ
、

高
台

ケ
ズ

リ
出

し
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
10

.8 
6.6

 
4.2

 
-

18
c

土
器
観
察
表
５
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報
文

番
号

遺
構

名
種

類
器

種
色

調
上

絵
・

呉
須

焼
成

胎
土

調
整

法
量

（
㎝

）
備

考
外

・
釉

薬
内

胎
土

角
閃 石

雲
母

そ
の

他
外

面
内

面
口

径
 

（
㎝

）
器

高
 

（
㎝

）
底

径
 

（
㎝

）
そ

の
他

 
（

㎝
）

13
8

SK
11

91
磁

器
朝

顔
形

碗
10

GY
7/

1明
緑

灰
・

外
面

青
磁

釉
、

内
面

透
明

釉
10

Y
8/

1
灰

白
2.5

Y
8/

1
灰

白
染

付
（

内
）

良
-

-
-

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

11
.4 

7.2
 

4.4
 

-
18

c

13
9

SK
11

91
陶

器
土

瓶
5Y

6/
2

灰
オ

リ
ー

ブ
・

透
明

釉
5Y

6/
2

灰
オ

リ
ー

ブ
7.5

Y
R8

/3
浅

黄
橙

鉄
絵

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

7.5
 

-
-

-

14
0

SK
11

91
陶

器
摺

鉢
（

堺
・

明
）

2.5
Y

R5
/4

に
ぶ

い
赤

褐
2.5

Y
R5

/4
に

ぶ
い

赤
褐

2.5
Y

R5
/6

明
赤

褐
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

（
33

.0）
-

-
-

14
1

SK
11

91
土

師
質

土
器

焙
烙

（
御

）
10

Y
R5

/2
灰

黄
褐

10
Y

R7
/1

灰
白

10
Y

R7
/2

に
ぶ

い
黄

橙
-

良
細

細
細

・
少

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
ナ

デ
、

板
ナ

デ
（

40
.6）

-
-

-

14
2

SK
11

91
土

師
質

土
器

甕
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
10

Y
R7

/2
に

ぶ
い

黄
橙

-
良

-
-

細
・

少
ナ

デ
、

板
ナ

デ
、

指
オ

サ
エ

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
（

34
.7）

-
-

-

14
3

SK
11

91
土

師
質

土
器

火
鉢

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

7.5
Y

R8
/2

灰
白

-
良

-
細

中
・

並
ナ

デ
、

指
オ

サ
エ

、
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

、
ケ

ズ
リ

ナ
デ

、
ミ

ガ
キ

-
-

（
30

.0）
-

赤
彩

あ
り

14
4

SK
11

93
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
-

-
良

-
細

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

4.4
 

1.1
 

2.8
 

-

14
5

SK
11

93
土

師
質

土
器

皿
2.5

Y
8/

2
灰

白
2.5

Y
8/

2
灰

白
2.5

Y
8/

2
灰

白
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
5.9

 
1.3

 
3.0

 
-

14
6

SK
11

93
陶

器
灯

明
皿

（
京

・
信

）
5Y

7/
2

灰
白

･
透

明
釉

5Y
8/

1
灰

白
5Y

8/
1

灰
白

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

施
釉

回
転

ナ
デ

（
7.8

）
（

1.4
）

（
6.1

）
-

14
7

SK
11

93
磁

器
端

反
碗

蓋
（

瀬
）

白
色

・
透

明
釉

白
色

光
沢

あ
る

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

（
9.2

）
-

-
-

14
8

SK
11

93
陶

器
行

平
蓋

5Y
7/

2
灰

白
・

鉄
釉

、
透

明
釉

5Y
7/

2
灰

白
5Y

8/
1

灰
白

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
17

.2）
5.6

 
-

つ
ま

み
部

（
4.7

）
イ

ッ
チ

ン
掛

け

14
9

SK
11

93
磁

器
端

反
碗

（
砥

部
焼

）
白

色
・

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

細
・

少
施

釉
施

釉
（

11
.0）

-
-

-
19

c
前

～

15
0

SK
11

93
磁

器
広

東
碗

白
色

・
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

-
-

（
5.6

）
-

15
1

SK
11

93
土

師
質

土
器

焙
烙

（
関

）
7.5

Y
R6

/3
に

ぶ
い

褐
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

2.5
Y

8/
1

灰
白

-
良

細
細

細
・

少
型

成
形

、
ケ

ズ
リ

、
回

転
ナ

デ
回

転
ナ

デ
、

ナ
デ

（
25

.8）
-

-
-

15
2

SK
11

93
土

師
質

土
器

焙
烙

（
御

）
2.5

Y
2/

1
黒

2.5
Y

4/
1

黄
灰

10
Y

R8
/2

灰
白

-
や

や
不

良
-

-
中

・
並

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
回

転
ナ

デ
（

33
.0）

-
-

-

15
3

SK
11

94
磁

器
碗

7.5
Y

8/
1

灰
白

･
透

明
釉

7.5
Y

8/
1

灰
白

白
色

染
付

（
外

）
良

-
-

-
回

転
ナ

デ
、

施
釉

施
釉

（
6.6

）
3.1

 
（

2.8
）

-
15

4
SK

11
94

磁
器

小
広

東
碗

10
Y

8/
1

灰
白

・
透

明
釉

10
Y

8/
1

灰
白

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

（
9.1

）
（

4.7
）

（
3.4

）
-

15
5

SK
11

98
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

10
Y

R6
/4

に
ぶ

い
黄

橙
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

-
良

-
細

細
・

少
回

転
ナ

デ
回

転
ナ

デ
（

6.8
）

1.3
 

（
5.0

）
-

15
6

SK
11

98
陶

器
灯

明
皿

（
備

）
2.5

Y
R4

/6
赤

褐
2.5

Y
R4

/6
赤

褐
2.5

Y
R6

/6
橙

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

10
.4 

1.9
 

3.0
 

-

15
7

SK
11

98
陶

器
灯

明
皿

（
備

）
2.5

Y
R6

/6
橙

2.5
Y

R6
/6

橙
-

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
10

.6 
2.3

 
-

-

15
8

SK
11

98
磁

器
丸

碗
白

色
・

透
明

釉
白

色
白

色
染

付
（

外
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

-
-

（
3.4

）
-

15
9

SK
11

98
土

師
質

土
器

焙
烙

（
関

）
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

10
Y

R7
/6

明
黄

褐
-

良
-

細
中

・
少

回
転

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
、

底
部

型
成

形
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
（

24
.6）

-
-

-

16
0

SK
11

98
土

師
質

土
器

焙
烙

（
関

）
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
5Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

-
良

細
細

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

型
成

形
回

転
ナ

デ
25

.0 
-

-
-

16
1

SK
11

98
土

師
質

土
器

焙
烙

（
御

）
10

Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

10
Y

R4
/3

に
ぶ

い
黄

褐
10

Y
R4

/1
褐

灰
-

良
細

細
細

・
少

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
ナ

デ
-

-
-

-

16
2

SK
11

99
土

師
質

土
器

皿
7.5

Y
R7

/6
橙

7.5
Y

R7
/6

橙
5Y

R7
/6

橙
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
（

6.0
）

1.2
 

（
3.6

）
-

16
3

SK
11

99
土

師
質

土
器

皿
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
-

良
-

細
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
8.6

 
1.5

 
6.2

 
-

土
器
観
察
表
６
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報
文

番
号

遺
構

名
種

類
器

種
色

調
上

絵
・

呉
須

焼
成

胎
土

調
整

法
量

（
㎝

）
備

考
外

・
釉

薬
内

胎
土

角
閃 石

雲
母

そ
の

他
外

面
内

面
口

径
 

（
㎝

）
器

高
 

（
㎝

）
底

径
 

（
㎝

）
そ

の
他

 
（

㎝
）

16
4

SK
11

99
陶

器
蓋

5Y
8/

2
灰

白
･

透
明

釉
5Y

8/
1

灰
白

-
-

良
-

-
-

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
8.0

 
3.3

 
-

-

16
5

SK
11

99
陶

器
蓋

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

・
柿

釉
5Y

R5
/6

明
赤

褐
7.5

Y
R7

/3
に

ぶ
い

橙
-

良
-

細
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
回

転
糸

切
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
7.4

 
2.2

 
3.3

 
-

16
6

SK
12

00
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

-
良

細
細

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

（
6.9

）
1.3

 
（

4.4
）

-

16
7

SK
12

00
陶

器
施

釉
蓋

7.5
Y

R7
/6

橙
・

柿
釉

7.5
Y

R8
/6

浅
黄

橙
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
施

釉
-

-
-

つ
ま

み
部

1.0

16
8

SK
12

00
磁

器
蓋

白
色

・
透

明
釉

白
色

7.5
Y

8/
1

灰
白

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
細

・
少

底
部

ケ
ズ

リ
出

し
、

施
釉

施
釉

9.6
 

2.7
 

-
つ

ま
み

部
5.7

16
9

SK
12

00
磁

器
小

広
東

碗
白

色
・

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
9.0

 
4.9

 
3.1

 
-

17
0

SK
12

00
磁

器
端

反
碗

白
色

・
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
細

・
少

施
釉

施
釉

（
9.2

）
5.4

 
3.7

 
-

産
地

不
明

17
1

SK
12

00
磁

器
端

反
碗

2.5
GY

8/
1灰

白
･透

明
釉

2.5
GY

8/
1

灰
白

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

回
転

ナ
デ

、
施

釉
施

釉
（

9.0
）

5.0
 

3.9
 

-
線

書
き

細
か

い
17

2
SK

12
00

磁
器

碗
白

色
･

透
明

釉
白

色
白

色
染

付
（

外
）

良
-

-
細

･
少

施
釉

施
釉

（
10

.0）
6.0

 
（

4.0
）

-
17

3
SK

12
00

磁
器

広
東

碗
白

色
･

透
明

釉
白

色
-

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

10
.3 

5.7
 

5.9
 

-
17

4
SK

12
00

磁
器

広
東

碗
白

色
・

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

細
・

少
施

釉
施

釉
（

10
.0）

5.1
 

（
5.6

）
-

17
5

SK
12

00
土

師
質

土
器

甕
7.5

Y
R7

/6
橙

7.5
Y

R7
/6

橙
7.5

Y
R7

/6
橙

-
や

や
不

良
-

-
中

・
並

ナ
デ

板
ナ

デ
、

横
ナ

デ
（

20
.8）

17
.6 

（
13

.6）
-

17
6

SK
12

00
磁

器
端

反
碗

白
色

･
透

明
釉

白
色

白
色

染
付

（
外

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
（

10
.4）

-
-

-

17
7

SK
12

00
土

師
質

土
器

竈
部

品
10

Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

-
-

-
良

中
細

細
・

並
ミ

ガ
キ

（
？

）
-

長
さ

20
.3

幅
8.1

厚
さ 4.7

-

17
8

SK
12

00
陶

器
皿

（
源

内
）

濃
い

緑
色

・
緑

釉
、鉄

釉
、

黄
色

釉
2.5

Y
8/

3
淡

黄
2.5

Y
8/

3
淡

黄
-

や
や

不
良

-
-

-
回

転
ナ

デ
、

施
釉

型
成

形
、

施
釉

24
.8 

3.6
 

13
.0 

-
漆

接
ぎ

あ
り

17
9

SK
12

00
土

師
質

土
器

焙
烙

（
御

）
10

Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

2.5
Y

7/
2

灰
黄

2.5
Y

5/
1

黄
灰

-
良

細
細

細
・

少
ナ

デ
、

指
オ

サ
エ

ナ
デ

（
28

.7）
-

-
-

18
0

SK
12

00
土

師
質

土
器

焙
烙

（
岡

）
10

Y
R5

/2
灰

黄
褐

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

-
良

細
細

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

ナ
デ

回
転

ナ
デ

（
45

.4）
-

-
-

18
1

SK
12

00
陶

器
摺

鉢
（

堺
）

7.5
Y

R4
/2

灰
褐

10
R5

/6
赤

10
R5

/6
赤

-
良

-
細

細
・

少
回

転
ナ

デ
回

転
ナ

デ
16

.6 
6.4

 
8.6

 
-

刻
印

あ
り

18
5

SK
12

04
磁

器
端

反
碗

（
瀬

）
白

色
･

透
明

釉
白

色
光

沢
あ

る
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

-
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
9.8

）
5.0

 
3.8

 
-

18
6

SK
12

06
土

師
質

土
器

皿
7.5

Y
R8

/4
浅

黄
橙

10
Y

R8
/2

灰
白

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
（

5.8
）

（
1.1

）
（

3.0
）

-

18
7

SK
12

09
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

-
良

-
-

中
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

7.0
 

1.3
 

4.2
 

-

18
8

SK
12

09
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
7.5

Y
R7

/6
橙

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

6.6
 

1.4
 

3.9
 

-

18
9

SK
12

09
磁

器
端

反
碗

5G
Y

8/
1

灰
白

・
透

明
釉

5G
Y

8/
1

灰
白

白
色

染
付

（
外

・
内

）
良

-
-

-
回

転
ナ

デ
、

施
釉

施
釉

（
10

.8）
6.2

 
（

4.6
）

-
瀬

戸
美

濃
か？

19
0

SK
12

10
土

師
質

土
器

皿
2.5

Y
8/

1
灰

白
2.5

Y
8/

2
灰

白
2.5

Y
8/

3
淡

黄
-

良
-

-
-

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
-

-
（

4.4
）

-
墨

書
あ

り
「

る
、

一
、

久
（

？
）

、
な

（
？

）」
19

1
SK

12
20

磁
器

小
広

東
碗

白
色

・
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

（
9.7

）
4.5

 
3.5

 
-

19
2

SK
12

20
土

師
質

土
器

皿
2.5

Y
7/

4
浅

黄
2.5

Y
7/

4
浅

黄
2.5

Y
7/

2
灰

黄
-

や
や

不
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

（
8.2

）
1.6

 
（

5.2
）

-

19
3

SK
12

20
土

師
質

土
器

焙
烙

（
関

）
5Y

R5
/6

明
赤

褐
5Y

R5
/6

明
赤

褐
5Y

R5
/6

明
赤

褐
-

良
細

細
細

・
少

指
オ

サ
エ

、
ナ

デ
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

指
オ

サ
エ

、
マ

メ
ツ

ナ
デ

28
.2 

-
-

-

19
4

SK
12

20
土

師
質

土
器

焙
烙

（
関

）
5Y

R5
/6

明
赤

褐
5Y

R5
/6

明
赤

褐
5Y

R5
/6

明
赤

褐
-

良
細

細
細

・
少

ナ
デ

、
底

部
型

成
形

ナ
デ

、
回

転
ナ

デ
25

.4 
7.6

 
-

-

土
器
観
察
表
７



－　　－223

報
文

番
号

遺
構

名
種

類
器

種
色

調
上

絵
・

呉
須

焼
成

胎
土

調
整

法
量

（
㎝

）
備

考
外

・
釉

薬
内

胎
土

角
閃 石

雲
母

そ
の

他
外

面
内

面
口

径
 

（
㎝

）
器

高
 

（
㎝

）
底

径
 

（
㎝

）
そ

の
他

 
（

㎝
）

19
5

SK
12

20
土

師
質

土
器

皿
7.5

Y
R8

/3
浅

黄
橙

7.5
Y

R8
/3

浅
黄

橙
7.5

Y
R8

/3
浅

黄
橙

-
や

や
不

良
細

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
8.1

 
1.8

 
5.0

 
-

19
6

SK
12

20
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

（
8.6

）
2.0

 
（

6.2
）

-

19
7

SK
12

20
土

師
質

土
器

皿
7.5

Y
R8

/4
浅

黄
橙

7.5
Y

R8
/4

浅
黄

橙
7.5

Y
R8

/4
浅

黄
橙

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

8.4
 

2.0
 

4.9
 

-

19
8

SK
12

20
土

師
質

土
器

焙
烙

（
岡

？
）

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

7.5
Y

R4
/3

褐
2.5

Y
7/

2
灰

黄
-

良
-

細
細

・
少

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
ナ

デ
-

-
-

-

19
9

SK
12

20
磁

器
碗

白
色

･
透

明
釉

白
色

白
色

染
付

（
外

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
-

-
（

4.0
）

-
18

c
前

半

20
0

SK
12

20
磁

器
碗

2.5
GY

8/
1

灰
白

･透
明

釉
白

色
7.5

Y
8/

1
灰

白
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
（

22
.0）

-
-

-
貫

入
あ

り
、

口
縁

口
錆

20
1

SK
12

20
陶

器
甕

N
7/

灰
白

7.5
Y

R4
/1

褐
灰

5Y
R5

/2
灰

褐
-

良
-

-
中

･
少

タ
タ

キ
、

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
ナ

デ
（

31
.4）

-
-

-

20
2

SK
12

20
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
7.5

Y
R6

/6
橙

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
回

転
ナ

デ
（

6.2
）

-
-

-

20
3

SK
12

20
磁

器
筒

形
小

碗
白

色
･

透
明

釉
白

色
白

色
染

付
（

外
）

良
-

-
-

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
6.5

）
-

-
-

20
4

SK
12

20
磁

器
丸

碗
10

Y
7/

1
灰

白
・

透
明

釉
10

Y
7/

1
灰

白
10

Y
7/

1
灰

白
-

良
-

-
-

施
釉

施
釉

（
9.4

）
-

-
-

雨
降

文

20
5

SK
12

33
土

師
質

土
器

焙
烙

　
（

内
耳

）
7.5

Y
R6

/6
橙

5Y
R6

/6
橙

10
Y

R8
/2

灰
白

-
良

中
細

細
・

少
ナ

デ
、

指
オ

サ
エ

、
底

部
型

作
り

板
ナ

デ
（

32
.2）

-
-

-
岡

本
産

の
可

能
性

あ
り

20
6

SK
12

33
土

師
質

土
器

甕
10

Y
R7

/6
明

黄
褐

10
Y

R7
/6

明
黄

褐
2.5

Y
8/

2
灰

白
-

良
-

細
細

・
少

ナ
デ

、
板

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
ナ

デ
、

板
ナ

デ
、

指
オ

サ
エ

41
.0 

-
32

.0 
-

20
7

SK
12

39
土

師
質

土
器

皿
7.5

Y
R8

/4
浅

黄
橙

7.5
Y

R8
/4

浅
黄

橙
7.5

Y
R7

/6
橙

-
良

-
細

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

4.7
 

9.5
 

3.0
 

-

20
8

SK
12

39
陶

器
火

入
れ

2.5
Y

R4
/6

赤
褐

2.5
Y

R4
/6

赤
褐

2.5
Y

R6
/6

橙
-

良
-

-
中

･
並

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

33
.8 

11
.3 

32
.1 

-
刻

印
あ

り

20
9

SK
12

40
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
-

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

5.2
 

1.1
 

2.9
 

-

21
0

SK
12

40
土

師
質

土
器

皿
2.5

Y
8/

2
灰

白
2.5

Y
8/

3
灰

白
2.5

Y
8/

2
灰

白
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
（

5.4
）

1.2
 

3.2
 

-

21
1

SK
12

40
土

師
質

土
器

皿
2.5

Y
8/

2
灰

白
2.5

Y
8/

2
灰

白
2.5

Y
8/

2
灰

白
-

良
-

-
-

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
5.6

 
1.1

 
3.0

 
-

21
2

SK
12

40
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

（
7.8

）
1.4

 
（

4.2
）

-

21
3

SK
12

40
陶

器
灯

明
皿

（
備

）
7.5

Y
R7

/6
橙

7.5
Y

R7
/6

橙
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

-
良

-
細

細
・

少
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

、
ヘ

ラ
切

回
転

ナ
デ

（
9.8

）
1.7

 
-

-

21
4

SK
12

40
陶

器
碗

7.5
Y

7/
1

灰
白

･
透

明
釉

7.5
Y

6/
2

灰
オ

リ
ー

ブ
5Y

7/
1

灰
白

染
付

（
外

）
や

や
不

良
-

-
細

･
並

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
9.2

）
（

6.8
）

（
4.8

）
-

陶
胎

染
付

、
瀬

戸
美

濃
?

21
5

SK
12

40
磁

器
丸

碗
2.5

GY
7/

1
明

オ
リ

ー
ブ

灰
・

透
明

釉
2.5

GY
7/

1
明

オ
リ

ー
ブ

灰
7.5

Y
8/

1
灰

白
染

付
（

外
）

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
10

.3）
4.9

 
（

3.0
）

-

21
6

SK
12

40
磁

器
小

広
東

碗
白

色
・

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
や

や
不

良
-

-
-

施
釉

施
釉

（
10

.4）
5.5

 
（

3.6
）

-

21
7

SK
12

40
土

師
質

土
器

焙
烙

（
御

）
2.5

Y
3/

1
黒

褐
2.5

Y
4/

1
黄

灰
7.5

Y
6/

1
灰

-
良

-
細

中
・

少
ナ

デ
、

指
オ

サ
エ

ナ
デ

、
板

ナ
デ

（
39

.2）
-

-
-

21
8

SK
12

41
陶

器
灯

明
皿

（
備

）
2.5

Y
R6

/6
橙

2.5
Y

R6
/6

橙
2.5

Y
R6

/6
橙

-
良

好
-

-
細

･
少

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
9.6

 
1.4

 
6.6

 
-

21
9

SK
12

41
陶

器
灯

明
皿

（
瀬

・
美

）
2.5

Y8
/2

灰
白

･透
明

釉
2.5

Y
8/

2
灰

白
2.5

Y
8/

2
灰

白
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
施

釉
施

釉
（

11
.0）

（
2.4

）
（

4.5
）

-

22
0

SK
12

41
磁

器
端

反
碗

白
色

･
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
細

・
少

施
釉

、
底

部
ケ

ズ
リ

出
し

高
台

施
釉

-
-

（
4.2

）
-

土
器
観
察
表
８



－　　－224

報
文

番
号

遺
構

名
種

類
器

種
色

調
上

絵
・

呉
須

焼
成

胎
土

調
整

法
量

（
㎝

）
備

考
外

・
釉

薬
内

胎
土

角
閃 石

雲
母

そ
の

他
外

面
内

面
口

径
 

（
㎝

）
器

高
 

（
㎝

）
底

径
 

（
㎝

）
そ

の
他

 
（

㎝
）

22
1

SK
12

41
陶

器
火

入
れ

（
備

）
7.5

Y
R4

/3
褐

10
Y

4/
3

赤
褐

5Y
7/

1
灰

白
-

良
-

-
中

･
並

回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

（
12

.4）
（

6.9
）

（
13

.6）
-

22
3

SK
12

45
土

師
質

土
器

焙
烙

（
関

）
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
7.5

Y
R4

/3
褐

7.5
Y

R6
/6

橙
-

良
細

細
中

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
型

成
形

、
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

（
24

.8）
-

-
-

22
4

SK
12

52
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
2.5

Y
7/

1
灰

白
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
（

7.6
）

1.5
 

（
3.6

）
-

22
5

SK
12

52
陶

器
施

釉
蓋

5Y
7/

2
灰

白
・

青
磁

釉
2.5

Y
8/

2
灰

白
-

-
良

-
-

-
回

転
ナ

デ
回

転
ナ

デ
4.8

 
2.2

 
-

つ
ま

み
部

1.1

22
6

SK
12

52
磁

器
碗

白
色

・
透

明
釉

白
色

10
Y

8/
1

灰
白

染
付

（
外

・
内

）
や

や
不

良
-

-
-

施
釉

施
釉

8.2
 

4.3
 

2.6
 

-
線

描
き

細
か

い
、

19
c前

半

22
7

SK
12

52
土

師
質

土
器

土
錘

2.5
Y

8/
2

灰
白

-
-

-
良

-
-

細
・

少
ナ

デ
、

溝
切

り
込

み
-

長
さ 3.4

幅
2.3

厚
さ 2.1

-

22
8

SK
12

52
土

師
質

土
器

焙
烙

（
御

）
10

Y
R6

/2
灰

黄
褐

10
Y

R6
/3

灰
黄

褐
7.5

Y
R5

/3
に

ぶ
い

褐
-

良
中

細
中

・
少

板
ナ

デ
、

指
オ

サ
エ

、
板

ナ
デ

板
ナ

デ
34

.0 
-

-
-

22
9

SK
12

65
土

師
質

土
器

皿
5Y

R7
/6

橙
5Y

R7
/6

橙
5Y

R7
/6

橙
-

良
-

-
中

・
少

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

（
6.8

）
-

-
-

23
0

SK
12

65
陶

器
灯

明
皿

2.5
Y

R5
/4

に
ぶ

い
赤

褐
10

R4
/4

赤
褐

10
R6

/4
に

ぶ
い

赤
橙

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
（

7.7
）

-
-

-

23
1

SK
12

74
土

師
質

土
器

皿
5Y

R7
/6

橙
5Y

R7
/6

橙
5Y

R6
/6

橙
-

良
-

細
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
（

8.2
）

2.1
 

（
5.4

）
-

23
2

SK
12

74
土

師
質

土
器

皿
5Y

R7
/6

橙
5Y

R7
/6

橙
2.5

Y
R6

/8
橙

-
や

や
不

良
-

-
中

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
糸

切
（

？
）

回
転

ナ
デ

8.8
 

2.1
 

5.3
 

-

23
3

SK
12

74
土

師
質

土
器

皿
7.5

Y
R8

/3
浅

黄
橙

7.5
Y

R8
/3

浅
黄

橙
7.5

Y
R7

/6
橙

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

（
8.6

）
2.0

 
（

5.2
）

-

23
4

SK
12

74
土

師
質

土
器

皿
5Y

R7
/6

橙
5Y

R7
/6

橙
5Y

R7
/6

橙
-

や
や

不
良

-
-

中
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

（
10

.1）
2.0

 
（

6.6
）

-

23
5

SK
12

74
土

師
質

土
器

皿
7.5

Y
R7

/8
黄

橙
7.5

Y
R7

/8
黄

橙
7.5

Y
R6

/8
橙

-
や

や
不

良
-

-
中

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
（

9.6
）

1.4
 

（
5.4

）
-

23
6

SK
12

74
陶

器
呉

器
手

碗
5Y

8/
3

淡
黄

･
透

明
釉

5Y
8/

3
淡

黄
2.5

Y
8/

2
灰

白
-

良
-

-
細

･
並

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
・

施
釉

10
.9 

7.6
 

5.1
 

-

23
7

SK
12

74
磁

器
端

反
碗

蓋
白

色
・

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
（

9.6
）

2.7
 

-
つ

ま
み

部
（

3.1
）

23
8

SK
12

74
陶

器
片

口
鉢

5Y
R3

/1
黒

褐
・

鉄
釉

5Y
R3

/1
黒

褐
2.5

Y
R5

/3
に

ぶ
い

赤
褐

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

底
部

貼
り

付
け

高
台

回
転

ナ
デ

（
22

.0）
9.6

 
9.9

 
-

23
9

SK
12

74
陶

器
火

入
れ

7.5
Y

R5
/4

に
ぶ

い
褐

7.5
Y

R5
/4

に
ぶ

い
褐

-
-

良
-

-
中

･
並

回
転

ナ
デ

、
板

ナ
デ

回
転

ナ
デ

12
.7 

7.2
 

13
.4 

-
刻

印
あ

り

24
0

SK
12

74
土

師
質

土
器

甕
7.5

Y
R6

/6
橙

7.5
Y

R6
/6

橙
10

Y
R8

/1
灰

白
-

や
や

不
良

-
細

中
・

並
ナ

デ
、

指
オ

サ
エ

ハ
ケ

、
指

オ
サ

エ
、

ナ
デ

（
24

.2）
-

-
-

24
1

SK
12

76
陶

器
灯

明
皿

（
大

谷
）

2.5
Y

R2
/1

赤
黒

・
鉄

釉
2.5

Y
R2

/1
赤

黒
-

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

底
部

回
転

糸
切

、
施

釉
施

釉
6.9

 
1.4

 
2.8

 
-

24
2

SK
12

76
陶

器
油

受
　

（
大

谷
）

10
Y

R2
/2

黒
褐

・
鉄

釉
10

Y
R2

/2
黒

褐
2.5

Y
R5

/3
に

ぶ
い

赤
褐

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
6.2

 
5.5

 
4.1

 
-

24
3

SK
12

76
陶

器
灯

明
皿

（
備

）
5Y

4/
1

灰
5Y

4/
1

灰
5Y

7/
1

灰
白

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
（

9.8
）

（
1.2

）
（

4.4
）

-

24
4

SK
12

76
磁

器
端

反
碗

白
色

・
透

明
釉

白
色

光
沢

あ
る

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

（
8.9

）
4.7

 
（

3.4
）

-

24
5

SK
12

76
陶

器
蓋

5Y
R5

/8
明

赤
褐

・
橙

色
釉

5Y
R5

/8
明

赤
褐

5Y
R7

/6
橙

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
-

-
-

つ
ま

み
部

（
4.6

）

24
6

SK
12

76
陶

器
鉢

7.5
Y

7/
2

灰
白

･
緑

釉
7.5

Y
7/

2
灰

白
5Y

7/
2

灰
白

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
21

.7 
10

.2 
6.8

 
-

土
器
観
察
表
９



－　　－225

報
文

番
号

遺
構

名
種

類
器

種
色

調
上

絵
・

呉
須

焼
成

胎
土

調
整

法
量

（
㎝

）
備

考
外

・
釉

薬
内

胎
土

角
閃 石

雲
母

そ
の

他
外

面
内

面
口

径
 

（
㎝

）
器

高
 

（
㎝

）
底

径
 

（
㎝

）
そ

の
他

 
（

㎝
）

24
7

SK
12

76
陶

器
水

甕
　

　
（

瀬
・

美
）

5Y
8/

4
淡

黄
･

透
明

釉
5Y

8/
4

淡
黄

5Y
8/

1
灰

白
染

付
（

外
）

や
や

不
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
-

-
16

.7 
-

24
8

SK
12

76
陶

器
水

甕
　

　
（

瀬
・

美
）

5Y
8/

2
灰

白
･

透
明

釉
5Y

8/
2

灰
白

5Y
8/

1
灰

白
鉄

絵
（

外
）

良
-

-
中

･
少

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
（

34
.0）

-
-

-

24
9

SK
12

77
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
10

Y
R8

/4
浅

黄
橙

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

（
5.4

）
1.2

 
（

2.6
）

-

25
0

SK
12

77
陶

器
餌

入
5Y

7/
2

灰
白

･
透

明
釉

5Y
7/

2
灰

白
2.5

Y
8/

2
灰

白
-

良
-

-
-

回
転

ナ
デ

、
底

部
回

転
糸

切
、

施
釉

施
釉

3.9
 

2.1
 

4.5
 

-

25
1

SK
12

77
磁

器
碗

2.5
GY

灰
白

･
透

明
釉

2.5
GY

灰
白

7.5
Y

8/
1

灰
白

染
付

（
外

）
や

や
不

良
-

-
-

回
転

ナ
デ

、
施

釉
、

底
部

ケ
ズ

リ
出

し
回

転
ナ

デ
、

施
釉

8.3
 

4.3
 

（
3.2

）
-

25
2

SK
12

77
磁

器
朝

顔
形

碗
蓋

2.5
GY

7/
1

明
オ

リ
ー

ブ
灰

、
青

磁
釉

7.5
Y

8/
1

灰
白

7.5
Y

8/
1

灰
白

染
付

（
内

）
や

や
不

良
-

-
-

施
釉

、
高

台
釉

一
部

な
し

施
釉

9.4
 

3.1
 

-
天

井
部

3.8
25

3
SK

12
77

磁
器

皿
白

色
・

透
明

釉
白

色
白

色
染

付
（

外
・

内
）

良
-

-
-

施
釉

型
成

形
、

施
釉

（
28

.6）
7.7

 
（

16
.8）

-

25
4

SD
12

79
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
-

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

5.1
 

11
.5 

3.3
 

-

25
5

SD
12

79
土

師
質

土
器

皿
2.5

Y
8/

2
灰

白
2.5

Y
8/

2
灰

白
2.5

Y
8/

2
灰

白
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
（

7.4
）

（
1.4

）
4.4

 
-

25
6

SD
12

79
土

師
質

土
器

焙
烙

（
岡

）
10

Y
R3

/1
黒

褐
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
7.5

Y
R7

/6
橙

-
良

細
細

細
・

少
横

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
、

ナ
デ

横
ナ

デ
-

-
-

-

25
7

SD
12

79
土

師
質

土
器

土
錘

5Y
R8

/4
淡

橙
-

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
-

や
や

不
良

-
-

中
・

多
ナ

デ
、

指
オ

サ
エ

-
幅

6.9
長

さ 8.9
厚

さ 5.9
-

25
8

SD
12

79
磁

器
丸

碗
白

色
・

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
（

9.2
）

-
-

-
25

9
SD

12
79

磁
器

丸
碗

10
Y

8/
1

灰
白

・
透

明
釉

10
Y

8/
1

灰
白

N
8/

灰
白

染
付

（
外

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
（

9.8
）

5.2
 

（
4.3

）
-

26
0

SD
12

79
磁

器
小

広
東

碗
白

色
・

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

細
・

少
施

釉
施

釉
10

.5 
5.1

 
3.7

 
-

26
1

SD
12

79
磁

器
碗

白
色

・
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

（
10

.3）
5.1

 
（

3.6
）

-
26

2
SD

12
79

磁
器

朝
顔

形
碗

2.5
GY

8/
1灰

白
・

青
磁

釉
10

Y
8/

1
灰

白
白

色
染

付
（

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

11
.7 

6.6
 

4.5
 

-

26
3

SD
12

79
磁

器
仏

飯
具

10
Y

8/
1

灰
白

・
透

明
釉

10
Y

8/
1

灰
白

5Y
8/

1
灰

白
染

付
（

外
）

良
-

-
-

底
部

ケ
ズ

リ
出

し
、

施
釉

施
釉

（
6.5

）
6.1

 
（

3.7
）

-

26
4

SD
12

79
磁

器
仏

飯
具

白
色

・
透

明
釉

白
色

白
色

染
付

（
外

）
良

-
-

-
底

部
ケ

ズ
リ

出
し

、
施

釉
施

釉
8.0

 
5.3

 
7.2

 
-

26
5

SD
12

79
磁

器
蓋

白
色

・
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

（
8.2

）
2.1

 
3.0

 
-

26
6

SD
12

79
磁

器
清

朝
碗

蓋
白

色
・

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

細
・

少
施

釉
施

釉
10

.0 
2.9

 
4.2

 
-

26
7

SD
12

79
陶

器
徳

利
5Y

R3
/1

黒
褐

・
鉄

釉
2.5

Y
R6

/6
橙

2.5
Y

R6
/6

橙
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

-
-

7.0
-

大
谷

の
類

似
品

26
8

SD
12

79
陶

器
碗

（
萩

）
2.5

Y7
/4

浅
黄

･透
明

釉
2.5

Y
7/

4
浅

黄
2.5

Y
7/

2
灰

黄
-

良
-

-
-

回
転

ナ
デ

、
白

泥
塗

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

白
泥

塗
、

施
釉

9.4
 

-
-

-

26
9

SD
12

79
陶

器
蓋

7.5
Y

6/
2

灰
オ

リ
ー

ブ
･

緑
釉

7.5
Y

6/
2

灰
オ

リ
ー

ブ
N

8/
灰

白
-

良
-

-
細

･
少

沈
線

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

14
.2 

3.1
 

-
-

27
0

SD
12

79
陶

器
鉢

2.5
Y

R3
/2

暗
赤

褐
・

鉄
釉

2.5
Y

R3
/2

暗
赤

褐
2.5

Y
5/

1
黄

灰
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
17

.2）
-

-
-

27
1

SD
12

79
土

師
質

土
器

焙
烙

（
御

）
2.5

Y
3/

1
黒

褐
2.5

Y
5/

1
黄

灰
2.5

Y
7/

2
灰

黄
-

良
細

細
細

・
少

横
ナ

デ
、

指
オ

サ
エ

、
板

ナ
デ

横
ナ

デ
、

指
オ

サ
エ

、
板

ナ
デ

（
38

.2）
-

-
-

27
2

SD
12

79
土

師
質

土
器

焙
烙

（
御

）
10

Y
R5

/2
灰

黄
褐

10
Y

R5
/2

灰
黄

褐
2.5

Y
3/

1
黒

褐
-

良
細

細
中

・
少

横
ナ

デ
、

指
オ

サ
エ

、
板

ナ
デ

横
ナ

デ
、

板
ナ

デ
（

37
.8）

-
-

-

27
3

SD
12

79
陶

器
摺

鉢
（

堺
・

明
）

10
R5

/6
赤

10
R5

/6
赤

10
R5

/6
赤

-
良

-
-

中
・

少
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
（

19
.2）

-
-

-

27
4

SD
12

79
陶

器
摺

鉢
（

堺
・

明
）

2.5
Y

R5
/3

に
ぶ

い
赤

褐
7.5

Y
R4

/6
褐

7.5
Y

R4
/6

褐
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

（
23

.8）
-

-
-

土
器
観
察
表

10
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報
文

番
号

遺
構

名
種

類
器

種
色

調
上

絵
・

呉
須

焼
成

胎
土

調
整

法
量

（
㎝

）
備

考
外

・
釉

薬
内

胎
土

角
閃 石

雲
母

そ
の

他
外

面
内

面
口

径
 

（
㎝

）
器

高
 

（
㎝

）
底

径
 

（
㎝

）
そ

の
他

 
（

㎝
）

27
5

SD
12

79
陶

器
碗

5Y
7/

2
灰

白
･

透
明

釉
5Y

7/
2

灰
白

5Y
7/

1
灰

白
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
6.8

）
4.2

 
5.0

 
-

27
6

SD
12

79
陶

器
せ

ん
じ

碗
（

瀬
・

美
）

5Y
6/

3
オ

リ
ー

ブ
黄

･
緑

釉
5Y

6/
3

オ
リ

ー
ブ

黄
5Y

7/
1

灰
白

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

ケ
ズ

リ
出

し
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
（

8.7
）

5.0
 

（
2.6

）
-

27
7

SD
12

79
陶

器
碗

10
Y

7/
1

灰
白

･
透

明
釉

10
Y

6/
1

灰
白

10
Y

7/
1

灰
白

染
付

（
外

）
や

や
不

良
-

-
細

･
少

施
釉

施
釉

（
8.0

）
6.4

 
4.4

 
-

陶
胎

染
付

27
8

SD
12

79
陶

器
端

反
碗

（
瀬

）
5Y

8/
2

灰
白

･
透

明
釉

5Y
8/

2
灰

白
5Y

8/
1

灰
白

-
良

-
-

細
･

少
高

台
ケ

ズ
リ

出
し

、
施

釉
施

釉
（

9.6
）

5.0
 

（
3.0

）
-

27
9

SD
12

79
陶

器
火

入
れ

2.5
Y

2/
1

黒
･

鉄
釉

2.5
Y

7/
3

浅
黄

7.5
Y

8/
1

灰
白

-
良

-
-

細
･

少
沈

線
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
（

10
.2）

-
-

-
28

0
SD

12
79

陶
器

拳
碗

7.5
Y

R2
/1

黒
･

鉄
釉

7.5
Y

R2
/1

黒
5Y

8/
2

灰
白

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
（

10
.7）

-
-

-

28
1

SD
12

79
陶

器
火

入
れ

5Y
R4

/2
灰

褐
5Y

R4
/2

灰
褐

2.5
Y

R6
/6

橙
-

良
-

-
中

･
並

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

（
12

.4）
（

6.9
）

（
12

.8）
-

刻
印

あ
り

28
2

SD
12

79
陶

器
筆

立
て

（
京

・
信

）
5Y

7/
1

灰
白

･
灰

釉
2.5

Y
8/

4
淡

黄
2.5

Y
8/

4
淡

黄
-

良
-

-
-

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
-

-
-

-

28
3

SD
12

79
陶

器
瓶

2.5
GY

7/
1

明
オ

リ
ー

ブ
灰

･
緑

釉
10

Y
8/

1
灰

白
N

/8
灰

白
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
-

-
6.0

 
-

28
4

SD
12

79
陶

器
蓋

5Y
8/

1
灰

白
･

緑
釉

2.5
Y

R6
/6

橙
-

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

施
釉

回
転

ナ
デ

4.3
 

1.6
 

-
-

28
5

SD
12

79
陶

器
丸

碗
7.5

Y8
/1

灰
白

･透
明

釉
7.5

Y
8/

1
灰

白
白

色
染

付
（

外
）

良
-

-
-

回
転

ナ
デ

、
底

部
ケ

ズ
リ

出
し

、
施

釉
施

釉
（

9.3
）

6.0
 

4.7
 

-
陶

胎
染

付

28
6

SD
12

79
磁

器
小

広
東

碗
白

色
・

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

細
・

少
施

釉
施

釉
（

10
.6）

5.4
 

（
3.6

）
-

28
7

SD
12

79
土

師
質

土
器

皿
2.5

Y
8/

2
灰

白
2.5

Y
8/

2
灰

白
2.5

Y
8/

2
灰

白
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
（

6.2
）

1.3
 

3.2
 

-

28
8

SD
12

79
陶

器
灯

明
皿

（
備

）
2.5

Y
R5

/4
に

ぶ
い

赤
褐

2.5
Y

R5
/4

に
ぶ

い
赤

褐
2.5

Y
R7

/4
淡

赤
橙

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
（

10
.2）

1.4
 

（
3.9

）
-

28
9

SD
12

79
陶

器
灯

明
皿

（
京

・
信

）
5Y

8/
2

灰
白

･
透

明
釉

5Y
8/

2
灰

白
5Y

8/
1

灰
白

-
良

-
-

-
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

施
釉

施
釉

（
11

.2）
（

2.7
）

（
4.4

）
-

29
0

SD
12

79
陶

器
火

入
れ

（
備

）
2.5

Y
R4

/3
に

ぶ
い

赤
褐

2.5
Y

R5
/1

赤
灰

2.5
Y

8/
1

灰
白

-
良

-
-

中
･

並
回

転
ナ

デ
回

転
ナ

デ
（

12
.0）

（
6.5

）
（

12
.3）

-

29
1

SD
12

79
磁

器
角

皿
白

色
･

透
明

釉
白

色
白

色
染

付
（

内
）

良
-

-
細

･
少

型
作

り
、

施
釉

型
作

り
、

施
釉

-
2.8

 
-

-

29
2

SD
12

79
陶

器
碗

（
萩

）
2.5

Y7
/4

浅
黄

･透
明

釉
2.5

Y
7/

4
浅

黄
2.5

Y
7/

2
灰

黄
-

良
-

-
-

回
転

ナ
デ

、
底

部
ケ

ズ
リ

出
し

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

-
-

3.4
 

-

29
3

SD
12

79
磁

器
小

広
東

碗
10

Y
8/

1
灰

白
・

透
明

釉
10

Y
8/

1
灰

白
5Y

8/
1

灰
白

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

（
9.0

）
4.8

 
（

3.3
）

-
29

4
SD

12
79

磁
器

輪
花

皿
白

色
･

透
明

釉
白

色
白

色
染

付
（

内
）

良
-

-
-

型
成

形
、

施
釉

型
成

形
、

施
釉

（
10

.8）
2.4

 
（

6.4
）

-
29

5
SD

12
79

磁
器

輪
花

皿
白

色
･

透
明

釉
白

色
白

色
染

付
（

内
）

良
-

-
-

型
成

形
、

施
釉

型
成

形
、

施
釉

（
12

.8）
3.4

 
7.4

 
-

口
縁

口
錆

29
6

SD
12

83
陶

器
鉢

（
源

内
）

緑
・

緑
釉

緑
色

2.5
Y

8/
2

灰
白

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

施
釉

型
作

リ
、

施
釉

（
20

.8）
-

-
-

29
7

SD
12

83
陶

器
碗

10
Y

R2
/1

黒
・

鉄
釉

10
Y

R2
/1

黒
2.5

Y
7/

2
灰

黄
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
施

釉
施

釉
-

-
（

3.7
）

-
29

8
SD

12
83

磁
器

小
広

東
碗

白
色

・
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
施

釉
施

釉
9.9

 
5.3

 
3.5

 
-

29
9

SD
12

83
磁

器
丸

碗
白

色
･

透
明

釉
白

色
白

色
-

良
-

-
-

回
転

ナ
デ

、
施

釉
施

釉
（

10
.0）

（
5.2

）
（

4.0
）

-
30

0
SD

12
83

磁
器

丸
碗

10
Y

8/
1

灰
白

・
透

明
釉

10
Y

8/
1

灰
白

5Y
8/

1
灰

白
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
10

.3 
5.2

 
3.5

 
-

30
1

SD
12

83
土

師
質

土
器

焙
烙

（
御

）
2.5

Y
6/

2
灰

黄
2.5

Y
7/

1
灰

白
2.5

Y
7/

2
灰

黄
-

良
-

細
細

・
少

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
板

ナ
デ

、
ナ

デ
-

-
-

-

30
2

SD
12

83
陶

器
水

甕
（

瀬
・

美
）

5Y
8/

2
灰

白
･

透
明

釉
･

鉄
釉

5Y
8/

2
灰

白
2.5

Y
8/

2
灰

白
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
施

文
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
35

.6 
15

.8 
23

.9 
-

砂
目

あ
り

30
3

SD
12

83
土

師
質

土
器

甕
2.5

Y
8/

4
淡

黄
10

Y
R8

/4
浅

黄
橙

7.5
Y

R7
/6

橙
-

や
や

不
良

-
-

中
・

並
板

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
板

ナ
デ

、
ハ

ケ
、

指
オ

サ
エ

（
28

.8）
26

.5 
（

21
.4）

-
波

状
文

土
器
観
察
表

11



－　　－227

報
文

番
号

遺
構

名
種

類
器

種
色

調
上

絵
・

呉
須

焼
成

胎
土

調
整

法
量

（
㎝

）
備

考
外

・
釉

薬
内

胎
土

角
閃 石

雲
母

そ
の

他
外

面
内

面
口

径
 

（
㎝

）
器

高
 

（
㎝

）
底

径
 

（
㎝

）
そ

の
他

 
（

㎝
）

30
4

SD
12

83
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
-

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

5.6
 

1.0
 

3.1
 

-

30
5

SD
12

83
土

師
質

土
器

皿
5Y

R7
/6

橙
5Y

R7
/6

橙
5Y

R7
/6

橙
-

良
-

-
細

・
並

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
6.1

 
1.3

 
4.0

 
-

30
6

SD
12

83
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

7.5
Y

R8
/3

浅
黄

橙
7.5

Y
R8

/3
浅

黄
橙

-
良

-
-

細
・

並
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

（
7.8

）
1.7

 
（

4.4
）

-

30
7

SD
12

83
土

師
質

土
器

皿
5Y

R7
/6

橙
5Y

R7
/6

橙
10

Y
R8

/2
灰

白
-

良
-

細
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
（

8.8
）

1.7
 

（
5.2

）
-

30
8

SD
12

83
陶

器
灯

明
皿

（
備

）
10

R4
/2

灰
赤

10
R4

/2
灰

赤
10

R5
/2

灰
赤

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
（

10
.2）

（
1.5

）
（

5.8
）

-

30
9

SD
12

83
土

師
質

土
器

焙
烙

（
岡

）
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
-

や
や

不
良

細
細

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

指
オ

サ
エ

回
転

ナ
デ

-
4.5

 
-

-

31
0

SD
12

83
土

師
質

土
器

土
人

形
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

-
-

-
良

-
-

細
・

少
型

成
形

-
縦

4.1
横

1.9
厚

さ 1.8
-

キ
ラ

コ
使

用
、

石
灯

篭
31

1
SD

12
83

陶
器

施
釉

鉢
7.5

Y
R4

/2
灰

褐
・

鉄
釉

7.5
Y

R4
/2

灰
褐

2.5
Y

8/
2

灰
白

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
（

17
.1）

-
-

-

31
2

SK
12

85
土

師
質

土
器

皿
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
-

良
-

細
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
8.2

 
1.7

 
4.7

 
-

31
3

SK
12

85
磁

器
小

碗
10

Y
8/

1
灰

白
･

透
明

釉
10

Y
7/

1
灰

白
7.5

Y
8/

1
灰

白
染

付
（

外
）

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
施

釉
施

釉
（

7.0
）

3.3
 

（
3.5

）
-

31
4

SK
12

85
磁

器
鉢

7.5
Y7

/1
灰

白
･透

明
釉

7.5
Y

7/
1

灰
白

7.5
Y

8/
1

灰
白

染
付（

外
･

内
）

や
や

不
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
（

18
.2）

7.6
 

（
6.5

）
-

31
5

SK
12

85
土

師
質

土
器

焙
烙

（
関

）
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
-

良
中

中
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
型

成
形

回
転

ナ
デ

（
25

.6）
-

-
-

31
6

SK
12

87
土

師
質

土
器

皿
7.5

Y
R8

/3
浅

黄
橙

7.5
Y

R8
/3

浅
黄

橙
7.5

Y
R8

/2
灰

白
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
（

5.0
）

1.0
 

（
3.1

）
-

31
7

SK
12

87
陶

器
施

釉
蓋

7.5
Y

R3
/3

暗
褐

･
鉄

釉
10

Y
R8

/4
浅

黄
橙

10
Y

R8
/4

浅
黄

橙
-

良
-

-
細

･
少

施
釉

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

9.6
 

2.0
 

-
-

31
8

SK
12

87
磁

器
広

東
碗

白
色

・
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

-
3.9

 
6.0

 
-

～
18

10
年

代

31
9

SK
12

87
土

師
質

土
器

羽
釜

2.5
Y

6/
1

黄
灰

2.5
Y

6/
2

黄
灰

2.5
Y

4/
1

黄
灰

-
や

や
不

良
-

-
中

・
少

ナ
デ

、
板

ナ
デ

指
オ

サ
エ

、
ナ

デ
（

18
.0）

-
-

-

32
0

SK
12

87
土

師
質

土
器

井
戸

枠
7.5

Y
R7

/6
橙

7.5
Y

R6
/6

橙
10

Y
R4

/2
灰

黄
褐

-
や

や
不

良
細

細
細

・
少

ナ
デ

、
板

ナ
デ

ナ
デ

、
板

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
-

-
66

.0 
-

32
1

SK
12

88
土

師
質

土
器

甕
7.5

Y
R7

/8
黄

橙
7.5

Y
R7

/8
黄

橙
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
-

良
-

-
中

・
少

ナ
デ

ナ
デ

（
33

.2）
-

-
-

32
2

SK
12

90
陶

器
蓋

（
備

）
2.5

Y
4/

6
赤

褐
2.5

Y
6/

3
に

ぶ
い

橙
2.5

Y
6/

6
橙

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
ナ

デ
、

カ
キ

目
5.6

 
1.4

 
-

-

32
3

SK
12

94
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

-
良

-
-

中
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

6.1
 

1.2
 

3.6
 

-

32
4

SK
12

94
土

師
質

土
器

皿
7.5

Y
R7

/6
橙

7.5
Y

R7
/6

橙
7.5

Y
R7

/6
橙

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

8.5
 

0.9
 

4.6
 

-

32
5

SK
12

94
磁

器
碗

白
色

・
透

明
釉

5G
Y

8/
1

灰
白

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
細

・
少

施
釉

施
釉

（
10

.0）
-

-
-

細
か

い
線

描
き

で
染

付
32

6
SK

12
94

磁
器

碗
5G

Y8
/1

灰
白

・
透

明
釉

5G
Y

8/
1

灰
白

白
色

染
付

（
外

）
良

-
-

-
回

転
ナ

デ
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
（

11
.0）

4.7
 

3.6
 

-

32
7

SK
12

94
陶

器
天

目
茶

碗
10

Y
R

8/
6

黄
橙

・
10

Y
R3

/4
暗

褐
　

鉄
釉

10
Y

R3
/4

暗
褐

2.5
Y

8/
3

淡
黄

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
-

-
（

5.6
）

-

32
8

SK
12

94
土

師
質

土
器

甕
7.5

Y
R6

/6
橙

10
Y

R8
/2

灰
白

2.5
Y

8/
2

灰
白

-
良

-
-

細
・

少
ナ

デ
、

板
ナ

デ
、

指
オ

サ
エ

ナ
デ

、
ハ

ケ
、

指
オ

サ
エ

55
.7 

48
.0 

33
.0 

-

32
9

SK
12

95
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

-
や

や
不

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
（

7.2
）

1.5
 

（
4.3

）
-

土
器
観
察
表

12



－　　－228

報
文

番
号

遺
構

名
種

類
器

種
色

調
上

絵
・

呉
須

焼
成

胎
土

調
整

法
量

（
㎝

）
備

考
外

・
釉

薬
内

胎
土

角
閃 石

雲
母

そ
の

他
外

面
内

面
口

径
 

（
㎝

）
器

高
 

（
㎝

）
底

径
 

（
㎝

）
そ

の
他

 
（

㎝
）

33
0

SK
12

95
土

師
質

土
器

皿
7.5

Y
R7

/8
黄

橙
7.5

Y
R7

/6
橙

5Y
R7

/8
橙

-
良

-
細

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

糸
切

回
転

ナ
デ

（
7.4

）
（

1.4
）

（
4.0

）
-

33
1

SK
12

95
土

師
質

土
器

皿
7.5

Y
R8

/4
浅

黄
橙

7.5
Y

R8
/4

浅
黄

橙
7.5

Y
R7

/6
橙

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

8.1
 

1.6
 

4.0
 

-

33
2

SK
12

95
陶

器
灯

明
皿

（
京

・
信

）
2.5

Y
8/

2
灰

白
・

青
～

緑
釉

7.5
Y

7/
2

灰
白

5Y
8/

1
灰

白
-

良
-

-
-

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

、
施

釉
施

釉
（

8.9
）

1.4
 

4.0
 

-

33
3

SK
12

95
磁

器
蓋

10
Y

8/
1

灰
白

･
透

明
釉

10
Y

8/
1

灰
白

5Y
8/

1
灰

白
染

付
（

外
、

コ
ン

ニ
ャ

ク
印

刷
）

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

9.1
 

3.3
 

-
-

33
4

SK
12

95
陶

器
灯

明
皿

（
備

）
7.5

Y
R4

/2
灰

褐
7.5

Y
R4

/2
灰

褐
N

7/
灰

白
-

良
-

-
細

･
並

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

9.2
 

1.3
 

3.2
 

-

33
5

SK
12

95
磁

器
小

広
東

碗
白

色
･

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
（

10
.2）

-
-

-
33

6
SK

12
95

磁
器

蓋
白

色
･

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
（

9.7
）

2.5
 

2.8
 

-

33
7

SK
12

95
土

師
質

土
器

羽
釜

5Y
7/

1
灰

白
5Y

7/
1

灰
白

5Y
6/

1
灰

-
良

-
細

細
・

少
ナ

デ
、

指
オ

サ
エ

板
ナ

デ
、

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
（

10
.7）

-
-

-

33
8

SK
12

95
土

師
質

土
器

焙
烙

（
御

）
5Y

4/
1

灰
2.5

Y
5/

1
黄

灰
2.5

Y
7/

2
灰

黄
-

良
-

細
中

・
少

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
、

板
ナ

デ
ナ

デ
、

板
ナ

デ
（

33
.4）

-
-

-

33
9

SK
12

95
陶

器
摺

鉢
（

備
）

2.5
Y

R5
/4

に
ぶ

い
赤

褐
10

R5
/6

赤
5Y

R7
/6

橙
-

良
-

-
中

・
並

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

（
31

.4）
（

12
.9）

（
12

.0）
-

片
口

の
痕

跡
あ

り

34
0

SK
12

95
土

師
質

土
器

焙
烙

　
（

内
耳

）
5Y

R7
/6

橙
5Y

R6
/6

橙
5Y

R7
/6

橙
-

良
細

細
中

・
並

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
板

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
（

34
.4）

-
-

-

34
1

SK
12

95
土

師
質

土
器

井
戸

枠
7.5

Y
R7

/6
橙

7.5
Y

R7
/7

橙
7.5

Y
R6

/6
橙

-
良

-
細

中
・

並
ハ

ケ
、

板
ナ

デ
ナ

デ
、

ハ
ケ

（
60

.0）
-

-
-

34
2

SK
13

00
土

師
質

土
器

皿
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
8.4

 
1.9

 
4.7

 
-

34
3

SK
13

00
土

師
質

土
器

皿
5Y

8/
2

灰
白

5Y
8/

2
灰

白
5Y

7/
2

灰
白

-
良

-
細

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

（
8.8

）
1.7

 
（

5.4
）

-

34
4

SK
13

00
土

師
質

土
器

皿
7.5

Y
R8

/3
浅

黄
橙

7.5
Y

R8
/3

浅
黄

橙
7.5

Y
R8

/6
浅

黄
橙

-
良

-
細

細
・

並
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

8.7
 

1.6
 

5.4
 

-

34
5

SK
13

00
土

師
質

土
器

皿
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
-

良
-

-
細

・
並

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
（

8.6
）

1.5
 

（
6.0

）
-

34
6

SK
13

00
磁

器
小

碗
10

Y
8/

1
灰

白
･

透
明

釉
10

Y
8/

1
灰

白
-

染
付

（
外

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
6.2

 
2.2

 
3.2

 
-

34
7

SK
13

00
磁

器
丸

碗
白

色
・

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
や

や
不

良
-

-
細

・
少

施
釉

施
釉

（
9.8

）
5.0

 
（

4.0
）

-

34
8

SK
13

00
陶

器
花

入
　

（
京

・
信

）
5Y

8/
2

灰
白

･
透

明
釉

5Y
8/

2
灰

白
10

Y
R8

/2
灰

白
上

絵
付

（
外

）
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
（

5.2
）

7.0
 

3.2
 

-

34
9

SK
13

00
陶

器
碗

10
Y

8/
1

灰
白

･
透

明
釉

10
Y

8/
1

灰
白

10
Y

8/
1

灰
白

染
付

（
外

）
良

-
-

-
回

転
ナ

デ
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
（

7.7
）

（
5.4

）
（

4.6
）

-
35

0
SK

13
00

磁
器

丸
碗

白
色

･
透

明
釉

白
色

白
色

-
良

-
-

-
回

転
ナ

デ
、

施
釉

施
釉

（
8.9

）
5.6

 
5.0

 
-

35
1

SK
13

00
磁

器
丸

碗
白

色
･

透
明

釉
白

色
白

色
染

付
（

外
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

（
9.9

）
5.2

 
（

4.4
）

-
35

2
SK

13
00

磁
器

丸
碗

白
色

・
透

明
釉

白
色

白
色

染
付

（
外

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
（

10
.0）

5.3
 

（
4.2

）
-

35
3

SK
13

00
磁

器
碗

白
色

･
透

明
釉

白
色

白
色

染
付

（
外

）
良

-
-

細
･

少
施

釉
施

釉
（

10
.6）

6.0
 

（
4.6

）
-

35
4

SK
13

00
磁

器
皿

白
色

･
透

明
釉

白
色

白
色

染
付

（
外

・
内

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
（

15
.4）

4.9
 

（
8.2

）
-

35
5

SK
13

00
土

師
質

土
器

焙
烙

（
関

）
7.5

Y
R7

/6
橙

7.5
Y

R7
/6

橙
5Y

R7
/6

橙
-

良
-

細
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
型

成
形

、
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

（
25

.2）
-

-
-

胎
土

が
少

し
異

質
化

？

35
6

SK
13

00
土

師
質

土
器

火
鉢

7.5
Y

R8
/4

浅
黄

橙
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

2.5
Y

8/
3

淡
黄

-
良

-
-

細
･

少
板

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
板

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
-

-
23

.4 
-

35
7

SK
13

18
磁

器
碗

10
Y

8/
1

灰
白

・
透

明
釉

10
Y

8/
1

灰
白

白
色

染
付

（
外

）
良

-
-

細
・

少
施

釉
施

釉
-

-
-

-
35

8
SK

13
18

磁
器

蓋
5G

Y
8/

1
灰

白
･青

磁
釉

7.5
Y

8/
1

灰
白

-
-

良
-

-
-

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
（

4.2
）

-
-

-

土
器
観
察
表
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－　　－229

報
文

番
号

遺
構

名
種

類
器

種
色

調
上

絵
・

呉
須

焼
成

胎
土

調
整

法
量

（
㎝

）
備

考
外

・
釉

薬
内

胎
土

角
閃 石

雲
母

そ
の

他
外

面
内

面
口

径
 

（
㎝

）
器

高
 

（
㎝

）
底

径
 

（
㎝

）
そ

の
他

 
（

㎝
）

35
9

SK
13

18
磁

器
小

碗
白

色
･

透
明

釉
白

色
灰

白
色

染
付

（
外

）
良

-
-

-
施

釉
、

底
部

ケ
ズ

リ
出

し
施

釉
-

-
（

2.6
）

-

36
0

SK
13

18
磁

器
碗

白
色

・
透

明
釉

白
色

白
色

染
付

（
外

・
内

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
（

10
.8）

-
-

-
～

18
c

36
1

SK
13

18
磁

器
青

磁
碗

5G
Y

明
オ

リ
ー

ブ
灰

･
青

磁
釉

-
7.5

Y
8/

1
灰

白
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

-
-

（
4.4

）
-

高
台

内
無

釉

36
2

SK
13

18
陶

器
呉

器
手

碗
5Y

8/
2

灰
白

･
透

明
釉

5Y
8/

2
灰

白
2.5

Y
8/

2
灰

白
-

良
-

-
-

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
12

.0）
-

-
-

36
3

SK
13

18
磁

器
碗

2.5
Y

7/
1

灰
白

･透
明

釉
2.5

Y
R7

/1
灰

白
2.5

Y
8/

1
灰

白
鉄

絵
（

外
）

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
ケ

ズ
リ

出
し

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
12

.0）
（

6.7
）

（
4.4

）
-

高
台

内
無

釉

36
4

SK
13

18
磁

器
皿

白
色

・
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

-
-

（
7.0

）
-

36
5

SK
13

18
磁

器
皿

白
色

･
透

明
釉

白
色

7.5
Y

8/
1

灰
白

染
付

（
外

・
内

）
良

-
-

-
回

転
ナ

デ
、

底
部

ケ
ズ

リ
出

し
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
（

14
.2）

3.3
 

5.4
 

-

36
6

SK
13

18
陶

器
摺

鉢
（

備
）

2.5
Y

R5
/6

明
赤

褐
2.5

Y
R5

/6
明

赤
褐

7.5
Y

6/
1

灰
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

（
28

.0）
-

-
-

36
7

SK
13

18
陶

器
摺

鉢
　

（
肥

前
）

7.5
Y

R5
/3

に
ぶ

い
褐

7.5
Y

R5
/3

に
ぶ

い
褐

7.5
Y

R5
/1

褐
灰

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

回
転

糸
切

回
転

ナ
デ

-
-

（
10

.8）
-

36
8

SK
13

21
土

師
質

土
器

皿
7.5

Y
R8

/3
浅

黄
橙

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

8.3
 

1.6
 

5.4
 

-

36
9

SK
13

21
磁

器
小

広
東

碗
白

色
・

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

細
・

少
施

釉
施

釉
-

-
（

3.8
）

-
37

0
SK

13
21

磁
器

皿
乳

白
色

・
透

明
釉

乳
白

色
2.5

Y
8/

1
灰

白
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
（

15
.2）

4.3
 

（
8.1

）
-

37
1

SK
13

21
磁

器
皿

白
色

・
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

（
13

.4）
2.9

 
（

8.3
）

-
口

縁
部

口
錆

37
2

SK
13

21
陶

器
摺

鉢
（

備
）

10
R5

/4
赤

褐
10

R5
/4

赤
褐

2.5
Y

R7
/4

淡
赤

橙
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

（
30

.9）
-

-
-

37
3

SK
13

21
土

師
質

土
器

焙
烙

な
い

し
は

鍋
10

Y
R5

/3
に

ぶ
い

黄
褐

10
Y

R5
/3

に
ぶ

い
黄

褐
10

Y
R3

/4
暗

褐
-

良
細

細
細

・
少

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
板

ナ
デ

、
ナ

デ
（

35
.8）

4.7
 

-
-

37
4

SK
13

21
土

師
質

土
器

皿
5Y

R7
/6

橙
5Y

R7
/6

橙
5Y

R7
/6

橙
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
5.8

 
1.4

 
3.8

 
-

37
5

SK
13

21
土

師
質

土
器

皿
2.5

Y
8/

2
灰

白
2.5

Y
8/

2
灰

白
2.5

Y
8/

2
灰

白
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
6.5

 
1.3

 
3.8

 
-

37
6

SK
13

21
土

師
質

土
器

土
人

形
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

-
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

-
良

-
-

細
・

少
型

成
形

-
長

さ 3.0
幅

3.9
厚

さ 2.1
-

キ
ラ

コ
使

用
、

女
性

座
像

37
7

SK
13

21
土

師
質

土
器

焙
烙

（
岡

）
7.5

Y
R4

/2
灰

褐
7.5

Y
R5

/4
に

ぶ
い

褐
7.5

Y
R5

/4
に

ぶ
い

褐
-

良
細

細
細

・
並

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
板

ナ
デ

-
-

-
-

37
8

SK
13

24
土

師
質

土
器

皿
7.5

Y
R7

/6
橙

7.5
Y

R7
/6

橙
-

-
良

-
細

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

5.7
 

1.3
 

3.6
 

-

37
9

SK
13

24
土

師
質

土
器

皿
5Y

R7
/6

橙
5Y

R7
/6

橙
-

-
良

-
細

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

6.0
 

1.2
 

3.6
 

-

38
0

SK
13

35
土

師
質

土
器

皿
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
7.5

Y
R7

/3
に

ぶ
い

橙
-

良
-

-
細

・
少

ナ
デ

ナ
デ

4.8
 

1.2
 

4.6
 

-

38
1

SK
13

35
土

師
質

土
器

皿
7.5

Y
R7

/6
橙

7.5
Y

R7
/6

橙
7.5

Y
R7

/6
橙

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

（
7.2

）
1.3

 
（

4.1
）

-

38
2

SK
13

59
陶

器
碗

2.5
Y

8/
3

淡
黄

･透
明

釉
5Y

8/
3

淡
黄

5Y
7/

1
灰

白
鉄

絵
（

外
）

良
-

-
-

施
釉

、
底

部
ケ

ズ
リ

出
し

施
釉

、
見

込
ハ

リ
支

え
痕

8.8
 

4.3
 

3.7
 

-

38
3

SK
13

59
陶

器
端

反
碗

5Y
8/

2
灰

白
・

透
明

釉
5Y

8/
1

灰
白

5Y
8/

2
灰

白
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
高

台
ケ

ズ
リ

出
し

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

8.9
 

5.2
 

3.1
 

-

38
4

SK
13

59
陶

器
小

杉
碗

（
瀬

・
美

）
2.5

Y
8/

2
灰

白
・

透
明

釉
2.5

Y
8/

2
灰

白
2.5

Y
8/

2
灰

白
鉄

絵
（

外
）

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
高

台
ケ

ズ
リ

出
し

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
9.2

）
4.8

 
（

3.0
）

-

38
5

SK
13

59
陶

器
灯

明
皿

（
備

）
2.5

Y
R5

/6
明

赤
褐

2.5
Y

R5
/6

明
赤

褐
2.5

Y
R5

/6
明

赤
褐

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
（

10
.0）

-
-

-

38
6

SK
13

59
陶

器
平

碗
10

Y
7/

1
灰

白
･

透
明

釉
10

Y
7/

1
灰

白
白

色
鉄

絵
（

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

、
回

転
ナ

デ
、

底
部

ケ
ズ

リ
出

し
12

.0 
4.5

 
3.8

 
-

土
器
観
察
表

14
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報
文

番
号

遺
構

名
種

類
器

種
色

調
上

絵
・

呉
須

焼
成

胎
土

調
整

法
量

（
㎝

）
備

考
外

・
釉

薬
内

胎
土

角
閃 石

雲
母

そ
の

他
外

面
内

面
口

径
 

（
㎝

）
器

高
 

（
㎝

）
底

径
 

（
㎝

）
そ

の
他

 
（

㎝
）

38
7

SK
13

59
土

師
質

土
器

皿
7.5

Y
R8

/3
浅

黄
橙

7.5
Y

R8
/3

浅
黄

橙
7.5

Y
R8

/3
浅

黄
橙

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

（
7.0

）
1.4

 
（

5.3
）

-

38
8

SK
13

59
磁

器
腰

張
碗

蓋
白

色
･

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

細
･

少
施

釉
施

釉
（

10
.0）

1.7
 

4.2
 

-
18

c、
～

38
9

SK
13

59
陶

器
小

杉
碗

2.5
Y

8/
2

灰
白

・
透

明
釉

2.5
Y

8/
2

灰
白

2.5
Y

8/
2

灰
白

鉄
絵

（
外

）
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

ケ
ズ

リ
出

し
回

転
ナ

デ
9.0

 
5.1

 
3.1

 
-

瀬
戸

美
濃

39
0

SK
13

59
磁

器
広

東
碗

5Y
8/

2
灰

白
･

透
明

釉
5Y

8/
2

灰
白

5Y
8/

1
灰

白
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

細
･

少
施

釉
施

釉
-

-
（

6.1
）

-

39
1

SK
13

59
土

師
質

土
器

皿
7.5

Y
R8

/2
灰

白
7.5

Y
R8

/2
灰

白
7.5

Y
R8

/2
灰

白
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
（

4.6
）

0.9
 

（
3.0

）
-

39
2

SK
13

59
陶

器
灯

明
皿

（
京

・
信

）
5Y

7/
1

灰
白

・
透

明
釉

5Y
7/

1
灰

白
2.5

Y
8/

2
灰

白
-

良
-

-
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
施

釉
（

10
.4）

2.1
 

（
3.6

）
-

39
3

SK
13

59
陶

器
碗

7.5
Y

8/
1

灰
白

・
透

明
釉

10
Y

R7
/2

に
ぶ

い
黄

橙
2.5

Y
8/

1
灰

白
-

良
-

-
-

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
7.3

）
5.4

 
2.6

 
-

京
信

楽
？

火
入

れ
の

可
能

性
有

り
39

4
SK

13
59

磁
器

小
広

東
碗

白
色

・
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

（
9.8

）
5.2

 
（

3.2
）

-
39

5
SK

13
59

磁
器

広
東

碗
2.5

GY
8/

1灰
白

・
透

明
釉

2.5
GY

8/
1

灰
白

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

（
9.9

）
5.7

 
（

5.4
）

-

39
6

SK
13

59
陶

器
碗

7.5
Y

R7
/1

明
褐

灰
・

透
明

釉
＋

鉄
釉

7.5
Y

R7
/1

明
褐

灰
N

7/
灰

白
鉄

絵
（

外
）

良
-

-
-

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

、
底

部
ヘ

ラ
切

り
回

転
ナ

デ
、

施
釉

6.4
 

4.9
 

5.1
 

-

39
7

SK
13

59
磁

器
紅

皿
5Y

8/
1

灰
白

・
白

色
釉

5Y
8/

1
灰

白
5Y

8/
1

灰
白

-
良

-
-

-
型

成
形

全
面

施
釉

4.4
 

1.4
 

1.4
 

-
B

類
紅

皿
、

器
高

も
低

く
口

縁
平

ら

39
8

SK
13

59
陶

器
灯

明
皿

（
備

）
2.5

Y
R4

/4
に

ぶ
い

赤
褐

2.5
Y

R4
/4

に
ぶ

い
赤

褐
5Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

、
回

転
ナ

デ
回

転
ナ

デ
（

9.2
）

-
-

-

39
9

SK
13

59
磁

器
猪

口
白

色
・

透
明

釉
白

色
白

色
-

良
-

-
-

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
7.7

）
5.7

 
5.1

 
-

40
0

SK
13

59
磁

器
端

反
碗

白
色

・
透

明
釉

白
色

光
沢

あ
る

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

（
9.1

）
4.7

 
4.0

 
-

"
釉

厚
い

、 
肥

前
、

瀬
戸

と
も

少
し

違
う

"

40
1

SK
13

59
陶

器
小

杉
碗

5Y
8/

3
淡

黄
・

透
明

釉
5Y

8/
3

淡
黄

5Y
8/

1
灰

白
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
ケ

ズ
リ

出
し

高
台

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
8.8

）
5.0

 
3.2

 
-

40
2

SK
13

59
磁

器
端

反
碗

白
色

・
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

-
-

（
5.2

）
-

40
3

SK
13

59
陶

器
摺

鉢
（

堺
）

2.5
Y

R5
/6

明
赤

褐
10

R5
/6

赤
10

R5
/6

赤
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

23
.4 

8.4
 

11
.7 

-

40
4

SK
13

59
陶

器
植

木
鉢

　
（

瀬
・

美
）

緑
青

色
･

緑
釉

7.5
Y

R5
/6

明
褐

2.5
Y

8/
2

灰
白

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

文
様

貼
付

、
施

釉
ナ

デ
、

回
転

ナ
デ

、
施

釉
-

-
15

.6 
-

3
段

階
第

9
小

期
40

5
SK

13
59

陶
器

土
瓶

10
Y

R2
/3

黒
褐

・
鉄

釉
10

Y
R2

/3
黒

褐
5Y

7/
1

灰
白

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
-

-
-

-
40

6
SK

13
74

磁
器

広
東

碗
白

色
・

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
（

8.8
）

4.7
 

（
5.0

）
-

40
7

SX
10

16
土

師
質

土
器

皿
7.5

Y
R8

/4
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

-
良

-
細

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

6.6
 

1.5
 

3.5
 

-

40
8

SX
10

16
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
-

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

6.0
 

1.2
 

2.8
 

-

40
9

SX
10

16
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

（
5.6

）
1.3

 
3.9

 
-

41
0

SX
10

16
陶

器
灯

明
皿

5Y
8/

2
灰

白
･

緑
釉

？
5Y

6/
3

オ
リ

ー
ブ

黄
5Y

8/
1

灰
白

-
良

-
-

細
･

並
施

釉
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
（

10
.7）

2.5
 

3.7
 

-
ハ

リ
支

え
あ

り

41
1

SX
10

16
陶

器
施

釉
蓋

7.5
Y

6/
2

灰
オ

リ
ー

ブ
・

緑
釉

10
Y

R5
/2

灰
黄

褐
-

-
良

-
-

細
・

少
施

釉
回

転
ナ

デ
、

白
泥

塗
り

、
施

釉
7.8

 
2.4

 
3.3

 
-

41
2

SX
10

16
磁

器
端

反
碗

蓋
白

色
･

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
8.4

 
2.5

 
4.4

 
-

41
3

SX
10

16
磁

器
碗

（
瀬

）
白

色
･

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
7.2

 
3.8

 
3.6

 
-

土
器
観
察
表
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－　　－231

報
文

番
号

遺
構

名
種

類
器

種
色

調
上

絵
・

呉
須

焼
成

胎
土

調
整

法
量

（
㎝

）
備

考
外

・
釉

薬
内

胎
土

角
閃 石

雲
母

そ
の

他
外

面
内

面
口

径
 

（
㎝

）
器

高
 

（
㎝

）
底

径
 

（
㎝

）
そ

の
他

 
（

㎝
）

41
4

SX
10

16
磁

器
端

反
碗

（
砥

部
焼

）
白

色
・

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
10

.8 
6.2

 
（

3.7
）

-
19

c
前

～

41
5

SX
10

16
磁

器
端

反
碗

白
色

・
透

明
釉

白
色

光
沢

あ
る

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

10
.2 

6.0
 

（
3.8

）
-

瀬
戸

美
濃

か
？

41
6

SX
10

16
陶

器
鉢

2.5
Y

7/
4

浅
黄

･透
明

釉
2.5

Y
7/

4
浅

黄
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
13

.0）
-

-
-

イ
ッ

チ
ン

掛
け

（
内

）
41

7
SX

10
16

陶
器

土
瓶

5Y
R4

/8
赤

褐
・

柿
釉

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

-
良

-
細

細
・

少
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

（
6.2

）
-

-
-

イ
ッ

チ
ン

掛
け

41
8

SX
10

16
陶

器
油

受
5Y

8/
2

灰
白

･
透

明
釉

5Y
8/

2
灰

白
5Y

8/
2

灰
白

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
、

施
釉

8.3
 

5.4
 

5.9
 

-

41
9

SX
10

16
陶

器
摺

鉢
　

（
大

谷
）

2.5
Y

R2
/1

赤
黒

2.5
Y

R3
/3

暗
赤

褐
2.5

Y
R3

/3
暗

赤
褐

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
18

.0）
7.4

 
（

6.0
）

-

42
0

SX
10

16
陶

器
鉢

5Y
6/

3オ
リ

ー
ブ

黄
･緑

釉
5Y

6/
3

オ
リ

ー
ブ

黄
7.5

Y
R7

/6
橙

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

18
.2 

8.8
 

8.1
 

-
イ

ッ
チ

ン
掛

け
（

内
）

42
1

SX
10

16
陶

器
鉢

5Y
6/

3オ
リ

ー
ブ

黄
・

緑
釉

5Y
6/

3
オ

リ
ー

ブ
黄

5Y
7/

1
灰

白
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
施

釉
、

底
部

ケ
ズ

リ
出

し
回

転
ナ

デ
、

施
釉

18
.8 

10
.9 

8.6
 

-

42
2

SX
10

16
陶

器
甕

5Y
8/

1
灰

白
・

褐
色

釉
7.5

Y
R4

/4
褐

5Y
7/

1
灰

白
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
16

.1）
17

.2 
（

7.6
）

-

42
3

SX
10

16
土

師
質

土
器

竈
（

御
）

7.5
Y

R1
.7/

1
黒

7.5
Y

R5
/3

に
ぶ

い
褐

7.5
Y

R6
/3

に
ぶ

い
褐

-
良

細
細

細
・

少
ナ

デ
、

ミ
ガ

キ
（

？
）

ハ
ケ

、
ナ

デ
（

17
.2）

20
.0 

-
-

42
4

SX
10

16
土

師
質

土
器

竈
部

品
10

Y
R6

/2
灰

黄
褐

-
2.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
-

良
細

細
細

・
少

ナ
デ

、
ミ

ガ
キ

型
成

形
（

型
に

粘
土

板
張

り
合

わ
せ

）
長

さ 7.4
幅

7.8
厚

さ 4.7
-

42
5

SX
10

16
土

師
質

土
器

竈
部

品
10

Y
R6

/2
灰

黄
褐

-
2.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
-

良
細

細
細

・
少

型
成

形
、

ミ
ガ

キ
、

ナ
デ

型
成

形
長

さ 8.9
幅

7.0
厚

さ 4.7
-

42
6

SX
10

16
土

師
質

土
器

焙
烙

（
御

）
7.5

Y
R6

/1
褐

灰
7.5

Y
R6

/1
褐

灰
2.5

Y
7/

1
灰

白
-

良
細

細
中

・
少

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
板

ナ
デ

（
35

.0）
-

-
-

42
7

SX
10

16
土

師
質

土
器

火
鉢

7.5
Y

R7
/6

橙
7.5

Y
R7

/6
橙

10
Y

R8
/2

灰
白

-
や

や
不

良
-

-
中

・
並

ナ
デ

ナ
デ

-
8.9

 
-

-

42
8

SX
12

12
土

師
質

土
器

甕
　

　
5Y

R7
/6

橙
5Y

R7
/6

橙
5Y

8/
1

灰
白

-
良

細
-

中
･

並
板

ナ
デ

、
ナ

デ
板

ナ
デ

、
ナ

デ
、

指
オ

サ
エ

26
.0 

-
21

.2 
-

水
琴

窟
か

42
9

SX
12

62
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/2
灰

白
10

Y
R8

/2
灰

白
-

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

5.8
 

1.8
 

3.7
 

-

43
0

SX
12

62
土

師
質

土
器

皿
5Y

R7
/6

橙
5Y

R7
/6

橙
5Y

R8
/4

淡
橙

-
良

-
細

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

7.8
 

1.6
 

3.9
 

-

43
1

SX
12

62
土

師
質

土
器

皿
7.5

Y
R8

/4
浅

黄
橙

7.5
Y

R8
/4

浅
黄

橙
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
-

良
-

-
-

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
（

7.6
）

1.9
 

（
3.9

）
-

43
2

SX
12

62
土

師
質

土
器

皿
5Y

R7
/6

橙
5Y

R7
/6

橙
-

-
良

-
細

-
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

7.4
 

1.6
 

4.2
 

-

43
3

SX
12

62
土

師
質

土
器

皿
5Y

R6
/6

橙
5Y

R6
/6

橙
-

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

7.0
 

1.4
 

2.9
 

-

43
4

SX
12

62
土

師
質

土
器

皿
7.5

Y
R8

/3
浅

黄
橙

7.5
Y

R8
/3

浅
黄

橙
-

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

7.6
 

1.8
 

4.2
 

-

43
5

SX
12

62
土

師
質

土
器

皿
5Y

R7
/6

橙
5Y

R7
/7

橙
-

-
や

や
不

良
-

細
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
7.6

 
1.8

 
4.0

 
-

43
6

SX
12

62
土

師
質

土
器

皿
5Y

R6
/8

橙
5Y

R6
/8

橙
-

-
良

-
細

中
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

7.2
 

1.4
 

4.4
 

-

43
7

SX
12

62
土

師
質

土
器

皿
5Y

R7
/6

橙
5Y

R7
/6

橙
-

-
良

-
細

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

7.9
 

1.5
 

3.9
 

-

43
8

SX
12

62
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
10

Y
R8

/2
灰

白
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
8.9

 
1.6

 
4.7

 
-

43
9

SX
12

62
土

師
質

土
器

皿
2.5

Y
8/

2
灰

白
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

-
良

-
細

中
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

7.7
 

1.5
 

4.9
 

-

土
器
観
察
表

16



－　　－232

報
文

番
号

遺
構

名
種

類
器

種
色

調
上

絵
・

呉
須

焼
成

胎
土

調
整

法
量

（
㎝

）
備

考
外

・
釉

薬
内

胎
土

角
閃 石

雲
母

そ
の

他
外

面
内

面
口

径
 

（
㎝

）
器

高
 

（
㎝

）
底

径
 

（
㎝

）
そ

の
他

 
（

㎝
）

44
0

SX
12

62
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

-
良

-
細

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

7.3
 

1.8
 

3.8
 

-

44
1

SX
12

62
土

師
質

土
器

皿
5Y

R5
/8

明
赤

褐
5Y

R5
/8

明
赤

褐
5Y

R5
/8

明
赤

褐
-

良
-

細
中

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
7.9

 
1.7

 
4.6

 
-

44
2

SX
12

62
陶

器
蓋

7.5
Y

7/
1

灰
白

･
緑

釉
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
-

良
-

-
-

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

6.4
 

3.3
 

-
-

44
3

SX
12

62
陶

器
蓋

2.5
Y

R4
/2

灰
赤

･
鉄

釉
2.5

Y
R4

/2
灰

赤
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
7.0

 
1.6

 
-

-

44
4

SX
12

62
陶

器
蓋

2.5
Y

R4
/4

に
ぶ

い
赤

褐
･

鉄
釉

2.5
Y

7/
3

淡
黄

2.5
Y

7/
3

淡
黄

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

施
釉

回
転

ナ
デ

9.0
 

3.6
 

-
-

44
5

SX
12

62
陶

器
蓋

2.5
Y

7/
2

灰
黄

・
鉄

釉
7.5

Y
R3

/3
暗

褐
2.5

Y
7/

2
灰

黄
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

回
転

ナ
デ

、
施

釉
施

釉
7.1

 
2.2

 
5.5

 
つ

ま
み

部
1.1

44
6

SX
12

62
陶

器
油

受
　

（
大

谷
）

2.5
Y

R2
/1

赤
黒

・
鉄

釉
2.5

Y
R2

/1
赤

黒
2.5

Y
R5

/4
に

ぶ
い

赤
褐

-
良

-
-

-
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
7.6

 
6.5

 
4.6

 
-

44
7

SX
12

62
陶

器
灯

明
皿

（
備

）
2.5

Y
R6

/6
橙

2.5
Y

R6
/6

橙
-

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
7.6

 
1.4

 
-

-

44
8

SX
12

62
陶

器
灯

明
皿

（
備

）
2.5

Y
R6

/6
橙

2.5
Y

R6
/6

橙
-

-
良

-
-

-
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
8.6

 
1.6

 
5.3

 
-

44
9

SX
12

62
陶

器
灯

明
皿

（
備

）
7.5

Y
R8

/3
浅

黄
橙

7.5
Y

R8
/3

浅
黄

橙
2.5

Y
8/

2
灰

白
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

（
11

.0）
1.7

 
（

5.0
）

-

45
0

SX
12

62
陶

器
灯

明
皿

（
備

）
7.5

Y
R4

/2
灰

褐
7.5

Y
R4

/2
灰

褐
-

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
7.8

 
1.1

 
-

-

45
1

SX
12

62
陶

器
灯

明
皿

（
備

）
2.5

Y
R5

/6
明

赤
褐

2.5
Y

R5
/6

明
赤

褐
-

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
7.7

 
1.2

 
-

-

45
2

SX
12

62
陶

器
灯

明
皿

（
備

）
2.5

Y
R4

/6
赤

褐
2.5

Y
R4

/6
赤

褐
-

-
良

-
-

-
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
9.6

 
1.5

 
6.1

 
-

45
3

SX
12

62
陶

器
灯

明
皿

（
備

）
7.5

Y
R4

/2
灰

褐
10

Y
R4

/2
灰

黄
褐

-
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

7.9
 

0.8
 

5.0
 

-

45
4

SX
12

62
陶

器
灯

明
皿

7.5
Y

R4
/2

灰
褐

･
鉄

釉
7.5

Y
R4

/2
灰

褐
2.5

Y
8/

2
灰

白
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

7.8
 

1.4
 

3.2
 

-

45
5

SX
12

62
陶

器
灯

明
皿

（
備

）
2.5

Y
R4

/6
赤

褐
2.5

Y
R4

/6
赤

褐
2.5

Y
R6

/6
橙

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
7.8

 
1.2

 
4.0

 
-

45
6

SX
12

62
陶

器
灯

明
皿

（
備

）
2.5

Y
6/

6
橙

2.5
Y

6/
6

橙
2.5

Y
6/

6
橙

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
（

10
.2）

（
1.5

）
（

4.3
）

-

45
7

SX
12

62
陶

器
灯

明
皿

（
京

・
信

）
7.5

Y
7/

1
灰

白
･白

色
釉

7.5
Y

7/
1

灰
白

2.5
Y

8/
2

灰
白

-
良

-
-

-
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

施
釉

施
釉

（
10

.7）
-

-
-

45
8

SX
12

62
磁

器
小

碗
10

Y
8/

1
灰

白
・

透
明

釉
10

Y
8/

1
灰

白
-

染
付

（
外

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
5.8

 
1.7

 
2.7

 
-

45
9

SX
12

62
磁

器
丸

碗
10

Y
8/

1
灰

白
･

透
明

釉
10

Y
8/

1
灰

白
-

染
付

（
外

）
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

施
釉

施
釉

（
8.0

）
4.0

 
3.2

 
-

雨
降

文

46
0

SX
12

62
陶

器
腰

錆
碗

　
（

瀬
・

美
）

5Y
8/

2
灰

白
･

透
明

釉
＋

鉄
釉

5Y
8/

2
灰

白
2.5

Y
7/

1
灰

白
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

9.4
 

9.4
 

4.0
 

-

46
1

SX
12

62
陶

器
丸

碗
10

Y
8/

1
灰

白
･

透
明

釉
10

Y
8/

1
灰

白
2.5

Y
8/

2
灰

白
色

絵
付

（
外

）
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
（

9.4
）

5.7
 

3.0
 

-

46
2

SX
12

62
陶

器
平

碗
　

（
瀬

・
美

）
10

Y
8/

1
灰

白
･

透
明

釉
10

Y
8/

1
灰

白
10

Y
8/

1
灰

白
色

絵
付

（
内

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
、

絵
付

12
.0 

4.7
 

3.8
 

-

46
3

SX
12

62
陶

器
平

碗
5Y

8/
2

灰
白

･
透

明
釉

5Y
8/

2
灰

白
5Y

8/
2

灰
白

鉄
絵

（
内

）
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

ケ
ズ

リ
出

し
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
12

.2 
4.5

 
3.8

 
-

46
4

SX
12

62
陶

器
不

明
5Y

8/
2

灰
白

・
透

明
釉

5Y
8/

2
灰

白
5Y

8/
1

灰
白

鉄
絵

（
外

）
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
（

11
.0）

-
-

-

46
5

SX
12

62
陶

器
徳

利
（

備
）

5Y
R4

/4
に

ぶ
い

赤
褐

・
鉄

釉
2.5

Y
R5

/1
赤

灰
2.5

Y
R5

/1
赤

灰
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
カ

キ
目

、
施

釉
回

転
ナ

デ
1.8

 
15

.2 
6.8

 
-

46
6

SX
12

62
磁

器
蓋

白
色

･
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

10
.7 

2.7
 

5.9
 

-

土
器
観
察
表
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－　　－233

報
文

番
号

遺
構

名
種

類
器

種
色

調
上

絵
・

呉
須

焼
成

胎
土

調
整

法
量

（
㎝

）
備

考
外

・
釉

薬
内

胎
土

角
閃 石

雲
母

そ
の

他
外

面
内

面
口

径
 

（
㎝

）
器

高
 

（
㎝

）
底

径
 

（
㎝

）
そ

の
他

 
（

㎝
）

46
7

SX
12

62
磁

器
小

広
東

碗
白

色
･

透
明

釉
白

色
2.5

Y
8/

1
灰

白
染

付（
外

･
内

）
や

や
不

良
-

-
細

･
少

施
釉

施
釉

9.2
 

4.9
 

3.4
 

-

46
8

SX
12

62
磁

器
小

広
東

碗
白

色
･

透
明

釉
白

色
7.5

Y
8/

1
灰

白
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
9.4

 
5.2

 
3.5

 
-

46
9

SX
12

62
磁

器
広

東
碗

白
色

･
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
施

釉
施

釉
9.4

 
5.4

 
5.6

 
-

47
0

SX
12

62
磁

器
広

東
碗

白
色

･
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

（
11

.4）
（

6.1
）

5.9
 

-
47

1
SX

12
62

磁
器

丸
碗

白
色

･
透

明
釉

白
色

白
色

染
付

（
外

）
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

施
釉

施
釉

10
.0 

5.6
 

3.6
 

-
47

2
SX

12
62

磁
器

丸
碗

白
色

･
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
細

･
少

施
釉

施
釉

10
.1 

5.2
 

4.0
 

-
47

3
SX

12
62

磁
器

丸
碗

白
色

･
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

11
.5 

5.2
 

4.7
 

-
漆

接
ぎ

47
4

SX
12

62
磁

器
猪

口
白

色
･

透
明

釉
白

色
白

色
染

付
（

外
）

良
-

-
-

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

7.3
 

5.9
 

5.0
 

-

47
5

SX
12

62
陶

器
火

入
れ

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
-

良
細

細
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
ミ

ガ
キ

回
転

ナ
デ

9.4
 

8.6
 

10
.2 

-
白

色
粘

土
混

じ
る

、
ス

ス
（

使
用

痕
）

付
着

47
6

SX
12

62
陶

器
施

釉
急

須
5Y

6/
3

オ
リ

ー
ブ

黄
・

緑
釉

5Y
6/

3
オ

リ
ー

ブ
黄

2.5
Y

8/
1

灰
白

-
良

-
-

-
回

転
ナ

デ
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
（

9.2
）

11
.0 

8.3
 

-

47
7

SX
12

62
陶

器
鉢

10
Y

R4
/4

褐
･

透
明

釉
10

Y
R4

/3
に

ぶ
い

黄
褐

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

施
釉

ナ
デ

、
白

泥
、

ハ
ケ

、
施

釉
19

.3 
7.4

 
8.0

 
-

47
8

SX
12

62
磁

器
皿

白
色

･
透

明
釉

白
色

5Y
8/

1
灰

白
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

施
釉

施
釉

22
.6 

4.9
 

10
.9 

-

47
9

SX
12

62
土

師
質

土
器

羽
釜

2.5
Y

6/
2

灰
黄

2.5
Y

6/
2

灰
黄

5Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
-

良
細

細
細

・
少

横
ナ

デ
、

指
オ

サ
エ

、
板

ナ
デ

（
？

）
板

ナ
デ

（
19

.0）
-

-
-

48
0

SX
12

62
土

師
質

土
器

焙
烙

（
岡

）
10

Y
R5

/4
に

ぶ
い

黄
褐

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

-
良

細
細

細
・

少
ナ

デ
、

指
オ

サ
エ

、
板

ナ
デ

-
-

-
-

48
2

SX
12

62
土

師
質

土
器

火
鉢

7.5
Y

4/
1

灰
7.5

Y
7/

1
灰

白
10

Y
R8

/1
灰

白
-

良
細

細
中

・
少

ナ
デ

、
刺

突
、

脚
部

貼
り

付
け

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
-

-
（

23
.0）

-

48
3

SX
12

62
土

師
質

土
器

焙
烙

（
御

）
5Y

6/
1

灰
5Y

6/
1

灰
2.5

Y
7/

1
灰

白
-

良
細

-
細

・
少

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
板

ナ
デ

、
ナ

デ
（

34
.4）

-
-

-

48
4

SX
12

62
土

師
質

土
器

焙
烙

（
御

）
7.5

Y
R7

/3
に

ぶ
い

橙
7.5

Y
R7

/3
に

ぶ
い

橙
7.5

Y
R8

/4
浅

黄
橙

-
良

細
細

細
・

少
横

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
板

ナ
デ

、
横

ナ
デ

（
38

.2）
（

6.6
）

-
-

48
5

SX
12

62
陶

器
摺

鉢
（

備
）

10
R5

/6
赤

10
R5

/6
赤

10
R5

/6
赤

-
良

-
-

中
・

並
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
34

.0 
15

.5 
15

.8 
-

48
6

SX
12

62
陶

器
摺

鉢
（

堺
）

2.5
Y

R5
/4

に
ぶ

い
赤

褐
2.5

Y
R5

/4
に

ぶ
い

赤
褐

10
R4

/6
赤

-
や

や
不

良
-

-
中

・
並

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

（
48

.0）
-

-
-

刻
印

あ
り

48
7

SX
12

62
土

師
質

土
器

井
戸

枠
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

-
良

細
細

中
・

少
ナ

デ
、

指
オ

サ
エ

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
47

.3 
-

-
-

48
8

SX
12

67
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
-

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

6.2
 

1.2
 

3.5
 

-

48
9

SX
12

67
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

（
8.0

）
1.3

 
（

4.4
）

-

49
0

SX
12

67
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

-
や

や
不

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
7.4

 
1.8

 
4.1

 
-

49
1

SX
12

67
土

師
質

土
器

皿
7.5

Y
8/

2
灰

白
2.5

Y
8/

2
灰

白
2.5

Y
8/

2
灰

白
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
7.2

 
1.3

 
4.1

 
-

49
2

SX
12

67
陶

器
灯

明
皿

（
備

）
2.5

Y
R4

/4
に

ぶ
い

赤
褐

2.5
Y

R4
/4

に
ぶ

い
赤

褐
2.5

Y
R6

/6
橙

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
（

9.5
）

（
1.9

）
（

2.8
）

-

49
3

SX
12

67
陶

器
灯

明
皿

（
備

）
2.5

Y
R4

/6
赤

褐
2.5

Y
R4

/4
に

ぶ
い

赤
褐

5Y
R6

/1
褐

灰
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

（
9.8

）
1.2

 
（

3.8
）

-

49
4

SX
12

67
陶

器
灯

明
皿

（
備

）
2.5

Y
R4

/6
赤

褐
2.5

Y
4/

6
赤

褐
2.5

Y
R7

/4
淡

赤
橙

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
（

9.8
）

1.2
 

（
5.3

）
-

49
5

SX
12

67
土

師
質

土
器

摺
鉢

（
備

）
7.5

Y
R7

/6
橙

10
Y

R7
/6

明
黄

褐
10

Y
R7

/6
明

黄
褐

-
良

-
細

中
・

少
ナ

デ
、

指
オ

サ
エ

ナ
デ

-
-

-
-

土
器
観
察
表
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報
文

番
号

遺
構

名
種

類
器

種
色

調
上

絵
・

呉
須

焼
成

胎
土

調
整

法
量

（
㎝

）
備

考
外

・
釉

薬
内

胎
土

角
閃 石

雲
母

そ
の

他
外

面
内

面
口

径
 

（
㎝

）
器

高
 

（
㎝

）
底

径
 

（
㎝

）
そ

の
他

 
（

㎝
）

49
6

SX
12

67
陶

器
ひ

ょ
う

そ
く

2.5
YR

3/
1暗

赤
灰

･鉄
釉

2.5
Y

R3
/1

暗
赤

灰
2.5

Y
R7

/8
橙

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
3.8

 
4.0

 
3.1

 
-

49
7

SX
12

67
陶

器
平

碗
5Y

8/
2

灰
白

･
透

明
釉

5Y
8/

2
灰

白
5Y

8/
1

灰
白

絵
付

（
内

）
良

-
-

-
回

転
ナ

デ
、

底
部

ケ
ズ

リ
出

し
、

施
釉

施
釉

12
.4 

4.5
 

4.2
 

-

49
8

SX
12

67
陶

器
蓋

2.5
Y8

/2
灰

白
･透

明
釉

2.5
Y

8/
2

灰
白

2.5
Y

8/
3

淡
黄

染
付

（
外

）
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

施
釉

施
釉

8.4
 

-
-

-

49
9

SX
12

67
土

師
質

土
器

焼
塩

壺
5Y

R7
/6

橙
5Y

R7
/6

橙
5Y

R7
/6

橙
-

良
-

-
細

・
少

ナ
デ

圧
痕

（
7.6

）
-

-
-

50
0

SX
12

67
陶

器
火

入
れ

（
備

）
5Y

6/
1

灰
2.5

Y
5/

2
暗

灰
黄

2.5
Y

7/
2

灰
黄

-
良

-
-

中
･

並
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
、

ケ
ズ

リ
13

.8 
6.6

 
13

.9 
-

50
1

SX
12

67
磁

器
蓋

白
色

・
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

9.5
 

2.5
 

-
つ

ま
み

部
3.6

50
2

SX
12

67
磁

器
朝

顔
形

碗
蓋

10
Y

8/
1

灰
白

・
青

磁
釉

白
色

白
色

染
付

（
内

）
良

-
-

細
・

少
施

釉
施

釉
9.5

 
3.2

 
-

つ
ま

み
部

3.8
50

3
SX

12
67

磁
器

碗
白

色
･

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
10

.5 
5.7

 
3.8

 
-

50
4

SX
12

67
磁

器
小

広
東

碗
白

色
・

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
（

10
.5）

5.0
 

3.8
 

-
50

5
SX

12
67

磁
器

皿
白

色
･

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
10

.3 
1.2

 
5.4

 
-

50
6

SX
12

67
磁

器
皿

10
Y

8/
1

灰
白

･
透

明
釉

10
Y

8/
1

灰
白

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

回
転

ナ
デ

、
施

釉
施

釉
（

13
.9）

3.2
 

7.8
 

-
コ

ン
ニ

ャ
ク

印
判

50
7

SX
12

72
磁

器
丸

碗
白

色
・

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

細
・

少
施

釉
施

釉
（

9.7
）

-
-

-
内

面
一

重
網

目

50
8

SX
12

86
土

師
質

土
器

皿
2.5

Y
8/

2
灰

白
2.5

Y
8/

2
灰

白
2.5

Y
8/

2
灰

白
-

良
-

細
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
（

7.0
）

1.4
 

（
3.9

）
-

50
9

SX
12

86
陶

器
灯

明
皿

（
備

）
2.5

Y
3/

2
黒

褐
2.5

Y
3/

2
黒

褐
10

Y
R7

/1
灰

白
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

（
9.6

）
-

-
-

51
0

SX
12

86
土

師
質

土
器

焙
烙

（
関

）
7.5

Y
R7

/3
に

ぶ
い

橙
7.5

Y
R7

/3
に

ぶ
い

橙
7.5

Y
R7

/3
に

ぶ
い

橙
-

良
細

細
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
型

成
形

、
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

（
25

.6）
-

-
-

51
1

SX
13

34
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

-
良

-
細

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

8.1
 

1.9
 

4.9
 

-

51
2

SX
13

34
土

師
質

土
器

皿
5Y

R7
/6

橙
5Y

R7
/6

橙
5Y

R7
/6

橙
-

良
-

細
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
8.4

 
1.4

 
5.4

 
-

51
3

SX
13

34
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

-
良

-
細

細
・

少
回

転
ナ

デ
回

転
ナ

デ
8.3

 
1.4

 
5.4

 
-

51
4

SX
13

34
陶

器
施

釉
蓋

5Y
R5

/4
に

ぶ
い

赤
褐

・
透

明
釉

7.5
Y

R6
/2

灰
褐

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
施

釉
（

8.8
）

1.1
 

-
つ

ま
み

部
（

6.2
）

51
5

SX
13

34
土

師
質

土
器

焙
烙

（
御

）
5Y

6/
1

灰
5Y

7/
1

灰
白

5Y
7/

1
灰

白
-

良
細

細
細

・
少

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
ナ

デ
、

板
ナ

デ
-

-
-

-

51
6

SX
13

34
陶

器
摺

鉢
（

備
）

2.5
Y

R4
/6

赤
褐

2.5
Y

R4
/6

赤
褐

2.5
Y

R6
/3

に
ぶ

い
橙

-
良

-
-

中
・

少
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
（

32
.0）

-
-

-

51
7

SX
13

34
土

師
質

土
器

火
鉢

10
Y

4/
1

灰
10

Y
4/

1
灰

5Y
8/

1
灰

白
-

良
-

細
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
沈

線
、

刺
突

文
回

転
ナ

デ
、

板
ナ

デ
、

指
オ

サ
エ

（
35

.0）
12

.3 
-

-

51
8

SX
13

34
土

師
質

土
器

甕
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

-
や

や
不

良
-

細
細

・
少

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
ナ

デ
、

指
オ

サ
エ

（
36

.2）
-

-
-

51
9

SX
13

69
土

師
質

土
器

皿
7.5

Y
R8

/4
浅

黄
橙

7.5
Y

R8
/4

浅
黄

橙
7.5

Y
R8

/4
浅

黄
橙

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

6.2
 

1.3
 

3.8
 

-

52
0

SX
13

69
土

師
質

土
器

皿
7.5

Y
R8

/3
浅

黄
橙

7.5
Y

R8
/3

浅
黄

橙
7.5

Y
R8

/4
浅

黄
橙

-
良

-
細

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

（
6.0

）
1.4

 
（

3.8
）

-

52
1

SX
13

69
土

師
質

土
器

皿
7.5

Y
R7

/3
に

ぶ
い

橙
7.5

Y
R7

/3
に

ぶ
い

橙
7.5

Y
R7

/3
に

ぶ
い

橙
-

良
-

細
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
8.2

 
1.9

 
4.9

 
-

土
器
観
察
表

19



－　　－235

報
文

番
号

遺
構

名
種

類
器

種
色

調
上

絵
・

呉
須

焼
成

胎
土

調
整

法
量

（
㎝

）
備

考
外

・
釉

薬
内

胎
土

角
閃 石

雲
母

そ
の

他
外

面
内

面
口

径
 

（
㎝

）
器

高
 

（
㎝

）
底

径
 

（
㎝

）
そ

の
他

 
（

㎝
）

52
2

SX
13

69
土

師
質

土
器

焙
烙

（
御

）
2.5

Y
6/

1
黄

灰
2.5

Y
6/

1
黄

灰
2.5

Y
8/

1
灰

白
　

　
　

　
良

細
細

細
・

少
ナ

デ
、

指
オ

サ
エ

板
ナ

デ
（

38
.0）

-
-

-

52
3

SX
13

70
土

師
質

土
器

皿
5Y

R7
/6

橙
5Y

R7
/6

橙
5Y

R7
/6

橙
-

良
-

細
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
（

6.8
）

1.4
 

（
4.0

）
-

52
4

SX
13

75
陶

器
摺

鉢
2.5

Y
R5

/3
に

ぶ
い

赤
褐

2.5
Y

R5
/3

に
ぶ

い
赤

褐
7.5

Y
R7

/2
明

褐
灰

-
良

-
-

中
・

多
回

転
ナ

デ
、

カ
キ

目
回

転
ナ

デ
（

40
.4）

-
-

-

52
5

SX
13

75
土

師
質

土
器

火
鉢

5Y
R6

/8
橙

7.5
Y

R8
/3

浅
黄

橙
2.5

Y
8/

1
灰

白
-

や
や

不
良

-
-

中
・

並
板

ナ
デ

横
ナ

デ
（

50
.0）

15
.1 

（
43

.6）
-

52
6

SP
11

85
陶

器
皿

（
唐

津
）

5Y
6/

2
灰

オ
リ

ー
ブ

･
透

明
釉

5Y
6/

2
灰

オ
リ

ー
ブ

5Y
7/

1
灰

白
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
11

.6）
-

-
-

52
7

SP
12

36
磁

器
丸

碗
2.5

GY
8/

1
灰

白
･

透
明

釉
2.5

GY
8/

1
灰

白
白

色
染

付
（

外
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

（
11

.4）
-

-
-

52
8

SP
13

54
陶

器
青

磁
碗

10
Y

6/
2

オ
リ

ー
ブ

灰
･

青
磁

釉
10

Y
6/

2
オ

リ
ー

ブ
灰

10
Y

8/
1

灰
白

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

施
釉

施
釉

-
-

-
-

52
9

SD
20

01
土

師
質

土
器

土
錘

7.5
Y

R8
/3

浅
黄

橙
-

-
-

-
細

細
･

並
ナ

デ
、

指
オ

サ
エ

-
長

さ 5.2
幅

2.9
厚

さ 3.2
-

53
0

SD
20

78
陶

器
呉

器
手

碗
（

瀬
・

美
）

5Y
8/

2
灰

白
･

透
明

釉
5Y

8/
2

灰
白

5Y
8/

1
灰

白
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
11

.8）
-

-
-

53
1

SD
20

78
土

師
質

土
器

焙
烙

　
（

内
耳

）
7.5

Y
R5

/2
灰

褐
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/2

灰
白

-
良

細
細

細
･

並
ナ

デ
、

指
オ

サ
エ

、
板

ナ
デ

板
ナ

デ
、

指
オ

サ
エ

（
28

.6）
-

（
21

.3）
-

54
1

SD
21

18
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/2
灰

白
10

Y
R8

/2
灰

白
10

Y
R8

/2
灰

白
-

良
-

細
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
回

転
糸

切
回

転
ナ

デ
10

.8 
1.7

 
7.2

 
-

54
2

SD
21

18
陶

器
呉

器
手

碗
2.5

Y
6/

4
に

ぶ
い

黄
･

透
明

釉
2.5

Y
6/

4
に

ぶ
い

黄
2.5

Y
8/

2
灰

白
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
高

台
ケ

ズ
リ

出
し

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
10

.6）
7.1

 
4.6

 
-

54
3

SD
21

18
磁

器
筒

形
碗

10
Y

8/
1

灰
白

･
透

明
釉

10
Y

8/
1

灰
白

10
Y

8/
1

灰
白

染
付

（
外

）
良

-
-

-
回

転
ナ

デ
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
9.4

 
7.2

 
7.4

 
-

54
4

SD
21

18
磁

器
皿

10
Y

8/
1

灰
白

･
透

明
釉

10
Y

8/
1

灰
白

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

13
.3 

3.6
 

7.2
 

-

54
5

SD
21

18
土

師
質

土
器

焙
烙

（
関

）
10

Y
R6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
10

Y
R7

/2
に

ぶ
い

黄
橙

-
良

細
細

細
･

並
回

転
ナ

デ
、

ケ
ズ

リ
、

指
オ

サ
エ

、
型

成
形

回
転

ナ
デ

（
27

.5）
-

-
-

54
6

SD
21

18
土

師
質

土
器

焙
烙

（
関

）
7.5

Y
R6

/3
に

ぶ
い

橙
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
-

良
細

細
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
型

成
形

回
転

ナ
デ

（
29

.0）
-

-
-

54
8

SD
21

62
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
10

Y
R8

/4
浅

黄
橙

-
良

-
細

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

8.2
 

1.7
 

5.4
 

-

54
9

SD
21

62
土

師
質

土
器

皿
7.5

Y
R8

/4
浅

黄
橙

7.5
Y

R8
/4

浅
黄

橙
7.5

Y
R8

/4
浅

黄
橙

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

7.9
 

2.1
 

5.0
 

-

55
0

SD
21

62
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
-

-
良

-
細

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

10
.4 

1.7
 

5.2
 

-

55
1

SD
21

62
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
5Y

R7
/6

橙
-

良
-

細
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
10

.3 
3.0

 
6.0

 
-

55
2

SD
21

62
土

師
質

土
器

皿
2.5

Y
8/

2
灰

白
2.5

Y
8/

2
灰

白
2.5

Y
7/

2
灰

黄
-

良
細

細
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
10

.7 
1.6

 
6.3

 
-

ほ
ぼ

全
面

に
ス

ス
付

着

55
3

SD
21

62
土

師
質

土
器

摺
鉢

5Y
8/

1
灰

白
5Y

8/
1

灰
白

2.5
Y

8/
2

灰
白

-
良

細
細

細
･

少
ナ

デ
、

板
ナ

デ
、

指
オ

サ
エ

ナ
デ

、
板

ナ
デ

-
-

-
-

55
4

SD
21

62
陶

器
蓋

（
肥

前
）

2.5
Y

3/
3

暗
オ

リ
ー

ブ
褐

･
鉄

釉
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

-
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
回

転
糸

切
、

施
釉

回
転

ナ
デ

9.6
 

3.2
 

4.3
 

つ
ま

み
部

1.6

55
5

SD
21

62
陶

器
刷

毛
目

碗
7.5

YR
4/

2灰
褐

･透
明

釉
7.5

Y
R4

/2
灰

褐
2.5

Y
R6

/3
に

ぶ
い

橙
-

良
-

-
細

･
少

高
台

ケ
ズ

リ
出

し
、

施
釉

施
釉

-
-

4.0
 

-

55
6

SD
21

62
陶

器
呉

器
手

碗
7.5

YR
5/

6明
褐

･橙
色

釉
7.5

Y
R5

/6
明

褐
10

Y
R8

/2
灰

白
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
10

.1）
7.1

 
5.4

 
-

55
7

SD
21

62
陶

器
碗

5Y
7/

2
灰

白
･

透
明

釉
5Y

7/
2

灰
白

5Y
8/

1
灰

白
染

付
（

外
）

良
-

-
-

回
転

ナ
デ

、
底

部
ケ

ズ
リ

出
し

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

9.8
 

6.0
 

5.2
 

-
刻

印
あ

り

土
器
観
察
表

20



－　　－236

報
文

番
号

遺
構

名
種

類
器

種
色

調
上

絵
・

呉
須

焼
成

胎
土

調
整

法
量

（
㎝

）
備

考
外

・
釉

薬
内

胎
土

角
閃 石

雲
母

そ
の

他
外

面
内

面
口

径
 

（
㎝

）
器

高
 

（
㎝

）
底

径
 

（
㎝

）
そ

の
他

 
（

㎝
）

55
8

SD
21

62
磁

器
碗

7.5
GY

7/
1

明
緑

灰
･

青
磁

釉
7.5

GY
7/

1
明

緑
灰

白
色

染
付

（
外

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
-

-
5.0

 
-

55
9

SD
21

62
磁

器
皿

白
色

･
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

（
21

.2）
2.6

 
（

11
.7）

-

56
0

SD
21

62
磁

器
皿

10
Y

7/
1

灰
白

･
透

明
釉

10
Y

7/
1

灰
白

5Y
8/

1
灰

白
染

付
（

内
）

良
-

-
細

･
少

施
釉

施
釉

-
-

（
7.6

）
-

う
す

く
青

磁
施

す

56
1

SD
21

62
土

師
質

土
器

焙
烙

（
関

）
7.5

Y
R7

/6
橙

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

-
良

-
細

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

型
成

形
回

転
ナ

デ
、

指
オ

サ
エ

（
26

.4）
-

-
-

56
2

SD
21

62
土

師
質

土
器

焙
烙

（
関

）
7.5

Y
R8

/4
浅

黄
橙

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

-
良

-
細

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

型
成

形
回

転
ナ

デ
（

26
.4）

-
-

-

56
3

SD
21

62
陶

器
摺

鉢
（

備
）

5Y
R5

/3
に

ぶ
い

赤
褐

5Y
R6

/3
に

ぶ
い

橙
5Y

R5
/3

に
ぶ

い
赤

橙
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

（
31

.0）
-

-
-

56
5

SD
21

74
陶

器
小

杉
碗

5Y
7/

1
灰

白
･

透
明

釉
5Y

7/
1

灰
白

5Y
8/

2
灰

白
鉄

絵
（

外
）

良
-

-
-

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

-
-

（
4.4

）
-

56
6

SD
21

74
磁

器
端

反
碗

白
色

･
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

（
10

.0）
-

-
-

56
7

SD
21

77
土

師
質

土
器

皿
7.5

Y
R7

/6
橙

7.5
Y

R7
/6

橙
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
-

良
-

細
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
（

8.3
）

（
1.8

）
（

5.6
）

-

56
8

SD
21

77
陶

器
呉

器
手

碗
5Y

8/
1

灰
白

･
透

明
釉

5Y
R7

/6
橙

5Y
8/

1
灰

白
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
-

-
（

5.6
）

-

56
9

SD
21

77
陶

器
摺

鉢
（

備
）

2.5
Y

R5
/4

に
ぶ

い
赤

褐
2.5

Y
R4

/4
に

ぶ
い

赤
褐

2.5
Y

4/
2

灰
赤

-
良

-
-

中
･

並
回

転
ナ

デ
回

転
ナ

デ
-

-
-

-

57
0

SD
21

82
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

8.0
 

1.4
 

4.9
 

-

57
1

SD
21

82
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
7.5

Y
R7

/6
橙

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

8.1
 

1.7
 

5.4
 

-

57
2

SD
21

82
土

師
質

土
器

皿
7.5

Y
R8

/3
浅

黄
橙

7.5
Y

R8
/3

浅
黄

橙
7.5

Y
R8

/4
浅

黄
橙

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
8.2

 
1.5

 
4.8

 
-

57
3

SD
21

82
土

師
質

土
器

皿
5Y

8/
1

灰
白

5Y
8/

1
灰

白
5Y

8/
1

灰
白

-
良

-
-

細
･

並
回

転
ナ

デ
、

底
部

ヘ
ラ

切
り

回
転

ナ
デ

（
11

.0）
（

1.6
）

（
7.0

）
-

57
4

SD
21

82
陶

器
碗

2.5
Y

7/
1

灰
白

･
透

明
釉

2.5
Y

7/
1

灰
白

5Y
7/

1
灰

白
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
ケ

ズ
リ

出
し

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

-
-

（
4.8

）
-

57
5

SD
21

82
陶

器
火

入
れ

白
色

･
透

明
釉

･
緑

釉
白

色
・

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

白
泥

塗
回

転
ナ

デ
、

施
釉

9.0
 

8.2
 

10
.0 

-
底

部
刻

印
、

墨
書

あ
り

57
6

SD
21

82
磁

器
碗

白
色

･
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

10
.2 

5.2
 

3.5
 

-
57

7
SD

21
82

磁
器

丸
碗

白
色

･
透

明
釉

白
色

白
色

染
付

（
外

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
（

10
.2）

-
-

-
57

8
SD

21
82

陶
器

甕
（

丹
波

）
10

R3
/2

暗
赤

褐
･

鉄
釉

2.5
Y

5/
4

黄
褐

N
7/

灰
白

-
良

-
-

中
･

並
回

転
ナ

デ
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
32

.8 
43

.0 
20

.0 
-

57
9

SD
21

83
磁

器
小

広
東

碗
白

色
･

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

細
･

少
施

釉
施

釉
9.8

 
5.3

 
3.4

 
-

58
0

SD
21

83
磁

器
小

碗
10

Y
8/

1
灰

白
･

透
明

釉
10

Y
8/

1
灰

白
7.5

Y
8/

1
灰

白
染

付
（

外
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

（
7.0

）
（

3.1
）

（
3.0

）
-

58
1

SD
21

83
陶

器
皿

（
唐

津
）

5Y
7/

1
灰

白
･

透
明

釉
5Y

7/
1

灰
白

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
14

.0）
-

-
-

58
2

SK
21

38
磁

器
碗

白
色

・
透

明
釉

白
色

白
色

染
付

（
外

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
-

58
3

SD
21

83
土

師
質

土
器

焙
烙

（
関

）
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

7.5
Y

R6
/3

に
ぶ

い
褐

-
良

細
細

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

型
成

形
、

回
転

ナ
デ

-
-

-
-

58
4

SD
21

83
土

師
質

土
器

焙
烙

（
御

）
2.5

Y
4/

1
黄

灰
2.5

Y
5/

1
黄

灰
2.5

Y
5/

1
黄

灰
-

良
細

-
細

･
少

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
ナ

デ
-

-
-

-

58
6

SD
21

83
陶

器
甕

10
Y

R3
/3

暗
褐

･
鉄

釉
10

Y
R3

/3
暗

褐
10

Y
R8

/2
灰

白
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

（
26

.0）
-

-
-

産
地

不
明

58
7

SD
21

83
磁

器
鉢

10
Y

8/
2

灰
白

･
透

明
釉

10
Y

8/
2

灰
白

10
Y

7/
1

灰
白

染
付

（
内

）
良

-
-

-
回

転
ナ

デ
、

施
釉

施
釉

16
.6 

8.0
 

8.9
 

-

58
8

SE
21

66
磁

器
丸

碗
2.5

GY
8/

1灰
白

・
透

明
釉

2.5
GY

8/
1

灰
白

白
色

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

高
台

ケ
ズ

リ
出

し
回

転
ナ

デ
、

施
釉

9.8
 

5.2
 

4.1
 

-
18

c
～

58
9

SE
21

66
磁

器
皿

白
色

・
透

明
釉

白
色

白
色

染
付

（
内

）
良

-
-

細
・

少
施

釉
ロ

ク
ロ

ナ
デ

、
施

釉
7.8

 
1.8

 
4.6

 
-

59
0

SE
21

66
磁

器
碗

白
色

・
透

明
釉

白
色

白
色

上
絵

付
（

外
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

（
9.6

）
4.9

 
（

3.2
）

-

土
器
観
察
表
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－　　－237

報
文

番
号

遺
構

名
種

類
器

種
色

調
上

絵
・

呉
須

焼
成

胎
土

調
整

法
量

（
㎝

）
備

考
外

・
釉

薬
内

胎
土

角
閃 石

雲
母

そ
の

他
外

面
内

面
口

径
 

（
㎝

）
器

高
 

（
㎝

）
底

径
 

（
㎝

）
そ

の
他

 
（

㎝
）

59
1

SE
21

66
陶

器
油

受
け

皿
（

京
・

信
）

2.5
Y

6/
4

に
ぶ

い
黄

･
褐

色
釉

-
2.5

Y
7/

2
灰

黄
-

良
-

-
-

回
転

ナ
デ

、
底

部
回

転
糸

切
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
3.9

 
7.2

 
5.2

 
-

59
2

SE
21

66
陶

器
蓋

5Y
R5

/6
明

赤
褐

-
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
-

良
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
8.6

）
-

-
-

59
3

SE
21

66
陶

器
端

反
碗

5Y
4/

4
暗

オ
リ

ー
ブ

･
透

明
釉

2.5
Y

8/
2

灰
白

2.5
Y

8/
2

灰
白

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

施
釉

、
高

台
ケ

ズ
リ

出
し

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

9.2
 

4.4
 

4.2
 

-

59
4

SE
21

66
陶

器
摺

鉢
　

（
堺

・
明

）
10

R4
/3

赤
褐

7.5
Y

R4
/2

灰
褐

10
R5

/6
赤

-
良

-
-

中
・

少
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
（

34
.2）

-
-

-

59
5

SK
20

28
陶

器
蓋

5Y
R7

/6
橙

・
柿

釉
5Y

R7
/6

橙
5Y

R7
/6

橙
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
回

転
糸

切
回

転
ナ

デ
（

7.6
）

2.7
 

-
つ

ま
み

部
1.6

59
6

SK
20

28
陶

器
灯

明
皿

（
京

・
信

）
7.5

Y
8/

2
灰

白
･

透
明

釉
7.5

Y
8/

2
灰

白
7.5

Y
8/

2
灰

白
-

良
-

-
-

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

、
施

釉
施

釉
（

11
.7）

（
2.9

）
（

4.1
）

-

59
7

SK
20

28
陶

器
施

釉
鉢

7.5
Y

R6
/6

橙
・

柿
釉

5Y
R5

/8
明

赤
褐

10
Y

R7
/2

に
ぶ

い
黄

橙
-

良
-

細
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

、
施

釉
（

9.3
）

8.5
 

6.1
 

-

59
8

SK
20

28
磁

器
鉢

白
色

･
透

明
釉

5Y
8/

1
灰

白
5Y

8/
1

灰
白

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
細

･
少

施
釉

施
釉

17
.8 

8.5
 

7.5
 

-

59
9

SK
20

28
陶

器
水

甕
5Y

8/
2

灰
白

･
透

明
釉

･
緑

釉
5Y

8/
2

灰
白

5Y
8/

2
灰

白
-

良
-

-
中

･
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
ケ

ズ
リ

出
し

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
27

.6）
9.1

 
（

20
.2）

-

60
0

SK
20

28
土

師
質

土
器

小
皿

7.5
Y

R8
/4

浅
黄

橙
・

透
明

釉
白

色
-

-
良

-
-

-
ナ

デ
型

成
形

2.6
 

0.8
 

1.2
 

-
墨

書
あ

り

60
1

SK
20

28
土

師
質

土
器

土
錘

10
Y

R8
/1

灰
白

-
-

-
良

-
細

細
・

少
ナ

デ
-

長
さ 6.1

幅
3.7

厚
さ 4.4

-

60
2

SK
20

28
土

師
質

土
器

土
錘

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
-

-
-

良
-

-
細

・
少

ナ
デ

-
長

さ 5.9
幅

3.7
厚

さ 3.6
-

60
3

SK
20

28
土

師
質

土
器

竈
5Y

R1
.7/

1
黒

5Y
R3

/1
黒

褐
5Y

R6
/6

橙
-

良
中

中
細

・
並

ミ
ガ

キ
ハ

ケ
長

さ
27

.6
幅 11
.9

厚
さ 2.1

-

60
4

SK
20

28
陶

器
甕（

瀬
・

美
）

2.5
Y

R4
/3

に
ぶ

い
赤

褐
･

鉄
釉

2.5
Y

R4
/3

に
ぶ

い
赤

褐
5Y

8/
2

灰
白

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
（

41
.0）

-
-

-

60
5

SK
20

28
磁

器
小

碗
10

Y
8/

1
灰

白
･

透
明

釉
10

Y
8/

1
灰

白
10

Y
8/

1
灰

白
染

付
（

外
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

6.7
 

2.9
 

2.2
 

-

60
6

SK
20

28
磁

器
小

碗
7.5

Y
8/

1
灰

白
･透

明
釉

7.5
Y

8/
1

灰
白

7.5
Y

8/
1

灰
白

染
付

（
内

）
や

や
不

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
施

釉
施

釉
（

6.3
）

2.8
 

3.1
 

-

60
7

SK
20

28
磁

器
皿

白
色

･
透

明
釉

白
色

白
色

染
付

（
内

）
良

-
-

-
施

釉
型

成
形

、
施

釉
-

2.3
 

4.9
 

-
60

8
SK

20
28

磁
器

湯
呑

碗
白

色
・

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

細
・

少
施

釉
施

釉
7.3

 
5.8

 
4.0

 
-

60
9

SK
20

28
磁

器
端

反
碗

白
色

・
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

9.1
 

5.0
 

3.4
 

-
61

0
SK

20
28

磁
器

端
反

碗
白

色
・

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
10

.0 
5.8

 
2.3

 
-

砥
部

焼
61

1
SK

20
28

磁
器

端
反

碗
白

色
･

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
（

12
.4）

（
5.6

）
（

6.5
）

-

61
2

SK
20

28
陶

器
鉢

7.5
Y

6/
2

灰
オ

リ
ー

ブ
･

緑
釉

7.5
Y

6/
2

灰
オ

リ
ー

ブ
5Y

7/
1

灰
白

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

、
施

釉
施

釉
-

-
7.9

 
-

ハ
リ

支
え

61
3

SK
20

28
陶

器
灯

明
皿

（
備

）
7.5

Y
R4

/2
灰

褐
7.5

Y
R4

/2
灰

褐
7.5

Y
R7

/1
灰

白
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

8.1
 

1.3
 

3.8
 

-

61
4

SK
20

28
陶

器
　

不
明

5Y
R6

/8
橙

5Y
R6

/8
橙

5Y
R7

/8
橙

-
良

-
細

細
・

少
回

転
ナ

デ
回

転
ナ

デ
-

-
（

7.0
）

-
底

部
墨

書
あ

り

61
5

SK
20

28
陶

器
蓋

5Y
R5

/8
明

赤
褐

・
柿

釉
5Y

R5
/8

明
赤

褐
5Y

R6
/3

に
ぶ

い
橙

-
良

-
細

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

沈
線

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

-
-

-
つ

ま
み

部
2.4

61
6

SK
20

28
陶

器
行

平
蓋

2.5
Y

8/
3

淡
黄

・
鉄

釉
、

透
明

釉
2.5

Y
8/

3
淡

黄
2.5

Y
7/

2
灰

黄
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
17

.0）
-

-
-

イ
ッ

チ
ン

掛
け

61
7

SK
20

28
陶

器
徳

利
　

（
大

谷
）

2.5
Y

R2
/1

赤
黒

・
鉄

釉
2.5

Y
R5

/6
明

赤
褐

2.5
Y

R5
/4

に
ぶ

い
赤

褐
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

-
-

8.0
 

-

61
8

SK
20

28
陶

器
水

注
5Y

2/
1

黒
･

鉄
釉

5Y
8/

2
灰

白
5Y

8/
2

灰
白

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

ケ
ズ

リ
出

し
、

施
釉

回
転

ナ
デ

-
-

4.8
 

-

土
器
観
察
表

22
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報
文

番
号

遺
構

名
種

類
器

種
色

調
上

絵
・

呉
須

焼
成

胎
土

調
整

法
量

（
㎝

）
備

考
外

・
釉

薬
内

胎
土

角
閃 石

雲
母

そ
の

他
外

面
内

面
口

径
 

（
㎝

）
器

高
 

（
㎝

）
底

径
 

（
㎝

）
そ

の
他

 
（

㎝
）

61
9

SK
20

28
陶

器
不

明
緑

色
・

緑
釉

2.5
Y

5/
3

黄
褐

10
Y

R8
/1

灰
白

-
良

-
-

細
・

少
型

成
形

、
ナ

デ
型

成
形

-
-

4.2
 

-
62

0
SK

20
28

磁
器

皿
白

色
・

透
明

釉
白

色
白

色
染

付
（

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

（
23

.0）
4.7

 
（

12
.8）

-

62
1

SK
20

28
陶

器
水

甕
（

瀬
・

美
）

5Y
8/

3
淡

黄
･

透
明

釉
5Y

8/
3

淡
黄

5Y
8/

1
灰

白
-

や
や

不
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

ケ
ズ

リ
出

し
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
（

30
.4）

14
.0 

（
19

.0）
-

62
2

SK
20

28
土

師
質

土
器

焙
烙

（
御

）
7.5

Y
R2

/1
黒

10
Y

R3
/2

黒
褐

7.5
Y

R2
/1

黒
-

良
細

細
中

・
少

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
ナ

デ
（

36
.2）

-
-

-

62
3

SK
20

28
陶

器
馬

の
目

皿
5Y

8/
2

灰
白

･
透

明
釉

5Y
8/

2
灰

白
5Y

8/
2

灰
白

鉄
絵

（
内

）
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

施
釉

施
釉

（
31

.0）
（

4.8
）

（
15

.6）
-

62
4

SK
20

53
土

師
質

土
器

甕
5Y

8/
3

淡
黄

5Y
8/

3
淡

黄
10

Y
R8

/2
灰

白
-

良
-

-
細

･
並

板
ナ

デ
、

ナ
デ

ハ
ケ

、
指

オ
サ

エ
、

ナ
デ

-
-

35
.2 

-

62
5

SK
20

53
陶

器
皿

5Y
8/

2
灰

白
5Y

6/
2

灰
オ

リ
ー

ブ
2.5

Y
8/

2
灰

白
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
高

台
ケ

ズ
リ

出
し

、
施

釉
施

釉
、

釉
ハ

ギ
-

-
（

4.2
）

-

62
6

SK
20

54
土

師
質

土
器

甕
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
10

Y
R8

/1
灰

白
-

良
-

中
中

･
並

指
オ

サ
エ

、
板

ナ
デ

板
ナ

デ
、

指
オ

サ
エ

-
-

（
32

.0）
-

62
7

SK
20

54
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

8.2
 

1.5
 

4.9
 

-

62
8

SK
20

54
土

師
質

土
器

土
人

形
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

-
7.5

Y
R8

/3
浅

黄
橙

-
良

-
-

細
・

少
型

成
形

-
長

さ 3.1
高

さ 2.5
厚

さ 1.8
-

猫
、

キ
ラ

コ
使

用
62

9
SK

20
54

磁
器

端
反

碗
白

色
・

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
-

-
4.5

 
-

63
0

SK
20

57
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

（
7.0

）
1.4

 
（

3.6
）

-

63
1

SK
20

57
陶

器
施

釉
蓋

7.5
Y

R3
/2

黒
褐

・
鉄

釉
7.5

Y
R3

/2
黒

褐
7.5

Y
R6

/6
橙

-
良

-
-

細
・

並
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
（

6.6
）

2.6
 

-
つ

ま
み

部
1.5

63
2

SK
20

57
陶

器
小

杉
碗

5Y
8/

2
灰

白
･

透
明

釉
5Y

8/
2

灰
白

5Y
8/

2
灰

白
-

良
-

-
細

･
少

底
部

ケ
ズ

リ
出

し
、

施
釉

施
釉

（
9.1

）
5.0

 
3.4

 
-

瀬
戸

美
濃

か
？

63
3

SK
20

57
磁

器
端

反
碗

白
色

・
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

（
11

.6）
6.8

 
（

4.7
）

-
63

4
SK

20
57

磁
器

広
東

碗
白

色
・

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
10

.9 
6.4

 
4.9

 
-

63
5

SK
20

57
陶

器
鉢

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

･
鉄

釉
7.5

Y
R4

/2
灰

褐
7.5

Y
R7

/3
に

ぶ
い

橙
-

良
-

-
細

･
並

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

施
釉

ハ
ケ

目
、

白
泥

塗
り

、
施

釉
-

-
（

10
.0）

-

63
6

SK
20

57
陶

器
摺

鉢
（

堺
・

明
）

5Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
5Y

R5
/4

に
ぶ

い
赤

褐
2.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

（
28

.6）
-

-
-

63
7

SK
20

57
土

師
質

土
器

焙
烙

（
御

）
2.5

Y
6/

1
黄

灰
2.5

Y
6/

1
黄

灰
2.5

Y
8/

2
灰

白
-

や
や

不
良

細
細

細
・

少
ナ

デ
、

指
オ

サ
エ

ナ
デ

（
21

.4）
-

-
-

63
8

SK
20

57
土

師
質

土
器

火
鉢

7.5
Y

R8
/6

浅
黄

橙
5Y

R7
/6

橙
2.5

Y
8/

6
黄

-
や

や
不

良
-

細
中

・
並

ナ
デ

板
ナ

デ
（

46
.1）

12
.8 

（
42

.6）
-

63
9

SK
20

59
土

師
質

土
器

皿
5Y

R7
/6

橙
5Y

R7
/6

橙
5Y

R7
/6

橙
-

や
や

不
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

（
7.6

）
1.6

 
4.8

 
-

64
0

SK
20

59
陶

器
施

釉
蓋

7.5
Y

7/
2

灰
白

･透
明

釉
7.5

Y
8/

1
灰

白
7.5

Y
8/

1
灰

白
-

良
-

-
-

回
転

ナ
デ

、
白

泥
塗

、
施

釉
回

転
ナ

デ
7.0

 
4.5

 
-

つ
ま

み
部

2.0

64
1

SK
20

59
陶

器
施

釉
蓋

7.5
Y

R4
/3

褐
・

鉄
釉

7.5
Y

R4
/3

褐
10

Y
8/

1
灰

白
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

、
施

釉
（

5.6
）

1.7
 

-
-

64
2

SK
20

59
陶

器
施

釉
蓋

7.5
Y

R7
/6

橙
・

柿
釉

5Y
R6

/8
橙

7.5
Y

R7
/6

橙
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
回

転
糸

切
回

転
ナ

デ
5.6

 
2.0

 
-

つ
ま

み
部

1.2
64

3
SK

20
59

陶
器

徳
利

5Y
7/

2灰
白

･う
す

い
緑

釉
5Y

7/
2

灰
白

2.5
Y

8/
2

灰
白

鉄
絵

（
外

）
良

-
-

-
回

転
ナ

デ
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
-

-
-

-

64
4

SK
20

59
陶

器
灯

明
皿

（
京

・
信

）
5Y

7/
2

灰
白

･
透

明
釉

5Y
7/

2
灰

白
5Y

8/
1

灰
白

-
良

-
-

-
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

施
釉

施
釉

（
11

.8）
1.8

 
4.7

 
-

64
5

SK
20

59
陶

器
か

ん
て

ら
5Y

6/
2

灰
オ

リ
ー

ブ
･

緑
釉

5Y
6/

2
灰

オ
リ

ー
ブ

5Y
7/

1
灰

白
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

、
施

釉
施

釉
4.5

 
4.2

 
4.4

 
-

64
6

SK
20

59
磁

器
端

反
碗

白
色

･
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

10
.7 

6.3
 

4.2
 

-

土
器
観
察
表

23



－　　－239

報
文

番
号

遺
構

名
種

類
器

種
色

調
上

絵
・

呉
須

焼
成

胎
土

調
整

法
量

（
㎝

）
備

考
外

・
釉

薬
内

胎
土

角
閃 石

雲
母

そ
の

他
外

面
内

面
口

径
 

（
㎝

）
器

高
 

（
㎝

）
底

径
 

（
㎝

）
そ

の
他

 
（

㎝
）

64
7

SK
20

59
土

師
質

土
器

火
鉢

10
Y

R2
/1

黒
10

Y
R6

/1
褐

灰
10

Y
R5

/6
黄

褐
-

良
細

細
細

・
少

型
成

形
？

、
ナ

デ
回

転
ナ

デ
、

指
オ

サ
エ

（
20

.8）
-

-
-

64
8

SK
20

59
土

師
質

土
器

焙
烙

（
御

）
2.5

Y
6/

1
黄

灰
2.5

Y
7/

1
灰

白
2.5

Y
7/

1
灰

白
-

良
細

細
細

・
少

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
、

板
ナ

デ
板

ナ
デ

、
ナ

デ
（

33
.0）

7.3
 

-
-

64
9

SK
20

59
土

師
質

土
器

鳩
笛

2.5
Y

8/
2

灰
白

-
2.5

Y
8/

2
灰

白
絵

付
け

（
赤

）
良

-
-

細
・

少
型

成
形

-
長

さ 5.7
幅

3.2
高

さ 4.1
-

65
0

SK
20

60
土

師
質

土
器

皿
2.5

Y
8/

2
灰

白
2.5

Y
8/

2
灰

白
-

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

5.5
 

1.2
 

3.0
 

-

65
1

SK
20

60
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

10
Y

R4
/2

灰
黄

褐
10

Y
R3

/1
黒

褐
-

良
-

細
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
（

7.9
）

1.1
 

（
5.5

）
-

65
2

SK
20

61
磁

器
紅

皿
白

色
・

透
明

釉
白

色
白

色
-

良
-

-
-

型
成

形
、

施
釉

施
釉

5.0
 

1.6
 

1.3
 

-

65
3

SK
20

61
陶

器
端

反
碗

（
瀬

・
美

）
5Y

8/
2

灰
白

･
透

明
釉

5Y
8/

2
灰

白
5Y

8/
2

灰
白

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

9.2
 

5.1
 

3.4
 

-

65
4

SK
20

61
磁

器
皿

白
色

・
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

8.3
 

2.2
 

5.0
 

-
65

5
SK

20
61

磁
器

　
皿

2.5
GY

8/
1灰

白
･透

明
釉

2.5
GY

8/
1

灰
白

10
Y

8/
1

灰
白

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

（
14

.0）
（

3.4
）

（
8.3

）
-

65
6

SK
20

61
陶

器
火

入
れ

（
備

）
5Y

R4
/2

灰
褐

5Y
R4

/2
灰

褐
7.5

Y
6/

1
灰

-
良

-
-

中
･

少
回

転
ナ

デ
回

転
ナ

デ
（

13
.6）

7.2
 

（
14

.4）
-

65
7

SK
20

61
土

師
質

土
器

甕
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

5Y
7/

1
灰

白
-

良
-

細
細

・
並

ナ
デ

板
ナ

デ
、

指
オ

サ
エ

（
27

.2）
-

-
-

波
状

文

65
8

SK
20

62
土

師
質

土
器

皿
2.5

Y
8/

2
灰

白
2.5

Y
8/

2
灰

白
-

-
良

-
細

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

5.6
 

1.3
 

3.0
 

-

65
9

SK
20

62
陶

器
火

入
れ

白
色

･
透

明
釉

7.5
Y

R5
/4

に
ぶ

い
褐

10
Y

R5
/1

褐
灰

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

白
泥

塗
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
（

10
.2）

8.7
 

（
11

.0）
-

66
0

SK
20

62
磁

器
端

反
碗

蓋
白

色
･

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

細
･

少
施

釉
施

釉
9.5

 
2.9

 
-

つ
ま

み
部

3.7
66

1
SK

20
62

磁
器

端
反

碗
10

Y
8/

1
灰

白
･

透
明

釉
10

Y
8/

1
灰

白
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

細
･

少
施

釉
施

釉
（

9.2
）

-
-

-
66

2
SK

20
62

磁
器

碗
白

色
･

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

細
･

少
施

釉
施

釉
10

.2 
5.4

 
3.6

 
-

66
3

SK
20

62
磁

器
端

反
碗

白
色

･
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

11
.3 

6.4
 

4.4
 

-
66

4
SK

20
62

磁
器

端
反

碗
白

色
･

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
（

8.9
）

4.6
 

3.4
 

-
瀬

戸
産

か
？

66
5

SK
20

62
陶

器
鉢

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

･
柿

釉
2.5

Y
R6

/8
橙

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

-
良

-
細

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
、

施
釉

14
.3 

9.1
 

6.0
 

-

66
6

SK
20

62
陶

器
鉢

7.5
Y

R8
/4

浅
黄

橙
･

柿
釉

5Y
R6

/8
橙

7.5
Y

R8
/4

浅
黄

橙
-

良
-

細
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

20
.2 

-
-

-

66
7

SK
20

62
陶

器
水

甕
　

（
富

田
）

5Y
6/

3
オ

リ
ー

ブ
黄

･
透

明
釉

5Y
6/

3
オ

リ
ー

ブ
黄

5Y
8/

3
淡

黄
-

や
や

不
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
（

28
.4）

20
.6 

（
20

.8）
-

66
8

SK
20

62
陶

器
蓋

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

･
柿

釉
2.5

Y
R5

/8
明

赤
褐

2.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

-
良

-
細

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

ヘ
ラ

切
り

施
釉

7.4
 

1.5
 

-
つ

ま
み

部
1.4

66
9

SK
20

62
陶

器
土

瓶
2.5

Y
R5

/8
明

赤
褐

･
柿

釉
2.5

Y
R4

/3
に

ぶ
い

赤
褐

5Y
R5

/6
明

赤
褐

-
良

-
細

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

施
釉

回
転

ナ
デ

8.2
 

-
-

-
イ

ッ
チ

ン
掛

け

67
0

SK
20

62
陶

器
蓋

7.5
Y

R8
/6

浅
黄

橙
･

柿
釉

5Y
R5

/8
明

褐
7.5

Y
R6

/6
橙

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

施
釉

施
釉

（
8.0

）
2.0

 
-

つ
ま

み
部

1.4
67

1
SK

20
62

陶
器

土
瓶

5Y
R5

/8
明

赤
褐

･
柿

釉
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

7.5
Y

R7
/3

に
ぶ

い
橙

-
良

細
細

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

施
釉

回
転

ナ
デ

（
9.2

）
-

-
-

67
2

SK
20

62
土

師
質

土
器

火
鉢

2.5
Y

3/
1

黒
褐

2.5
Y

6/
3

に
ぶ

い
黄

10
Y

R5
/3

に
ぶ

い
黄

褐
-

良
細

-
-

型
成

形
板

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
-

-
-

-

67
3

SK
20

62
土

師
質

土
器

甕
2.5

Y
8/

1
灰

白
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

2.5
Y

8/
1

灰
白

-
や

や
不

良
-

-
中

･
並

板
ナ

デ
、

指
オ

サ
エ

板
ナ

デ
、

指
オ

サ
エ

（
26

.4）
26

.0 
（

20
.1）

-

67
4

SK
20

62
陶

器
水

屋
甕

（
備

）
5Y

R6
/3

に
ぶ

い
橙

･
自

然
釉

5Y
R5

/2
灰

褐
2.5

Y
R6

/6
橙

-
や

や
不

良
-

-
中

･
並

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

22
.8 

28
.2 

17
.0 

-

土
器
観
察
表

24
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報
文

番
号

遺
構

名
種

類
器

種
色

調
上

絵
・

呉
須

焼
成

胎
土

調
整

法
量

（
㎝

）
備

考
外

・
釉

薬
内

胎
土

角
閃 石

雲
母

そ
の

他
外

面
内

面
口

径
 

（
㎝

）
器

高
 

（
㎝

）
底

径
 

（
㎝

）
そ

の
他

 
（

㎝
）

67
5

SK
20

62
陶

器
馬

の
目

皿
5Y

8/
2

灰
白

･
透

明
釉

5Y
8/

2
灰

白
5Y

8/
2

灰
白

鉄
絵

（
内

）
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

高
台

ケ
ズ

リ
出

し
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
（

25
.0）

4.3
 

（
13

.6）
-

67
6

SK
20

62
陶

器
摺

鉢
10

R5
/6

赤
10

R5
/6

赤
10

R6
/8

赤
褐

-
良

-
-

細
･

並
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
（

37
.8）

（
12

.2）
（

17
.4）

-
堺

産
か

？

67
7

SK
20

62
陶

器
植

木
鉢

（
瀬

・
美

）
5Y

8/
2

灰
白

･
透

明
釉

・
緑

釉
5Y

8/
2

灰
白

5Y
8/

2
灰

白
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
施

釉
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
、

施
釉

33
.0 

27
.6 

28
.7 

-
墨

書
あ

り

67
8

SK
20

64
陶

器
蓋

白
色

･
透

明
釉

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
-

染
付

（
外

）
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

白
泥

塗
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
5.0

 
-

-
-

67
9

SK
20

64
磁

器
蓋

白
色

・
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

回
転

ナ
デ

、
施

釉
施

釉
（

10
.4）

2.6
 

（
5.4

）
-

68
0

SK
20

64
磁

器
端

反
碗

蓋
白

色
･

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
8.5

 
2.6

 
3.5

 
-

68
1

SK
20

64
磁

器
端

反
碗

白
色

・
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

10
.9 

-
-

-

68
2

SK
20

64
陶

器
鉢

5Y
7/

1
灰

白
･

透
明

釉
5Y

7/
1

灰
白

2.5
Y

7/
2

灰
黄

-
良

-
-

細
･

並
回

転
ナ

デ
、

底
部

ケ
ズ

リ
出

し
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
18

.0）
4.5

 
（

10
.0）

-

68
3

SK
20

64
土

師
質

土
器

甕
7.5

Y
R7

/6
橙

7.5
Y

R7
/6

橙
7.5

Y
R8

/4
浅

黄
橙

-
や

や
不

良
-

-
中

・
並

ナ
デ

、
板

ナ
デ

板
ナ

デ
、

ナ
デ

（
37

.5）
-

-
-

68
4

SK
20

66
陶

器
輪

花
皿

5Y
7/

2
灰

白
･

透
明

釉
5Y

7/
2

灰
白

-
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

、
ナ

デ
11

.3 
2.7

 
5.7

 
-

ハ
リ

支
え

68
5

SK
20

66
土

師
質

土
器

さ
い

こ
ろ

7.5
Y

R8
/4

浅
黄

橙
-

-
-

良
-

細
-

型
押

し
？

-
長

さ 2.5
幅

2.6
厚

さ 2.5
-

68
6

SK
20

66
土

師
質

土
器

土
錘

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
-

-
-

良
-

-
細

・
少

指
オ

サ
エ

-
長

さ 3.5
幅

2.0
厚

さ 2.1
-

68
7

SK
20

68
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

5.7
 

1.3
 

3.0
 

-

68
8

SK
20

68
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
-

-
良

-
細

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

4.9
 

1.2
 

2.8
 

-

68
9

SK
20

68
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
-

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

4.6
 

1.1
 

3.0
 

-

69
0

SK
20

68
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
-

-
良

-
細

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

5.8
 

1.2
 

3.6
 

-

69
1

SK
20

68
磁

器
小

碗
白

色
・

透
明

釉
白

色
白

色
-

良
-

-
-

施
釉

施
釉

5.4
 

2.0
 

1.9
 

-
69

2
SK

20
68

陶
器

灯
明

皿
5Y

7/
2

灰
白

･
透

明
釉

2.5
Y

8/
2

灰
白

2.5
Y

8/
1

灰
白

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
7.2

 
1.5

 
5.9

 
-

69
3

SK
20

68
陶

器
蓋

5Y
R5

/8
明

赤
褐

・
柿

釉
7.5

Y
R8

/4
浅

黄
橙

-
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
回

転
糸

切
回

転
ナ

デ
7.1

 
2.1

 
-

つ
ま

み
部

1.6

69
4

SK
20

68
陶

器
景

次
茶

碗
（

瀬
・

美
）

5Y
R2

/1
黒

･
鉄

釉
5Y

R2
/1

黒
2.5

Y
8/

2
灰

白
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

、
施

釉
-

-
4.8

 
-

刻
印

あ
り

69
5

SK
20

68
磁

器
蓋

白
色

･
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

（
8.6

）
2.5

 
-

-
69

6
SK

20
68

磁
器

皿
白

色
･

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
9.0

 
2.7

 
4.6

 
-

69
7

SK
20

68
磁

器
皿

白
色

･
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

（
13

.7）
3.5

 
7.5

 
-

69
8

SK
20

68
磁

器
端

反
碗

白
色

・
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

10
.6 

6.1
 

3.9
 

-
69

9
SK

20
68

磁
器

丸
碗

白
色

・
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

（
9.5

）
（

5.1
）

（
3.7

）
-

70
0

SK
20

68
磁

器
端

反
碗

5G
Y8

/1
灰

白
・

透
明

釉
5G

Y
8/

1
灰

白
白

色
染

付（
外

･
内

）
や

や
不

良
-

-
-

施
釉

施
釉

（
10

.1）
5.9

 
（

4.0
）

-

70
1

SK
20

68
磁

器
端

反
碗

白
色

・
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
細

・
少

施
釉

施
釉

（
10

.4）
5.7

 
3.7

 
-

70
2

SK
20

68
磁

器
皿

5G
Y8

/1
灰

白
･透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

（
17

.8）
3.1

 
（

12
.2）

-

70
3

SK
20

68
陶

器
甕

5Y
R3

/3
暗

赤
褐

・
鉄

釉
5Y

R3
/3

暗
赤

褐
5Y

8/
1

灰
白

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

ケ
ズ

リ
出

し
回

転
ナ

デ
13

.5 
17

.3 
7.6

 
-

墨
書

あ
り

70
4

SK
20

68
土

師
質

土
器

羽
釜

10
Y

R4
/1

褐
灰

2.5
Y

6/
1

黄
灰

2.5
Y

5/
1

黄
灰

-
良

細
細

細
・

少
回

転
ナ

デ
回

転
ナ

デ
-

-
-

-

土
器
観
察
表

25
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報
文

番
号

遺
構

名
種

類
器

種
色

調
上

絵
・

呉
須

焼
成

胎
土

調
整

法
量

（
㎝

）
備

考
外

・
釉

薬
内

胎
土

角
閃 石

雲
母

そ
の

他
外

面
内

面
口

径
 

（
㎝

）
器

高
 

（
㎝

）
底

径
 

（
㎝

）
そ

の
他

 
（

㎝
）

70
5

SK
20

68
陶

器
摺

鉢
　

（
大

谷
）

2.5
Y

R2
/1

赤
黒

・
鉄

釉
2.5

Y
R5

/4
に

ぶ
い

赤
褐

2.5
Y

R5
/4

に
ぶ

い
赤

褐
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
17

.6）
（

7.3
）

（
5.1

）
-

70
6

SK
20

68
陶

器
施

釉
鉢

5Y
8/

2
灰

白
・

透
明

釉
2.5

Y
8/

4
淡

黄
2.5

Y
8/

2
灰

白
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
15

.0）
-

-
-

70
7

SK
20

68
土

師
質

土
器

焙
烙

（
御

）
10

Y
R4

/1
褐

灰
10

Y
R7

/1
灰

白
10

Y
R3

/1
黒

褐
-

良
-

細
細

・
少

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
ナ

デ
、

板
ナ

デ
（

28
.4）

-
-

-

70
8

SK
20

68
土

師
質

土
器

竈
（

御
）

5Y
4/

1
灰

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

-
良

細
細

細
・

少
型

成
形

ハ
ケ

、
指

オ
サ

エ
長

さ
19

.2
幅 23
.7

厚
さ 1.0

-

71
0

SK
20

81
陶

器
施

釉
蓋

5Y
6/

2
灰

オ
リ

ー
ブ

・
緑

釉
10

Y
R8

/4
浅

黄
橙

-
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

、
施

釉
6.4

 
2.7

 
-

つ
ま

み
部

2.0
イ

ッ
チ

ン
掛

け

71
1

SK
20

96
陶

器
小

杉
碗

2.5
Y8

/3
淡

黄
･透

明
釉

2.5
Y

8/
3

淡
黄

5Y
8/

2
灰

白
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

9.0
 

5.0
 

2.9
 

-
71

2
SK

20
96

磁
器

広
東

碗
白

色
・

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

細
・

少
施

釉
施

釉
-

-
（

5.6
）

-

71
3

SK
20

96
陶

器
火

入
れ

白
色

･
透

明
釉

2.5
Y

R7
/6

橙
10

Y
R8

/1
灰

白
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
白

泥
塗

、
施

釉
回

転
ナ

デ
（

9.2
）

8.6
 

（
9.4

）
-

71
4

SK
20

96
陶

器
鉢

（
萩

）
7.5

Y
R6

/6
橙

･
透

明
釉

白
色

5Y
6/

1
灰

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

白
泥

塗
、

施
釉

24
.3 

7.3
 

9.9
 

-
墨

書
あ

り

71
5

SK
20

96
土

師
質

土
器

火
鉢

5Y
R7

/6
橙

5Y
R7

/6
橙

5Y
R7

/6
橙

-
良

-
中

細
・

少
ナ

デ
ナ

デ
幅 18
.9

9.3
 

長
さ

21
.2

-

71
6

SK
20

98
磁

器
小

広
東

碗
白

色
・

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

細
・

少
施

釉
施

釉
7.9

 
-

-
-

71
7

SK
20

98
陶

器
摺

鉢
5Y

R4
/2

灰
褐

・
鉄

釉
5Y

R4
/3

に
ぶ

い
赤

褐
7.5

Y
R8

/4
浅

黄
橙

-
や

や
不

良
-

-
中

・
少

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
19

.0）
-

-
-

産
地

不
明

71
8

SK
20

98
土

師
質

土
器

火
鉢

10
Y

R8
/4

浅
黄

橙
10

Y
R8

/4
浅

黄
橙

2.5
Y

8/
2

灰
白

-
良

細
細

細
・

並
板

ナ
デ

、
ナ

デ
、

指
オ

サ
エ

板
ナ

デ
、

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
-

-
27

.8 
-

71
9

SK
20

99
陶

器
施

釉
蓋

7.5
Y

R3
/2

黒
褐

・
鉄

釉
7.5

Y
R3

/2
黒

褐
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
、

施
釉

7.3
 

1.8
 

-
つ

ま
み

部
1.5

72
0

SK
21

02
磁

器
蓋

白
色

・
透

明
釉

白
色

白
色

染
付

（
外

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
（

9.2
）

-
-

-

72
1

SK
21

03
陶

器
灯

明
皿

（
京

・
信

）
2.5

Y
8/

3
浅

黄
橙

･
透

明
釉

2.5
Y

8/
3

浅
黄

橙
2.5

Y
8/

2
灰

白
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
9.0

）
2.0

 
（

4.0
）

-
ハ

リ
支

え

72
2

SK
21

03
陶

器
蓋

7.5
Y

R2
/1

黒
･

鉄
釉

7.5
Y

R2
/1

黒
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

-
良

-
-

中
･

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

回
転

糸
切

施
釉

4.3
 

2.7
 

-
-

72
3

SK
21

03
磁

器
仏

飯
具

白
色

･
透

明
釉

白
色

白
色

染
付

（
外

）
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

施
釉

施
釉

（
6.0

）
5.5

 
3.3

 
-

72
4

SK
21

03
磁

器
碗

5G
Y8

/1
灰

白
･透

明
釉

5G
Y

8/
1

灰
白

5Y
8/

1
灰

白
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

8.4
 

4.4
 

3.3
 

-

72
5

SK
21

03
磁

器
腰

張
碗

蓋
白

色
・

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
（

9.8
）

2.8
 

-
つ

ま
み

部
4.2

72
6

SK
21

03
磁

器
皿

5Y
8/

2
灰

白
･

透
明

釉
5Y

8/
2

灰
白

5Y
8/

2
灰

白
染

付
（

内
）

や
や

不
良

-
-

細
･

少
施

釉
施

釉
14

.0 
3.7

 
6.0

 
-

陶
胎

染
付

72
7

SK
21

03
陶

器
碗

5Y
8/

2
灰

白
･

透
明

釉
5Y

8/
2

灰
白

7.5
Y

8/
1

灰
白

-
や

や
不

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
12

.0）
-

-
-

72
8

SK
21

03
陶

器
摺

鉢
（

堺
・

明
）

2.5
Y

R5
/6

明
赤

褐
2.5

Y
R6

/6
橙

2.5
Y

R6
/6

橙
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

（
32

.4）
-

-
-

72
9

SK
21

03
土

師
質

土
器

皿
7.5

Y
R8

/4
浅

黄
橙

7.5
Y

R8
/4

浅
黄

橙
7.5

Y
R8

/4
浅

黄
橙

-
良

-
細

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

5.1
 

1.1
 

2.7
 

-

73
0

SK
21

03
土

師
質

土
器

皿
7.5

Y
R8

/3
浅

黄
橙

7.5
Y

R8
/3

浅
黄

橙
7.5

Y
R8

/3
浅

黄
橙

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

5.5
 

1.1
 

2.9
 

-

73
1

SK
21

03
磁

器
紅

皿
白

色
・

透
明

釉
白

色
白

色
-

良
-

-
-

型
作

り
、

施
釉

型
作

り
、

施
釉

4.8
 

1.7
 

1.5
 

-

73
2

SK
21

03
陶

器
灯

明
皿

（
備

）
2.5

Y
R4

/6
赤

褐
2.5

Y
R4

/6
赤

褐
2.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

（
9.8

）
（

2.8
）

（
3.3

）
-

73
3

SK
21

03
磁

器
蕎

麦
猪

口
白

色
･

透
明

釉
白

色
白

色
染

付
（

外
）

良
-

-
-

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
7.5

）
5.3

 
5.3

 
-

73
4

SK
21

03
土

師
質

土
器

灯
明

皿
5Y

R7
/6

橙
5Y

R7
/6

橙
5Y

R7
/6

橙
-

良
-

-
細

・
少

ナ
デ

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
長

さ 8.7
幅

8.0
厚

さ 0.5
-

土
器
観
察
表

26



－　　－242

報
文

番
号

遺
構

名
種

類
器

種
色

調
上

絵
・

呉
須

焼
成

胎
土

調
整

法
量

（
㎝

）
備

考
外

・
釉

薬
内

胎
土

角
閃 石

雲
母

そ
の

他
外

面
内

面
口

径
 

（
㎝

）
器

高
 

（
㎝

）
底

径
 

（
㎝

）
そ

の
他

 
（

㎝
）

73
5

SK
21

03
磁

器
皿

10
Y

8/
1

灰
白

･
透

明
釉

10
Y

8/
1

灰
白

10
Y

8/
1

灰
白

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
細

･
少

施
釉

施
釉

12
.8 

4.7
 

9.0
 

-

73
6

SK
21

03
陶

器
碗

5Y
8/

2
灰

白
･

透
明

釉
5Y

8/
2

灰
白

5Y
8/

2
灰

白
染

付
（

外
）

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
ケ

ズ
リ

出
し

、
施

釉
施

釉
-

-
（

5.2
）

-
陶

胎
染

付

73
7

SK
21

03
磁

器
小

広
東

碗
白

色
・

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
や

や
不

良
-

-
細

・
少

施
釉

施
釉

（
10

.1）
5.2

 
（

3.6
）

-

73
8

SK
21

03
磁

器
丸

碗
5G

Y
8/

1
灰

白
・

透
明

釉
5G

Y
8/

1
灰

白
N

8/
灰

白
染

付
（

外
）

良
-

-
細

・
少

施
釉

施
釉

（
8.9

）
5.0

 
（

3.7
）

-
73

9
SK

21
03

磁
器

碗
2.5

GY
8/

1灰
白

･透
明

釉
2.5

GY
8/

1
灰

白
10

Y
8/

1
灰

白
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

細
･

少
施

釉
施

釉
（

10
.3）

5.6
 

4.2
 

-

74
0

SK
21

09
磁

器
蓋

白
色

･
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

（
7.6

）
2.3

 
-

つ
ま

み
部

（
3.8

）
74

1
SK

21
09

磁
器

小
碗

5G
Y

8/
1

灰
白

・
透

明
釉

5G
Y

8/
1

灰
白

白
色

染
付

（
外

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
（

6.4
）

3.5
 

2.8
 

-
74

2
SK

21
11

磁
器

小
碗

白
色

・
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

5.4
 

3.2
 

2.1
 

-
74

3
SK

21
11

磁
器

小
碗

10
Y

8/
1

灰
白

･
透

明
釉

10
Y

8/
1

灰
白

白
色

染
付

（
外

）
良

-
-

細
･

少
施

釉
施

釉
6.6

 
2.8

 
2.5

 
-

74
4

SK
21

11
陶

器
碗

10
Y

8/
1

灰
白

･
透

明
釉

10
Y

8/
1

灰
白

5Y
8/

1
灰

白
鉄

絵
（

内
）

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
7.4

）
5.4

 
（

4.2
）

-
74

5
SK

21
11

陶
器

碗
5Y

7/
2

灰
白

･
透

明
釉

5Y
7/

2
灰

白
5Y

7/
1

灰
白

-
良

-
-

-
回

転
ナ

デ
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
（

7.8
）

4.9
 

3.0
 

-
イ

ッ
チ

ン
掛

け
74

6
SK

21
11

磁
器

碗
白

色
･

透
明

釉
白

色
白

色
染

付
（

外
）

良
-

-
細

･
少

施
釉

施
釉

9.2
 

5.2
 

3.6
 

-

74
7

SK
21

11
磁

器
端

反
碗

白
色

･
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

や
や

不
良

-
-

-
施

釉
施

釉
（

10
.2）

5.8
 

3.9
 

-

74
8

SK
21

11
磁

器
端

反
碗

白
色

･
透

明
釉

白
色

光
沢

あ
る

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
細

･
少

施
釉

施
釉

9.0
 

4.6
 

3.8
 

-

74
9

SK
21

11
磁

器
端

反
碗

白
色

･
透

明
釉

白
色

白
色

上
絵

付
（

外
･

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

9.2
 

4.8
 

3.8
 

-

75
0

SK
21

11
磁

器
碗

白
色

･
透

明
釉

白
色

光
沢

あ
る

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
細

･
少

施
釉

施
釉

9.3
 

5.1
 

3.8
 

-
75

1
SK

21
11

磁
器

端
反

碗
5G

Y
8/

1
灰

白
・

透
明

釉
5G

Y
8/

1
灰

白
5G

Y
8/

1
灰

白
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
10

.4 
-

-
-

75
2

SK
21

11
磁

器
端

反
碗

白
色

・
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
細

・
少

施
釉

施
釉

（
12

.2）
6.8

 
（

4.6
）

-
75

3
SK

21
11

磁
器

碗
白

色
･

透
明

釉
白

色
白

色
染

付
（

外
）

良
-

-
-

回
転

ナ
デ

、
施

釉
施

釉
（

11
.4）

6.4
 

（
9.2

）
-

75
4

SK
21

11
陶

器
灯

明
皿

5Y
8/

2
灰

白
･

透
明

釉
5Y

8/
2

灰
白

2.5
Y

8/
1

灰
白

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

施
釉

施
釉

（
11

.9）
2.2

 
（

5.2
）

-

75
5

SK
21

11
陶

器
行

平
鍋

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

・
鉄

釉
2.5

Y
7/

3
浅

黄
2.5

Y
7/

3
浅

黄
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
14

.8）
-

-
-

75
6

SK
21

11
陶

器
鉢

7.5
Y

6/
2

灰
オ

リ
ー

ブ
･

う
す

い
緑

釉
7.5

Y
6/

2
灰

オ
リ

ー
ブ

7.5
Y

5/
1

灰
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
18

.5）
8.3

 
（

8.7
）

-

75
7

SK
21

11
陶

器
鉢

5Y
5/

3
灰

オ
リ

ー
ブ

･
緑

釉
5Y

5/
3

灰
オ

リ
ー

ブ
5Y

7/
1

灰
白

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

施
釉

、
底

部
ケ

ズ
リ

出
し

回
転

ナ
デ

、
施

釉
15

.8 
8.3

 
6.5

 
-

75
8

SK
21

11
土

師
質

土
器

鳩
笛

5Y
8/

3
淡

黄
-

-
-

良
-

細
細

・
少

型
成

形
-

高
さ 3.0

幅
6.5

厚
さ 2.2

-

75
9

SK
21

11
土

師
質

土
器

甕
7.5

Y
R8

/4
浅

黄
橙

7.5
Y

R8
/4

浅
黄

橙
2.5

Y
8/

1
灰

白
-

や
や

不
良

-
-

中
･

並
板

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
板

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
（

9.0
）

20
.1 

19
.8 

-

76
0

SK
21

11
陶

器
摺

鉢
（

堺
・

明
）

2.5
Y

R5
/4

に
ぶ

い
赤

褐
10

R5
/6

赤
2.5

Y
R5

/8
明

赤
褐

-
良

-
-

中
・

並
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
（

29
.4）

-
-

-

76
1

SK
21

11
土

師
質

土
器

焙
烙

（
御

）
2.5

Y
7/

1
灰

白
2.5

Y
8/

1
灰

白
2.5

Y
7/

2
灰

黄
-

や
や

不
良

-
細

細
・

少
ナ

デ
、

指
オ

サ
エ

板
ナ

デ
（

30
.0）

-
-

-

76
2

SK
21

11
土

師
質

土
器

焙
烙

（
御

）
2.5

Y
6/

2
灰

黄
2.5

Y
6/

2
灰

黄
2.5

Y
3/

1
黒

褐
-

良
細

細
細

・
少

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
板

ナ
デ

、
ナ

デ
、

ミ
ガ

キ
状

の
圧

痕
（

38
.4）

-
-

-

76
3

SK
21

11
土

師
質

土
器

羽
釜

5Y
4/

1
灰

5Y
4/

1
灰

5Y
8/

1
灰

白
-

良
細

-
細

・
少

型
成

形
回

転
ナ

デ
（

27
.0）

-
-

-

76
4

SK
21

12
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
7.5

Y
R8

/4
浅

黄
橙

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

（
7.2

）
1.4

 
4.4

 
-

76
5

SK
21

12
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

-
良

-
細

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

7.0
 

1.6
 

4.3
 

-

土
器
観
察
表
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－　　－243

報
文

番
号

遺
構

名
種

類
器

種
色

調
上

絵
・

呉
須

焼
成

胎
土

調
整

法
量

（
㎝

）
備

考
外

・
釉

薬
内

胎
土

角
閃 石

雲
母

そ
の

他
外

面
内

面
口

径
 

（
㎝

）
器

高
 

（
㎝

）
底

径
 

（
㎝

）
そ

の
他

 
（

㎝
）

76
6

SK
21

12
陶

器
灯

明
皿

（
備

）
2.5

Y
R6

/6
橙

10
R5

/6
赤

2.5
Y

7/
8

橙
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

10
.0 

（
1.9

）
（

5.8
）

-

76
7

SK
21

12
陶

器
施

釉
蓋

10
YR

8/
4浅

黄
橙

･緑
釉

5Y
6/

2
灰

オ
リ

ー
ブ

10
Y

R8
/4

浅
黄

橙
-

良
-

-
細

･
並

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

9.8
 

2.8
 

-
-

76
8

SK
21

12
陶

器
端

反
碗

5Y
7/

3
浅

黄
･

透
明

釉
5Y

7/
3

浅
黄

5Y
8/

1
灰

白
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
ケ

ズ
リ

出
し

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

9.2
 

5.5
 

3.7
 

-

76
9

SK
21

12
磁

器
小

碗
白

色
･

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
（

6.9
）

（
3.9

）
（

2.2
）

-

77
0

SK
21

12
磁

器
碗

2.5
GY

8/
1

灰
白

･
透

明
釉

2.5
GY

8/
1

灰
白

N
8/

灰
白

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
10

.0）
4.7

 
（

3.8
）

-

77
1

SK
21

12
磁

器
碗

2.5
GY

8/
1

灰
白

･
透

明
釉

2.5
GY

8/
1

灰
白

白
色

染
付（

外
･

内
）

や
や

不
良

-
-

細
･

少
施

釉
施

釉
10

.1 
5.0

5
（

3.8
）

-

77
2

SK
21

12
磁

器
碗

白
色

･
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

不
良

-
-

-
施

釉
施

釉
（

9.6
）

（
5.2

）
（

4.3
）

-

77
3

SK
21

12
陶

器
碗

2.5
Y

8/
3

淡
黄

･透
明

釉
2.5

Y
8/

3
淡

黄
2.5

Y
8/

3
淡

黄
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
14

.3）
-

-
-

77
4

SK
21

12
陶

器
香

炉
（

京
・

信
）

2.5
Y

8/
4

淡
黄

･透
明

釉
2.5

Y
8/

4
淡

黄
2.5

Y
8/

3
淡

黄
絵

付
（

外
）

良
-

-
-

回
転

ナ
デ

、
高

台
ケ

ズ
リ

出
し

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

-
-

9.5
 

-
高

台
内

墨
書

あ
り

77
5

SK
21

12
磁

器
碗

白
色

･
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

（
9.9

）
5.4

 
3.7

 
-

77
6

SK
21

12
陶

器
鉢

5Y
R6

/2
灰

褐
･

緑
釉

5Y
5/

2
灰

オ
リ

ー
ブ

2.5
Y

5/
1

黄
灰

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
（

18
.4）

（
6.7

）
（

6.6
）

-

77
7

SK
21

12
土

師
質

土
器

火
鉢

2.5
Y

6/
2

灰
黄

2.5
Y

7/
2

灰
黄

2.5
Y

7/
2

灰
黄

-
良

-
-

中
･

並
ナ

デ
板

ナ
デ

、
ナ

デ
-

-
-

-

77
8

SK
21

12
土

師
質

土
器

焙
烙

（
御

）
5Y

2/
1

黒
5Y

2/
1

黒
5Y

5/
1

灰
-

良
-

細
細

･
少

ナ
デ

、
型

形
成

（
？

）
ナ

デ
、

ハ
ケ

-
-

-
-

77
9

SK
21

12
土

師
質

土
器

羽
釜

2.5
Y

4/
1

黄
灰

2.5
Y

6/
2

灰
黄

5Y
R7

/6
橙

-
良

細
細

細
･

少
ナ

デ
板

ナ
デ

、
ナ

デ
-

-
-

-

78
0

SK
21

12
土

師
質

土
器

焙
烙

（
御

）
2.5

Y
3/

1
黒

褐
2.5

Y
7/

1
灰

白
2.5

Y
8/

2
灰

白
-

や
や

不
良

-
細

細
･

少
ナ

デ
、

指
オ

サ
エ

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
（

39
.8）

-
-

-

78
1

SK
21

12
陶

器
摺

鉢
（

堺
）

7.5
Y

R5
/2

灰
褐

5Y
R5

/4
に

ぶ
い

赤
褐

2.5
Y

R5
/8

明
赤

褐
-

良
-

-
細

･
並

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

（
24

.8）
13

.8 
（

17
.2）

-

78
3

SK
21

16
陶

器
端

反
碗

5Y
7/

2
灰

白
･

透
明

釉
5Y

7/
2

灰
白

5Y
8/

1
灰

白
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
高

台
ケ

ズ
リ

出
し

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
9.0

）
4.8

 
（

3.0
）

-

78
4

SK
21

16
磁

器
端

反
碗

白
色

･
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
細

･
少

施
釉

施
釉

（
9.1

）
5.1

 
（

3.7
）

-
78

5
SK

21
16

磁
器

型
紙

皿
白

色
･

透
明

釉
白

色
白

色
型

紙
良

-
-

-
型

成
形

型
成

形
7.8

 
1.9

 
（

6.0
）

-
型

紙
摺

り
78

6
SK

21
16

磁
器

端
反

碗
白

色
･

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
（

10
.1）

-
-

-
78

7
SK

21
16

陶
器

施
釉

土
瓶

7.5
YR

5/
8明

褐
･柿

釉
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
（

10
.0）

-
-

-
イ

ッ
チ

ン
掛

78
8

SK
21

16
陶

器
施

釉
鉢

5Y
6/

2
灰

オ
リ

ー
ブ

･
緑

釉
5Y

6/
2

灰
オ

リ
ー

ブ
5Y

7/
1

灰
白

-
良

-
細

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
（

17
.9）

-
-

-

78
9

SK
21

16
陶

器
摺

鉢
（

堺
）

7.5
Y

R5
/3

に
ぶ

い
褐

10
R6

/8
赤

橙
10

R6
/8

赤
橙

-
良

-
-

細
・

並
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
31

.4 
11

.2 
15

.0 
-

79
0

SK
21

16
陶

器
摺

鉢
（

堺
）

10
Y

R6
/2

灰
黄

褐
10

Y
R5

/3
に

ぶ
い

黄
褐

2.5
Y

R6
/6

橙
-

良
-

-
細

･
並

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

（
28

.0）
-

-
-

79
1

SK
21

16
土

師
質

土
器

羽
釜

N
4/

灰
7.5

Y
4/

1
灰

5Y
8/

1
灰

白
-

良
細

-
細

･
少

型
成

形
回

転
ナ

デ
-

-
-

-
接

合
痕

あ
り

79
3

SK
21

17
陶

器
皿

（
大

谷
）

10
Y

R2
/3

黒
褐

･
鉄

釉
10

Y
R2

/3
黒

褐
5Y

R4
/6

赤
褐

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

6.6
 

1.8
3.2

 
-

79
4

SK
21

17
陶

器
端

反
碗

7.5
Y

7/
2

灰
白

･
透

明
釉

7.5
Y

7/
2

灰
白

5Y
8/

1
灰

白
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
施

釉
施

釉
（

8.6
）

4.9
 

3.2
 

-

79
5

SK
21

17
磁

器
広

東
碗

白
色

･
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
細

･
少

施
釉

施
釉

（
11

.1）
6.7

 
5.2

 
-

土
器
観
察
表

28
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報
文

番
号

遺
構

名
種

類
器

種
色

調
上

絵
・

呉
須

焼
成

胎
土

調
整

法
量

（
㎝

）
備

考
外

・
釉

薬
内

胎
土

角
閃 石

雲
母

そ
の

他
外

面
内

面
口

径
 

（
㎝

）
器

高
 

（
㎝

）
底

径
 

（
㎝

）
そ

の
他

 
（

㎝
）

79
6

SK
21

17
磁

器
端

反
碗

（
瀬

）
白

色
・

透
明

釉
白

色
N

8/
灰

白
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
（

10
.0）

-
-

-

79
8

SK
21

17
土

師
質

土
器

土
錘

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
-

-
-

良
-

-
細

･
少

ナ
デ

-
長

さ 3.5
幅

1.9
厚

さ 2.0
-

79
9

SK
21

21
磁

器
紅

皿
白

色
･

透
明

釉
白

色
白

色
-

良
-

-
細

･
少

型
成

形
、

施
釉

ナ
デ

、
施

釉
4.6

 
1.5

 
1.6

 
-

80
0

SK
21

21
土

師
質

土
器

皿
2.5

Y
8/

2
灰

白
2.5

Y
8/

2
灰

白
2.5

Y
8/

2
灰

白
-

良
-

-
細

･
並

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
5.0

 
1.1

 
3.0

 
-

80
1

SK
21

21
磁

器
端

反
碗

（
瀬

）
白

色
･

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

-
回

転
ナ

デ
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
（

9.4
）

4.7
 

（
3.4

）
-

80
2

SK
21

21
磁

器
端

反
碗

白
色

･
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
細

･
少

施
釉

施
釉

（
9.4

）
（

5.1
）

（
4.0

）
-

80
3

SK
21

21
磁

器
端

反
碗

白
色

･
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
10

.5）
6.0

 
（

3.9
）

-
80

4
SK

21
21

磁
器

端
反

碗
白

色
･

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
（

10
.6）

6.0
 

（
4.8

）
-

砥
部

か
？

80
5

SK
21

21
磁

器
端

反
碗

（
瀬

）
白

色
･

透
明

釉
白

色
光

沢
あ

る
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
（

9.1
）

5.0
 

（
3.4

）
-

80
6

SK
21

21
磁

器
反

り
皿

白
色

･
透

明
釉

白
色

白
色

-
良

-
-

-
施

釉
施

釉
（

11
.5）

3.0
 

7.0
 

-
80

7
SK

21
21

磁
器

鉢
白

色
･

透
明

釉
白

色
白

色
染

付
（

外
）

良
-

-
-

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
14

.4）
6.7

 
9.2

 
-

80
8

SK
21

21
陶

器
施

釉
蓋

白
色

･
透

明
釉

2.5
Y

6/
2

灰
黄

2.5
Y

5/
1

黄
灰

鉄
絵

（
外

）
良

-
-

細
･

少
白

泥
塗

、
施

釉
施

釉
（

5.7
）

-
-

-

80
9

SK
21

21
陶

器
施

釉
蓋

5Y
R6

/8
橙

･
柿

釉
5Y

R6
/6

橙
5Y

R6
/6

橙
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
（

10
.8）

3.7
 

-
つ

ま
み

部
3.5

81
0

SK
21

21
陶

器
施

釉
行

平
蓋

2.5
Y

7/
2

灰
黄

･
透

明
釉

･
鉄

釉
2.5

Y
7/

2
灰

黄
2.5

Y
7/

1
灰

白
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

、
施

釉
施

釉
（

15
.0）

-
-

-
イ

ッ
チ

ン
掛

81
1

SK
21

21
陶

器
蝋

燭
立

て
5Y

8/
2

灰
白

･
透

明
釉

5Y
8/

2
灰

白
5Y

8/
3

淡
黄

-
良

-
-

-
回

転
ナ

デ
、

底
部

ヘ
ラ

切
り

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
9.8

）
4.8

 
4.7

 
-

81
2

SK
21

21
陶

器
徳

利
（

備
）

5Y
R4

/3
に

ぶ
い

赤
褐

10
Y

R6
/2

灰
黄

褐
10

Y
R6

/2
灰

黄
褐

-
良

-
-

-
型

押
？

、
ナ

デ
ナ

デ
3.8

 
-

-
-

81
3

SK
21

21
陶

器
刷

毛
目

徳
利

（
肥

前
）

5Y
6/

3
オ

リ
ー

ブ
黄

･
緑

釉
2.5

Y
7/

2
灰

黄
2.5

Y
7/

2
灰

黄
-

良
-

-
-

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

2.4
 

23
.8 

9.2
 

-

81
4

SK
21

21
陶

器
施

釉
鉢

5Y
7/

1
灰

白
･

鉛
釉

5Y
7/

1
灰

白
5Y

R4
/4

に
ぶ

い
赤

褐
-

良
-

-
-

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
15

.6）
（

7.2
）

（
6.0

）
-

81
5

SK
21

21
陶

器
徳

利
2.5

Y
3/

1
黒

褐
･

鉄
釉

2.5
Y

5/
4

に
ぶ

い
赤

褐
2.5

Y
5/

4
に

ぶ
い

赤
褐

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
-

-
8.0

 
-

81
6

SK
21

21
陶

器
灯

明
皿

2.5
Y

7/
1

灰
白

･透
明

釉
2.5

Y
7/

2
灰

黄
2.5

Y
7/

1
灰

白
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
ヘ

ラ
切

り
、

施
釉

施
釉

（
10

.8）
2.4

 
（

4.2
）

-

81
7

SK
21

21
土

師
質

土
器

羽
釜

5Y
3/

1
オ

リ
ー

ブ
黒

5Y
3/

1
オ

リ
ー

ブ
黒

10
Y

8/
1

灰
白

-
良

細
細

細
・

少
型

成
形

回
転

ナ
デ

-
-

-
-

81
8

SK
21

21
陶

器
土

瓶
5Y

R5
/8

明
赤

褐
･柿

釉
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
7.5

Y
R5

/4
に

ぶ
い

褐
-

良
-

細
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
（

7.3
）

-
-

-
イ

ッ
チ

ン
掛

け

81
9

SK
21

21
陶

器
鉢

7.5
Y

R7
/6

橙
･

柿
釉

5Y
R5

/8
明

赤
褐

7.5
Y

R7
/6

橙
-

良
-

細
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
ヘ

ラ
切

り
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
20

.6）
10

.0 
8.2

 
-

82
0

SK
21

21
土

師
質

土
器

羽
釜

5Y
4/

1
灰

5Y
4/

1
灰

5Y
2/

1
黒

-
良

細
細

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

型
成

形
回

転
ナ

デ
-

-
-

-

82
1

SK
21

21
陶

器
摺

鉢
（

堺
・

明
）

7.5
Y

R3
/2

黒
褐

7.5
Y

R4
/2

灰
褐

10
R6

/6
赤

橙
-

良
-

-
細

･
並

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

（
25

.7）
-

-
-

82
2

SK
21

21
陶

器
甕

（
丹

波
）

7.5
Y

R3
/1

黒
褐

･
透

明
釉

･
鉄

釉
2.5

Y
4/

3
オ

リ
ー

ブ
褐

2.5
Y

6/
2

灰
黄

-
良

-
-

中
･

並
回

転
ナ

デ
、

底
部

ヘ
ラ

切
り

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

20
.0 

25
.3 

13
.6 

-

82
3

SK
21

21
陶

器
鉢

5Y
8/

3
淡

黄
･

透
明

釉
5Y

8/
3

淡
黄

5Y
8/

3
淡

黄
鉄

絵
（

外
）

良
-

-
細

･
並

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
（

18
.6）

18
.8 

15
.2 

-

82
4

SK
21

21
土

師
質

土
器

竈
2.5

Y
2/

1
黒

2.5
Y

3/
1

黒
褐

10
Y

R6
/4

に
ぶ

い
黄

橙
-

良
細

細
細

･
少

ミ
ガ

キ
ハ

ケ
、

ナ
デ

（
28

.4）
23

.7 
（

27
.6）

-

土
器
観
察
表

29
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報
文

番
号

遺
構

名
種

類
器

種
色

調
上

絵
・

呉
須

焼
成

胎
土

調
整

法
量

（
㎝

）
備

考
外

・
釉

薬
内

胎
土

角
閃 石

雲
母

そ
の

他
外

面
内

面
口

径
 

（
㎝

）
器

高
 

（
㎝

）
底

径
 

（
㎝

）
そ

の
他

 
（

㎝
）

82
6

SK
21

26
土

師
質

土
器

皿
7.5

Y
R7

/3
に

ぶ
い

橙
7.5

Y
R7

/3
に

ぶ
い

橙
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
-

良
-

細
細

・
並

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
（

8.2
）

2.0
 

5.0
 

-

82
7

SK
21

26
土

師
質

土
器

焙
烙

（
関

）
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
5Y

R7
/6

橙
-

良
細

細
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
型

成
形

回
転

ナ
デ

（
25

.2）
-

-
-

82
8

SK
21

28
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

10
Y

R8
/4

浅
黄

橙
10

Y
R8

/4
浅

黄
橙

-
良

-
細

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

8.3
 

1.9
 

4.5
 

-

82
9

SK
21

28
磁

器
丸

碗
白

色
･

透
明

釉
白

色
白

色
染

付
（

外
）

良
-

-
-

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
10

.0）
4.7

 
（

4.0
）

-
83

0
SK

21
28

磁
器

丸
碗

10
Y

8/
1

灰
白

･
透

明
釉

10
Y

8/
1

灰
白

白
色

染
付

（
外

）
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

施
釉

施
釉

9.8
 

5.1
 

4.0
 

-
83

1
SK

21
28

磁
器

碗
白

色
･

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

細
･

少
施

釉
施

釉
（

10
.0）

-
-

-

83
2

SK
21

28
陶

器
水

注
7.5

Y
R2

/1
黒

･
鉄

釉
2.5

Y
R5

/4
に

ぶ
い

赤
褐

2.5
Y

R5
/4

に
ぶ

い
赤

褐
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
（

6.0
）

（
12

.1）
6.5

 
-

83
3

SK
21

28
磁

器
皿

10
Y

8/
1

灰
白

･
透

明
釉

10
Y

8/
1

灰
白

-
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
12

.7 
3.9

 
7.6

 
-

83
4

SK
21

28
陶

器
摺

鉢
（

堺
・

明
）

5Y
R5

/4
に

ぶ
い

赤
褐

5Y
5/

4
に

ぶ
い

赤
褐

2.5
Y

R6
/8

橙
-

良
-

細
細

･
並

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

35
.6 

-
-

-

83
5

SK
21

32
陶

器
皿

（
唐

津
）

5Y
6/

3
オ

リ
ー

ブ
黄

･
透

明
釉

5Y
7/

1
灰

白
5Y

6/
1

灰
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
11

.4）
-

-
-

83
6

SK
21

32
磁

器
碗

2.5
GY

8/
1灰

白
･透

明
釉

2.5
GY

8/
1

灰
白

5Y
8/

2
灰

白
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
-

-
-

-
83

7
SK

21
38

磁
器

蕎
麦

猪
口

白
色

･
透

明
釉

白
色

白
色

染
付

（
外

）
良

-
-

細
･

少
施

釉
施

釉
-

-
（

5.8
）

-

83
8

SK
21

38
磁

器
丸

碗
5G

Y
8/

1
灰

白
･透

明
釉

5G
Y

8/
1

灰
白

N
8/

灰
白

染
付

（
外

）
や

や
不

良
-

-
細

･
少

施
釉

施
釉

9.5
 

5.1
 

4.2
 

-

83
9

SK
21

38
土

師
質

土
器

足
釜

2.5
Y

8/
2

灰
白

-
2.5

Y
8/

2
灰

白
-

良
-

細
中

･
並

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
-

-
-

-
-

84
0

SK
21

57
磁

器
蓋

白
色

･
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

8.4
 

2.5
 

-
つ

ま
み

部
3.2

84
1

SK
21

57
磁

器
皿

白
色

･
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

回
転

ナ
デ

、
施

釉
施

釉
（

14
.4）

3.0
 

（
8.2

）
-

84
2

SK
21

57
陶

器
施

釉
七

輪
2.5

YR
3/

1暗
赤

灰
･鉄

釉
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
5Y

R7
/6

橙
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

（
17

.4）
-

-
-

刻
印

あ
り

84
3

SK
21

58
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
10

Y
R7

/2
に

ぶ
い

黄
橙

-
良

細
細

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

ヘ
ラ

切
り

回
転

ナ
デ

（
9.4

）
1.4

 
（

6.2
）

-

84
4

SK
21

58
磁

器
小

広
東

碗
白

色
･

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

細
･

少
施

釉
施

釉
（

10
.0）

-
-

-
84

5
SK

21
69

磁
器

碗
白

色
･

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
（

10
.2）

-
-

-

84
6

SK
21

71
土

師
質

土
器

皿
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
7.5

Y
R7

/6
橙

7.5
Y

R8
/4

浅
黄

橙
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
6.8

 
1.5

 
3.7

 
-

84
7

SK
21

71
土

師
質

土
器

皿
7.5

Y
R7

/6
橙

5Y
R7

/6
橙

-
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
6.6

 
1.2

 
3.6

 
-

84
8

SK
21

71
陶

器
灯

明
皿

（
備

）
2.5

Y
R4

/4
に

ぶ
い

赤
褐

2.5
Y

R4
/4

に
ぶ

い
赤

褐
2.5

Y
R4

/4
に

ぶ
い

赤
褐

-
良

細
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
（

6.6
）

-
-

-

84
9

SK
21

71
磁

器
小

広
東

碗
白

色
･

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

細
･

少
施

釉
施

釉
（

8.0
）

（
4.2

）
3.0

 
-

85
0

SK
21

71
土

師
質

土
器

焙
烙

（
御

）
5Y

6/
2

灰
オ

リ
ー

ブ
5Y

7/
1

灰
白

5Y
6/

1
灰

-
良

細
-

細
･

少
ナ

デ
、

指
オ

サ
エ

ナ
デ

（
40

.4）
-

-
-

85
1

SK
21

76
磁

器
端

反
碗

白
色

･
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

（
10

.5）
5.4

 
（

3.6
）

-

85
2

SK
21

76
陶

器
徳

利
　

（
大

谷
）

7.5
Y

R2
/1

黒
褐

･
鉄

釉
2.5

Y
R4

/4
に

ぶ
い

赤
褐

2.5
Y

R4
/4

に
ぶ

い
赤

褐
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
-

-
6.1

 
-

85
3

SK
21

76
土

師
質

土
器

甕
7.5

Y
R8

/4
浅

黄
橙

7.5
Y

R8
/4

浅
黄

橙
2.5

Y
8/

2
灰

白
-

良
-

細
細

･
並

回
転

ナ
デ

、
板

ナ
デ

回
転

ナ
デ

、
ハ

ケ
、

指
オ

サ
エ

（
31

.5）
-

-
-

85
4

SK
21

76
土

師
質

土
器

焙
烙

（
御

）
2.5

Y
4/

1
黄

灰
2.5

Y
6/

1
黄

灰
2.5

Y
6/

1
黄

灰
-

良
-

細
細

･
並

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
ナ

デ
、

ハ
ケ

（
39

.8）
-

-
-

85
5

SK
21

89
磁

器
端

反
碗

（
瀬

）
白

色
･

透
明

釉
白

色
光

沢
あ

る
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
（

9.9
）

-
-

-

土
器
観
察
表

30
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報
文

番
号

遺
構

名
種

類
器

種
色

調
上

絵
・

呉
須

焼
成

胎
土

調
整

法
量

（
㎝

）
備

考
外

・
釉

薬
内

胎
土

角
閃 石

雲
母

そ
の

他
外

面
内

面
口

径
 

（
㎝

）
器

高
 

（
㎝

）
底

径
 

（
㎝

）
そ

の
他

 
（

㎝
）

85
6

SK
21

89
土

師
質

土
器

焙
烙

（
御

）
2.5

Y
6/

2
灰

黄
2.5

Y
6/

2
灰

黄
2.5

Y
8/

1
灰

白
-

良
細

細
細

･
少

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
ナ

デ
、

板
ナ

デ
（

36
.0）

-
-

-

85
7

SK
22

07
土

師
質

土
器

皿
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
5Y

R6
/6

橙
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
ヘ

ラ
切

り
回

転
ナ

デ
7.6

 
1.4

 
5.2

 
-

85
8

SK
22

07
磁

器
丸

碗
10

Y
8/

1
灰

白
･

透
明

釉
10

Y
8/

1
灰

白
白

色
染

付
（

外
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

9.7
 

4.7
 

3.7
 

-
85

9
SK

22
07

磁
器

小
広

東
碗

白
色

･
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

10
.1 

5.2
 

（
3.7

）
-

86
0

SK
22

07
陶

器
火

入
れ

5G
Y

7/
1

明
オ

リ
ー

ブ
灰

･
青

磁
釉

白
色

白
色

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
9.5

 
7.8

 
6.5

 
-

高
台

蛇
の

目
釉

ハ
ギ

86
1

SK
22

07
土

師
質

土
器

羽
釜

2.5
Y

6/
1

黄
灰

5Y
8/

1
灰

白
5Y

8/
2

灰
白

-
良

-
-

細
･

並
ナ

デ
、

指
オ

サ
エ

板
ナ

デ
、

指
オ

サ
エ

（
16

.4）
-

-
-

86
2

SK
22

07
陶

器
皿

2.5
Y

R6
/6

橙
･

透
明

釉
7.5

Y
R7

/1
明

褐
灰

2.5
Y

R6
/6

橙
-

や
や

不
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
、

型
成

形
、

白
泥

塗
、

施
釉

（
36

.0）
-

-
-

86
3

SK
22

07
土

師
質

土
器

焙
烙

（
御

）
10

Y
R6

/2
灰

黄
褐

10
Y

R6
/2

灰
黄

褐
10

Y
R8

/1
灰

白
-

良
細

-
細

･
少

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
ナ

デ
（

38
.0）

-
-

-

86
4

SK
22

07
陶

器
甕

（
肥

前
）

2.5
YR

3/
2暗

赤
褐

・
鉄

釉
2.5

Y
R3

/2
暗

赤
褐

2.5
Ｙ

Ｒ
5/

2
灰

赤
-

良
-

-
細

・
少

タ
タ

キ
、

回
転

ナ
デ

タ
タ

キ
、

回
転

ナ
デ

33
.9 

45
.3 

21
.6 

-
18

c
～

86
5

SK
22

20
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

（
7.6

）
1.5

 
（

4.4
）

-

86
6

SK
22

20
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

（
8.4

）
1.8

 
（

5.7
）

-

86
7

SK
22

20
土

師
質

土
器

皿
2.5

Y
8/

2
灰

白
2.5

Y
8/

2
灰

白
7.5

Y
R6

/6
橙

-
良

-
細

細
･

並
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

8.4
 

1.9
 

5.2
 

-

86
8

SK
22

20
磁

器
丸

碗
白

色
･

透
明

釉
白

色
白

色
染

付
（

外
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

（
9.1

）
-

-
-

86
9

SK
22

20
陶

器
摺

鉢
（

備
）

2.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

2.5
Y

R5
/3

に
ぶ

い
赤

褐
N

6/
灰

-
良

-
-

細
･

並
回

転
ナ

デ
回

転
ナ

デ
（

25
.6）

-
-

-

87
0

SK
22

20
土

師
質

土
器

焙
烙

（
関

）
10

Y
R5

/2
灰

黄
褐

10
Y

R7
/2

に
ぶ

い
黄

橙
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
-

良
細

細
細

･
少

型
成

形
、

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

（
22

.5）
-

-
-

87
1

SK
22

30
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
10

Y
R8

/2
灰

白
-

良
-

-
細

･
並

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
（

8.0
）

1.8
 

（
4.8

）
-

87
2

SK
22

30
陶

器
摺

鉢
（

堺
・

明
）

7.5
Y

R4
/2

灰
褐

2.5
Y

R5
/6

明
赤

褐
2.5

Y
R5

/6
明

赤
褐

-
や

や
不

良
-

-
中

･
並

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

（
38

.0）
-

-
-

87
3

SK
22

33
陶

器
碗

5Y
R3

/2
暗

赤
褐

･
鉄

釉
白

色
5Y

8/
2

灰
白

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

、
施

釉
白

泥
塗

、
施

釉
-

-
（

5.3
）

-

87
4

SX
20

67
陶

器
呉

器
手

碗
5Y

8/
3

淡
黄

･
透

明
釉

5Y
8/

3
淡

黄
5Y

8/
2

灰
白

-
や

や
不

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
11

.0）
7.1

 
4.8

 
-

87
5

SX
20

67
陶

器
火

入
れ

（
備

）
10

Y
R4

/3
に

ぶ
い

黄
褐

5Y
R7

/6
橙

-
-

良
-

-
中

･
並

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

11
.5 

6.6
 

12
.0 

-

87
6

SX
20

67
磁

器
端

反
碗

7.5
Y

8/
2

灰
白

･
透

明
釉

7.5
Y

8/
2

灰
白

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

10
.9 

5.9
 

4.6
 

-

87
7

SX
20

67
陶

器
植

木
鉢

（
瀬

・
美

）
5Y

8/
1

灰
白

･
透

明
釉

5Y
8/

1
灰

白
5Y

8/
1

灰
白

-
良

-
-

細
･

並
回

転
ナ

デ
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
（

24
.2）

20
.0 

（
18

.0）
-

87
8

SX
21

33
陶

器
碗

白
色

･
透

明
釉

白
色

10
Y

R8
/4

浅
黄

橙
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

細
･

少
白

泥
塗

、
施

釉
白

泥
塗

、
施

釉
（

10
.0）

（
6.3

）
4.0

 
-

87
9

SX
21

65
磁

器
小

碗
2.5

GY
8/

1灰
白

･透
明

釉
2.5

GY
8/

1
灰

白
白

色
染

付
（

外
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

（
6.0

）
3.1

 
3.0

 
-

88
0

SX
21

65
磁

器
朝

顔
型

碗
白

色
･

透
明

釉
白

色
白

色
染

付
（

外
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

-
-

（
3.9

）
-

88
1

SX
21

65
陶

器
火

入
れ

（
備

）
5Y

R5
/4

に
ぶ

い
赤

褐
2.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
2.5

Y
R7

/6
橙

-
良

-
-

細
･

並
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
（

12
.2）

7.2
 

12
.6 

-

88
2

SX
21

98
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
10

Y
R8

/4
浅

黄
橙

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
回

転
ナ

デ
（

10
.2）

-
-

-

土
器
観
察
表

31
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報
文

番
号

遺
構

名
種

類
器

種
色

調
上

絵
・

呉
須

焼
成

胎
土

調
整

法
量

（
㎝

）
備

考
外

・
釉

薬
内

胎
土

角
閃 石

雲
母

そ
の

他
外

面
内

面
口

径
 

（
㎝

）
器

高
 

（
㎝

）
底

径
 

（
㎝

）
そ

の
他

 
（

㎝
）

88
3

SX
22

43
土

師
質

土
器

皿
2.5

Y
R6

/8
橙

2.5
Y

R6
/8

橙
2.5

Y
R6

/2
灰

赤
-

良
-

-
細

･
少

ナ
デ

、
ミ

ガ
キ

ナ
デ

、
ミ

ガ
キ

-
-

-
-

88
4

SX
22

43
陶

器
皿

（
肥

前
）

5Y
7/

1
灰

白
･

透
明

釉
5Y

7/
1

灰
白

10
Y

R6
/4

に
ぶ

い
黄

橙
鉄

絵
（

内
）

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

11
.8 

-
-

-

88
5

SK
30

13
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

7.0
 

1.3
 

4.1
 

-

88
6

SK
30

13
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/2
灰

白
10

Y
R8

/2
灰

白
10

Y
R8

/2
灰

白
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
6.8

 
1.3

 
4.2

 
-

88
7

SK
30

13
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

7.1
 

1.2
 

4.1
 

-

88
8

SK
30

13
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

6.9
 

1.3
 

4.2
 

-

88
9

SK
30

13
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

6.7
 

1.3
 

4.1
 

-

89
0

SK
30

13
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

6.9
 

1.3
 

4.2
 

-

89
1

SK
30

13
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

7.6
 

1.2
 

4.3
 

-

89
2

SK
30

13
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

7.1
 

1.5
 

4.3
 

-

89
3

SK
30

13
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

7.2
 

1.5
 

4.1
 

-

89
4

SK
30

13
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

6.7
 

1.3
 

4.2
 

-

89
5

SK
30

13
陶

器
施

釉
蓋

5Y
R4

/8
赤

褐
･

柿
釉

5Y
R3

/6
暗

赤
褐

5Y
R7

/6
橙

-
良

-
-

細
･

少
施

釉
施

釉
-

-
-

つ
ま

み
部

1.2

89
6

SK
30

13
陶

器
灯

明
皿

（
備

）
2.5

Y
R4

/4
に

ぶ
い

赤
褐

2.5
Y

R4
/4

に
ぶ

い
赤

褐
5Y

R5
/3

に
ぶ

い
赤

褐
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

（
7.5

）
1.3

 
（

5.0
）

-

89
7

SK
30

13
陶

器
灯

明
皿

（
備

）
2.5

Y
R5

/6
明

赤
褐

2.5
Y

R5
/6

明
赤

褐
2.5

Y
R5

/6
明

赤
褐

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
（

8.1
）

（
1.3

）
（

3.4
）

-

89
8

SK
30

13
磁

器
小

碗
白

色
･

透
明

釉
白

色
白

色
染

付
（

外
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

8.0
 

3.4
 

2.9
 

-
89

9
SK

30
13

磁
器

仏
飯

具
2.5

GY
8/

1灰
白

･透
明

釉
2.5

GY
8/

1
灰

白
白

色
染

付
（

外
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

6.5
 

6.0
 

2.8
 

-

90
0

SK
30

13
磁

器
朝

顔
形

碗
蓋

7.5
GY

8/
1

明
緑

灰
･

透
明

釉
5G

Y
8/

1
灰

白
白

色
-

良
-

-
-

施
釉

施
釉

8.8
 

2.6
 

3.3
 

つ
ま

み
部

3.3
90

1
SK

30
13

磁
器

蓋
10

Y
8/

1
灰

白
･

透
明

釉
10

Y
8/

1
灰

白
白

色
染

付
（

外
）

良
-

-
細

･
少

施
釉

施
釉

（
8.3

）
（

2.7
）

3.1
 

-
90

2
SK

30
13

磁
器

端
反

碗
白

色
･

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
（

11
.4）

-
-

-

90
3

SK
30

13
磁

器
腰

張
碗

白
色

･
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

-
-

-
-

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

11
.4 

5.9
 

4.3
 

-
ガ

ラ
ス

？
漆

接
ぎ

90
4

SK
30

13
磁

器
小

広
東

碗
白

色
･

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
（

10
.1）

5.0
 

3.8
 

-
90

5
SK

30
13

磁
器

広
東

碗
白

色
･

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

-
回

転
ナ

デ
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
（

8.8
）

5.3
 

4.2
 

-

90
6

SK
30

13
磁

器
碗

白
色

･
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

や
や

不
良

-
-

-
施

釉
施

釉
9.1

 
4.8

 
3.3

 
-

90
7

SK
30

13
磁

器
皿

白
色

･
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

（
14

.2）
（

3.7
）

（
3.7

）
-

90
8

SK
30

13
土

師
質

土
器

焙
烙

（
御

）
10

Y
R6

/2
灰

黄
褐

10
Y

R6
/2

灰
黄

褐
10

Y
R1

.7/
1

黒
-

良
細

細
細

･
少

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
ナ

デ
、

ハ
ケ

（
36

.0）
-

-
-

90
9

SK
30

18
土

師
質

土
器

皿
5Y

8/
2

灰
白

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
10

Y
R8

/2
灰

白
-

良
-

細
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
回

転
糸

切
回

転
ナ

デ
9.8

 
2.1

 
6.3

 
-

91
0

SK
30

18
土

師
質

土
器

皿
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
7.5

Y
R7

/6
橙

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

8.4
 

6.5
 

5.6
 

-

土
器
観
察
表

32
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報
文

番
号

遺
構

名
種

類
器

種
色

調
上

絵
・

呉
須

焼
成

胎
土

調
整

法
量

（
㎝

）
備

考
外

・
釉

薬
内

胎
土

角
閃 石

雲
母

そ
の

他
外

面
内

面
口

径
 

（
㎝

）
器

高
 

（
㎝

）
底

径
 

（
㎝

）
そ

の
他

 
（

㎝
）

91
1

SK
30

18
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/2
灰

白
10

Y
R8

/2
灰

白
10

Y
R8

/2
灰

白
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
回

転
糸

切
回

転
ナ

デ
（

9.4
）

3.4
 

5.1
 

-

91
2

SK
30

18
土

師
質

土
器

皿
7.5

Y
R8

/6
浅

黄
橙

7.5
Y

R8
/6

浅
黄

橙
10

Y
R8

/2
灰

白
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
11

.2 
2.5

 
5.7

 
-

91
3

SK
30

18
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/2
灰

白
10

Y
R8

/2
灰

白
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

10
.8 

2.4
 

6.2
 

-

91
4

SK
30

18
土

師
質

土
器

皿
5Y

8/
2

灰
白

5Y
8/

2
灰

白
5Y

8/
2

灰
白

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

11
.2 

2.0
 

7.0
 

-

91
5

SK
30

18
土

師
質

土
器

皿
2.5

Y
8/

1
灰

白
2.5

Y
8/

1
灰

白
2.5

Y
6/

1
黄

灰
-

良
-

細
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
回

転
糸

切
回

転
ナ

デ
-

-
6.8

 
-

91
6

SK
30

18
土

師
質

土
器

皿
10

Y
8/

1
灰

白
10

Y
8/

1
灰

白
10

Y
8/

1
灰

白
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
回

転
ヘ

ラ
切

り
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
11

.3 
1.8

 
-

-

91
7

SK
30

18
陶

器
碗

2.5
Y

R3
/3

暗
赤

褐
･

鉄
釉

白
色

白
色

-
良

-
-

-
回

転
ナ

デ
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
-

-
4.2

 
-

91
8

SK
30

18
土

師
質

土
器

皿
2.5

Y
8/

1
灰

白
2.5

Y
8/

1
灰

白
2.5

Y
8/

1
灰

白
-

良
-

-
細

･
少

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
ナ

デ
、

指
オ

サ
エ

18
.0 

2.5
 

-
-

91
9

SK
30

18
磁

器
碗

10
Y

8/
1

灰
白

･
透

明
釉

10
Y

8/
1

灰
白

7.5
Y

8/
1

灰
白

染
付

（
外

）
良

-
-

細
･

少
施

釉
施

釉
（

10
.0）

-
-

-
92

0
SK

30
18

磁
器

碗
10

Y
8/

1
灰

白
･

透
明

釉
10

Y
8/

1
灰

白
白

色
染

付
（

外
）

良
-

-
-

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
11

.2）
6.9

 
4.4

 
-

92
1

SK
30

18
陶

器
呉

器
手

碗
5Y

8/
2

灰
白

･
透

明
釉

5Y
8/

2
灰

白
5Y

8/
2

灰
白

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
13

.0 
8.1

 
5.6

 
-

92
2

SK
30

18
磁

器
碗

2.5
GY

8/
1灰

白
･透

明
釉

2.5
GY

8/
1

灰
白

白
色

染
付

（
外

）
良

-
-

細
･

少
施

釉
施

釉
-

-
（

4.8
）

-

92
3

SK
30

18
土

師
質

土
器

羽
釜

2.5
Y

7/
3

灰
黄

2.5
Y

7/
3

淡
黄

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
-

良
細

細
細

･
少

ナ
デ

、
ハ

ケ
、

指
オ

サ
エ

、
タ

タ
キ

ナ
デ

、
ハ

ケ
、

指
オ

サ
エ

（
13

.8）
-

-
-

92
4

SK
30

18
土

師
質

土
器

焙
烙

　
（

内
耳

）
5Y

R6
/6

橙
5Y

R6
/6

橙
5Y

R7
/6

橙
-

良
細

細
細

･
少

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
ナ

デ
、

ハ
ケ

？
31

.4 
7.7

 
-

-
東

広
島

92
5

SK
30

18
陶

器
摺

鉢
　

（
肥

前
）

10
Y

R6
/3

に
ぶ

い
黄

橙
7.5

Y
R6

/6
橙

7.5
Y

R6
/6

橙
-

良
-

細
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
回

転
糸

切
回

転
ナ

デ
-

-
9.8

 
-

92
6

SK
30

18
陶

器
摺

鉢
（

備
）

2.5
Y

R5
/8

明
赤

褐
2.5

Y
R5

/8
明

赤
褐

5Y
R6

/6
橙

-
良

-
-

細
･

並
回

転
ナ

デ
回

転
ナ

デ
30

.8 
-

15
.6 

-

92
7

SK
30

18
土

師
質

土
器

土
錘

5Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
-

2.5
Y

8/
1

灰
白

-
や

や
不

良
-

-
中

･
並

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
-

長
さ 7.5

幅
5.7

厚
さ 5.7

-

92
9

SK
30

21
土

師
質

土
器

皿
2.5

Y
8/

2
灰

白
2.5

Y
8/

2
灰

白
2.5

Y
4/

1
黄

灰
-

良
-

細
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
9.2

 
2.0

 
5.4

 
-

93
0

SK
30

21
土

師
質

土
器

皿
2.5

Y
8/

3
淡

黄
2.5

Y
6/

1
黄

灰
2.5

Y
4/

1
黄

灰
-

良
細

細
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
、

指
オ

サ
エ

（
？

）
9.4

 
2.1

 
5.9

 
-

黒
斑

な
い

し
は

ス
ス

付
着

93
1

SK
30

21
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R7

/1
灰

白
10

Y
R7

/1
灰

白
-

-
良

-
細

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

9.1
 

2.1
 

5.9
 

-

93
2

SK
30

21
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R7

/1
灰

白
10

Y
R8

/2
灰

白
10

Y
R3

/1
黒

褐
-

や
や

不
良

-
中

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
（

？
）

9.6
 

2.5
 

5.9
 

-

93
3

SK
30

21
土

師
質

土
器

皿
2.5

Y
8/

2
灰

白
2.5

Y
8/

2
灰

白
-

-
良

-
細

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

9.4
 

2.2
 

6.0
 

-

93
4

SK
30

21
土

師
質

土
器

皿
2.5

Y
8/

2
灰

白
2.5

Y
8/

1
灰

白
2.5

Y
3/

1
黒

褐
-

良
-

細
中

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
9.2

 
2.3

 
5.1

 
-

93
5

SK
30

21
土

師
質

土
器

皿
2.5

Y
8/

3
淡

黄
2.5

Y
8/

3
淡

黄
2.5

Y
4/

1
黄

灰
-

良
-

細
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
9.0

 
2.0

 
5.1

 
-

93
6

SK
30

21
土

師
質

土
器

皿
25

Y
R8

/2
灰

白
25

Y
R8

/2
灰

白
-

-
良

-
細

中
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

9.5
 

2.2
 

5.9
 

-

93
7

SK
30

21
土

師
質

土
器

皿
2.5

Y
7/

1
灰

白
2.5

Y
7/

2
灰

黄
2.5

Y
4/

1
黄

灰
-

良
細

細
中

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
（

9.6
）

2.3
 

（
6.0

）
-

土
器
観
察
表

33



－　　－249

報
文

番
号

遺
構

名
種

類
器

種
色

調
上

絵
・

呉
須

焼
成

胎
土

調
整

法
量

（
㎝

）
備

考
外

・
釉

薬
内

胎
土

角
閃 石

雲
母

そ
の

他
外

面
内

面
口

径
 

（
㎝

）
器

高
 

（
㎝

）
底

径
 

（
㎝

）
そ

の
他

 
（

㎝
）

93
8

SK
30

21
土

師
質

土
器

皿
2.5

Y
7/

2
灰

黄
2.5

Y
6/

1
黄

灰
-

-
良

-
細

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

9.6
 

2.5
 

5.8
 

-

93
9

SK
30

21
土

師
質

土
器

皿
5Y

R8
/4

淡
橙

7.5
Y

R8
/4

浅
黄

橙
7.5

Y
R8

/2
灰

白
-

良
-

細
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
7.8

 
1.5

 
6.0

 
-

94
0

SK
30

21
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
7.5

Y
R8

/2
灰

白
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
-

-
4.6

 
-

94
1

SK
30

21
土

師
質

土
器

皿
2.5

Y
7/

3
浅

黄
2.5

Y
7/

2
灰

黄
2.5

Y
4/

1
黄

灰
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
8.8

 
2.5

 
5.5

 
-

94
2

SK
30

21
土

師
質

土
器

皿
2.5

Y
8/

2
灰

白
2.5

Y
8/

2
灰

白
2.5

Y
7/

2
灰

黄
-

良
-

細
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
回

転
糸

切
回

転
ナ

デ
9.1

 
2.0

 
5.7

 
-

全
体

に
黒

化

94
3

SK
30

21
土

師
質

土
器

皿
2.5

Y
8/

2
灰

白
2.5

Y
8/

2
灰

白
-

-
良

-
細

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

9.2
 

2.3
 

5.5
 

-

94
4

SK
30

21
土

師
質

土
器

皿
2.5

Y
8/

2
灰

白
2.5

Y
8/

2
灰

白
-

-
良

-
細

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

9.0
 

2.1
 

5.8
 

-

94
5

SK
30

21
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/2
灰

白
10

Y
R8

/2
灰

白
2.5

Y
8/

1
灰

白
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
-

-
-

-

94
6

SK
30

21
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
-

-
良

-
-

細
・

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

11
.3 

2.4
 

8.2
 

-

94
7

SK
30

21
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
10

Y
R8

/2
灰

白
-

良
-

-
中

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
11

.0 
2.3

 
7.7

 
-

94
8

SK
30

21
土

師
質

土
器

皿
2.5

Y
8/

2
灰

白
2.5

Y
8/

2
灰

白
2.5

Y
7/

2
灰

黄
-

良
-

細
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
11

.2 
2.7

 
7.3

 
-

全
体

に
黒

化

94
9

SK
30

21
土

師
質

土
器

焙
烙

（
関

）
5Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
-

良
-

中
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
掻

き
上

げ
、

ケ
ズ

リ
、

底
部

型
成

形
回

転
ナ

デ
-

-
-

厚
さ 0.9

関
西

系
、

難
波

c
類

95
0

SK
30

21
陶

器
摺

鉢
（

備
）

10
R6

/8
赤

橙
2.5

Y
R5

/6
明

赤
褐

5Y
7/

1
灰

白
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

-
-

-
-

95
1

SK
30

21
陶

器
刷

毛
目

皿
2.5

Y5
/2

暗
灰

黄
･透

明
釉

2.5
Y

5/
2

暗
灰

黄
2.5

Y
5/

1
赤

灰
-

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
23

.0）
-

-
-

95
2

SK
30

21
磁

器
碗

白
色

･
透

明
釉

白
色

白
色

染
付

（
外

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
11

.1 
-

-
-

95
3

SK
30

21
磁

器
碗

白
色

･
透

明
釉

白
色

5Y
8/

1
灰

白
染

付
（

外
）

良
-

-
-

回
転

ナ
デ

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

（
12

.1）
6.4

 
5.1

 
-

95
4

SK
30

21
陶

器
呉

器
手

碗
5Y

8/
2

灰
白

･
透

明
釉

5Y
8/

2
灰

白
5Y

8/
2

灰
白

-
や

や
不

良
-

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

（
12

.2）
（

6.3
）

（
5.0

）
-

95
5

SK
30

21
磁

器
皿

2.5
GY

6/
1

オ
リ

ー
ブ

灰
・

透
明

釉
2.5

GY
6/

1
オ

リ
ー

ブ
灰

5Y
7/

1
灰

白
染

付
（

内
）

良
-

-
細

・
少

高
台

ケ
ズ

リ
出

し
、

施
釉

施
釉

（
14

.4）
3.5

 
（

4.9
）

-

95
6

SK
30

21
土

師
質

土
器

足
釜

10
Y

R8
/2

灰
白

-
10

Y
R8

/1
灰

白
-

良
-

-
中

・
少

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
-

-
-

-
-

17
c

以
前

に
遡

る
可

能
性

あ
り

95
7

SK
30

21
磁

器
皿

10
Y

7/
1

灰
白

･
透

明
釉

10
Y

7/
1

灰
白

5Y
7/

1
灰

白
染

付
（

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

（
12

.9）
2.7

 
（

6.0
）

-

95
8

SK
30

21
陶

器
皿

（
肥

前
）

2.5
Y

R4
/3

に
ぶ

い
赤

褐
・

緑
釉

7.5
Y

5/
2

灰
オ

リ
ー

ブ
7.5

Y
R7

/3
に

ぶ
い

橙
-

良
-

-
細

・
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
ケ

ズ
リ

出
し

、
施

釉
回

転
ナ

デ
、

施
釉

13
.0 

3.6
 

4.2
 

-
砂

目
積

、
17

c、
半

か
？

95
9

SK
30

21
陶

器
皿

5Y
6/

2灰
オ

リ
ー

ブ
･緑

釉
青

色
5Y

8/
1

灰
白

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
、

蛇
ノ

目
釉

ハ
ギ

（
20

.2）
5.1

 
6.2

 
-

96
0

SK
30

21
磁

器
盤

10
Y

7/
2

灰
白

･
青

磁
釉

10
Y

7/
2

灰
白

7.5
Y

5/
1

灰
白

-
良

-
-

-
回

転
ナ

デ
、

施
釉

回
転

ナ
デ

、
施

釉
27

.7 
6.3

 
15

.4 
-

96
1

SK
30

24
土

師
質

土
器

皿
7.5

Y
R8

/4
浅

黄
橙

7.5
Y

R8
/4

浅
黄

橙
7.5

Y
R8

/6
浅

黄
橙

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

6.5
 

1.2
 

3.8
 

-

96
2

SK
30

24
磁

器
蓋

白
色

･
透

明
釉

白
色

白
色

染
付（

外
･

内
）

良
-

-
-

施
釉

施
釉

8.8
 

2.4
 

-
つ

ま
み

部
3.3

96
3

整
地

層
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

7.1
 

1.4
 

3.8
 

-

土
器
観
察
表

34



－　　－250

報
文

番
号

遺
構

名
種

類
器

種
色

調
上

絵
・

呉
須

焼
成

胎
土

調
整

法
量

（
㎝

）
備

考
外

・
釉

薬
内

胎
土

角
閃 石

雲
母

そ
の

他
外

面
内

面
口

径
 

（
㎝

）
器

高
 

（
㎝

）
底

径
 

（
㎝

）
そ

の
他

 
（

㎝
）

96
4

整
地

層
土

師
質

土
器

皿
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

-
良

-
細

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

回
転

糸
切

回
転

ナ
デ

（
9.4

）
1.8

 
6.0

 
-

96
5

整
地

層
土

師
質

土
器

皿
5Y

R7
/6

橙
5Y

R7
/6

橙
5Y

R7
/6

橙
-

良
細

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
8.2

 
1.7

 
5.4

 
-

96
6

整
地

層
土

師
質

土
器

皿
5Y

R7
/6

橙
5Y

R7
/6

橙
5Y

R7
/6

橙
-

良
-

細
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
底

部
静

止
糸

切
回

転
ナ

デ
（

10
.2）

（
2.1

）
（

6.5
）

-

96
7

整
地

層
土

師
質

土
器

皿
2.5

Y
R6

/6
橙

2.5
Y

R6
/6

橙
2.5

Y
R6

/6
橙

-
良

-
-

細
･

少
回

転
ナ

デ
、

底
部

静
止

糸
切

回
転

ナ
デ

-
-

6.3
 

-

96
8

整
地

層
土

師
質

土
器

足
釜

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

7.5
Y

R7
/6

橙
7.5

Y
R5

/2
灰

褐
-

良
-

-
細

･
並

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
ナ

デ
-

-
-

-

96
9

整
地

層
磁

器
碗

5G
Y

8/
1

灰
白

･透
明

釉
5G

Y
8/

1
灰

白
灰

白
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
-

-
-

-

97
0

遺
構

外
磁

器
碗

　
　

（
景

徳
鎮

）
白

色
･

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
-

-
（

4.1
）

-

97
1

遺
構

外
磁

器
碗

　
　

（
景

徳
鎮

）
白

色
･

透
明

釉
白

色
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
（

12
.6）

-
-

-

97
2

遺
構

外
磁

器
碗

　
　

（
景

徳
鎮

）
5G

Y8
/1

灰
白

･透
明

釉
5G

Y
8/

1
灰

白
白

色
染

付（
外

･
内

）
良

-
-

-
施

釉
施

釉
-

-
（

4.7
）

-

97
3

遺
構

外
土

師
質

土
器

独
楽

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

-
-

-
良

-
-

細
･

少
型

成
形

、
ナ

デ
-

最
大

径
2.6

高
さ 1.5

-
-

キ
ラ

コ
使

用

97
4

遺
構

外
土

師
質

土
器

七
輪

7.5
Y

R7
/6

橙
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
7.5

Y
R5

/4
に

ぶ
い

橙
-

良
細

-
細

･
少

回
転

ナ
デ

、
型

押
し

成
形

回
転

ナ
デ

、
ハ

ケ
（

37
.0）

-
-

-
キ

ラ
コ

使
用

土
器
観
察
表

35
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報
文

番
号

新
遺

構
名

器
種

色
調

胎
土

法
量

（
㎝

）
備

考
凸

面
凹

面
白

色
砂

粒
黒

色
砂

粒
灰

色
砂

粒
　

全
長

　
（

残
存

長
）

  狭
端

幅
　

（
残

存
幅

）
  広

端
幅

　
（

残
存

幅
）

瓦
当

径
厚

さ

99
0

SD
10

01
軒

桟
瓦

N
4/

灰
N

4/
灰

細
・

少
細

・
少

-
（

11
.7）

-
-

8.5
 

1.5
 

瓦
当

幅
17

.5、
刻

印
あ

り
99

1
SD

10
01

軒
平

瓦
N

2/
黒

N
2/

黒
-

-
細

・
少

（
7.3

）
-

-
-

1.7
 

刻
印

あ
り

99
2

SD
10

01
軒

桟
瓦

N
3/

暗
灰

N
3/

暗
灰

中
・

少
中

・
少

-
（

7.5
）

-
-

8.9
 

1.7
 

キ
ラ

コ
使

用
99

3
SD

10
01

軒
平

瓦
N

4/
灰

N
4/

灰
細

・
少

-
細

・
少

（
10

.2）
-

-
-

1.8
 

99
4

SD
10

01
軒

平
瓦

N
2/

黒
N

2/
黒

-
-

-
（

12
.9）

-
-

-
1.5

 
キ

ラ
コ

使
用

、
刻

印
あ

り
99

5
SD

10
01

軒
平

瓦
5Y

6/
1

灰
5Y

6/
1

灰
-

-
細

・
少

（
2.5

）
-

-
-

-
キ

ラ
コ

使
用

99
6

SD
10

01
軒

平
瓦

N
2/

黒
N

2/
黒

細
・

少
-

細
・

少
（

16
.9）

-
-

-
1.8

 
刻

印
あ

り
、

キ
ラ

コ
使

用
99

7
SD

10
01

軒
平

瓦
N

4/
灰

N
4/

灰
細

・
少

-
細

・
多

（
14

.7）
-

-
-

1.8
 

キ
ラ

コ
使

用
、

刻
印

あ
り

、
軒

桟
瓦

の
可

能
性

有
99

8
SD

10
01

軒
平

瓦
N

3/
暗

灰
N

3/
暗

灰
-

-
-

（
24

.2）
-

-
-

1.5
 

キ
ラ

コ
使

用
、

刻
印

あ
り

99
9

SD
11

39
軒

平
瓦

N
4/

灰
N

4/
灰

細
・

少
細

・
少

-
（

3.0
）

-
-

-
1.4

 
10

00
SD

11
22

軒
平

瓦
N

3/
暗

灰
N

3/
暗

灰
細

・
少

-
-

（
9.4

）
-

-
-

1.5
 

10
01

SK
11

23
軒

丸
瓦

N
3/

暗
灰

N
3/

暗
灰

-
細

・
少

細
・

少
（

2.4
）

-
-

12
.7 

-
キ

ラ
コ

使
用

10
02

SK
11

91
軒

丸
瓦

N
4/

灰
N

4/
灰

細
・

少
-

細
・

少
（

2.2
）

-
-

-
-

キ
ラ

コ
使

用
10

03
SK

11
91

軒
丸

瓦
10

Y
4/

1
灰

10
Y

4/
1

灰
細

・
少

細
・

少
-

（
8.8

）
-

-
11

.4 
1.3

 
10

04
SK

11
91

軒
丸

瓦
5Y

7/
1

灰
白

5Y
7/

1
灰

白
-

細
・

少
細

・
少

（
2.4

）
-

-
-

-
キ

ラ
コ

使
用

10
05

SK
11

91
軒

桟
瓦

N
3/

暗
灰

N
3/

暗
灰

細
・

少
-

細
・

少
（

7.9
）

-
-

-
1.1

 
キ

ラ
コ

使
用

、
軒

桟
瓦

の
可

能
性

あ
り

10
06

SK
11

91
軒

平
瓦

2.5
Y

7/
2

灰
黄

2.5
Y

7/
2

灰
黄

細
・

少
-

-
（

4.1
）

-
-

-
1.5

 
10

07
SK

11
91

軒
平

瓦
7.5

Y
7/

1
灰

白
7.5

Y
7/

1
灰

白
細

・
少

-
-

（
13

.3）
-

-
-

1.3
 

関
西

菊
花

文
10

08
SK

11
91

軒
平

瓦
N

4/
灰

N
4/

灰
細

・
少

-
細

・
少

（
9.7

）
-

-
瓦

当
幅

23
.5

1.4
 

下
向

三
葉

文
10

09
SK

12
00

軒
丸

瓦
N

3/
暗

灰
N

3/
暗

灰
細

・
少

-
細

・
少

（
3.5

）
-

-
11

.9 
-

10
10

SK
12

00
軒

丸
瓦

5Y
4/

1
灰

5Y
4/

1
灰

-
-

細
・

少
（

5.3
）

-
-

12
.5 

1.4
 

キ
ラ

コ
使

用
10

11
SK

12
00

軒
桟

瓦
N

4/
灰

N
4/

灰
細

・
少

-
-

（
8.7

）
-

-
5.6

 
1.3

 
キ

ラ
コ

使
用

10
12

SK
12

20
軒

丸
瓦

5Y
6/

1
灰

5Y
6/

1
灰

細
・

少
細

・
少

細
・

多
（

15
.1）

-
-

-
1.7

 
10

13
SK

12
20

軒
丸

瓦
7.5

Y
4/

1
灰

7.5
Y

4/
1

灰
細

・
少

細
・

少
-

（
3.2

）
-

-
12

.5 
-

10
14

SK
12

20
軒

平
瓦

5Y
8/

2
灰

白
5Y

8/
2

灰
白

細
・

少
細

・
少

細
・

少
（

2.7
）

-
-

-
-

10
15

SK
12

77
軒

平
瓦

2.5
Y

3/
1

黒
褐

2.5
Y

3/
1

黒
褐

細
・

少
細

・
少

細
・

少
（

5.4
）

-
-

-
1.3

 
刻

印
あ

り
10

16
SK

12
40

丸
瓦

10
Y

R2
/1

黒
2.5

Y
5/

1
黄

灰
細

・
少

-
細

・
少

（
23

.5）
12

.7 
-

-
1.8

 
玉

縁
幅

7.0
　

内
面

ゴ
ザ

目
？

10
17

SD
12

79
軒

丸
瓦

N
2/

黒
N

2/
黒

-
細

･
少

細
･

少
（

2.7
）

-
-

-
-

家
紋

瓦
、

丸
に

橘
10

18
SD

12
79

軒
丸

瓦
N

2/
黒

N
2/

黒
中

・
少

細
・

少
細

・
少

（
2.6

）
-

-
11

.6 
-

キ
ラ

コ
使

用
10

19
SD

12
79

軒
丸

瓦
5Y

6/
1

灰
7.5

Y
7/

1
灰

白
細

・
少

細
・

少
細

・
少

（
2.3

）
-

-
11

.7 
‐

10
20

SD
12

79
軒

丸
瓦

2.5
Y

6/
2

灰
黄

N
4/

灰
中

・
少

細
・

少
-

（
3.9

）
-

-
-

1.4
10

21
SK

12
85

軒
平

瓦
2.5

Y
6/

1
黄

灰
2.5

Y
6/

1
黄

灰
細

・
多

-
細

・
少

（
11

.9）
-

-
-

1.6
 

10
22

SK
12

87
軒

丸
瓦

N
4/

灰
N

4/
灰

-
細

・
少

細
・

少
（

3.2
）

-
-

12
.3 

1.8
 

キ
ラ

コ
使

用
10

23
SK

12
87

軒
丸

瓦
N

3/
暗

灰
N

3/
暗

灰
細

・
少

-
細

・
少

（
1.6

）
-

-
-

1.6
 

キ
ラ

コ
使

用
10

24
SK

12
88

軒
丸

瓦
2.5

Y
7/

1
灰

白
2.5

Y
5/

1
黄

灰
細

・
少

細
・

少
-

（
1.9

）
-

-
-

-
赤

色
砂

粒
含

む
・

細
・

少
10

25
SK

12
90

軒
丸

瓦
2.5

Y
5/

1
黄

灰
2.5

Y
7/

1
灰

白
細

・
少

細
・

少
-

（
4.1

）
-

-
11

.4 
-

10
26

SK
13

21
軒

丸
瓦

7.5
Y

6/
1

灰
10

Y
6/

1
灰

細
・

少
細

・
少

細
・

少
（

4.3
）

-
-

13
.1 

-
10

27
SK

13
21

軒
平

瓦
N

4/
灰

N
4/

灰
細

・
少

-
細

・
少

（
2.5

）
-

-
-

-
10

28
SK

13
59

軒
丸

瓦
10

Y
5/

1
灰

10
Y

5/
1

灰
細

・
少

細
・

少
細

・
少

（
4.8

）
-

-
13

.5 
1.6

 
10

29
SK

13
59

軒
丸

瓦
N

3/
暗

灰
N

3/
暗

灰
-

-
細

・
少

（
1.6

）
-

-
-

-
10

30
SK

13
59

軒
丸

瓦
N

3/
暗

灰
N

3/
暗

灰
細

・
少

細
・

少
細

・
少

（
15

.5）
-

-
12

.6 
1.5

 
キ

ラ
コ

使
用

10
31

SK
13

59
軒

平
瓦

N
4/

灰
N

4/
灰

細
・

少
-

細
・

少
（

17
.5）

-
-

-
1.5

 
キ

ラ
コ

使
用

10
32

SX
12

62
軒

丸
瓦

N
1.5

/
黒

N
1.5

/
黒

細
・

少
-

細
・

少
（

20
.2）

-
-

12
.6 

1.5
 

キ
ラ

コ
使

用

表
11

　
瓦
観
察
表
１
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報
文

番
号

新
遺

構
名

器
種

色
調

胎
土

法
量

（
㎝

）
備

考
凸

面
凹

面
白

色
砂

粒
黒

色
砂

粒
灰

色
砂

粒
　

全
長

　
（

残
存

長
）

  狭
端

幅
　

（
残

存
幅

）
  広

端
幅

　
（

残
存

幅
）

瓦
当

径
厚

さ

10
33

SX
12

62
菊

丸
瓦

N
3/

暗
灰

N
3/

暗
灰

細
・

少
-

細
・

少
11

.8 
3.7

 
8.6

 
8.4

 
1.4

 
10

34
SX

12
62

軒
平

瓦
N

2/
黒

N
2/

黒
細

・
少

-
中

・
少

（
10

.5）
-

-
-

1.4
 

10
35

SX
12

67
軒

丸
瓦

5Y
8/

2
灰

白
5Y

6/
1

灰
中

・
少

-
中

・
少

（
11

.4）
-

-
12

.1 
1.7

 
10

36
SX

12
67

軒
丸

瓦
5Y

8/
2

灰
白

5Y
6/

1
灰

-
-

細
・

少
（

8.6
）

-
-

-
1.5

 
刻

印
あ

り
10

37
SX

12
67

軒
平

瓦
N

3/
暗

灰
2.5

Y
7/

1
灰

白
-

細
・

少
細

・
少

（
11

.2）
-

-
-

1.5
 

10
38

SX
12

86
軒

丸
瓦

5Y
8/

1
灰

白
5Y

8/
1

灰
白

細
・

少
細

・
少

-
（

3.2
）

-
-

12
.7 

-
10

39
SX

13
72

軒
丸

瓦
5Y

7/
1

灰
白
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瓦
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平
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灰
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-
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少
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（

4.7
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-
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少
-
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（
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-
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（
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-
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-

12
.5 

1.5
 

キ
ラ

コ
使

用
10

71
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瓦
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少
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・
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-
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軒
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瓦
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灰
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Y
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細
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少
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・

少
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N
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灰
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細
・

少
-
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・
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（
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-

-
-

三
葉

文
10

75
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軒
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少

細
・
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細
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-
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キ

ラ
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使
用

瓦
観
察
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番
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遺

構
名

器
種

色
調

胎
土

法
量

（
㎝

）
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凸

面
凹

面
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色
砂

粒
黒

色
砂

粒
灰

色
砂

粒
　

全
長

　
（

残
存

長
）

  狭
端

幅
　

（
残

存
幅

）
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端
幅

　
（

残
存

幅
）

瓦
当

径
厚

さ
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軒

平
瓦
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Y
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灰
7.5

Y
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灰

細
・

少
-

細
・

少
（
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）
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-

-
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SK

21
03

軒
丸

瓦
5Y

6/
1

灰
5Y

6/
1

灰
-

細
・

少
中

・
少

（
17

.0）
-

-
13

.7 
1.6

 
10

78
SK

21
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少
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22

07
軒

丸
瓦

N
3/

暗
灰

N
3/

暗
灰

-
-

細
･

少
（
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-
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瓦
7.5

Y
2/

1
黒

7.5
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・
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個
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SK

30
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調査地遠景

２区２面　完掘状況　

図版１　遺構写真１



１区１面　航空写真（上から）　

１区２面　完掘状況　

図版２　遺構写真２	



３区　完掘状況　

２区　区画溝周辺（SD2183，SD2182 等）　

図版３　遺構写真３



１区　建物１　

SD1007 断面

図版４　遺構写真４



SP1035 断面

SD1021 完掘状況および建物 2検出状況 SX1044 完掘状況

SP1138 断面 SD1096 検出状況

SD1001 断面SX1044 および建物 1礎石検出状況

丸亀市民広場に残る陸軍建物基礎

図版５　遺構写真５



１区　南壁（１）　

１区　南壁（２）　　

図版６　遺構写真６



SD1139

１区　区画溝完掘

SD1282，SK1294，SK1295 断面

SK1374，SD1279，SD1325 断面

SD1256 断面

SD1130 断面

図版７　遺構写真７



SK1191 完掘状況

SK1209 断面 SK1241 断面

SK1300 断面 SK1321 断面

SK1180 完掘状況SD1287 検出状況

SK1200 断面

図版８　遺構写真８



SD1283，SK1335 検出状況

SK1267 断面

SK1188 断面

SK1220 検出状況

SK1220 断面

SK1359 断面

SK1212 断面

図版９　遺構写真９



SP1345

１区柱穴　完掘状況

SP2135 SX2031

SK1233，SK1230 断面SX1016

SP1185

図版 10　遺構写真 10



２区　南壁（３）整地層

SK2062 ほか検出状況

２区　南壁（２）

２区　南壁（１）

２区　南壁（４）

図版 11　遺構写真 11



２区東　遺構検出

SE2166 断面

図版 12　遺構写真 12



SD2162 検出状況

SD2162 断面（１）

図版 13　遺構写真 13



SK2169 検出状況

SK2207，SD2182，SK2169 断面

SD2183 断面

SD2182，SK2116

SD2183 検出状況

SD2162 断面（２）

SK2169 断面

SD2183 と整地層

図版 14　遺構写真 14



SK2064 断面

SK2068 断面（南から）

SK2028 断面

SK2220 断面

SK2053，SK2054

SK2111 断面

SK2198

SK2060 断面

図版 15　遺構写真 15



２区東　SK2121 断面（北から）

SK2121 断面（西から）

図版 16　遺構写真 16



SX3002 完掘断面

SK3021，SK3018 断面

SK3018 掘削状況

３区　近代遺構完掘状況

SK3013 断面

３区　検出状況

SK3021 断面

SK3018 遺物出土状況

図版 17　遺構写真 17



SK3021 出土遺物

SK3018 出土遺物

図版 18　出土遺物写真１
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SK1191 出土遺物

SK3013 出土遺物
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SX1016 出土遺物

SK2028 出土遺物

図版 20　出土遺物写真３
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SK2121 出土遺物

SX2062 出土遺物

図版 21　出土遺物写真４
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図版 22　出土遺物写真５

SD2162 出土遺物

SK2103 出土遺物
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図版 23　出土遺物写真６
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SK2111 出土遺物
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SK1200 出土遺物

図版 27　出土遺物写真 10
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図版 31　出土遺物写真 14

339

368 369

373
372

370

371367

355



図版 32　出土遺物写真 15

404

402
401

400399

403

396
398

397

393

392
391

394 395

381

380

405

385

384

386

383382



SX1262 出土遺物２

SX1262 出土遺物３　

図版 33　出土遺物写真 16
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群が多数出土した。
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